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　　　プロローグ







　長い廊下が続いていた。天てん井じようには幾いくつものシャンデリアが連なり、あわい光を放っている。その明かりに照らされて金細工の窓枠や絵画の額がく縁ぶちが幻想的に輝かがやく。

　そんな数世紀前の宮殿か大聖堂を思わせる廊下を、三人の若い女を従えて足早に進む少女の姿があった。

　小学校の高学年程度の背丈に、幼い顔つき。長い髪が歩く度たびにふわふわ舞まう。年の頃ころは一〇歳といったところだ。

　少女と背丈をあわせるように、細いセルロイドメガネの女性が腰を屈かがめて歩く。その数歩下がった位置には大柄の女性が背筋をピンとのばし二人ふたりならんで歩いていた。いかにも警けい察さつ官かんや自じ衛えい官かんあがりといった雰囲気である。

　少女は何やら怒っていて、優ゆう雅がな雰囲気とは場違いな口ぶりでまくしたてた。

「あの使えない研究員、即クビにして。午後からの実じつ験けんデータ解析中にこっそり遊んでた奴やつ。あいつ、前も同じことしてたんだから。あたしのラボに怠なまけ者ものはいらないの」

「しかしスタッフを簡かん単たんに解雇するわけには……機き密みつ保持の面でも問題がありますし」

　細いセルロイドメガネの奥で眉まゆが八の字になる。すると少女が立ち止まった。

「だったら二に億おくでも三億でも退たい職しよく金きんを積つむなり、公安に申しん請せいして監かん視し対象にでもすればいいじゃない。とにかくあたしがいらないって言ったら、いらないんだからっ！」

「しょ、承知しました。とりあえず労務とかけあってみます」

　怒ど鳴なりつけられた秘書が身体からだをすくませるが、後に続く二人ふたりは眉一つ動かすことなく、常に少女と秘書との間に一定の距きよ離りをたもつ。

　そんな人間的なものを感じさせない護ご衛えいの二人に突如、緊きん張ちようが走る。

　窓ガラスの奥に黒い影かげがうごめいたのだ。

　とっさに少女の前へ出ようとする二人だが、それより早く爆ばく発はつ音おんと共にガラスが砕くだけ散った。

　少女と秘書の悲鳴が同時にあがる。

　そして爆煙の向こうから、黒ずくめの男たちがあらわれた。

　あみタイツに似た黒の特殊繊せん維いを全身にまとった男たちの腰には大きなベルトが巻いてある。そのベルトバックルには渦うず巻まく十字の紋章が刻まれていた。

　悪の秘密組そ織しき・地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの紋章である、男たちは地獄十字軍の戦せん闘とう員いんだったのだ。

　二人のボディガードは戦闘員と少女の間に割って入るが、戦闘員たちは手にしたショックバーでボディガードに電でん撃げきをくらわせて倒すと、少女に猿さるぐつわをはめて、あっと言う間に縄なわでぐるぐる巻きにしてしまった。

　そして侵入してきた窓から少女を連れ去って行く。

　けれど少女を守る側も黙だまって指をくわえているわけではなかった。秘書が非常ベルを鳴らし、大声で叫ぶ。巨大な洋よう館かんは蜂はちの巣すをつついたかのような騒さわぎになった。

　警けい備び員いんや私服姿の男たちが館やかたのあちこちから飛びだし、戦闘員を追う。

　だが戦闘員たちはこれを易やす々やすと倒してしまうと、広大な敷しき地ち内へと乗りつけてきたトラックへと少女を運びこんでしまった。




　時に西暦二〇ⅩⅩ年。世界は人類史上かつてない規模の大恐慌に陥っていた。

　西暦一九二九年の大恐慌を超えた恐慌として超恐慌と名づけられた世界規模の不況は単なる経済的な混乱にとどまらず、政治面においても混乱を生じさせた。

　アフリカ、東南アジアの各地で紛ふん争そうや内乱が勃ぼつ発ぱつし、戦火にさらされなかった国や地域でも社会情勢に混乱をきたしていた。

　この状況下、世界征服をたくらむ地獄十字軍は公然と社会にその姿をあらわしたのだ。

　地獄十字軍の改造人間と、その手下である戦闘員たちは好き勝手に暴あばれ、人々は恐怖した。

　しかし地獄十字軍の改造人間に対抗すべく日本の警察は立ち上がったのである。

　科学警察隊は改造人間と互角に戦うことのできる特殊スーツを開発し、警察庁長官は気力・体力・暴ぼう力りよくに優すぐれた隊員を選せん抜ばつし特殊警けい察さつ戦隊、略して特とく察さつ戦せん隊たいを組そ織しきした。

　その名も、ピポレンジャー。




「待て、待て、待てぇいっ！」

「きゅい、きき……」

　威勢のいい声に、警備員たちを簡かん単たんにひねってきた戦せん闘とう員いんたちが急に狼ろう狽ばいしはじめた。

　誰だれもが腰を屈かがめオロオロと薄うすい闇やみの広がる周囲を見わたす。

　その姿をあざ笑うかのように三つの光が放たれて、戦闘員たちの姿を曝さらけだした。

　いつの間にか戦闘員たちはバイクにのった三人の戦士に囲まれていたのだ。

　戦士たちはそろいの特殊スーツに身をつつんでいるが、色だけは違っていた。

　青い戦士が口火を切る。

「青き光が……正義の道を進めと示す」

　クールで皮肉屋のピポブルー。ときどき勝手に戦隊からはぐれるのが玉たまに瑕きず。

「黄き色いろい光が……悪を注意しろと語る」

　続くはひょうきん者だが戦隊きっての力もち、ピポイエロー。カレーと謎なぞ々なぞが大好きだ。

「赤き光が……悪い奴やつらを食い止める」

　最後に女性の声。文字通り紅こう一いつ点てんのピポレッド。戦隊を率いるリーダーである。
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　この三人こそ特とく察さつ戦せん隊たいピポレンジャー、正義の戦士にして善なるすべての日本国民の希望。

　三人の戦士の声が一つになる。

「人々の自由と平和を守るため。ピポレンジャー、参上！　地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐん、お前たちの好きにはさせないっ！」

　ピポレンジャーは五人編へん成せい。もっともピポブラックとピポホワイトは別働隊で、通常は三人で行動している。だが五人の戦士がそろわなくとも、ただの戦せん闘とう員いんが相手なら三人で十分だ。

　バイクからおりた正義の戦士たちが悪の戦闘員たちに猛然と襲おそいかかる。

「くらえ、ブルー・パンチ！　おらぁっ！」

　ピポブルーの鉄てつ拳けんを受けた戦闘員が一発でノック・ダウン。

「イエロー・アタック！　どっすこーいっ！」

　ピポイエローの体当たりを受けた戦闘員が五メートルは飛んで館やかたの壁かべに激げき突とつした。

「いくわよ、レッド・ソード！　きぇえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ピポレッドが日本刀をふり回し、恐れをなした戦闘員たちは逃げまどう。

　パニックに陥おちいった戦闘員たちはピポレンジャーの前に次々と倒されていった。

　そこにトラックの荷台から、上半身ナマコ姿の不気味な男が飛びだしてきた。地獄十字軍の改造人間である。

「ここは任せろ。みんな退却だ、退却」

　改造人間の号令のもと、戦闘員たちはトラックへ一斉に撤てつ退たいを開始した。

　自力で歩ける者が倒れた仲間の肩を担かつぎ、トラックの荷台へ列となる。

　そんな撤退中の仲間たちの姿に、悪の改造人間は正義の戦士たちへ憎ぞう悪おの目をむけた。

「おのれーっ、よくも仲間を痛めつけてくれたな。俺は地獄十字軍の改造人間・ナマコ仮か面めん、お前たちを地獄へと送ってやるぜ」

　凄すご味みをきかせるナマコ仮面にひるむことなく三人の戦士たちは各おの々おのの技をくりだす。

「ブルー・パンチ！　おらぁっ！」

「イエロー・アタック！　どっすこーいっ！」

　だがナマコ仮面の身体からだは柔らくてぷにぷにしているので打だ撃げき系の技はきかなかった。ナマコ仮面は腕をくんで高笑いをあげるばかりだ。

「がっはっはっ、それが何かね？」

「くそっ！　なんて奴やつだ。これじゃ俺たちの技は通じないぞ」

　悔くやしさでピポイエローが大地に張り手をかますと、ピポブルーは静かにうなずいた。

　そんな二人ふたりの間から、日本刀を上段にかまえたピポレッドがあらわれた。

「ここは任せて。レッド・ソード！　きぇえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ピポレッドのふり払った一撃はナマコ仮面の肩へと落ちるが、ぷにぷにした身体は斬きれなかったばかりか、反動で日本刀ごとピポレッドは弾はじき飛ばされてしまった。

「きゃーっ！」

「ハッハッハッハッ！　ぶざまだな、ピポレンジャー。貴様らもついに最さい期ごの時が来たのだ」

　倒れたピポレッドを足げにするナマコ仮か面めん。この危き機きに、どこからともなく声がする。

「そいつはどうかな」

「ピポレンジャーをあなどるには少し早すぎるぜ」

　口ぶりは似ているが、声こわ色いろが微妙に違う。

「まさか、お前たちは！」

　ナマコ仮面が叫ぶと、申しあわせたかのように二人ふたりの戦士が駆かけだしてきた。

　二人とも白と黒で色こそ違いはするが三人の戦士たちと同じ姿をしている。

「来てくれたのね！　ピポブラック、ピポホワイト」

　ピポレッドの声に、ピポブラックは深くうなずき、ピポホワイトは親指を立てて応こたえた。

「話は後だ、それよりピポダイナマイト・アタックをかける」

　ピポホワイトの一言に、四人の戦士たちが声を一つにする。

「おうっ！」

　四人の戦士たちは、各おの々おのと同色の長い筒つつを科学の力でどこからともなく取りだした。ピポレンジャーの必殺兵器・ピポバトンである。

　ピポレッドだけはＴの字型レバーつきの赤い箱はこを取りだし、地面にセットする。

「起き爆ばく装置、セット完了」

　四人の戦士たちが一斉にナマコ仮面にむかって走りだした。そして四方からナマコ仮面を囲むと、その四し肢しをつかむ。ピポブルーが左腕をつかみ、ピポイエローは右腕。そしてピポホワイトが左足で、ピポブラックは右足だ。

「せいのっ！」

　そのまま四人の戦士たちはナマコ仮面をお神輿みこしのように担かつぎ上げる。

　それからナマコ仮面の四肢をつかんだ逆の手でピポバトンを掲げポーズを決めた。

「ピポバトン、装着！」

　ピポレッドが指令をだすと、四人の戦士たちは一斉にピポバトンをナマコ仮面の身体からだへくっつける。胸・腹・両脇わき腹ばらにピポバトンをつけられ、ナマコ仮面は必死にもがいた。

「や、やめろ～っ！　何をする、離はなせ～っ！」

　だが両手両足をがっちりつかまれたナマコ仮面に身体の自由がきくわけなかった。

　ピポレッドが赤い箱から四本のコードをひきだした。四本のコードはそれぞれ色違いでピポバトンと同じ色をしている。

　コードの端たん子しを握ったピポレッドがナマコ仮面にむかって走りだす。

「や、めろ～っ！　やめてくれ～ぇ!!」

　ナマコ仮面の叫び声が泣き声に近くなるが、容赦なし。ナマコ仮面の下にもぐりこんだピポレッドは手て際ぎわよく四本のコードをピポバトンに接続していった。

「ブルー、よし。イエロー、よし。ブラック、よし。ホワイト、よしっ！」

　四本のコードとピポバトンが同じ色で接続されているのを一つずつ確かく認にんすると、ピポレッドは元いた場所へと走って戻る。

　そしてＴの字型レバーに手をかけた。

　ここで五人の戦士たちの声が一つになる。

「爆ばく殺さつ！」

　叫び声と同時にピポレッドが体重をかけてレバーを押す。

　閃せん光こうが走り、爆発音に空気がふるえた。同時に手足をつかまれたナマコ仮か面めんの胴体は木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んで消えてしまった。

　説明するまでもないが、実はナマコ仮面の身体に装着された四つのバトンは爆発力が集中する成せい型けい炸さく薬やく弾だんを用いた科学ダイナマイトだったのである。

　一人ひとり一人ではかなわない相手でも、五人がかりなら勝つことができる。ピポダイナマイト・アタックこそ正義の真しん骨こつ頂ちようたる必殺技なのだ。

　四人の戦士たちは、それぞれ手にしていたナマコ仮面の手足を適当に投げ捨てる。

　しかしナマコ仮面が爆殺される間に、地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんのトラックは撤てつ収しゆうを完了し邸内から走り去ろうとしていた。

　トラックの荷台から、ガイコツのような瘦やせた男が半身をのりだす。

「ヒャッハッハッハッ！　ピポレンジャーたちよ。さらばじゃ！」

「しまった、あと一歩のところで……」

　ピポブルーが悔くやしそうに拳こぶしをふるわせると、ピポイエローは地じ団たん駄だを踏む。

「うぬぅ……地獄十字軍の大幹部、疫やく病びよう神がみ博士はかせ。味方を捨すて石いしにして逃げるなんて、なんて卑ひ怯きような奴やつなんだ」

「麗れい華かちゃんを救出しなければ」

　麗華とは誘ゆう拐かいされた少女の名であった。リーダーとしてピポレッドが誘拐された少女のことをまっ先に心配すると、ピポブラックとピポホワイトは重々しくうなずいた。

　ピポレンジャーたちは「麗華を救出しなければ」という熱あつい思いを胸に秘め、地獄十字軍のトラックが走り去って行った方角を、ただ眺め続けるだけであった。




　その走り去っていくトラックの荷台の中で一人の戦せん闘とう員いんが涙ながらに打ちひしがれていたのを、ピポレンジャーたちは知らない。

　しかしこの戦闘員がのちにピポレンジャーたちを存亡の危き機きにまで追いつめようなど、いったい誰だれがこの時点で知りえたであろう。













　　　第一章　聖家族と賢者　～Sagrada Familia & Magi～







　長い通路が続いていた。天てん井じようには等間隔に角型の大型照明がならび、うす闇やみの向こうに消えていった。通路があまりにも長く、そして蛍けい光こう灯とうの明かりがあまりに微弱すぎるのだ。照明というより道しるべとして設置されているにすぎない。

　壁かべの両側にはドアが規則正しくならび「部へ屋やを出る前に消灯確かく認にん」だとか「Ｆｒｉｅｎｄｌｙ？」といった注意事項や標語らしきものが書かれた紙が貼はられていた。

　換気が悪いせいで、通路内にはかすかな異い臭しゆうが漂う。ゲームショップで買った中古ソフトの説明書に似た臭におい。

　そんなまるで田舎いなかの廃校か、古い病院を思わせる通路の一角に、ベンチと自動販はん売ばい機きがポツンとおかれていた。

　自動販売機の明かりが、周囲を照らす。

　くたびれた顔のおっさんが二人ふたり、ベンチに座っていた。

　一人ひとりは両手に紙コップをもち、もう一人は白いタオルで頭を押さえている。

　頭を押さえている男へ、紙コップをもった男、桜さくら田だ源げん之の助すけが声をかける。

「大丈夫かよ、浜はまちゃん」

　桜田源之助、四一歳。数え年だと四二歳で男厄やく年どしである。

　ヒゲの剃そり残しも青々しく、顔立ちは濃こい。眉まゆは太いし鼻も口も大ぶりである。だが何な故ぜか目だけはつぶらで可愛かわいらしい。だがその目も今は赤くはれ、泣いた後のようだ。

「ああ、まだズキズキするが大丈夫みたいだ。それより源げんさんこそ大丈夫かい？」

　源之助に声をかけられた「浜ちゃん」こと浜はま中なかは弱々しい笑い顔をうかべると、逆に赤い目の源之助を心配した。

　浜中も源之助と同世代で、世間一般で言う「おっさん」だが、源之助と違って影かげが薄うすく気の弱そうな顔である。

　目を赤くした源之助が鼻をシュンと鳴らす。

「おいらなら大丈夫さぁ、ピンピンしてるよ。浜ちゃんみてぇに、日本刀で斬きりつけられたわけでもないし、殴られたわけでもねぇんだから」

「運がいいよなぁ、源さんは」

　浜中が笑うと、源之助も屈託なく笑う。

「運だけはいいんだよ、おいら。これも日ごろの行いの良さかねぇ」

「それを自分で言うかな」

　苦にが笑わらいをうかべる浜はま中なかの隣となりに源げん之の助すけが座る。そして紙コップの一つを差しだした。

「コーヒーでも飲みなよ、浜はまちゃん」

「ありがとよ、源げんさん」

　浜中の手が湯ゆ気げのあがる紙コップをつかんだ。その手、そして腕はあみタイツに似た特殊繊せん維いで覆おおわれていた。さらにはコーヒーを渡した源之助の腕も黒い繊維で覆われている。

　だが黒い繊維に覆われているのは二人ふたりの手や腕だけではなかった。胴も足も、首から下はすべて特殊繊維の黒ずくめになっているのだ。

　実はこの源之助と浜中、二人そろって地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの戦せん闘とう員いんなのである。そしてここは地下一〇〇メートルの地点にある地獄十字軍の秘密基地であった。

　二人は休きゆう憩けい中で、マスクをぬいで素顔をさらしていたのである。

　浜中がコーヒーをすする。しかし一口飲んだだけで口を押さえて背を丸めてしまった。

「いててて……ちっひ～ぃ」

　口の中も傷だらけで、傷口にコーヒーがしみたのだ。

「おいおい、本当に大丈夫かい？　ちょっと見せてみなよ、浜ちゃん……」

　浜中の口の中を見てやろうとする源之助だが、中腰になった途と端たん、まっ先に浜中の薄うすくなった頭部が目にはいる。

　赤あか紫むらさき色いろに変色した頭の皮が、風船の一部のようにふくれ上がっていた。その変色した肌から、まばらに毛がのびている。このままお化ばけ屋や敷しきの幽ゆう霊れいとして通用するほど痛々しい。

「こりゃひでぇや……」

　あまりの惨さん状じように源之助は浜中の口を見てやろうとしていたことをあっさり忘れてしまった。

　浜中も自分の頭がどうなっているか、だいたいの見当はついている。

「まぁ、顔じゃないだけでも良かったよ。お袋ふくろが見たら心配しちまうからさ」

　うなだれる浜中の姿に、源之助は怒りをあらわにする。

「しっかし、ひでぇよな。あのピポレッドとかって女。日本刀なんてふり回しやがってよ。いくらこの戦闘服が刀でも斬きれない特殊繊維でできてるからって、打だ撃げきの痛みは丸々くらうんだ。鉄の棒で人様の頭を殴るのと一いつ緒しよだぞ。殺人未遂もいいとこだよ、警けい察さつのくせに」

「まったく、おっかない姉ねえちゃんだったよ」

　浜中はピポレッドに斬りつけられた時のことを思いだして身ぶるいした。殴られた痛みも大きいが奇声と共に日本刀で斬りつけられた恐怖感も大きい。

　源之助の怒りの矛ほこ先さきは他ほかのピポレンジャーたちへもむかう。

「凶器といやぁ、ピポブルーもひでぇもんだ。あいつ、警官になる前はプロボクサーやってて、ウェルター級の日本チャンピオンにまでなった男なんだぜ」

「確たしかボクサーや空手の有段者は素す手で自体が凶器で、殴ると法律じゃナイフや包丁で刺すのと同じになるはずだが……」

「そうだよっ！　あいつの拳こぶしは凶器なんだよ。凶器はピポブルーの拳やピポレッドの日本刀だけじゃない。ピポイエローの体当たりもそうだ。あいつも警けい察さつに入る前は相撲すもうとりで、小こ結むすびにまでなった男なんだよ！」

　相撲好きの浜はま中なかは凶器も同然の暴ぼう力りよくよりも、ピポイエローが小結だったことに興きよう味みをもつ。

「へぇ～っ、しこ名はわかるかい。源げんさん」

「あぁ、大おお之の海うみだよ。あの大之海」

「大之海だってっ！　へ～ぇ、あの大之海が、今じゃピポイエローかぁ……」

　ピポイエローの現役時代を懐なつかしみ、浜中の目は宙を見つめる。

「大之海ってぇと、しこ名とは逆に身体からだはちっちゃいが技を磨いて小結まで昇進したんだよな。さすがに横よこ綱づなは無理だろうが、もしかしたら大おお関ぜきまで行くかもなと思ってたんだが、ひざを痛めて早くに引退しちまったなぁ……そうか、あの大之海がなぁ……」

「そうそう、あの大之海だよ。現役時代は大だいちゃんとか呼ばれて人の良さそうな顔してさ、お茶ちや漬づけのＣＭにも出てたくせに、今じゃすっかりピポレンジャーの一員だよ。で、おいらたちみたいな素人しろうと相手にぶちかましや張り手をくらわすんだ。まったく落ちぶれたもんだね。おいら、大ちゃんのことを見損なっちゃったよっ！」

　源げん之の助すけは勢いよく言い放つと、コーヒーをぐいっと一気に飲のみ干ほした。だが隣となりに座る浜中は淋さびしそうにうつむくだけだ。

「でもなぁ、落ちぶれたどころか世間じゃピポレンジャーは大人気だよ。悪を倒す正義のヒーローとして、しかも親方日の丸の公務員だしさ」

　確たしかに「落ちぶれた」と言うなら、むしろ源之助や浜中たちの方だろう。堅かた気ぎの仕事をしていた二人ふたりだが、今じゃすっかり悪の秘密組そ織しきの一員である。源之助も元は大工だったし、浜中だって以前は鉄工所で溶接工としてまっとうに働いていたというのに。

　そう、地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんで悪事を働いている戦せん闘とう員いんたちも悪事を「働いている」というだけあって、実は給料をもらって家族を養う働くおじさんなのだ。しかも非合法の職しよく種しゆだけに理わ由けありの場合が多い。二人ともリストラされて仕事が見つからず地獄十字軍に入った口だ。

　非合法組織で働く自分たちと、公務員であるピポレンジャーたちの身の上を比べ、浜中は弱気になるが、源之助は納なつ得とくしない。

「でもよ、お役人だ、公務員だ、正義の味方だからって何をやっても許されるのかよ!?」

「そりゃあ……何をやっても許されるわけじゃねぇけどさぁ……」

　曖あい昧まいに言葉をにごす浜中だが、言外にこめられたニュアンスを源之助は読むことができなかった。わが意を得たりとひざを打つ。

「だろうっ！　いくら正義の味方で強い立場にいるからって、何をやってもいいわけじゃないだろ。おいら、立場を利用して好き勝手する連中は嫌いだね」

　真意の伝わらなかった浜中があきらめ顔で形ばかりの相づちを打つと、気をよくした源之助の弁舌はいっそう軽やかなものとなる。

「それにピポレンジャーの奴やつら、なんだい。四人がかりでたった一人ひとりを押えこんで爆ばく殺さつするなんて、集団リンチもいいとこじゃねぇか。しかもこっちは悪事を働くっても他ひ人と様さまを殺あやめたことなんてないのによ。それを毎回毎回、改造人間が出る度たびに集団で爆殺しやがって」

「あぁ、爆殺はひどいよな。子どもたちに見せたくないね……教育上よくねぇよ」

　ようやく浜はま中なかの言葉に感情がこもる、本気で心配しているのだ。何せ警けい察さつの広報活動の一いつ環かんとして、改造人間の爆殺は警察の広報番組およびニュースでテレビ放送されている。こういった光景を日常的に目にしていると、子どもたちが学校でいったん自分たちが正しいと思いこむと、みんなで一人の子をいじめることを当然と考えるようになってもおかしくない。

「そうそう。いくら警察だろうと正義の戦隊だろうと、人としてやっていいことと悪いことってのは変わらねぇと思うのよ、おいら」

　眉み間けんにしわをよせ源げん之の助すけは小こ難むずかしい顔をするが、浜中は心中で苦にが笑わらいだ。なにせ二人ふたりは悪の秘密組そ織しきの一員で、先ほども少女を誘ゆう拐かいする作戦に参加していたのだ。誘拐自体、人としてやって悪いことの部類に入るはずである。

　だが自分ではいいこと言ったと信じこんでいる源之助は評ひよう論ろん家か気取りに拍はく車しやがかかるばかりで、その舌ぜつ鋒ぽうは思わぬ先にむかった。

「だいたいさぁ、ナマコ仮か面めんを五人がかりで倒しに行く暇ひまがあるんだったら、二手に分かれて一組はナマコ仮面を押さえて、もう一組で連れ去られようとしてたお嬢じようちゃんを救出しろってんだよっ。そうすりゃあ、お嬢ちゃんも誘拐されずにすんだし、ナマコ仮面だって逃げられたはずなんだ」

　これにはさすがに浜中もあわてだす。何せ源之助の言っていることは作戦の失敗を望むように聞こえなくもない。それは軍規に違反する。上司の耳にでも入れば面めん倒どうだ。

「お、おいおい。源げんさん。そんなことを大声で言ったらぁ……」

「でもなぁ、浜はまちゃん。考えてみろよ？　今回の作戦はな……ピポレンジャー側はお嬢ちゃんを誘拐されたがナマコ仮面を倒せた。そしてこっちはお嬢ちゃんを誘拐できたがナマコ仮面は殺されちまった。いわばお互い痛み分けってとこじゃねぇか。そうだろ？」

「う、うん。確たしかにそうだろうけどさぁ……せめて小さい声で話そうよ、源さん」

　オロオロと周囲を見わたす浜中だが、源之助は逆に声をいっそう大きくする。

「ほ～らっ！　そうだろ？　浜ちゃん、痛み分けだよなぁ！」

「だ、だから源さん。声を小さく、頼むよぅ」

「だったら！　同じ痛み分けなら。ピポレンジャー側はお嬢ちゃんを守る代わりにナマコ仮面を逃がし、こっちもお嬢ちゃんを誘拐できなかった代わりにナマコ仮面も一いつ緒しよに逃げれたってことでもよぅ……よかったじゃねぇか……」

　いつしか大きなだみ声は小さな涙声に変わっていた。

「そ、そしたら……そしたら、ナマコ仮か面めん……生いく田たの奴やつも死なずにすんだのに……」

　生田とはナマコ仮面の本名である。改造人間というだけあって、ナマコ仮面も元は普通の人間だったのだ。そして改造される前は源げん之の助すけや浜はま中なかと同じく戦せん闘とう員いんをしていた。

　二〇代前半だった生田とは世代が違うこともあって親しいつきあいはなかったが、同じ釜かまの飯をくった仲だ。源之助の目が赤かったのも、死んでしまった生田のことを偲しのんでのことだった。

　浜中が源之助の肩を抱く。

「源げんさん、しっかりしろ……源さん、しっかりしろよ」

「うん、大丈夫だよ、大丈夫なんだ、浜はまちゃん。大丈夫だから」

　源之助は無理に笑ってみせると、指のつけ根で鼻をこすり上げた。

「しっかし若い奴は功をあせっていけねぇな。生田の奴、俺おれは出世して疫やく病びよう神がみ博士はかせみたいに大幹部になるんだなんて言っといて、死んじまっちゃあ意味ねぇよなぁ」

「そうさ、生きてこその人生。生きてるからこその幸せって奴さ」

　浜中が相づちを打ったところだった。

　ぴん・ぽん・ぱん・ぽ～ん♪　ぴん・ぽん・ぱん・ぽ～ん♪

　突然、場違いな木もつ琴きんを叩たたく軽やかな音の後に通路脇わきのスピーカーから若い女性の声で放送がはじまる。

「お知らせいたします。第一警けい戒かい任務以外の一般戦闘員ならびに生産部門の軍団員の方は大広間に至急集合してください。くり返します、第一警戒任務以外の……」

　浜中がマスクをかぶりながら、立ち上がる。

「きゅ、きゅい」（源さん、集合だってよ）

「きゅ、きゅい」（あぁ、行こうか）

　戦闘員のマスクは機き密みつ保持のため、科学の力でいかなる声も「きゅい」という音に変えてしまうが、マスクの中にはマイクとイヤホンが仕こまれていた。おかげで地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの戦闘員同士はこれでちゃんと会話できるのだ。

　源之助たちは大広間へむかう。怒りや悲しみが消えたわけではないが、今は仕事中なのだ。嘆き悲しむのは家に帰ってトイレの中ででもできる、働くおじさんはつらいのだ。




　薄うす暗ぐらい広間の中、せり上がった壇だん上じようがスポットライトによる幾いく条じようもの光の交差によってうかび上がっていた。

　壇上には渦うず巻まく十字を紋章とした地獄十字軍の巨大な軍旗、そしてその軍旗を背に激はげしい身振り手振りと共に熱ねつ弁べんをふるう瘦やせこけた男の姿があった。

　地獄十字軍の大幹部、疫病神博士である。

「諸君、ナマコ仮面の死という大きな犠ぎ牲せいを払ったものの、諸君らの奮ふん闘とうにより真ま木ぎ家けの娘を誘ゆう拐かいすることに成功した。諸君らも知っておろうが、真ま木ぎ家けの率いるマギ・インダストリー・グループは世界有数のコングロマリットであると同時に……」

　薄うす暗ぐらいせいでよく見えないが、熱ねつ弁べんをふるう疫やく病びよう神がみ博士はかせの前には数百を超える軍団員たちが地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの正装、すなわち全身あみタイツ調ちようの黒ずくめの姿でならんでいた。

　そしてこの中には浜はま中なか、そして源げん之の助すけの姿もあった。

　二人ふたりは列の最後尾に位置し、源之助を前に浜中がその後ろとならんでいたが、列の最後尾に立つ浜中は気が気ではなかった。何せ他ほかの軍団員たちが疫病神博士を前に直立不動でいるというのに、源之助だけ頭が微妙にふらふらしているのだ。

「……世界征服を掲げて既すでに三年、多くの戦果を得たものの目標の達成にはほど遠い現実がある。ここに私はこの手詰まりを打破すべく、正面正攻法だけではなく別のアプローチによって世界征服をさぐる方向を……」

　疫病神博士の演説は続くが、源之助の頭もゆれ続ける。右に左へかすかにゆれたと思えば、時おりカクンと頭が下に落ちかけて、身体からだもビクリと動く。半眠半覚の状態である。

　実は今、源之助は強烈な睡すい魔まと戦いながら疫病神博士の演説を必死に聞き流していた。何せ残業で深夜の誘拐作戦をこなした後であるし、源之助は子どもの頃ころから始業式や終業式の校長先生のお話が苦にが手てだった口だ。

　しかも疫病神博士は「博士」というだけあって、技術系から大幹部へあがった口なので、話もカタカナまじりになりやすい。

「……今回の作戦はこの新しん機き軸じくの第一歩であり、地獄十字軍の新章のはじまりとも言える。このイノベーションの達成は諸君らのモチベーションなくしてありえない……」

　これだけで元大工の源之助にはチンプンカンプンだった。演説の最中、何度も意い識しきが途と切ぎれかけた源之助だが、それでも何とか頑がん張ばって最後まで頑張ることができた。

　だがここで小さなハプニングがおこる。

　演説を終えた疫病神博士のもとへ、ジャージを着たずぶぬれの少女が駆かけよったのだ。

　ほっぺがほんのりふくらんだ優やさしい顔つき、長い髪は急場しのぎにゴムでくくっただけの即席ポニーテールにしてあった。一見して中学生か高校生といった雰囲気だが、えんじ色のジャージには白い布製の名札がぬいつけられていて、本当に学校のジャージを着ていた。

　少女は涙まじりに博士へ訴えかけるが、その時間が妙に長い。

　ようやく話が終わると、疫病神博士のあきれ声を、演説を終えたばかりでスイッチの入ったままのマイクがひろう。

「そんなこと、知らん。そっちで何とかしなさい」

　途と端たん、涙まじりだった少女が本泣きになった。

　大きくなった少女の泣きじゃくる声を、マイクがところどころひろいはじめる。

「で、でも……くん、アトピーで……夜泣きが……頑張ったけど……頑張ったんだけど」

　目の前の少女に泣かれ、あわてる疫やく病びよう神がみ博士はかせに思わぬ方向から追い打ちがかかる。

　きゅいきゅい、と会場内が急にざわめきはじめたのだ。

　博士の顔に大粒の汗がうかぶ。数百の軍団員たちが博士と少女のやりとりを見つめていた。

　博士は救いを求めるかのよう叫んだ。

「お、おい。基地長、基地長はいるかっ!?」

「きゅいっ」

　最前列にいた戦せん闘とう員いんの一人ひとりが一歩前へ出ると、博士は早口でまくしたてる。

「この近くに軍団員が住みこみで働いているアジトはないか？　夫婦ものがいい」

　最前列にいた戦闘員、すなわち基地長が一言二言答えると、博士の表情に救いの色がうかぶ。

「うむ、ピッタリの条件だ。第八四アジトだな」

　寸すん劇げきみたいなやりとりを物珍しそうに眺めていた源げん之の助すけが急に首をひねった。

（あれ？　第八四アジトってどっかで聞いたことがあるような……）

　と思ったのは一いつ瞬しゆんだけだった。

（って、おいらが住んでるアジトだよ！）

　地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんは悪の秘密組織である。しかも世界征服を狙ねらっているのだ。それだけに世界中に多くの基地を作り保有しているが、その管理と人員的な都つ合ごうから、アジトへ住みこみで働く軍団員もいる。警けい察さつの駐ちゆう在ざい所しよや企業の社宅のようなものだ。源之助は住みこみで働いている口だった。

　源之助が気づいた時には既すでに疫病神博士はマイクにむかって解散を指示していた。

「諸君、解散だ。ただし第八四アジトに駐在している戦闘員一〇四三号は残るように」

　だが急なことで、誰だれもその場から動こうとしない。博士の声が強い命めい令れい調ちように変わる。

「聞こえなかったのかっ！　解散だ、解散っ！」

　ようやく軍団員たちが動きだした。数百もの軍団員からなる人波が一斉に出口へとむかう。

「きゅい？　きゅい？」

　あまりに突然のことだ。源之助は出口へとむかう周囲の人をオロオロと見わたす。

　そこでふと背後の戦闘員と目があう形になる、浜はま中なかだ。マスクごしで表情こそわからないものの、目に心配の色がありありと出ている。

　とっさに源之助は大丈夫だとばかりに親指を立てた。そして浜中の背中をばんと叩たたいて自分の前を歩かせる。

　浜中には病気で寝たきりの母がいる。早く帰って母を安心させたいはずだし、今日きようは誘ゆう拐かい作戦があって三時間も残業していた。余計な心配をかけたくなかったのだ。

　浜中も後ろ髪ひかれるとばかりに何度も振り返っては源之助を見るが、周囲の人の流れとともに出口へと消えていった。

　やがて大広間にはポツンと源之助だけが取り残された。

　浜はま中なかには強がってみせたものの、いざ一人ひとりになると心細い。そんな不安に立ちつくす源げん之の助すけにむかって、壇だん上じようから疫やく病びよう神がみ博士はかせは顔に似合わぬ愛あい想そ笑わらいをうかべて手招きする。

「君が戦せん闘とう員いん一〇四三号か。来たまえ、こっちだ」

「きゅ、きゅい？」（お、おいらですか？）

　何やら口く調ちようまでも猫ねこなで声ごえなのが、気持ち悪い。情なさけなさそうに自分の鼻先を指さす源之助にむかって、疫病神博士は微笑ほほえんだ。

「そうだ、君だ。君しかおらんだろ」

　骨ばったその個性的な顔立ちは別として、外見上は普通の人間と変わらない疫病神博士ではあるが、実は博士も改造人間で頭部に地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの通つう信しん機きを内ない蔵ぞうしている。だから「きゅい」でも言葉は通じるのだ。

　気の進まない源之助ではあったが、下したっぱの戦闘員が大幹部に呼ばれれば仕方ない。頭こうべをたれて広間を前に進むと、いきなり博士は本題を切りだす。

「実はだな、保ほ育いく課かから相そう談だんがあって……」

　くり返すが、地獄十字軍は悪の秘密組そ織しきである。しかも世界征服を狙ねらっているのだ。それだけに多くの人員を抱えているが、中には育児に手のかかる者もいる。そこで地獄十字軍では基地内に二四時間運営の保育所（保育課）を設置しているのだ。

「先ほど誘ゆう拐かいした真ま木ぎ家けの娘だが、保育課へ預けてみたが一〇歳児では他ほかの乳幼児たちと年が離はなれすぎていることもあって、どうも面めん倒どうを見切れないようなのだ」

「きゅ……」（はぁ……）

　それがどうして自分と関係あるのだろうと源之助が首をひねっていると、骨と皮ばかりで人骨標本みたいな顔した疫病神博士が、目と口をくわっと開いて急に怒ど鳴なりつけた。

「ぶぁっかもーんっ！　貴様、上官の前では直立不動だ」

「きゅ、きゅーい！」（はい、すいません！）

　あわてて源之助が背筋をのばすと、厳きびしい顔のまま疫病神博士が命令する。

「よって地獄十字軍戦闘員一〇四三号に、誘拐した真木家の娘を第八四アジトで面倒をみること命ずる。よいな」

「きゅい！」（はい！）

「うむ、では頼むぞ」

　博士は重々しくうなずくと、少女へ指示を与える。

「では小こ比ひ企きくん、あとはこの戦闘員一〇四三号こと桜さくら田だくんに頼みたまえ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　頭を下げる少女の横を疫病神博士はゆうゆうと去っていく。

「あ～っ、終わった、終わった。さすがに疲れたわい」

　背中ごしに肩をぐるぐる回してコリをほぐす姿は、まさに肩の荷がおりたといったところだ。

　そして疫やく病びよう神がみ博士はかせが去るのと入れ替わる形で、小こ比ひ企きと呼ばれた少女が壇だん上じようからおりてきた。

　胸の名札には小比企有ゆう菜なとマジックで書かれている。ちなみに名前の上には１─Ｂという文字も書かれていた。

　二人ふたりきりになった大広間の中、源げん之の助すけと向きあった有菜は深々と頭を下げた。

「わたし、保ほ育いく課かの小比企有菜です。ごめんなさい、桜さくら田ださん。麗れい華かちゃんをお願ねがいします」

「きゅい、きゅきゅきゅー」

　源之助の一言に有菜があわてる。

「えっ？　なんですか、すいません。今、通つう信しん機きが手元になくて」

　改造人間でもなければ地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんのマスクもしていない有菜には通信機がなければ「きゅいきゅい」は通じないのだ。仕方ないので源之助はマスクをぬぐ。

「ぷっは～っ」

　大きく息をはいた源之助があきれ顔で尋たずねる。

「こりゃあ、いったいどういうことだい？」

「あ、はい。実は先ほど預かった麗華ちゃんなんですけど、大おお暴あばれしちゃって、木き村むらさんは転げた拍子に胸を強く打って医務室へ運ばれちゃうし、鈴すず木きさんも切れちゃって怒ど鳴なるから……」

　弁解口く調ちようではじまった有菜の声が、涙まじりに変わる。

「今度は赤ちゃんたちが泣きだして……祐ゆう介すけくん。アトピーだから、かゆがってなかなか眠れないのに……ようやく眠れて……くっ……良かったねって思ってたとこだったのに……美み希きちゃんも夜泣きがおさまったばかりだったのに……あ、赤ちゃんたちが泣くから、今度は年長さん組まで起きだして……寝ぼけたまま三さん平ぺいくんが訊きいてくるんです、ママはどこって……ふぐっふぐっ」
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　人ひと質じちの麗れい華かが暴あばれ、乳児たちが大泣きして幼児も起きだす。それは保母さんにとってまさに地じ獄ごく絵え図ずだ。しかも乳幼児たちには一人ひとり一人それなりにドラマもあったりする。ついには感かん極きわまった有ゆう菜なはしゃがみこみ「みんなが可哀かわいそう」と声をあげて泣きだした。

「ごめんなさい、ごめんなさい……麗華ちゃんも、祐ゆう介すけくんも、美希ちゃんも、三平くんも、みんな面めん倒どうみないといけないのに」

　先ほどの疫やく病びよう神がみ博士はかせの二にの舞まいだ。顔中に汗をうかべた源げん之の助すけがあわてて有菜をなだめる。

「わ、わかった。もういいから、麗華ちゃんはおじちゃんに任せなさい」

　だが有菜は自分を責めるばかりでなかなか泣きやまない。

「で、でも、でも本当はわたしたちが……わたしが、みんなを……」

「だから、麗華ちゃんはおじちゃんが面倒みるから。有菜ちゃんは他ほかの子の面倒をみてあげなさい。祐介くんや美希ちゃんが待ってるんだろ？」

「は、はい……ごめんなさい」

　乳幼児たちに対する責任感がようやく有菜の涙を止めた。そう、有菜は泣いてばかりいられないのだ。アトピーの祐介くんや夜泣きの美希ちゃんが待っているし、三平くんも寝ぼけたままだ。立ち上がった有菜は涙をぬぐうと、深々と頭を下げる。

「すいません、桜さくら田ださん。それじゃあ麗華ちゃんを連れてくるのでお願ねがいしますね」

「おう、おじちゃんに任せなさい」

　源之助が胸を叩たたくと、ようやく有菜の顔に笑えみがうかぶ。人さし指で涙をぬぐうと、有菜は保ほ育いく課かへとかけだしていった。

　それから五分もしないうちに有菜が戻ってきた。大きなズダ袋をのせた台車をピンクのエプロンをした保母さんと一いつ緒しよに押しながら。

　ズダ袋は何やら無音のままもぞもぞと動いていた。地獄十じゆう字じ軍ぐんの科学力によって開発された完全防音繊せん維いで織おられた特製品である。

　もぞもぞ動く袋も怪あやしいが、有菜と一緒に来た保母も何やら怪しい。髪はぐしゃぐしゃだし口くち紅べにのどぎつい赤あか色いろが口のまわりに広がっていた。

「そ、それじゃ、こ、こ、こ、このお嬢じようさんを……よろしく、お願いします」

　髪がぐしゃぐしゃの保母が頭を下げると、有菜も一緒に頭を下げた。

「桜田さん、麗華ちゃんのお世話をしてもらうのにお金がかかると思うんです。でもそれは経費でみてもらえますから、ちゃんと領収書をもらってくださいね。あっ、でも、領収書の名前欄らんは上うえ様さまにしないといけません。絶対、ストレートに地獄十字軍って書いてもらっちゃダメですよ？　基地長や事務の人たちに怒られちゃいますから」

　有ゆう菜なの言う通りである。地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんは悪の秘密組そ織しきなのだ。もし領収書に地獄十字軍と書かせてしまうとなると、機き密みつ保ほ護ごや組織の安全に重大な問題が発生しかねない。

「あと経費は一件、言いかえると領収書一枚につき三万円までしか認めてもらえませんから。それより高いお買い物をする時は三万円以上で係長、五万円以上は課か長ちよう、七万円以上で部長、そして一〇万円以上になると基地長の事前了承が必要です。了承がないと経費を認めてもらえないんで、気をつけてくださいね」

　なかなか細かい。有菜は白い封筒を取りだすと源げん之の助すけに手渡した。

「あと佐さ伯えき室長から渡されていたんですけど、これは桜さくら田ださんがもっていてください」

「室長からって……こりゃあ、なんだい」

　室長とは秘書室長、疫やく病びよう神がみ博士はかせの秘書のことである。今日きようの誘ゆう拐かい作戦のために本部から疫病神博士と共にこの基地へ来ていた。作戦が深夜にまでおよんでいることもあって、今は幹部用の上級宿泊室にて仮眠中である。

　源之助が封筒をのぞきこんでみると、お札さつが入っていた。

「誘拐とか、特別作戦だと緊きん急きゆう決済の対象になるんです。この封筒に一時金として一〇万円が入っているんで、何かあったら使ってください。もっと詳しいことは封筒へ一いつ緒しよに入ってる地獄十字軍会計規約に書いてあります。お家うちで一回ゆっくり読んだ方がいいと思います」

　ちなみにこの一時金、仮眠前の佐伯から有菜が渡されたものである。佐伯が事務員たちが帰ってしまっているのに、お金のことで起こされるのが嫌いやだったから先に手を打っておいたのだ。

　人ひと質じちと一時金を渡し、完全に引ひき継つぎが終わったことで気がゆるみ、最後に有菜は「くしゅん」と小さなくしゃみをした。

　有菜はずぶぬれのままだった。源之助があきれ顔になる。

「おいおい、風か邪ぜをひいちまうだろ。服を着がえてからくりゃあ良かったのに」

「あ、でも、木き村むらさんは担架で運ばれちゃったし、鈴すず木きさんも一人ひとりで大変だし、麗れい華かちゃんをなんとかしないと、みんな泣きやまないし……だから、わたしなりに優ゆう先せん順位を……」

　このままだと話がいくらでも長引きそうだ。仕方ないので源之助は途と中ちゆうでさえぎってやる。

「あぁ、もういいから、いいから。有菜ちゃんは早く戻って着がえなさい」

「あ、はい、すいません。本当にすいません。ごめんなさい、桜田さん」

　有菜は何度も頭を下げながら、ぐしゃぐしゃ頭の保母と一緒に去っていった。

　最後に残された源之助は盛大なため息をつくと、ズダ袋を見つめる。

「仕方ねぇ、よな？」

　何だか貧乏クジをひかされた気がしないわけでもないが、泣く子と何とやらには勝てないという。引き受けた以上は仕方ないと、源之助は覚悟を決めた。

　まず何やら派は手でに動いているズダ袋の口を両手でつかむと、源之助はがに股またで踏ん張る。

「よいしょっ！」

　そしてかけ声と共に源げん之の助すけはズダ袋を一気に引き上げた。肩にかついで帰るつもりだ。

　しかしズダ袋が腹のあたりまであがったところで、源之助の腹部に激げき痛つうが走る。

「ぐえっ！」

　袋の中の人ひと質じちが暴あばれて、腕か足かもわからぬ一いち撃げきが源之助のみぞおちに入ったのだ。

　一いつ瞬しゆん、源之助も息ができなくなり、ズダ袋を落としてしまっていた。

　途と端たんに袋の動きがピタリと止まる。さっきまで派は手でに暴れていたのが急に動かなくなったというのはやはり不自然だ。それほど高いとこから落ちたわけでもないが、袋の中だけに当たり所がどこだかわからない恐こわさもあった。

　科学の力で完全防音された袋の中に声が届くはずもないのだが、源之助はズダ袋にむかって恐る恐る声をかける。

「あ、あれ？　えっと、えっと、その……だ、大丈夫かい？　だから……おい？　ってば……中に入ってる人、大丈夫かい？」

　何度も源之助は声をかけたり袋をゆすってみるが、ズダ袋はぐったりしたままである。

「う～ん……こりゃあ、弱ったなぁ……」

　源之助は腕をくんで考えるが、考えごとは苦にが手てだった。医務室へ運ぼうという発想すらない。

　とりあえず源之助は再び担ごうと袋をつかみ一気に持ち上げる。すると今度は呆あつ気けないほど上う手まくいった。

「あれ？　こりゃいいや」

　すっかり大人おとなしくなった……言いかえれば不自然に動かなくなったズダ袋の中身を心配するより、源之助は担ぎやすくなった自分の都つ合ごうを無邪気に喜んだ。

　そして意気揚々と広間を出ようとした源之助だが一歩、通路に足を踏みだした瞬しゆん間かんだった。

「あっ、電気消してねぇや」

　世界征服をたくらむだけあって地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんは世界規模の大組そ織しきである。それだけに年間で費やされる光こう熱ねつ費ひは莫ばく大だいな額がくとなる。このため、電気や水は日ごろから細かく節約するよう定められていた。最後に部へ屋やを出た人が電気を切る。これもまた地獄十字軍の軍規の一つなのだ。

　日ごろからの習性に源之助は場内に戻ろうと引き返す。だが扉を出いできってないうちに反転したため、肩に担かついでいたズダ袋は大きくスイングして壁かべにぶち当たってしまった。

「て、ていへんだっ！」

　しかもあわてた源之助はズダ袋から手を離はなしてしまう。

　結果、壁にむかって放り投げられた形になってしまったズダ袋は壁を伝わってズルリと床ゆかへ落ちてしまった。

　あわてて源之助はズダ袋をひろい上げようとするが、今度は踏みだしたその足でズダ袋を思いっ切り踏んづけてしまう。

　めりこんだ足の感覚が妙にやわらかく源げん之の助すけは青ざめた。大抵の場合、人を踏めば骨にあたる手ごたえというか足ごたえがあるはずである。それがないということは内ない臓ぞう深くめりこんだということか。背中に嫌いやな汗が流れる。

「だ、大丈夫かな？　大丈夫かい？」

　源之助は恐る恐る声をかけるが、袋の中に届くはずもなくズダ袋はぐったりしたままだ。

　さすがに今のはまずいと直感した源之助はズダ袋の口をゆるめる。そして口をちょっとだけ開いて、恐る恐る中をのぞきこんだ。

「ごぼっ！」

　中を開いた瞬しゆん間かん、源之助は剝はく製せいにされた狐きつねか日に本ほん狼おおかみのように顔をひきつらせた。そのまま数秒間、源之助は身動き一つしなかったが、やがて両目をそむけると、ゆっくりと袋の口を締しめなおしはじめる。

「おいら……これは見なかったことに……しようかな？」

　さすがに源之助も、あまりの衝しよう撃げき的てきな光景に立ちなおることができなかった。同時に不安にもなる。

「この子が死んじまったら、やっぱ大きな失敗になっちまうのかなぁ」

　誘ゆう拐かい殺人級の凶悪犯罪になりかねない話を、まるで業務上過失致死か何かと勘違いしている源之助であったが、それでも落ちこんだのは確たしかだった。

　陰いん鬱うつな表情で源之助はとぼとぼと暗い通路の奥に消えていった。




　街路灯の光もない暗がりの中で、道の端はしにあったマンホールのふたがそろりと動いた。表通りから逆Ｌ字型になった民家の裏口にある突き当たりで、しかもすぐ裏は川の土手となっているため昼間でも人通りや人目もないような場所である。

　それでもマンホールのふたは何かを警けい戒かいするかのように、しばらく動かずにいたが、やがて音もなくそろりそろりと開きはじめた。油圧式の動力アシストが働いているのだ。

　やがてマンホールのふたが半開きになると、人の頭がにょきっとアスファルトにはえた。

　青々とした口のまわりに、つぶらな瞳ひとみ。源之助である。

　油圧式の動力アシストというギミックがしかけられているだけあって、ここは地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの秘密の出入り口の一つであった。

　地獄十字軍は各地のマンホールに横穴を掘ったり、街のあちこちに秘密の出入り口を作っては日本、いや、世界の地下に巨大な地下トンネル網をはりめぐらせているのである。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの地獄十字軍にはこういったからくりがあるわけだ。しかも地獄十字軍は秘密の出入り口を作るとアジトを作って軍団員やその家族に管理させていた。第八四アジトもその一つというわけである。

　マンホールから這はい出た源之助が民家の裏口に立つ。

　まだ外は暗いが、既すでに深夜というよりも早朝といった時間だ。源げん之の助すけなりに気を使って、小さな声で裏口を開ける。

「ただいま」

「あら、おかえりなさい」

「あれ、母かあちゃん。今日きようは残業で遅くなるって言ったのに、起きてたのかい？」

「当たり前じゃないですか、あんた。一家の主あるじが頑がん張ばって仕事をしてるのに私だけ寝てるわけにはいかないでしょ？」

　目を丸くする源之助に、芙ふ美み枝えは優やさしく微笑ほほえんだ。

　桜さくら田だ芙美枝、源之助の妻である。ちょっとばかし太ってしまったが、少女時代の可愛かわいらしさの面おも影かげを今に残す、なかなか可愛い中年おばさんである。

「すまねぇな……母ちゃん」

　ひざ下で裾すそ口ぐちをしぼったニッカボッカ姿の源之助がほほをゆるめる。地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの黒くろ装しよう束ぞくはマンホールの横穴にある隠かくし扉から出る前に着がえていた。

　芙美枝がズダ袋に気づく。

「ところで、その大きな袋は何だい？」

「あ、あぁ……これ、かぁ……」

　源之助のひたいに一筋の汗が落ちた。芙美枝も源之助が地獄十字軍で働いていることは知っている。だから仕事の都つ合ごうで人ひと質じちを預かることになってしまったこと自体を打ち明けるのは抵抗もない。しかし袋の中身は正視しがたいものがあった。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。母ちゃん」

　恐る恐る源之助は袋の口を広げていく。顔をそむけながらも、まずは右目だけで中をのぞいて、少し間を開けて左目でも見てみて、最後に両目でしっかりと観かん察さつする。

　最初は強こわ張ばっていた源之助の表情も少しずつやわらいでいった。それから源之助は自分に言い聞かすかのように何度かウンウンとうなずいていたが、やがてポツリとつぶやいた。

「これなら、大丈夫かな？」

「いったい何をもって帰ったんですか」

　しびれを切らして袋の中をのぞきこもうとする芙美枝に、源之助は強張った顔で笑う。

「い、いや……たいしたことないんだがな。仕事でちょいと預かり者しちゃってよ」

「まぁ、仕事で預かり物ですか。そりゃあ大切にしないといけませんね」

　二人ふたりの言う「もの」は漢字で書けば違っているのだが、会話は一応かみあっていた。

「おう、タイセツニシナイトイケナイゾ」

　源之助の声が裏返る。実は帰り道、大きなズダ袋を背負って狭いトンネルを通ったものだからさらに何度もゴチゴチとぶつけてしまっていたのだ。

「父とうちゃん……帰ったの」

　寝室と居間を仕切っていたふすまが開いて、パジャマ姿の男の子があらわれた。居間の明かりがまぶしいと目を細める。

「おう！　源げん太た郎ろう。おはよう！」

　桜さくら田だ源太郎、小学五年生の一〇歳である。源げん之の助すけと芙ふ美み枝えの愛の結晶たる一人ひとり息子むすこだ。

　顔立ちの雰囲気は芙美枝に似ている上、男の子ながらまつ毛がお人形のように長い。女の子と見間違えんばかりの可か憐れんなベビーフェイスである。

　一目見る限りではカバの妖よう精せいみたいな顔した源之助の子だとは信じられない美少年ぶりだが、よくよく見ればつぶらな瞳ひとみだけは源之助に似てた。

　その源之助によく似た源太郎の目に不ふ審しんの色が映る。妙な袋の存在に気づいたのだ。

「あれ、父とうちゃん。これ、何？」

「お、おう！　これかっ！」

　袋の中の人はかなり持ち直しているようにも見えた。家族もそろったことだし、源之助はズダ袋の口を大きく開くと、中身を畳の上へと投げ出してやる。

　袋から、人の形をした何かがゴロリと転がりでた。

「仕事の関係でうちで預かることになった真ま木ぎ麗れい華かちゃんだ。よろしく頼むぞ。お前たち」

　一いつ瞬しゆんにして、芙美枝と源太郎は顔面蒼そう白はくになった。

「……よ、よろしく頼むって……あんた。この子、白しろ目めむいてるじゃないですか」

「……口から舌がだらしなくでてるけど……これで息してんのかよ？　父ちゃん」

　二人ふたりとも袋から女の子が出てきたことよりも、麗華の状態にひどく怯おびえている。

「バカ野郎。大丈夫に決まってらぁなっ！」

　源之助は威勢よく啖たん呵かを切ってみせた。

　しかし大丈夫だと言われて簡かん単たんに信じられるような状態ではない、芙美枝と源太郎は青ざめたままだ。そんな二人を安心させようと、源之助は無理に作り笑いをうかべる。

「最初に見た時はもっとひどかったんだからよぅ……よくなってるはずだぜ？」

　最後が疑問形になってるだけあって、やっぱり自信はなかった。源之助は両ひざを床ゆかにつけると恐こわ々ごわと麗華のほほを叩たたいてみる。

「も、もし？　もしもし？　お嬢じようちゃん、大丈夫かい？　もしもし？　もしもし？」

「もしもしって電話じゃないんだからさぁ、あんた……」

　完全に腰がひけてしまっている源之助の姿を見かねて、芙美枝もようやく我われを取りもどす。源之助とは反対側から麗華の横にしゃがんだ。

　糸の切れた人形のようにぐったりと倒れた麗華の姿は誰だれがどう見ても危うい。

　しばらく麗華の姿を凝ぎよう視ししていた芙美枝だが、厳きびしい表情で顔をあげた。

「源太郎、ぬれたタオルをもってきておくれ」

「うん、わかった」

　源げん太た郎ろうが背をむけて走りだすと、源げん之の助すけはギクリと表情を強こわ張ばらす。変な考えが頭をかすめたのだ。すなわち麗れい華かを地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんなり誘ゆう拐かい元の真ま木ぎ家けへ返す時に、変に後こう遺い症しようをもった状態となっていれば、何をやらかしたという話になってしまう。それならいっそ死んでしまったと遺骨か遺灰を返した方が、というわけだ。

　源之助のひたいに大きな脂あぶら汗あせが落ちる。

「い、いざって時は女の方が度胸が据わるって言うけど……母かあちゃん、もしかして……」

「は？　何を言ってるんだい、あんた」

　源之助が妙な心配をしている間に、源太郎はぬれたタオルをもってきた。

「はい、母ちゃん」

「ありがとね」

　源太郎からタオルを受けとった芙ふ美み枝えは、麗華の顔をふきはじめた。口のまわりに泡を吹ふいたような跡があり、丹念にふいていく。

「ふ～っ、なんだ……ぬれたタオルで口もとをふいてやるのか」

　ぬれたタオルで口もとをふさぐのかと心配だか期待だかをしていた源之助が安あん堵どの息をもらす。心にやましいところがあると人間というのはよからぬ心配をしてしまうものだ。

「うっ……う、うぅうぅうぅぅ……」

　麗華の口から弱々しいうめき声があがった。顔を歪ゆがめ、何度か左右に首をふる。動く麗華の姿に源之助はつぶらな瞳ひとみに涙をにじませた。

「よ、良かった。良かったよっ！　ほんっと気がついて良かったよぉ」

「こ、ここは？」

　意い識しきを取りもどした麗華は半開きの目で尋たずねた。目の焦点は定まってない。意識は戻ったが思考能力が回復し切ってないのだ。源之助が威い厳げんをただして答えてやる。

「お、おう！　んじゃあ、おじちゃんが説明しような。おじちゃんは地獄十字軍で働いていてな、今日きようから麗華ちゃんを預かることになった。でもな、麗華ちゃん。人ひと質じちだとか、他人の子だからといってもおじちゃんは甘やかすことなんてしないからな。うちの坊主と同じく厳きびしくビシビシ躾しつけるよ」

　まるで親類の子を預かるなり、お泊りに来た子どもの友達に語るかのような口ぶりだ。しかしことの次第を理解した芙美枝と源太郎は驚おどろくばかりである。

「人質って……まさか、あんた。この子を誘拐して？」

「父とうちゃん、何考えてんだよ！」

「これも仕事なんだ、仕方ねぇだろ」

　べらんめぇの江え戸どっ子こか、巻き舌のロックンローラーみたいな口ぶりで源之助が一いつ喝かつすると、芙美枝と源太郎は二人ふたりして黙だまりこむ。

　桜さくら田だ一家は亭主関かん白ぱく、父とは一家の主あるじであり、源之助の一言は一応絶対なのである。

　二人ふたりして困ったように顔を見あわせた。

「地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんって……アタタタ……」

　急に起き上がろうとした麗れい華かが後頭部を押さえた。

「あらあら、急に動いちゃダメだよ」

「そうだよ、じっとしてなきゃ」

　芙ふ美み枝えが麗華の身体からだを支えると、源げん之の助すけも心配して手を差し伸べる。しかし麗華は差しだされた手を思いっきりはたいた。

「ちょっと、気安くさわろうとしないの！」

「いてっ！」

　あわてて手をひっこめる源之助を尻しり目めに、麗華が毅き然ぜんとして立ち上がった。腕をくんで、ふんぞり返る。その姿には年とし頃ごろに似合わぬ迫力があった。

　大だい富ふ豪ごうの尊大さ、それとも美しく生まれし者の傲ごう慢まんさなのか。そう、意い識しきを取りもどした麗華はその名に相応ふさわしく華か麗れいな容姿を誇っていた。もっとも顔のあちこちが痛々しく青や紫むらさきに変色していることをのぞけば、の話だが。

　麗華は無ぶ遠えん慮りよな視し線せんで部へ屋やの中をじろじろと見わたす。

　南向きに窓が一つあるだけで、残りの三面はふすまで仕切られた六畳間。真ん中にちゃぶ台がおかれている他ほかはテレビと小さなタンスがあるぐらい。居間が子ども部屋を兼ねているらしく、サッカーボールやランドセルが部へ屋やの隅にまとめられていた。そのサッカーボールもボロボロ、というか汚い。色が落ちてしまい一目ではバレーボールと区別がつかないほどである。
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「ふ～ん……しけた部屋ねぇ」

　あきれ返った口ぶりで麗れい華かはつぶやくと、今度は源げん之の助すけ一家の顔を順々に眺める。源之助、芙ふ美み枝え、源げん太た郎ろう。一巡すると最後にもう一度、その目は源之助をとらえた。

「それに住んでる連中も貧乏くさいこと」

　尊大に言い放つ麗華に、源之助がゲンコツを固めた右腕をふり上げた。

「こらっ！　さっきも言っただろ。いくら他ほかの家の子だからって、おじちゃん、そういうの許さないよ」

　しかし麗華は大人おとなしくゲンコツをくらうような子ではなかった。

「何する気よっ！」

　ふり上げた拳こぶしが落ちるより早く、麗華の足は源之助の弁べん慶けいの泣き所を蹴けっ飛ばしていた。

「いって～っ！」

　急所にローキックをくらった源之助が飛び上がると、麗華は中指をつきたてた。

「気安くあたしの頭を叩たたかないの！　わずか九歳の一ひと桁けた年齢のうちにＵＣＬＡで博士号とった人類の宝ともいえる超エリートな脳みそがあたしの頭にはつまってるんだからね！」

　麗華の人格形成においては、すくなくとも日本の上流階級の礼れい儀ぎより、アメリカの一般大衆の流りゆう儀ぎの方が勝まさっているようである。

　ところでＵＣＬＡはアメリカ西海岸きっての名門大学である。芙美枝のような一般庶民でも、その名前ぐらいは知っていた。

「へ～え……麗華ちゃん、九歳なんだ。うちの源太郎よりも年下なのに賢かしこいんだねぇ」

「あ、言っとくけどそれは博士号をとった時の話で、今は一〇歳よ。誕たん生じよう日びが来れば一一歳になるわ」

「あらあら、じゃあうちの源太郎と同おない年どしじゃない。本当に凄すごいわねぇ」

　目を丸くした芙美枝が源太郎と麗華の顔を交互に眺める。

　真ま木ぎ家けは単なる富ふ豪ごうの家系ではなかった。先祖代々国際的な科学者を輩はい出しゆつしてきた家系でもあるのだ。真木家の子息の大半は一〇代で海外の大学を飛び級で卒業し日本へ戻ってくる。そんな天才秀才のひしめく家系の中でも麗華は飛びぬけて早そう熟じゆくの天才児であった。

　とは言え、見た目は普通の子どもにすぎない。源之助は拳を固めて麗華の背後へそっと忍びよる。ゲンコツをくらわせて、大人おとなの威い厳げんって奴やつを示すつもりなのだ。

　そして「さあ、殴るぞ」と源之助が拳をふり上げたところで、麗華の泣き言がはいった。

「そうよ。あたしの頭脳は凄いんだから。それなのにあたしの超ちよう優ゆう秀しゆうな頭脳をみんなして乱らん暴ぼうに扱ってくれちゃって、サイテー。とくにあの保母たちなんか、あたしを変な袋に入れたまま逆さづりにして、頭から床ゆかへ叩き落したんだから。殺されるかと思ったわ」

　一いつ瞬しゆんにして拳こぶしをふり上げたまま源げん之の助すけは固まってしまった。顔色も一気に悪くなる。

　一方、芙ふ美み枝えの方は自分の子どもと同い年の子が受けた仕打ちが他ひ人と事ごととは思えない。

「こんな小さな子を逆さづりにして落とすなんて……おっそろしいわねぇ」

「本当に恐ろしかったんだから。ふり回されて壁かべに叩たたきつけられたり。何度もやめてって叫んだのに。降参するからって言ったのに。気絶するまで叩きつけられて……どうしてくれるのよ。あたし、女の子なのに。あっちこっちアザだらけで、こんなにキズものにされちゃ、お嫁よめにもいけないわ」

　源之助は昔むかし気質かたぎの頑固者である。責任感だって強い。それだけにいくら子どもといっても女の子に「キズものにされた」とか「お嫁に行けない」などと口走られれば顔面蒼そう白はくものだった。ふり上げた拳が力なく落ちた。

　ずぶぬれの有ゆう菜なや、保母の乱れ具合が物語っていたように麗れい華かは保母たちとかなりやりあった。だが防音繊せん維いのズダ袋の中に入れられた麗華はどの時点で保母たちから源之助へ受け渡されたのか知らなくて、保母たちにひどい目にあわされたと勘違いしているのだ。

　ただ一人ひとり、真相を知っている源之助は土つち色いろの顔に脂あぶら汗あせをうかべる。

　麗華はなおも保母たちの非道ぶりを訴えた。

「それにお腹なかだって思いっきり踏みつけられたんだから……あたし、もう赤ちゃんを産めない身体からだにされちゃったかも……うぅ」

　言葉通り本気で心配しているわけではないが、富ふ豪ごうの娘として生まれ、早そう熟じゆくの天才児と誉ほめそやされ、そしてわがままに生きてきた麗華は我が慢まんという名の免疫を人一倍もちあわせてなかった。悔しさで前かがみになった麗華を、芙美枝が優やさしく抱きかかえる。

「可哀かわいそうに……よしよし。大丈夫だよ、麗華ちゃん。大丈夫。麗華ちゃんはお嫁にも行けるし、赤ちゃんだって産めるから」

　源之助はガックリと両手両ひざを床ゆかについた。全身から脂汗が噴ふきだす。その姿はまるで油をしぼられるガマガエルだ。

　そんな源之助の一部始終を見ていた源げん太た郎ろうは不満そうに口を尖とがらせた。

「父とうちゃん、あいつにゲンコツくらわせないのかよ。うちの子と同じように扱うんだろ」

　もしも源太郎が麗華みたいな口をきけばとっくにゲンコツをくらっているところだ。しかし青くなっていた源之助は突如として顔色を取りもどした。

「バカ野郎！　父ちゃん、いつも言ってるだろ。どんなことがあっても男の子なら女の子に手をあげちゃいけないって！」

　ほんのさっきまで二度も麗華へゲンコツをくらわせようとしていたことを棚たなにあげ、源之助は威勢よく啖たん呵かを切ると、遠えん慮りよなく源太郎の頭上へゲンコツを落とす。

「痛いてぇっ！　なんで俺おれを殴るんだよ～ぅ」

「うるさい！　父ちゃん、昨日きのうは徹てつ夜やで残業してきて大変だったんだからな。父ちゃん、朝ご飯ができるまで寝とくから。芙ふ美み枝えと源げん太た郎ろうで麗れい華かちゃんの面めん倒どうを見てあげなさい」

　源げん之の助すけは逃げるように寝室へむかう。そして居間と寝室を分けるふすまを開けると、くるりと反転した。

「いいか、麗華ちゃんは女の子なんだからな。父とうちゃんみたいに大事に扱ってさしあげるんだぞ！　くれぐれも保ほ育いく課かのおばちゃんたちみたいなひどいことしちゃダメだからな。父ちゃん、許さないよ？　そういうの」

　麗華が勘違いしているのをいいことに、源之助は保母たちへぬれ衣を着せてしまうと、ピシャリとふすまを閉めてしまった。話はもうこれで終わりというわけだ。

　残された芙美枝と源太郎は顔を見あわせると、お互い困り切った顔になる。

　何と言っても桜さくら田だ家けでは源之助が一家の主あるじで絶対なのだ。逆らうことは一応、できない。

　かくして芙美枝と源太郎は否いや応おうなしに麗華の面倒をみる羽は目めになってしまった。













　　　間章







　闇やみの中に不気味な笑えみがうかぶ。

　ロウソクに照らされた骨と皮ばかりのガイコツみたいな老人が笑っているのだ。高らかでもなければほがらかでもない笑み。思い出し笑いや忍び笑いに似た笑みである。

　その不気味な笑みが急に興きようざめといった顔となった。部へ屋やが明るくなったのだ。

　電気のついた部屋で、抑揚のない形ばかりの驚おどろきの声があがる。

「あら、いらっしゃったのですか」

「なんじゃ、秀ひで美みか。まったくお前はノックもせずに……」

　暗い部屋の中で不気味な笑みをうかべていたのは地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの日本方面軍司令であった。

　明るくなった室内には巨大な世界地図を背に豪ごう奢しやなデスクがそなえられ、司令は黒い革張りのチェアに不ふ機き嫌げんな顔でふんぞり返っていた。

　だが地獄十字軍の大幹部にして吸血鬼か魔ま王おうを思わせる強こわ面もての男が顔をしかめても、スーツ姿の若い女は一向にひるむ様よう子すなどなかった。

「あら、ノックなら何度もしました。お返事がないので、おじさまは居ないものかと」

「おじさまは止よせと言っておるだろ。公私をわきまえんか」

「わたくしのことを最初に秀ひで美みと呼んだのは司令の方ですが？」

　苦にが々にがしい顔がますます苦々しくなる。実は司令と秘書は伯お父じと姪めい、親類関係だったのだ。

　若い姪にやりこめられてばかりの司令はほお杖づえをつくと投げやりに尋たずねる。

「それで、私に何か用かね」

「はい、経理より日本方面軍の来年度の一般予算の検討および承認、それから今回の特別作戦による臨りん時じ決裁にまつわる総本部への申しん請せい書しよがあげられています。そして医務から重傷者の一般病院への転院に対する工作への稟りん議ぎもまわってきています。あとこれらは各基地から申請中の一〇〇万円を超える経費についての稟議書で……」

　秘書は次から次へと書類の束を取りだして、あっと言う間に机の上には書類の山ができ上がった。握り拳こぶし一つ分ぐらいの高さだ。これらに一々目を通し、サインや判を押すとなると、膨ぼう大だいな時間がかかるに決まっていた。

　うんざり顔の司令だが、秘書はスマートな仕し草ぐさで数枚の紙を書類の山とは別にしておく。

「一応、すべての書類につきましてはわたくしが目を通しておきました。ほとんどこのまま決裁していただいて問題ないと思われますが、この三件のみ司令の直接のご判断をあおぐべきかと思い別にしておきました」

「おお、助かる」

　一気に仕事量が減ったことに機き嫌げんをよくした司令は残った三枚の書類にとびつくと、書類の山も横目でチラリと眺めた。

「ついでにこの書類すべてに決裁印をついてくれればもっと助かる」

「承知いたしました」

　秘書は書類の山を手にすると、丁てい寧ねいにブリーフケースの中へしまっていく。実はこの書類の山、大きな束の一番上は無印だが、二枚目以降は既すでに判が押してあった。すべて秘書のシナリオ通りというわけである。

「ところで、おじさま」

　書類を収め終えた秘書が無表情のまま司令を見つめる。

「わたくしが仮眠中に、真ま木ぎ家けの娘を小さなアジトへ移送されたそうで」

　語気に怒りをにじませる秘書だが、司令は開き直った。

「仕方ないだろう。保ほ育いく課かで面めん倒どうを見切れないと言ってきたのだから」

「けれど今回の特別作戦はかなり経費がかかっています。死亡したナマコ仮か面めんの家族への見み舞まい金と今後の遺い族ぞく手当、重傷者に対する見舞い金と治ち療りよう費ひはもちろん、警けい察さつやピポレンジャーに対する備えも必要ですし、破損した備品の修理や買い替えもあります。身みの代しろ金きんの大幅な上乗せが必要なはずです。もちろん真木家相手なら十分回収もできるとは思いますが、こういった高こう額がくの身みの代しろ金きんが見こめる人ひと質じちをそう軽々しく……」

　司令の独断によって生じた問題の数々を、今まで秘書は散々後始末させられてきた。そんな今までの恨うらみつらみが珍しく秘書を感情的にさせるが、当の本人はすまし顔で問題をはぐらかしてしまう。

「ふん。真ま木ぎの奴やつらも身代金ならいくらでも払うだろう。だが、私が要求するのは金ではない」

「と、言いますと？」

　怪け訝げんな顔をする秘書に、司令は愉ゆ快かいそうに目を細める。

「とある研究資料じゃよ」

「研究、資料、ですか」

「そう、ちまちまと軍資金を稼かせぐのではなく、地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの本来の目的である世界征服に大きく役立つ研究資料じゃ」

　ますます怪訝な顔をする秘書に、司令は種あかしをするかのように語る。

「真木家の率いるマギ・インダストリー・グループは世界有数のコングロマリットであると同時に、日本の防ぼう衛えい産業の中核をなす巨大軍需企業グループでもある。今ごろ政府の小役人どもは泡をくっていることであろう……クックックッ」

　けれどこれでは種あかしにもならず困こん惑わくするだけの秘書を尻しり目めに司令は悦えつに入った笑い声をあげ続けた。













　　　第二章　タイフーンガール＆タイヘンナボーイ







　源げん之の助すけの命により、麗れい華かの面めん倒どうをみることとなった芙ふ美み枝えと源げん太た郎ろうだが、大だい富ふ豪ごうの一人ひとり娘にして早そう熟じゆくの天才児たる真木麗華、ちょっとやそっとのトラブルメーカーではなかった。

　まるで一家の主あるじとばかりに麗華はちゃぶ台の前へどっかと座りこむと、もって生まれた尊大さを発揮して源太郎へ尋たずねる。

「ねぇ、ちょっとテレビ観みたいんだけど、リモコンは？」

　源太郎と麗華は同おない年どし、そうでなくとも昔むかし気質かたぎな桜さくら田だ家けは男だん尊そん女じよ卑ひの風ふう潮ちようが残る。麗華の偉そうな態度が気に入らなくて、源太郎は投げやりに答える。

「リモコンなんてないよ。うちのテレビは古くてね」

「いったい、いつの時代のテレビよ？」

　バカにした口ぶりの麗華だが、芙美枝は恥はじるよりも昔を懐なつかしんだ。

「これはわたしが父とうちゃんと一いつ緒しよになった時に実家の倉からひっぱりだして来たものだからね。あの頃ころから年代ものだったんだよ。大事に使ってたけど、アナログ放送が終了しちゃってさ。デジタルチューナーとかいう機き械かいをつけなきゃいけなかったんだけど、父とうちゃんもわたしも機械にはうとくて大変だったよ。あれからもう何年たつのかしらねぇ」

「ってことはあたしが生まれる前からあった骨こつ董とう品ひんってこと……かあ～ぁ、信じられない」

　麗れい華かは顔に手をあてて嘆いてみせるが、その芝しば居いがかった仕し草ぐさが源げん太た郎ろうにはますます気に入らない。だが麗華は源太郎の神経を逆なでするかのように、横おう柄へいな態度でテレビを指さした。

「ねぇ、ちょっと。リモコンないんならさぁ。あんた、テレビつけてよ」

「そんなの自分でしろよ」

　源太郎は即座に突っぱねた。ただでさえ麗華の言うことをきくのは面おも白しろくない。しかも源太郎より麗華の方がテレビに近いのだ。

　しかし生まれながらの大だい富ふ豪ごうであり、常に神童と讃たたえられて育った麗華だ。その傲ごう岸がん不ふ遜そんぶりは並大抵のものではなかった。こんなことすら他人に言いつける自分の神経よりも、頼みを断る側の神経を本気で疑う。

「あんたってさぁ……女の子みたいな可愛かわいい顔してるくせに、性格は可愛くないのね」

「俺おれは男だ！　言っとくけどな、可愛いってのは女に対する誉ほめ言葉だぞ」

　源太郎が本気で怒った、だが麗華は冗じよう談だんだと思ってケラケラ笑いだす。

「ちょっと、あんたって面白いわね。もしかして俺は男だから誉めるなら、かっこいいだろって思ってるわけ？」

「当たり前だろ！」

　返事の早さと語気の強さで、麗華も源太郎の本気を悟った。

「し～んじられない。本気で言ってるんだ。可愛くな～ぁい」

「可愛くないんだったら、お前もだろ。俺は男だからいいけど、女の子で可愛くないなら救いようがないね」

「ナ、ナンデスッテ～ェ！」

　麗華が金切り声をあげた。周囲から甘やかされて育った上、なまじ自分の容姿に自信があるものだから収まりもつかない。こうなると意地でも従わせたくなるというものだ。

「ちょっと、もういいわ。あたしが可愛くないだなんて。あんたみたいな美的感覚の狂った人間、相手にしても仕方ないから。それよりテレビつけてよ、テレビ」

「だから断るって言ってるじゃん」

「なんであたしの言うことがきけないのよっ！」

　感情的な麗華とは対照的に、源太郎は至って冷静である。

「女の命令をきくなんて、男のすることじゃないね」

　親子だけあって昔むかし気質かたぎの源げん之の助すけの性格を源太郎は色いろ濃こく受うけ継ついでいた。しかし麗華も時代錯さく誤ごの男だん尊そん女じよ卑ひぶりに大人おとなしく引き下がるような性格ではなかった。

「こっ、こっ、この～ぅ……時代錯誤の男尊女卑のアナクロ差別主義者！　今の世の中、人間は誰だれもが平等で、男女も平等なの。あんたみたいに時代に逆行したこと言うなんてナンセンスもいいとこ。時代の先進性は今や男女平等・人間平等から、犬や猫の虐ぎやく待たいすら法律によって禁じ、生きとし生きるものすべての権利を守ろうとする……」

　別に今の今まで麗れい華かは男女平等や動物愛あい護ごのために何一つやって来たことはなかった。だが男だん尊そん女じよ卑ひの差別主義者である源げん太た郎ろうを前に突如としてエガリタリアニズム（平等主義）に目覚めたのだ。けれど目覚めたばかりの平等主義では年ねん季きのはいった差別主義には勝てなかった。

「あのさぁ、人間平等なら最初から俺おれにテレビをつけろって命令するなよ」

「ナ、ナンデスッテ～ェ！」

　声が裏返るほどの怒りに身をふるわせる麗華だが、源太郎は冷たい視し線せんをあびせるだけだ。

「……うるさい」

　麗華の怒りも頂点に達した。

「きいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃいぃ！　何よっ！　何なのよっ！　何様なの？　あんたたち。人を誘ゆう拐かいしといて、こんなボロ屋に連れて来て。しかもテレビはリモコンすらついてない骨こつ董とう品ひん。この真ま木ぎ麗華様を誘拐するなら一流ホテルを丸ごと借り切るくらいが当然でしょ！」

「ボロ屋で悪かったな。でも俺の家族はこのボロ屋で毎日暮らしてんだぜ」

　絶対零度の冷たさを漂わせた目で源太郎が麗華をにらみつけた。傲ごう岸がん不ふ遜そんな麗華だが、この迫力には怖おじ気けづく。

「うっ」

「それにお前を誘拐したのは俺じゃないもん。甘えるのもいい加減にしろよ」

「でもっ、でもっ！　あたし、変な袋につめこまれていっぱい打ちつけられたんだから。あっちこっち痛くて、足も痛くて歩けないの。今、無理をしたら一生歩けない身体からだになっちゃうかも。そしたらどうしてくれんのよ!?」

「そんなもん、俺の知ったことじゃない」

　源太郎は突き放すが、突然、ふすまが開いて源げん之の助すけがあらわれた。その顔はまっ青さおだ。

「こらっ！　源太郎、テレビぐらい、お前がつけてあげなさい。父とうちゃん、言っただろ？　麗華ちゃんを大事に扱ってさしあげるんだぞ、って。麗華ちゃんが歩けない身体になったら、どうするんだい？」

　後ろめたさもあって、麗華の単なる虚こ仮け威おどしを本気で心配してしまっているのだ。源之助は表立っては昔むかし気質かたぎで頑固者だが、本質的には小心者なのである。

　だがそれを源太郎が知る由よしもない。

「何でだよ。もう父ちゃんは寝たんだじゃなかったのかよぅ」

「お前がうるさいから寝られないんだよ。とにかく黙だまって父ちゃんの言うこときけっ！」

　ゲンコツが落ち、源太郎が頭を抱える。

「ちくしょーっ！」
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　不条理な一いち撃げきだった。うるさいなら麗れい華かの金かな切きり声ごえの方がよっぽどうるさかったはずだ、それに結けつ果か論ろんとはいえ麗華の言いなりになるのは悔くやしい。それでも源げん之の助すけは一家の主あるじで、一応は絶対なのだ。歯ぎしりしながらも源げん太た郎ろうはテレビのスイッチを入れた。

「じゃあ、父とうちゃん。朝ご飯ができるまで、もう少し寝ておくから、静かにしてるんだぞ」

　源之助がふすまを閉めて消えた。

　テレビはついたが時間が早すぎて、ろくな番組などない。民放は文字ニュースか砂すな嵐あらしばかりで、公共放送も野山や水中の様よう子すばかり映している。それでも麗華は満足そうにニシシと笑う。

「ちくしょーっ！」

　もう一度、源太郎は悪態をついてそっぽをむいた。悔し涙が目の端はしにうかぶ。

　しかしこの程度で満足する麗華様ではなかった。意地の悪い笑えみをうかべる。

「な～んかぁ、のどが渇いちゃった～ぁ。麗華、苺いちごミルクが飲みたぁ～いなぁ」

　源太郎は無視。だが麗華は源太郎を従わせるコツを既すでにつかんでいた。

「のどが渇きすぎて、あたしが声のでない身体からだになったらどうするのよっ！」

「知るかよ。だいたい、そんなことありえないって」

　源太郎が冷たく言い放つが、途と端たんにふすまが開いて青い顔した源之助があらわれた。

「ば、バカ野郎！　父ちゃん、源太郎のこと、見損なったよ？　麗華ちゃんが声のでない身体になったらどうするんだい？　いいからすぐに買って来てあげなさい」

「のどが渇いたんなら水でも飲ませりゃいいじゃんか。だいたいのどが渇いたぐらいで声がでなくなるわけないよ」

　源げん之の助すけは一家の主あるじで、一応は絶対である。ただし源之助も人の子で本質的に小心者なのだ。文句や苦情を述べると、たまに前言を撤てつ回かいすることもある。しかし変な負い目があるものだから今回の件では何を言っても無む駄だに決まっていたのだ。

「いいから四の五の言わず、とっとと買いに行けばいいんだよ」

　一家の主たる父親に逆らった罰ばつだとばかりに、源之助は源げん太た郎ろうの頭にゲンコツをくらわせた。源太郎の悲鳴があがり、朝食の仕し度たくをしていた芙ふ美み枝えが何事かと居間に顔をだした。

　それを渡りに船と源之助は喜んだ。

「おう、母かあちゃん。ちょっと源太郎がお使いへ行くから、お金を渡してやってくれ」

　頭を押さえた源太郎と得意そうな麗れい華か、そして源之助の笑え顔がお。何事が起きたのか、だいたいの見当がついた芙美枝はあきれ顔をしながらも、ぬれた手をエプロンでふくとタンスを開けて財さい布ふを取りだした。

「じゃ源太郎、行っておいで」

「ちくしょーっ！」

　ゲンコツをくらった源太郎は頭を押さえながらも言われたままに玄関へむかう。その後ろ姿に源之助は思いだしたようにつけ加える。

「あっ、そうだ、源太郎。ちゃんと領収書をもらってくるんだぞ。こういうのは経費っていうんだからな」

　ジュース一本に領収書をもらうのはケチくさい話ではあるが、元は大工にして今も下したっぱの戦せん闘とう員いんである源之助だ。昔から親方や上司が領収書をもらって経費で落とす姿に、ある種の憧あこがれを抱いていた。それに世界的に不況のご時世である。気づいて良かったとばかりに、源之助はにんまり笑えみをうかべる。

　返事こそなかった源太郎だがコンビニから帰って来た時にはレシートのような感かん熱ねつ紙しに印刷された領収書をちゃんともらっていた。




「あ～っ、美お味いしい」

　苺いちごミルクを一口飲んで、麗華は勝ち誇ったように声をあげた。声には満足感がにじむ。

「ふん」

　鼻を鳴らして源太郎はそっぽをむいた。

　そんな源太郎の態度が麗華の優ゆう越えつ感かんをくすぐると同時に、いっそういじめたくもなるのだ。女の性さがという奴やつかもしれない。麗華は手にした円筒形の紙パックを眺めて、ニヤリと笑う。

　ストローを一気に吸いこむ。まるで餌えさをくわえたリスかハムスターのようにほほがパンパンにふくらんだ。逆にパックはつぶれてしぼむ。口の中いっぱいにつまった苺ミルクを麗華は一口でゴクリと飲みこむ。

「ぷっは～っ！　あ～っ、美お味いしかった」

　麗れい華かは凹へこんだ紙パックをちゃぶ台の上におくと、意地の悪い一いち瞥べつを投げかける。

「おかわり」

　源げん太た郎ろうの顔がひきつった。しかし麗華は容赦ない、小こ悪あく魔まの笑えみをうかべる。

「お、か、わ、り。意味、わからないかなぁ？」

　ここで麗華の言いなりになれば男が廃すたるというものだ。源太郎は頑がんとして断る。

「もう買いになんか行かないからな」

「あっそ～♪」

　麗華は楽しげに声を弾はずませると、一転して不敵な笑みをうかべた。そして悪あつ漢かんに襲おそわれる映画のヒロインよろしく悲鳴をあげた。

「麗華、のどが渇きすぎて、声のでない身体からだになっちゃう～ぅ～う～ぅ♪」

　三文役者もいいとこだが、すぐにふすまが開いて源げん之の助すけがあらわれた。

「こらっ！　源太郎、麗華ちゃんが声のでない身体になったらどうするんだい？　早くお使いに行ってあげなさい」

　たまらず源太郎が声をあげる。

「な～んでだよっ！　と～ちゃ～ん。こいつに弱味でも握られてんの？」

「ば、ばっばばばば、バカ野郎！　な、何てことを言うんだ。と、父とうちゃん、麗華ちゃんに対して、やましいことなんて一つもないよ？　麗華ちゃんはな、父ちゃんが仕事で預かった子なんだ。仕事ってのは大変なんだ。誰だれそれの責任だから私は知りませんじゃすまないぞ。だからおばちゃんたちがやったひどいことでも、地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの一人ひとりとして父ちゃんも麗華ちゃんの声がつぶれたり、歩けなくなったりしないようにしてあげないといけないんだよ」

　核心をついた一言に源之助は激はげしく動どう揺ようしたのだが、それを見破るほどの眼がん力りきを源太郎はもってなかった。ことの理不尽ぶりに嘆くことしかできない。

「仕事なら、父ちゃんが買いに行けばいいじゃんか。俺おれには関係ないだろ」

「なに言ってんだい！　いいか、父ちゃんは地獄十字軍で働いてんだい。いわば地獄十字軍にお世話になってる身だ。そんで芙ふ美み枝えや源太郎も父ちゃんが働いているからこそ、毎日おまんまが食べられる、生活もできる、ってもんだろ？　だったら関係、大ありじゃないか。そんなわけで源太郎、一家のため、そして麗華ちゃんの健けん康こうと将来のためだ。お使いに行きなさい」

　早口でまくしたてると源之助は仕上げとばかりにゲンコツをくらわせる。

「痛いってぇ！」

　再び源太郎はお使いに行かされる羽は目めになった。

　玄関へむかう源太郎に、源之助が似合いもしない軍ぐん師しのような笑みをうかべる。

「あぁ……それと、ちゃんと領収書はもらうんだぞ」

　無言の源げん太た郎ろうの背中に小学生らしからぬ哀あい愁しゆうが漂う。さすがに気の毒に思った芙ふ美み枝えは源太郎へお金を渡す時に、こっそりお駄だ賃ちんを握らせておいた。




　しかし麗れい華かの源太郎いびりはこれで終わったわけではなかった。些さ細さいなことを見つけては源太郎をこき使う。何度もコンビニへジュースを一本ずつ買いに行かせ、テレビだって何度もチャンネルを変えさせる。

　わがままの限りをつくす麗華も麗華だが、源太郎も源太郎だった。大人おとなしく麗華の言うことをきけばゲンコツもくらわずにすむのに、麗華から何か命令される度たびに「女の命令をきくなんて、男のすることじゃない」の信念のもとに必ず断るのだ。その度に麗華が騒さわぎだし、青くなった源げん之の助すけがあらわれる仕組みである。

　しまいにはゲンコツをくらいすぎた源太郎が部へ屋やの片隅でぬれタオルで頭を冷やしながらウンウン唸うなるまでにいたった。

　そんな源太郎の横で、麗華はちゃぶ台の上にならんだ紙パックを一つ、二つと手にとってふってみる。四つ目で、中身が半分残っていた。ストローに口をつけて残りを一気に飲のみ干ほすと、お腹なかいっぱいとばかりに両手を後ろにつく。そのまま横おう柄へいな態度で忠告してやる。

「どうせ、あたしの言うこときかされるんだから、最初から大人しく従えばぁ？」

「こ、これは人間の自由と男のプライドをかけた戦いなんだ」

　源太郎の答えに麗華はちゃぶ台の上を気だるい目で眺めた。空になったパックが幾いくつも乱立している。すべて一つ一つ源太郎がコンビニへ使い走りさせられたものである。

「ふ～ん……人間の自由と……」

　麗華の視し線せんが脇わきへと移る。少女マンガや少女むけ雑誌が山やま積づみになっていた。これもまた源太郎がコンビニへ使い走りさせられたものである。無む論ろん、すべてが領収書つきだ。

「男のプライドねぇ……」

　実に安っぽい人間の自由に、実に乙女おとめちっくな男のプライドである。

「それはそれはご大層なことで」

　あきれかえる麗華だが、さすがに源太郎を従わせることにも飽あきてきた。

　そこに朝食を作り終えた芙美枝が居間に入ってくる。

「はい、ご飯だよ～。源太郎、父とうちゃんを起こしてきておくれ」

「父ちゃんなら起きてるよ。こいつが何か言う度に、ふすまが開いて出てくるんだから」

　呪のろい文句を唱えるかの如ごとく源太郎が毒づくと、芙美枝は気のいい笑え顔がおでちゃぶ台の上を布ふ巾きんでふいていく。

「あらあら、ふてくされちゃって。まぁ、確たしかにそうかもね……ちょっと、あんた。朝ご飯ができましたよ！」

　源之助の返事はなかった。少し間をおいて、再び芙美枝が声をあげた。

「ちょっと、あんた。朝ご飯、できましたよっ！」

「お、おう……そうか？」

　二回目でようやく源げん之の助すけがふすまを開けて出てきた。ぎこちない半まなこで、一応は先ほどまで眠っていましたといった表情だが、やっぱりわざとらしい。源げん太た郎ろうが言った通り、本当にふすまの前でかまえていたのでバツが悪いのだ。ちゃぶ台の前に、いそいそと座りこむ。

　芙ふ美み枝えはちゃぶ台の上に茶ちや碗わんと箸はしを四組そろえていく。まずは一家の主あるじたる源之助の前に、次が子どもでもお客様だと麗れい華かの前に、それから芙美枝と源太郎が続く。

「麗華ちゃんもお腹なかすいたでしょ？　朝ご飯、食べなさい」

「あ～っ、あたし、お腹いっぱい」

　もうこれ以上、何も入らないと麗華はふくれ上がったお腹をポンと叩たたいた。

　しかし源之助は変に気をまわす。

「おっ！　もしかして麗華ちゃん、遠えん慮りよしてるのかい？　子どもは遠慮なんかしちゃ、いけねぇよ。しっかり食べなよ」

「あんだけジュースを飲んだら、お腹いっぱいになるに決まってるよ」

　横をむいた源太郎がボソリとつぶやいた。

　確たしかに麗華は源太郎に対して意地になっていた。本当は飲みたくもないものを飲めるだけ飲んだ。本当に本当のお腹いっぱいだった。だから麗華は源太郎の言うことを肯定こそしなかったが、否定もしなかった。暗あん黙もくの同意という奴やつである。

　ただこれは逆に言えば、それだけ麗華がわがままを言い、源之助がむりやりいうことをきかせた証あかしでもある。源之助にも多少の負い目と自覚はあった。

「ま、まぁ、麗華ちゃんは保ほ育いく課かのおばちゃんにお腹を踏んづけられたりしてるからな。食欲がないのも無理ねぇか。おい、母かあちゃん。麗華ちゃんはご飯いらないってよ」

　都つ合ごうよく麗華を半殺しにした件を保母に押しつけて、都合よく麗華の食欲がない件を解釈する。だが桜さくら田だ源之助、四一歳。根は小心者で悪あつ漢かんにはなり切れない。芙美枝にむかって笑いかけるが、その笑えみに力がない。なんとも情なさけない顔だ。

　夫婦の阿あ吽うんの呼吸で、芙美枝は視し線せんを落とし、わざと目をあわせない。手て際ぎわよく麗華の前から茶碗と箸を片づけていく。

「はい、はい。じゃあ、三人だけでいただくことにしましょうか」

　それから芙美枝は台所から電気炊すい飯はん器きとお味み噌そ汁しるの入ったお鍋なべをもってきて、ご飯をよそった。白いご飯がならぶと、次に味噌汁がよそわれ、焼き魚、納なつ豆とう、そして玉子焼きがならぶ。桜田家では玉子焼きは塩でも砂さ糖とうでもなく、だしで味つけするのが家風である。

　やがて朝食が出そろった。

　すると源之助が神妙な表情で手をあわせた。芙美枝と源太郎も黙だまって手をあわせる。

「え、何よ……何をはじめる気？」

　桜さくら田だ家けの人間ではない麗れい華かには、この雰囲気が怪あやしくて仕方ない。何せ宗教に似た一種の厳おごそかさがあるのだ。

「せ～のっ！」

　両手をあわせて源げん之の助すけがかけ声をかけると、桜田家の声が一つになった。

「一家そろって、いただきますっ！」

　源之助と源げん太た郎ろうの声が大きい。ただし両者の声の質は明らかに違っている。源之助の声こわ色いろは心地ここちよさげだが、源太郎のは丸っきりヤケクソだ。

　食事の前に「一家そろって、いただきます」を家族全員で斉唱すること、これが桜田家の鉄の掟おきてにして家か風ふうである。ただし源太郎はこの掟を他ほかの者に知られるのをひどく嫌っていた。斉唱が終わると、ちょっと悔しそうに麗華の方をチラリと見る。

　案あんの定じよう、口をあんぐり開けていた麗華はケラケラ笑いだした。

「ちょっと、面おも白しろいわね。この一家、懐なつかしのホームドラマにでてきそうじゃない」

　何か言えばもっと悔しい思いをするのがわかっているので源太郎はあえて何も言わない。

「そう、これが桜田家の家風って奴やつだな……」

　恥はじるどころか源之助はむしろ誇らしく胸をはると、味み噌そ汁しるを一口すすった。

「母かあちゃんの作ってくれたお味噌汁は今日きようも美う味まいねぇ」

「でも今日はご飯が上う手まく炊たけなくて」

　今日は急いで炊いたこともあって、いつもより水っぽくてねちゃねちゃしている。桜田家の電気炊すい飯はん器きは電子の力で炊き加減を調ちよう節せつできるほど高こう機き能のう高性能ではないのだ。

　申もうし訳わけないと眉まゆをひそめる芙ふ美み枝えだが、源之助は茶ちや碗わんを掲げてニッコリ笑う。

「これもまた味があるってもんだよ、それに消化にも良さそうじゃないか」

「そう言ってくれると助かりますよ、あんた」

　ほのぼのとした夫婦のやりとりに、張りあいがないので麗華は黙だまりこんだ。

　食事は和気あいあいと進んでいく。

　それが何となく気に入らないし、まわりが何か食べているのに自分だけ何も食べないというのも妙に座り心地が悪い。それで麗華も再び憎まれ口を叩たたいてしまう。

「しっかし、よくこんなに小さいテーブルに家族三人分の食事をのせて食べる気になるわね。信じられないわ」

　麗華の嫌いや味みにも人の好よい芙美枝は悪い顔をしない。

「麗華ちゃんの家はさぞかし大きなテーブルなんでしょうねぇ」

「ま、まあね」

　まんざらでもないといった風に麗華は両手をひろげた。

「うちのテーブルはこーんなに広くて、こんな部へ屋やじゃ入り切らないほどなんだから」

「へーっ、麗華ちゃんのとこは大家族なんだな。そんなに大きなテーブルを使わなきゃいけないなんて」

　源げん之の助すけの妙な発想に麗れい華かがあきれる。人さし指をふりつつ、舌を鳴らした。

「チッチッチッ、違うわよ。そりゃあ二〇人くらいは一度に食事ができるくらい大きいけど、普ふ段だんはあたし一人ひとりが使っているのよ」

「まぁ、すごいわねぇ」

　芙ふ美み枝えが目を丸くすると、得意になって麗華の口も軽くなる。

「あたしが食事をはじめると後ろにメイドや執しつ事じたちがずらりとならんで、横に料理長が立って料理や食材の解説をしてくれるの。今日きようは長なが野のからとりよせたほろほろ鳥のもも肉でコンフィを作ってみました。とか」

「ふーん、それだけならんで一人って。父とうちゃんや母かあちゃんと一いつ緒しよに食べないの？」

　源げん太た郎ろうにとっては何気ない質問だったが、麗華には思わぬ不意うちになった。

「えっ……お父さんは最初からいないし、お母さんは仕事とか色々と忙しいから……」

　色々と家庭の事情もあるのだろうと察して芙美枝は話題転換をはかる。

「まぁ、よくわかんないけどお料理の方も美お味いしそうだねぇ」

「当然よ」

　いくらか元気を取りもどした麗華が胸をはる。そこに源之助は人ひと懐なつっこい笑え顔がおをうかべた。

「母ちゃんの料理だって、美味しいよ。なんせ愛情がこもってるからね。料理は愛情だよ」

「まぁ、子どもたちの前で何を言ってるんですか。恥はずかしい」

　嬉うれし恥ずかしとばかりに芙美枝が身をよじると、そのほほを源之助は人さし指でつつく。

「おっ、母ちゃん。照れちゃってこのーっ」

　中年カップルのいちゃつく姿に麗華も目のやり場に困る。それでどうしようかと視し線せんを漂わせていると、テレビに見み慣なれた顔が映っていた。それは自分自身の顔。

　今け朝さは土ど曜よう日びなこともあって、各局とも朝の情報番組を縮しゆく小しようし釣つり番組や公共番組などを放送している。けれどテレビをつけていればいつかはニュースになるのが当然だった。

　そして今日のトップニュースは地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんによる真ま木ぎ家け令れい嬢じよう誘ゆう拐かい事件だった。

　自分の顔写真がテレビに映ると、麗華は居たたまれなさに襲おそわれた。気まずくて視線を動かすことができない。まるで鏡かがみを見入るかのように麗華はテレビに釘くぎづけになった。

　アナウンサーは時おり視線を手元に落としながらも、淡々と原稿を読み続ける。

　気まずいのは麗華だけでなかった。芙美枝と源太郎も、目が茶ちや碗わんの一点だけに集中して、おかずなしでご飯だけを延々と口に運んでいた。

　そんな油の切れた歯車みたいなギクシャクした世界の中で、一人だけ異次元の住人がいた。源之助である。

　事件の一部始終をおさめた映像が流れだすと、嬉き々きとした声で画面の一角を指さした。

「おっ！　見ろよ、あそこで仲間の肩を担いで走ってるの、おいらだよ。ほら、あそこ」

「ぶっ！」

　思いっきり麗れい華かは噴ふきだし、芙ふ美み枝えと源げん太た郎ろうはのどをつまらせた。二人ふたりは苦しそうに胸を叩たたくが、源げん之の助すけは箸はしをもったまま身をのりだし、逆箸で画面の片隅を叩きはじめる。

「ほら、ここだよ、ここ。これが浜はまちゃんで……あーっ、見えなくなっちゃったぁ……」

　テレビ画面から自分の姿が見えなくなると残念そうに源之助は眉まゆをひそめるが、それでもふり返った時にはつぶらな瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「な、みんな見えたかい？　おいらの姿が」

　ここまで堂々とされると毒気も抜けるというものだ。半分あきれた顔で麗華がうなずくと、芙美枝と源太郎もうなずいていた。もっとも二人は半分魂の抜けたような顔をしていたが。




　やがて食事も終え、芙美枝がガチャガチャと食器を片づける音を立てはじめると、その音が呼び水になったのか眠気が麗華を襲おそう。

「ふわぁあぁあっ……何だか、眠くなってきちゃったわね」

　袋に入れられて地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの秘密基地からこの家まで連れてこられる間の大半を気絶していたからといっても麗華は昨夜ゆうべからほとんど寝てない。しかも桜さくら田だ一家の庶民的な雰囲気と間抜けぶりに緊きん張ちようの糸もゆるんでしまっていた。

「ねぇ、ちょっと眠くなったからさ。あんた詩し熊ぐま堂どうのテディを買って来てくれない？　一番大きい奴やつよ。ジャイアント・テディっていうの。紫むらさき色いろがいいわね。あたし、あれを抱だき枕まくらにしないと眠れないんだから」

　詩熊堂とは小学生から二〇代のＯＬを中心に高い人気を誇る手作りテディベアの専門店で、国内高級テディベアの代名詞みたいな存在でもある。市内に工房があることもあって、その名は源太郎すら知っていた。それだけに詩熊堂のテディベアを枕として使う富ふ豪ごうの感覚が一般庶民として理解できない。

「なにわがまま言ってるんだよ。普通の枕を使って寝ろよ」

　源太郎が面めん倒どうくさそうに言い放つと、即座に麗華の声がワンオクターブ高くなる。早くも恒例化してしまった言い争いのスタートだ。

「あたしは抱き枕じゃないと眠れないタイプなの！」

「それなら布ふ団とんでも丸めりゃいいじゃん」

「あたしは枕が変わっても眠れないタイプなの！」

「それじゃ眠らなきゃいいじゃん」

「な～んですってっ！　あんた、無責任極きわまりないと思わない!?　あたし、変な袋につめこまれていっぱい打ちつけられたのよ。早く眠って体力回復しなくちゃ将来に深刻な影えい響きようがでちゃうかもしんないじゃない！　それには詩熊堂のテディが必要不可欠にして絶対なの。だって身体からだ中じゆうアザだらけなんだから抱き枕を使わないと痛くて眠れないし、痛めた部分を下にして寝てたら患部が悪化して歩けない身体からだになっちゃうかもしれないわ。しかも激はげしい打だ撲ぼくと睡眠不足の深刻かつ複ふく雑ざつな相そう乗じよう効果により、どんな悪あく影えい響きようが出るかわかんないの！　あたしに後こう遺い症しようがでたらどう責任とってくれるのよ！」

　とにかくやたら絶叫調ちようの麗れい華かが、源げん太た郎ろうにはうるさくて仕方がない。露ろ骨こつに顔をしかめると、冷たく言い放つ。

「知らないよ。お前の人生だろ？　お前で責任をもてよ」

「な～んですって！　やっぱりあんたって無責任よ！」

　麗華は癇かん癪しやくを起こすが、源太郎は涼しい顔だ。子ども同士の口くち喧げん嘩かとしては源太郎の勝利といったところだろう。だが子ども同士の口喧嘩にいい年した大人おとなが介入する。

「そうだっ！　源太郎、無責任すぎるぞ。父とうちゃん、情なさけなくて涙がでそうだい」

　子どもの口喧嘩を真に受けて、いい年した源げん之の助すけが介入したのだ。これで一気に形勢逆転である。源太郎の頭にゲンコツが落ちた。

「とっとと詩し熊ぐま堂どうに行ってテデイマとやらを買って来なさい。もちろん、ちゃんと領収書ももらっとくんだぞ」

　情けなくて涙が出そうなのは自分の方だと源太郎が嘆き声をあげる。

「な～んでだよっ！　と～ちゃ～ん。なんで俺おれが買いに行かなきゃならないんだよっ！　だいたいテデイマって何だよ、それじゃ帰って来た時の挨あい拶さつじゃん。テヤンデイだよ、テヤンデイベア。啖たん呵かを切る熊くまの人形なんだよ」

　二人ふたりとも間違っている。だが源之助にとって細かいことはどうでも良いのだ。

「あぁ。じゃあそのテヤンデイでも呪のろいの藁わら人形でもいいから、買って来い！」

「何言ってんだよ、父ちゃん！　だいたいさぁ、こいつが買って来いって言ってる熊の人形ってでかいんだぜ？　父ちゃんだって詩熊堂の前を通ったこと何度もあるだろ？　あそこに飾ってるので一番大きい奴やつだよ。あんな大きいの俺じゃもって帰れないよ」

　麗華が抱だき枕まくらにするというだけあってジャイアント・テディは大きく、大人だと半身分、子どもだと身長と同じくらいの大きさである。源太郎の言うことはもっともなのだ。しかし何気ない会話の中に隠かくされた重大なヒントを麗華は見み逃のがさなかった。

（あれ？　詩熊堂の前を通ったことが何度もあるってことは、ここってもしかして市内ってこと？　何だ、家の近くじゃない）

　地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんが真ま木ぎ家けの本宅に近い基地を作戦拠点に選えらび、その基地に近いからという理由でこの家に麗華を監かん禁きんすることになったのだから、真木家の本宅とこの家がそう遠くないのも自然の成り行きではあった。

　だがこれは誘ゆう拐かいされている麗華にとって重要な情報だった。

（ちゃ～んす。こんな間抜けな一家をだしぬくなんて楽勝もいいとこ。一ひと眠ねむりして体力が回復したら、とっとと逃げだしてやるんだから）

　麗れい華かがにんまりと笑えみをうかべている横で、何も知らない二人ふたりは言い争いを続けていた。

「だいたい普通のお店って開くのは一〇時からだろ。まだ八時にもなってないよ」

「バカ野郎！　ああいった二階建ての工房でものを作って売ってる店はなぁ、二階にお店の人が住んでるから、裏口をドンドン叩たたいて頼めば一〇時にならなくても売ってくれるんだよっ！」

「そんなの嫌いやだよ、俺おれ」

　あまりの情なさけなさに源げん太た郎ろうは天をあおいでいると、芙ふ美み枝えが洗い物の手を止めて居間へ戻ってきた。散々使い走りにさせたこともあって芙美枝は息子むすこの肩をもつ。

「あんた、詩し熊ぐま堂どうの熊くまのお人形さんは高級品なんですからね。そんなに大きなものなら、何万円もするでしょう。源太郎みたいな子どもにそんなお金を預けるなんて物ぶつ騒そうですよ」

「えいっ、仕方ねえ。そんならおいらが行ってくるよ。母かあちゃん、ちょっとひとっ走りしてくるから、麗華ちゃんの面めん倒どうよろしくな」

　言うが早いか源げん之の助すけは玄関にむかって走りだす。その後をあわてて芙美枝が追う。

「ちょっと、父とうちゃん。お金、お金はもってるんですかぁっ」

　気の短い源之助は既すでに家の前を走りだしていたが芙美枝の声にふり返ると、秘書から預かった白い封筒を手にもって、一度だけ大きく手を左右にふる。

「だ～いじょうぶっ！」

　それだけ言うと源之助は再びわき目もふらず走りだす。そんな源之助の後ろ姿を眺めながら、芙美枝は心配そうな顔でつぶやく。

「本当に大丈夫かねぇ……」

　芙美枝のつぶやきが聞こえたはずもないが突然、源之助は向きを変えると猛もう然ぜんと芙美枝の前まで駆かけ戻ってきた。そして荒っぽく肩で息を切りながら芙美枝に尋たずねる。

「ゼィゼィ……なぁ、ところで母ちゃん。おいらは何を買やぁいいんだっけ？　ゼィゼィ……悪いけどよ、紙に書いてくれねぇかな」

　忘れっぽい源之助はお使いに行くのが大の苦にが手てで、お使いに関しては丸っきり小学生以下であった。それで芙美枝がメモを書いて渡すと源之助はメモをつかんで再び一目散に走りだす。

「ありがとよ！　母ちゃん」

　再び遠ざかっていく源之助の後ろ姿を眺めながら、芙美枝は小さくつぶやいた。

「あんなに急いじゃって。転んで大きな怪け我がでもしなきゃいいけど」




　しかし芙美枝の心配は杞き憂ゆうに終わった。源之助はメモの通り紫むらさき色いろのジャイアント・テディをちゃんと買って帰ったのだ。開店時間より二時間も早かったというのに。

　寝室から出てきた芙美枝に源之助が尋ねる。

「お嬢じようちゃんは寝ついたかい？」

「えぇ、ようやく。あんたが買って来てくれた熊の人形がきいたみたいですよ。疲れてたのもあるんでしょうが、ぐっすり眠ってます」

「そりゃあ良かった」

　ほっとして源げん之の助すけはほほをゆるめた。

　麗れい華かと同じく源之助も昨日きのうからほとんど眠ってない。しかも最後は麗華に寝室から追いだされてしまった。そんな夫の身体からだを妻として芙ふ美み枝えが心配する。

「あんた、それより少し横になって休んだらどうです？　いくらなんでも、これじゃあんたの方が身体を悪くしてしまいますよ」

「へーき、へーき。大工をやってた頃ころは徹てつ夜やなんてざらだったじゃねぇか」

　源之助は笑い飛ばすが、芙美枝はほほに手をあてて困り顔だ。

「けど、あんたも若くないんだから無む茶ちやしないでくださいよ」

「あ～っ、大丈夫、大丈夫。そんな心配なんかいらねぇよ」

　源之助は豪ごう快かいに笑い飛ばすと、部へ屋やの隅でふてくされている源げん太た郎ろうに声をかける。

「なぁ、源太郎」

「何だよ」

　源太郎が顔だけむけると、源之助はボールを投げる仕し草ぐさをしてみせた。

「どうだい、久しぶりに父とうちゃんとキャッチボールでもしねぇか？」

「あんた、昨日から眠ってない上に詩し熊ぐま堂どうまで全ぜん力りよく疾しつ走そうしてきて、その上さらにキャッチボールまでする気ですか……」

　芙美枝が目を丸くするが、源之助は余裕の笑えみをうかべる。

「へーき、へーき」

　地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんという悪の秘密組そ織しきで働いていると、日々警けい察さつからの捜索に備えるため、そして日々悪事を働くために、二四時間を三交代で働かなければならない。だからサービス業と同じくなかなか世間一般の人々と同じ生活ができないのだ。

　それでも今日きようは土ど曜よう日びで学校や大半の会社も休みだった。多くの父親たちは疲れた身体にムチ打って家族サービスに追われていることであろう。源之助だってたまには家族サービスをしようと考えないわけでもない。それに今日は源太郎に散々無茶もさせた。

　しかし「親の心、子知らず」とはよくいったもので源太郎は父と目もあわさずに立ち上がると、部屋の片隅にあるサッカーボールへ手をのばす。

「野球なんか興きよう味みないもん。サッカーの方が楽しいし」

　そして居間を出て、玄関へむかう。

「外で遊んでくる」

「……お、おう。そっか、じゃあ、仕方ねぇな。じゃあ父ちゃん、一眠りでもしようかな」

　源之助の落胆は見え見えだった。にぶい源之助なりに父子の信頼が損なわれたのは感じていたのだ。それで疲れた身体にムチ打ってでも父の信頼回復をはかったのだが、こうもあっさり断られると物悲しいものがある。

　しかも表立った理由は野球よりもサッカーの方が楽しい、だ。

　テレビでは朝のワイドショーがスポーツの話をはじめた。今夜は日本代表の試合があるらしく、その練習風景や以前の試合の映像と共にアナウンサーが「ニア」だ「クロス」だ「ポスト」だとさかんに専門用語をまくしたてる。

　テレビの画面をしばし眺めながら、源げん之の助すけは淋さびしくポツリとつぶやいた。

「何言ってんのか、さっぱりわからねぇや」

　源之助にとってサッカー用語は宇宙語みたいなものばかりだった。源之助は亡き父・源げん之の進しんと自みずからの幼き日々を偲しのぶ。

（おいらが源げん太た郎ろうの年の頃ころは、父とうちゃんがキャッチボールしてくれるって言ったら嬉うれしくて仕方なかったもんだけどなぁ）

　昔はサッカーよりも野球の方が人気が高かった。確たしかに源之助が子どもの頃でもサッカーの人気は高まりつつはあったが、それでも野球の方が人気は高かった。しかも男なら誰だれもが野球好きで、老いも若きも世代に関係なく野球を語ることで一つになれた。しかし今や年寄りは野球、若い世代がサッカーと世代の断層ができている。

　うつり行く時代の変化と共に父親の威い厳げんと尊厳が失われつつあることを実感し、ガックリと肩を落とす源之助であった。













　　　間章







「何ということだ」

　報告を聞き終えた途と端たん、一番の当事者ともいえる防ぼう衛えい省しようの防衛政策局長が顔をまっ青さおにすると、外がい務む省しようの国際情報統括官は顔をまっ赤かにして激げき高こうした。

「それより、どうしてこういった重要な情報をあらかじめ外務省に伝えないんだ。外交関係に影えい響きようをおよぼす計画や技術協力は必ず外務省にも伝えてくれと何度も言っていたはずだ。各国の矢や面おもてに立たされるのはいつも外交官なんだぞっ！」

「いや、今は事件への対応策を練るのが先決でしょう。同盟各国やマスコミに地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんが何を要求しているかを知られる前に人ひと質じちを奪だつ還かんできれば影響は最小限におさえられる」

　警けい察さつ庁ちようの警備局長がなだめにかかると、法ほう務む省しようの外局である公こう安あん調ちよう査さ庁ちようの次長が皮肉な笑えみをうかべた。

「そうですな。今回の責任を先送りにして、事件もなかったも同然にしてしまえばすべてをうやむやのうちにすませてしまえますからな」

「何が言いたいんだ」

「べつに……」

　にらみつける警けい備び局長をものともせず、公こう安あん調ちよう査さ庁ちよう次長は素そ知しらぬ顔で冷笑をうかべる。

「ただマスコミ対策が後手になったのは痛手になりましたな。真ま木ぎ家けの娘が誘ゆう拐かいされた話が朝のニュースで全国放送されてしまった。ピポレンジャーの出動と一いつ緒しよに」

「その件については既すでにマスコミと報道協定を結んである。今回の件にかんしてはピポレンジャーの同行取材はなし。また事件そのものについても今後は解決するまで……」

　大おお真ま面じ目めに語る警備局長の姿を、公安調査庁次長があざ笑う。

「はっ！　一部始終が生なま中ちゆう継けいされた挙あげ句く、すべての局がトップニュースで放送した後になって報道協定？　何の冗じよう談だんですか、それは」

「仕方ないだろっ！　最初の出動の時点でマスコミの取材クルーがいたんだからっ！」

　警備局長が拳こぶしで机を叩たたきつけると、皮肉屋をよそおっていた公安調査庁次長も負けじと怒ど鳴なり返した。

「だからそういう態勢が最初から狂ってるんじゃないのかっ！」

「何だと、貴様……」

　怒りに顔のあちこちをひきつらせる警備局長にむかって、公安調査庁次長が指を突きつけ挑発する。

「はっきり言ってやろうか、今回の件は警けい察さつ庁ちようの失態だ。くだらない改造人間の爆ばく殺さつショーのために秘密にしておく必要のある事件を全国に喧けん伝でんしてしまった。単にこの事件に限ったことじゃない。最初から警察庁の制度や体質から、何から何まで間違っているんだよっ！」

　担当領域が重ちよう複ふくすることもあって、昔から公安調査庁と公安警察とは仲が悪い。

　警備局長も完全に切れた。

「ロートル機き関かんはひっこんでりゃいいんだっ、黙だまってろ。公調なんぞ、税金の無む駄だだっ！」

「税金の無駄はどっちだ、この無能どもが。ピポレンジャーだ何だで、子どもむけのお遊びクラブを作って地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんへの調査は一本化しろと言っておいて、今回の失態はなんだ、今回の失態は」

「もう我が慢まんならん」

　警備局長が立ち上がると、公安調査庁次長が警備局長のネクタイをつかんだ。

「やってやろうじゃないかっ！」

「落ち着きなさい、二人ふたりとも。次長もその手を離はなして」

　議ぎ長ちようをつとめる内ない閣かく官房副長官が割って入ろうとするが、目を血走らせた公安調査庁次長は議長をも怒鳴りつける。

「局長の肩をもつ気か？　あんたも所しよ詮せんは同じ穴の狢むじなだからなっ！」

　ここで言う同じ穴とは戦前に存在した旧内ない務む省しようのことである。

　実は官かん僚りよう組そ織しきにも系列や派は閥ばつみたいなものがあり、総そう務む省しようや警けい察さつ庁ちようは旧内ない務む省しよう系の流れをくんでいるのだ。

　こういった系列や伝統というのは現在でもいきていて、たとえば事務担当の官房副長官は旧内務省系官庁の事務次官経けい験けん者しやが就任するのが慣かん例れいになっている。そして今の官房副長官もやはり総務省の出身だった。

「こんな時にそんなことを言ってる場合じゃないだろう」

　官房副長官が頭を抱えこむと、内ない閣かく情報調ちよう査さ室しつから来ている内閣危き機き管かん理り監かんと内閣情報官が手分けして言い争う二人ふたりを後ろから羽は交がい締じめして止めにかかった。

　実務レベルにおける情報機関のトップ会かい議ぎである合同情報会議は初しよっ端ぱなから荒れ模様ではじまった。

　頭を抱えこんだまま官房副長官は秘書に小声で尋たずねる。

「そういえば真ま木ぎ家けの方からは何か？」

「既すでに対策チームを編へん成せいし終えたので、政府側と協議したいとのことです」

「そうか……」

　それだけつぶやくと官房副長官は黙だまりこんだ。

　政府側では対策をとるどころか、対策チームをつくることすら難なん航こうしている。

　官房副長官の眉み間けんにうまれたしわはその深さを増すばかりだった。













　　　第三章　折れたプライド







　麗れい華かが起きたのは、もう夕方になろうかという頃ころだった。

　薄うす暗ぐらい部へ屋やの中、麗華は起き上がると、まだ眠い目をこすりながらふすまを開けた。

　居間では源げん太た郎ろうがうつぶせになって雑誌を読んでいた。色いろ鮮あざやかなユニホームを着た男たちがボールを競きそいあう写真が麗華の目に映る、サッカーの雑誌だ。

「おはよう」

　わざわざ麗華の方から声をかけてやったのだが、源太郎は顔をあげて麗華を一目だけ見るとすぐに雑誌へ視し線せんを戻した。それから一呼吸ほどおく。

「おはよう、もう夕方だけどね」

「あんたって本当に可愛かわいくないわね」

　あきれながらも麗華はちゃぶ台の前へどっかと座りこむと、例の如ごとく横おう柄へいに言いつける。

「ねぇ、テレビつけてよ」

「嫌いやだね」

　即座に源げん太た郎ろうは断った。

「ふんっ」

　麗れい華かは源太郎の学習能力のなさをバカにして鼻を鳴らす。ならばワンパターンでもいつも通りの手順を踏むだけである。

「あたしぃ、足が痛くて、歩けない身体からだになっちゃう～ぅ～う～ぅ♪」

　雑誌を眺めていた源太郎がページをめくった。その態度は妙に落ち着いている。

　おかしいと麗華はもう一度叫んでみる。

「足が痛くて、歩けない身体になっちゃうぅうぅうぅっ！」

　先ほどより大きな声をだした。しかし何も起きない。

　また源太郎がページをめくる。

　麗華も今までと勝手が違うことに気づいた。落ち着かなくてきょろきょろしていると、源太郎が顔をあげた。目だけが笑っている。

「父とうちゃんなら仕事だよ」

　バカにしていたつもりがバカにされていた。悟った瞬しゆん間かん、麗華の頭は沸ふつ騰とうする。

「何で土ど曜よう日びなのに仕事してんのよ！」

「父ちゃんの仕事は土曜も日曜もなければ、朝昼晩も関係ないんだ。交代制だからね」

　悪の秘密組そ織しきもなかなか大変なのである。




　そんなわけで今、源げん之の助すけは地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの秘密基地内にいた。

　黒い握りの先から、棒状にのびるオレンジ色の光。ビームサーベル、などという勇ましいものではない。工事現場や交通整せい理りに使われる誘ゆう導どう灯とうである。

　その誘導灯を手にした二人ふたりの地獄十字軍の戦せん闘とう員いんがトラックを誘導していた。

　ぶ厚い扉が開いた間からトラックが顔をだしている。大手運送会社のカラーリングだが、実は地獄十字軍のダミーカンパニーの一つなのだ。

　悪の秘密組織である地獄十字軍は世界征服を狙ねらっているだけあって、膨ぼう大だいな人員を抱えている。それだけ人件費もかかるのだが、誘ゆう拐かいや恐きよう喝かつといった特別作戦は収入が不安定である。そこで安定的な収入が見こめる密造や密売といった経済犯罪も行っているのだ。

　この秘密基地も元々は密造がメインで、地獄十字軍内でも最大規模を誇る生産拠点である。だからトラックにもこの基地で生産されたタバコなどの密造品がいっぱい積つんであった。

　トラックは、左右で三十センチ程度の余裕しかない狭い扉を抜けようとしていた。

　二人の戦闘員が左右に分かれて誘導灯をふっている。

　その動きを見ながら、トラックの運転手はハンドルをゆっくり左へきっていく。

　ここから日本各地の密売人や裏の販売店へと配達するわけである。

　何度もハンドルを切り返した後、トラックがゲートをでた。運転手の若い男がはにかんだ顔で手をあげて感かん謝しやの意をあらわすと、気にするなと戦せん闘とう員いんたちは誘ゆう導どう灯とうを激はげしくふった。

　薄うす暗ぐらい中、オレンジ色の残光を背にトラックは外へとむかって走りだし、二人ふたりの戦闘員は鋼鉄製のぶ厚い扉を閉めはじめる。

　この二人、源げん之の助すけと浜はま中なかだった。

　二人でゲートの一つを警けい備びする、源之助と浜中の仕事の大半はこの手の類たぐいだった。悪の秘密組そ織しきの戦闘員とはいえ、常に戦闘や争いごとをしているわけではない。見回りや侵入者への警戒といった警備の仕事も重要な戦闘員の任務の一つなのである。

　ところでこの警備という仕事、実はなかなか大変である。

　たとえば警察のスパイが侵入しようとすれば、まっ先に狙ねらわれるのが警備員だ。警察側は悪の組織に属する者には何をやっても許されるとでも思っているらしく、平気で花か瓶びんをはじめとする様さま々ざまな鈍どん器きで後頭部を殴りつけてくる。悪くすれば死んでしまうような反則技で襲おそってくるわけだ。しかも身ぐるみはいで戦闘員服を潜せん入にゆう作戦に利用する場合だってある。当然、残された戦闘員は裸のまま縛しばられる。夏はともかく冬だと凍死する可能性だってあるというのに。

　このように悪の組織における警備とは、目的のためには手段を選えらばないといった時点で既すでに常じよう識しきから逸いつしている恐ろしい連中から狙われる命がけの仕事なのである。

　そんなわけで意外と危険な仕事だが、普ふ段だんは暇ひまなことが多いのも確たしかだった。

　ぶ厚い扉が閉まった途と端たん、戦闘員たちはきゅいきゅい言いだした。

　二人の会話は「きゅいきゅい」ばかりで、傍はたからは何を言ってるかわからないが、マスクにしこまれた通つう信しん機きのおかげで話はちゃんと通じている。

　源之助が「あ～っ、疲れた。新しん米まい運転手はハンドルきるのに度胸がないからいけねぇや」と大きく背をのばすと、浜中も「ああ、まったくだ」と苦にが笑わらいしながら腰を叩たたく。

　それから机の上におかれた日報に、浜中がチェック印を入れる。予定の時刻にトラックが出発したという印である。それを横からのぞきこんだ源之助が声を弾はずませた。

『ラッキー、次の予定は二時間も先だよ。浜ちゃん、腰が痛いだろ。座ろうよ、座ろう』

『そうだな。座って待とうか』

　昼間だと一五分か三〇分ごとにトラックがやってくるのだが、午後五時をすぎると一気に便が少なくなる。これから長い時間の大半を、二人は雑ざつ談だんですごす。

　地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんでは一日を昼番・夜番・朝番の三つの時間帯に分け、働く体制となっている。

　勤務時間が午前八時から午後五時の昼番だと普通の人と同じ生活のリズムで働けるが、やはり忙しい。午後四時から翌日午前一時まで働く夜番だと、家に帰るのは深夜になるし、誘ゆう拐かいや襲しゆう撃げきといった大仕事が入りやすい。そして午前零れい時じから午前九時までの朝番だと仕事は暇だが、一番眠い時間帯をずっと起きていなければならない。

　一長一短あるわけだが、やはり年をとると夜番や朝番は身にこたえる。

　昨日きのうは残業で特別作戦を遂行したこともあって、二人とも寝不足だった。疲れた中年おっさんのお尻しりがどっかと椅い子すにのると、たるんだ尻の肉がぶざまにはみだす。

『そいや、源げんさん。知ってるかい？　結局、田た中なかがどうなったかって話を』

『田中？　田中ってぇと、経理にいた奴やつだっけ？　確たしか競けい馬ばに入れあげて、軍の金を着服した挙あげ句く、最後は警けい察さつに自首しやがったんだよな？』

『そうそう、その田中だよ』

『まったく、ああいう奴はいけねぇな。まがりなりにも地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんにお世話になって家族を養ってたくせに、恩を仇あだで返すようなことをしやがってよ』

『だけど田中の奴。奪だつ回かい作戦で捕まって、もう改造人間にされちまったらしいよ』

　マスクの下で、源げん之の助すけが大きな目をむいた。

『へっ？　本当かい、浜はまちゃん。いったいぜんたい、いつの間にだよ？』

『奪回作戦そのものは昼のニュースでやってたんだ。東京拘こう置ち所しよを地獄十字軍が襲おそったってな。どうも今回は総本部から精せい鋭えい部隊を呼んだらしいよ』

　源之助は昼のニュースの時間には寝ていた。だが浜中は母の介かい護ごに掃除や洗せん濯たくなどもあるので、遅くまで起きていたのだ。昨日きのうは三時間も残業したのにと源之助は感心しながらも、どうしてこんなに早く浜はま中なかがことの次第を知ったのか疑問を抱く。

『でも、もう田中が改造人間にされちまったらしい、って浜ちゃんが何で知ってるんだい？』

『あぁ、さっきトイレに行った時にな、事務の堺さかいさんと会ってよ。何でも疫やく病びよう神がみ博士はかせが急に本部へ戻ることになって大変だったと言っててな。だからピーンときたのさ。こりゃあ、田中を改造手術するんだろうな、って』

『なるほどなぁ……しっかしわざわざ総本部から部隊を呼んだなんて、厳きびしいねぇ』

　しんみりと源之助がつぶやいた。

　地獄十字軍の総本部はアメリカにある。

　この総本部には精鋭部隊がいて、米陸軍特殊作戦グループ・グリーンベレーやドイツの対テロ特殊部隊であるＧＳＧ９（第９国境警備隊）などの特殊部隊の元隊員で編へん成せいされていた。しかも地獄十字軍の科学力と、非合法組そ織しきゆえの何でもありが備わった恐ろしい集団なのだ。

　もはや日本の治安機き関かんで対応できるような連中ではない。

　それから二人ふたり、押おし黙だまってしまった。

　考えることは滅法苦にが手てな源之助だが、田中がこれからどうなるかぐらいは知っている。今まで度たび々たびこんなことはあったのだ。裏切り者の末路は死あるのみ、なのである。

　海外なら事情も多少違ってくるが、日本ではピポレンジャーに爆ばく殺さつされてしまうのだ。

　地獄十字軍の裏切り者、つまり情報提供者は警察やピポレンジャーにとって味方のはずなのに、どうして爆殺してしまうかというと複ふく合ごう的てきな理由があった。

　地獄十字軍では裏切り者が出た場合、その度合いに応じて制裁を加える。だがどんなに大きな裏切りでも、殺してしまうようなことはしない。

　その代わり、大きな裏切りだと、改造人間にして市中に放りだしてしまうのである。しかも通常の改造とは違って、声をだせなくするなどの意思表示能力を奪うばってしまうのだ。こうして地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんにとって無害化してしまうのだが、日本ではピポレンジャーが改造人間とみると逮たい捕ほなどしようともせず片かたっ端ぱしから爆ばく殺さつしてしまうので死刑も同然なのだ。

　ちなみにＥＵの加盟国、そしてアメリカでも死刑の廃止された州では、改造人間の無条件爆殺は禁止されている。

　競けい馬ばやパチンコなどのギャンブルのために金を横領し、仲間を裏切って地獄十字軍で働く者たちとその家族の生活を危うくした田た中なかの行動は決して許されるものではない。

　それでも、これからピポレンジャーに爆殺されてしまうであろう田中のことを考えると、胸が痛む源げん之の助すけと浜はま中なかなのだ。

　二人ふたりが落ちこんでいると、急にスピーカーからおばさん声が響ひびく。

「戦せん闘とう員いん一〇四三号さん至急事務室経けい理り課かへ来てください至急来てください」

　それだけ放送するとガチャと受話器をおくような音がして、スピーカーが沈ちん黙もくする。息いき継つぎなしで一気にまくしたてる忙しい口く調ちようだった。いつもの木もつ琴きんを叩たたくような音すらない。

　浜中が心配顔になる。

『経理の服部はつとりだな』

　経理の服部とは平ひらの事務員なのだが古参中の古参であり、世間一般でいうとお局つぼね様といった存在であった。服部と一いつ緒しよに働く若い女子事務員などは円形脱毛症になったり、胃い潰かい瘍ようを患わずらって入院する者までいるという噂うわさだ。そして毎月のように経理から生産部門などへの転属願ねがいがだされるが、その原因の大半が服部を苦にしてと見なされている。

『どうせ今回の経費の件でだろう。ちょっとおいら、服部のおばちゃんのとこへ行ってくらぁ』

　言うが早いか既すでに源之助は走りだしていた。その背中を眺め浜中がボソリとつぶやく。

『源げんさんも気が強いから、ケンカにならなきゃいいけど』




　経理課は事務室の奥に陣取っていた。背後の壁かべには大きな金庫があり、文字通りの金庫番である。

　事務室自体は広いのだが、机や椅い子すもたくさんあるため狭く感じてしまう。花の一本も飾られていない無む趣しゆ味みな場所だ。お局様こと服部が質素倹約と口うるさいためである。

　事務室は基地長も滅めつ多たによりつかない最も息苦しい場所と忌いみ嫌きらわれていた。

　その事務室に源之助は意気揚々とのりこむと、事務室の奥に陣取る服部の姿を見つけた。

　大きなメガネに、白髪しらがまじりのおばさんパーマ。そして旧式の事務員服。黒い腕カバーを通した両手をどっかと机の上にのせ、几き帳ちよう面めんに帳ちよう簿ぼへ数字を書きこんでいる。

「きゅーいっ！　きゅきゅいきゅい」

　源之助が声をあげると、事務室にいた者すべてがポカーンとした顔で源之助を見つめた。

「きゅい、きゅきゅきゅいきゅっきゅっ」（いけね、ここじゃ話が通じねぇんだったな）

　源げん之の助すけはあわててマスクに手をかけた。

　事務員は皆、素す顔がおで仕事をしている。通つう信しん機きも使ってない者がほとんどだ。そのためここではいつもの「きゅいきゅい」では通じないのである。

　マスクをはずした源之助はあらためて服部はつとりへ声をかける。

「お～いっ！　服部のおばちゃん」

　その気さくな声に事務室にいた全員がぎょっとして互いに顔を見あわせた。この基地で服部に対してこんな口のきき方をする者はいない。どうなるものかと固かた唾ずをのむ。

　帳ちよう簿ぼをつけていた服部も顔をあげて、しげしげと源之助の顔を眺める。そしていかにも礼れい儀ぎ知らずめといった風ふうに顔を歪ゆがめた。

「あなたが一〇四三号こと桜さくら田ださん？」

「おうよ、おいらが桜田源之助だい」

　何せ従業員の多い基地内のことである。戦せん闘とう員いんの源之助と経理の服部では普ふ段だんは接する機会がない。二人ふたりは初対面も同然であった。

　ただし基地内で服部は有名人である。源之助もその噂うわさぐらいは何度も耳にしている。敵はなかなか手て強ごわい、源之助も作り笑いをうかべてみる。

「で、何か用かい？」

　服部が事務机の引き出しから、感かん熱ねつ紙しの束たばを取りだした。一見するとスーパーかコンビニのレシートだが、見覚えのある源之助には何だかわかっていた。領収書の束だ。

「これは認められませんから」

　服部が領収書の束を源之助に突っ返した。そして、そっぽをむく。

　机の端はしに追いやられた領収書の束を一目見て、源之助が血相を変えた。

「な、何だってぇ！　つまり、これを経費と認められないってことかい？」

「当たり前です」

　服部は即答すると、感熱紙の束とは別に分けられた詩し熊ぐま堂どうの領収書の上へ指をおく。その指先は、金壱いち拾じゆう万円と記された部分を押さえていた。

「一〇万円以上のものは事前に基地長の了承が必要になりますから事前の了承がないこれは経費として認められません」

　一いつ瞬しゆん、源之助もひるむが当座の経費を手渡された時に教えてもらったことを思いだす。

「これは緊きん急きゆう決済とかって奴やつだよ！」

「それならこの領収書は私ではなく基地長へだしてください」

　服部は詩熊堂の領収書をぺしっと叩たたきつけた。源之助はむすっとしながらも、その領収書を受けとった。

「おう、わかったよ。基地長にだしゃいいんだな。基地長に」

「ええそれから領収書をスーパーやコンビニのレシートと同じ感かん熱ねつ紙しでもらわないでください時間がたったら感熱紙の文字は消えてしまうので不可です認められませんから」

　服部はつとりの言葉そのものは丁てい寧ねいだが、態度は高圧的で偉そうである。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいの典型みたいなものだった。しかも嫌いや味みと他人を非ひ難なんすることが大好きだったりするから性た質ちが悪い。領収書を一枚一枚めくっては、骨と皮ばかりの細い指で手書き部分を指さす。

「それにだいたいこの但ただし書がきにあるジュースや雑誌って何ですか？こんなものを経費で落とせるとでも思ってるんですか？それと領収証の量が多すぎますいったい何枚あるんですか？一〇〇円か二〇〇円くらいのものを一つ買うごとに一枚もらっていたらキリがありませんこういうのはまとめてください本当いい加減にしてください以上です」

　源げん之の助すけも早口で聞き取りにくいが、それでもイントネーションがはっきりしているから、コツさえつかめば何を言っているかわかりやすい。だが服部の場合は、抑揚のないくせにキンキン声で一本調ちよう子しなものだから、何を言っているのか非常にわかりづらい。この高い声と口調だけでも、多くの者が戦意を喪そう失しつしてしまう。

　しかし自分も早口だけあって源之助は聞き取り能力が高かった。しかも気が強くて恐こわいもの知らずなとこがある。

「てやんでぃ！　何言ってんだい、こんちきしょうめぇ。服部のおばちゃんな、文句があるなら、おばちゃんの家で麗れい華かちゃんの面めん倒どうをみてくれよ」

「何で私が」

　信じられないといった顔で服部は源之助を見つめる。自分に逆らう源之助の顔を見て、神経の高ぶった服部は顔をプルプルふるわせた。

「私は事務員で私の仕事は経理ですそんな仕事をする筋合いなんてありません」

　そっぽをむいた服部を、源之助が一いつ喝かつした。

「なら、おいらだって一いつ緒しよだい！」

　服部が目をむく。長くお局つぼね様として君くん臨りんしてきたために誰だれかから怒ど鳴なられることなど久しくなかったのだ。しかも普ふ段だんから他人を責めてばかりで、他人から責められることがないために服部は意外と打たれ弱かった。恐怖と怒りがごちゃ混ぜになって、涙ぐむ。

　口をパクパクさせてばかりの服部を、源之助は正面から見すえた。

「おいらだって戦せん闘とう員いんだ、本当の仕事は警けい備びだとか出しゆつ撃げきだよ。だけどな本来は保ほ育いく課かで面倒みなきゃならないのに面倒み切れないってから、おいらの家で預かることになったんだ。だから私は経理だ事務員だなんて通用しないんだよ」

「たとえそうだとしてもこの領収書は何ですか？レシートみたいな感熱紙の領収書じゃなく手書きの領収書でないと私は認めません感熱紙は字が消えますからダメなものはダメ」

「ケチケチすんじゃねぇよ。何が手書きだい、何が字が消えちゃうだい。領収書なんて、どうせお役所にだす必要もなければ検査を受けるもんでもねぇだろ。ちゃんと服部のおばちゃんが帳ちよう簿ぼにつけときゃいいだけの話じゃねぇかい」

　源げん之の助すけの言う通りだった。地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんは悪の秘密組そ織しきである。当然、非合法組織だ。ゆえに税務署へ申しん請せいするために帳簿をつけたり領収書を保管しているわけではない。

「ぐぅうぅうぅぅ……」

　服部はつとりがのどを鳴らす、まるで犬が威い嚇かくするかのように。しかし普通でも場の空気が読めない源之助だ、そんなことはおかまいなしに説教をはじめる。

「だいたいなぁ、服部のおばちゃんにはただの紙切れに見えるこの領収書の束たばも、一枚一枚大変な思いがこめられてるんだ。わがままなお嬢じようちゃんにふり回されて、何度も何度もコンビニへ買いに行かなきゃならなくなって、領収書も束になっちまったんだ。そんで大変な思いをしたから、麗れい華かちゃんも何とか大人おとなしくしてんだ」

　その大変な思いやらをしたのは、目の前にいる源之助ではなく息子むすこの源げん太た郎ろうである。だが服部が真相を知る由よしもない。ただ激はげしい感情の高ぶりに身体からだをふるわせるばかりだ。

　不満ありありな服部の態度に、源之助は開き直る。

「何でぇ、まだ文句があるってのかい？　そんなら、こうしようぜ。経費を認めてくれねぇなら、麗華ちゃんの面めん倒どうは今日きようから服部のおばちゃんがみる。経費を認めてくれるなら、今後もおいらの家で面倒をみる。スッパリどちらか一つ。さぁ、どっちを選えらぶ？」

「何で私が面倒をみなきゃいけないのよあなたがこんな経費の使い方をせず手書きの領収書をもらって面倒みればいいだけなんです私に逆らわず黙だまって言うことをききなさい」

「だから身勝手なこと、言ってんじゃねぇよっ！　戦せん闘とう員いんのおいらも、事務員の服部のおばちゃんも、人ひと質じちの面倒をみるのはどちらも担当外のことなんだよ。だったら他ひ人と様さまに文句言うなら、まず最初に自分でやってみせろよ。自分じゃできもしないことを他人には要求するって、いったいどういう了見だい」

　そっぽをむいて服部は押し黙ってしまった。

　事務室の中が静まり返る。

　事務室には大勢の人がいたが、みんな源之助と服部のやりとりに聞き耳をたてていた。

　静まり返った事務室に、電話の音が鳴り響ひびく。

　女子事務員の一人ひとりが受話器をとって、何やら一言二言話をした。そして電話が終わると、上司へ報告する。

「係長、保ほ育いく課かの木き村むらさんですが、家族の方から連絡がありまして、病院で検査した結果、肋ろつ骨こつが折れていたそうです。それでしばらく入院することになったと」

　報告を受けた保育課の係長は頭をかいた。

「あ～っ、肋骨が折れてたのか……こりゃあ、長引きそうだな。有ゆう菜なちゃんも肺炎で入院しちゃったっし、こりゃあ人手がぜんぜん足りないぞ。どこか他ほかの部署にヘルプを頼むかなぁ」

　二人ふたりの声はそれほど大きくはなかったが、静まり返った事務室の中ではよく響いた。当然、源げん之の助すけと服部はつとりにも聞こえていた。

　源之助が最後通告を突きつける。

「で、どうすんだい？」

　しばらく服部は身動き一つとらなかったが、やがて大量の脂あぶら汗あせにメガネが鼻からすべって斜めにずれ落ちた。

　結局、経費は認められることとなった。




　源之助が服部をやりこめて、密ひそかにその場にいた者たちの溜りゆう飲いんを下げていた頃ころ、源之助の家では麗れい華かと源げん太た郎ろうが険悪な雰囲気を漂わせていた。

「あんたねぇ、何度言ったらわかるの？　あたしの身体からだは将来に深刻な悪あく影えい響きようがでるかでないか瀬せ戸と際ぎわなのよ！　あたしが歩けなくなったり赤ちゃんを産めない身体になったらどうしてくれんのよっ！」

　雑誌を眺めたまま源太郎が答える。

「しつこいなぁ……そんなに元気なのに歩けなくなったりするわけないじゃん」

「何ですってぇ、あたしの身体はあたしが一番良くわかってんの。このあたしが言ってんだから間違いないに決まってるでしょ！」

「ふ～ん、そう」

　源太郎は気のない返事で、雑誌のページをめくった。

「ちょ、ちょっと本当にあたしがどうなってもいいの？」

「ふ～ん、そう」

　この生返事で、麗華も会話がかみあってないことに気づく。

「ちょっと！　もしかして、あたしの話を聞いてないんじゃない？」

「ふ～ん、そう」

「やっぱり聞いてないじゃない！」

　麗華は憤ふん慨がいするが、源太郎の返事はまたまた同じ。

「ふ～ん、そう」

「このクソガキャ～ァ！　調ちよう子しにのりやがって～ぇ！」

　麗華は猛もう然ぜんと立ち上がると、源太郎が読んでいた雑誌を取り上げた。

「何すんだよ」

　雑誌を取り上げられて、ようやく源太郎も半身を起こす。畳の上に座った格かつ好こうの源太郎の前に立ち、麗華は見下すような形で詰きつ問もんする。

「もう一回、訊きくわよ？　あたしの身体に深刻な影響がでても平気なの!?」

　人間というのは成功パターンが身についてしまうと、状況の変化に応じ切れない場合がある。今の麗華がまさにそうだった。源之助がいたからこその成功パターンであって、源之助がいない状況下で、こんなことを言っても源げん太た郎ろうに効きき目めがあるわけがなかった。

「当たり前だろ」

　源太郎が冷たく言い放つと、ここに麗れい華かの怒りは頂点にまで達した。

「ぬ～わぁにっがっ、当たり前よ。いい？　もしもあたしが赤ちゃんを産めない身体からだになったら、あんたに責任とらせるからねっ！」

　アメリカでは託児所を設置してある大学なんてざらだし、構内でベビーカーを押して歩く若いカップルや妊娠した女子学生の姿もよく目にする。そんな環かん境きようの中で育ったものだから麗華は変なところで大人おとなびていた。すなわち性的な面で照れがない。

「あたしの代わりに赤ちゃんを産ませてやるんだからっ！　どうせ俺おれは男だから赤ちゃんを産めないなんて古臭い概がい念ねんにあぐらをかいてたら、痛い目みるわよ。何なら、あんたのお腹なかに人工子宮を埋めてあげようか？　現代医学をなめんじゃないわよ！」

　世の男性陣の心胆を寒からしめる脅おどし文句のはずだが、アメリカで変なとこだけ大人びて帰ってきた麗華と違って、源太郎は素朴な一〇歳児のままである。出産の何たるかや、苦しみなど詳しく知らない。ただ漠然と出産とは女のすることである程度の認にん識しきしかない。だから脅し文句も効き目なんてなかった。

「責任なんて知らないよ。それより本を返せよ」

　源之助が手を差しだす。その手を麗華は思いっきりはたいた。

「痛いってぇ！」

「知らねぇって何よ！　あんたって最低！」

　そして今度は歩けなくなるかもしれないとやら言う足で、麗華は源太郎を思いっきり蹴けっ飛ばしてやる。

「いてっ、いてっ、いてっ」

　一発、二発、三発、キックが入る度たびに源太郎は小さく声をあげるが、麗華の怒りはまだまだ収まらない。しかしモデル顔負けのスレンダーな四し肢しが災いして、というか源太郎には幸いして、麗華のキックにはそれほど威力がない。急所にでもヒットしなければ効き目は薄うすい。

　ならばと麗華は源太郎の顔面へ足の裏キックをくらわせる。

　べちょ、マンガならそんな効果音が描かれそうな感じで麗華の足が源太郎の顔にはりついた。

　これも力はない。だが男・桜さくら田だ源太郎、一〇歳。可愛かわいいと言われ男の誉ほめ言葉ではないと怒る最後の日本男児たる小学五年生だ。こんな屈辱を耐えられるわけがない。

「何すんだよっ！」

　おでこと鼻先を赤くした源太郎が猛もう然ぜんと立ち上がった。

　今までは源太郎が座っていたから、真正面に立っていてもお互いの顔と顔には半身分の距きよ離りがあった。ところが急に源太郎が立ち上がったものだから、二人ふたりの顔は急接近した。

　女の子と見間違うほどの可か憐れんな源太郎の顔が、怒りで凜り々りしく引ひき締しまっていた。

　つり上がった眉まゆ、引ひき締しまった口元。そして真剣な眼まな差ざし。直感として、恐こわいというよりも美しいと麗れい華かは思った。しかしそれも一いつ瞬しゆんの出来事だった、すぐに我われに返る。そして次の瞬間には、麗華は両手で源げん太た郎ろうを突き飛ばしていた。

「汚い顔を近づけないでよっ！」

「うわっ！」

　源太郎がひっくり返る。しかしあまりに源太郎と麗華は近づきすぎていた。ひっくり返った源太郎の足が麗華の足にからむ。

「きゃーっ！」

　麗華も悲鳴をあげた。

　そして派は手でな音をたてて、二人ふたりとも背中から畳に倒れこんだ。

　両者ノック・ダウン。絶妙なタイミングで台所と居間を仕切っているふすまが開いて、芙ふ美み枝えがあらわれた。手には夕食をのせたお盆をもっている。芙美枝は仰あお向むけに倒れた二人の顔を交互に眺めながら、不ふ思し議ぎな顔して尋たずねる。

「あんたたち、いったい何してんだい？」

　麗華と源太郎は黙だまって二人とも答えない。というよりもむしろ何も言えないでいた。

　あきれるかえる芙美枝だが、それでもちゃぶ台の上へ料理をおきはじめる。

　部へ屋やの中に香ばしい匂においが広がった。

「あっ！　ハンバーグだ」

　肉の焼けた香りに反応して、源太郎が跳はね起きた。そしてちゃぶ台の前で正座する。その瞳ひとみは無邪気なまでに輝かがやく。ハンバーグは源太郎の大好物なのだ。

　そんな源太郎の姿に芙美枝は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「実は、まだあるんだよ～ぅ」

「へっ？」

　目を丸くしている源太郎を残して台所へ行く芙美枝だがすぐに居間へ戻ってきた。

「ジャンジャ、ジャーン♪　今日きようはさらにコロッケもあるんだよ」

「うお──────────っ！」

　源太郎が雄お叫たけびをあげた。コロッケも源太郎の大好物なのである。

「凄すごいよ、母かあちゃん！　どうして？」

　通常、桜さくら田だ家けの食卓ではハンバーグがある時はコロッケはなく、逆にコロッケがある時はハンバーグはない。両雄ならび立たずである。その両雄がならび立ったのだ、源太郎の興こう奮ふんも並大抵ではない。

　鼻息を荒くする息子むすこを眺めて、芙美枝は困ったように笑う。

「今日は麗華ちゃんが来てくれた記念日みたいなもんだからねぇ……ちょっと母ちゃん、奮ふん発ぱつしちゃったよ」

　まるで小さな息子むすこが小さな彼女を家に初めて連れてきたかののりだが、芙ふ美み枝えも麗れい華かに何をだして良いのかわからなかったのだ。それで子どもの喜ぶものを、と考えてメインのおかずとしてハンバーグとコロッケの両方を作ってみたわけである。

「今日きようは作りすぎたかねぇ」

　芙美枝はトン汁の入った鍋なべを横におき、キャベツの千せん切ぎりがのった皿をちゃぶ台にのせながらつぶやいた。まだ台所には茄な子すの煮つけや里さと芋いもの煮っ転がしなど色々残っている。

「そんなことないよ、母かあちゃん」

　目を輝かがやかせる源げん太た郎ろうだが、その姿を麗華はあざ笑う。

「ふ～ん、バッカみたい。ハンバーグやコロッケなんかで大喜びなんかしちゃってさ」

　その言い草、その物言いに、源太郎もカチンとくる。麗華をにらみつけた。

「言っとくけどなぁ、母ちゃんの作ったハンバーグとコロッケはそんじょそこらの普通のハンバーグやコロッケとは違うんだぜ？」

「ふん、どう違うのよ。こんなあちこち焦こげたハンバーグや不ぞろいのコロッケが？」

　確たしかにちゃぶ台の上にのったハンバーグは焦げ目が大きいし、コロッケも大きさや形が不ぞろいだ。しかし源太郎は胸をはって高らかに宣言する。

「母ちゃんの作ったハンバーグとコロッケは世界一美お味いしいんだ！」

　そして源太郎は思いだすだけでもほっぺが落ちるとばかりに夢ゆめ心地ごこちに語りだす。

「母ちゃんの作ったハンバーグはなぁ……確かに見た目は悪いかもしれない。でもな、一口食べれば肉の旨うまみが口中に広がって、かみしめればケチャップと肉の味があわさって、また違う美味しさになるんだ。もう最高だよ。しかも冷めても美味しいんだ。遠足や運動会の時に食べる母ちゃんの手作りハンバーグは男の勲くん章しようだね」

　少し意味不明だが熱あつい思いの証あかしでもある。

「それにコロッケも凄すごい。スーパーやコンビニで売ってるコロッケと違って、母ちゃんの手作りコロッケは、ジャガイモがつぶれきれてなくて、熱あつ々あつのコロッケを食べると、さくさくのころもが破れた瞬しゆん間かん、口の中でホクホクのジャガイモがころがるんだ。そこに醬しよう油ゆとお肉がまざって、この味が口の中で何時間も続けばいいのにと思うんだ……はぁふ～ぅ」

　夢見心地のまま語り終えた源太郎は最後に大きなため息をついた。

　自分の手料理を熱く誉ほめてくれる息子の姿に、芙美枝も嬉うれし恥はずかしニコニコ顔だ。電気炊すい飯はん器きをかきまわしてお茶ちや碗わんにご飯をよそうが、ついつい大盛りになってしまう。お茶碗からはみでたご飯をしゃくしでペコペコ叩たたいて三角に形を整ととのえる。

　突如、麗華の胸に負の感情が渦うず巻まいた。

　無む性しように悔くやしかったのだ、夢見心地で母の手料理を語る源太郎の姿が。嬉しそうにご飯を盛る芙美枝の姿が。悔しさの裏返しが失笑に変わり、失笑も嘲ちよう笑しように変わる。

「ぷっ！　本当にバッカなんじゃな～ぁい？　あのね、あたしは世界中の一流シェフが作った一流の料理を今まで食べてきてるの！　もうね、あんたはハンバーグやコロッケ程度をご馳ち走そうだって大喜びできるけど、あたしはハンバーグやコロッケじゃご馳走どころか超低級って感じ。あんたって、フカヒレのスープだとか、フォアグラやキャビアをふんだんに使ったお料理とか食べたことないでしょ？」

「ふたのスープに、ふぁらお焼き、びあ？」

　聞いたこともない料理や食材にろれつもまわらない源げん太た郎ろうを麗れい華かは高たか飛び車しやな仕し草ぐさで嘲あざ笑わらう。

「おーほっほっほっ、ほっ！　ここにはあたしの食べたこともないような食文化があるようね。まぁ、そんなこといいわ。あたしにとってはハンバーグやコロッケなんか、それだけで超低級って感じなんですけど、その上で言わせてもらいますとね、あたしがたまに食べることのあるハンバーグやコロッケは超一流の料理店や超一流のお抱えシェフが作ったものなの。こんな下しも々じもの一般家庭で作られたハンバーグやコロッケが、超一流の料理店やうちのシェフたちより美お味いしいわけないでしょっ！　あんたが本当に美味しいものを食べたことがないだけっ！」

「母かあちゃんが作ったハンバーグとコロッケが、お前の家やお店で作られたもんに負けるわけないだろっ！」

　源太郎が本気で怒ど鳴なった。麗華の圧倒的な勢いに気おされもするし、言っていることもわからないことだらけだ。けれど本気で源太郎は芙ふ美み枝えが作ったハンバーグとコロッケは世界で一番美味しいと信じているし、これだけは絶対に譲ゆずれなかったのだ。

　しかしスーパーやコンビニで売られていたり、学校給食でだされる、つまり源太郎が口にできる範はん囲い内のハンバーグやコロッケと比べて、芙美枝の手作りが美味しかったとしても、源太郎が口にしたこともない大金持ちのお抱えシェフや世界の一流料理店で作られた料理と比べれば一般家庭の主婦が作ったものが太た刀ち打うちできるわけがない。

　ましてや使っているソースといえばハンバーグには市販のケチャップ、コロッケも市販の醬しよう油ゆやお好みソースである。一流シェフ、そして一流の料理店にはオリジナル・ソースもあるだろう。源太郎は単に井の中の蛙かわずにすぎないのだ。

　それは料理を作った芙美枝自身が一番よくわかっていた。

「源太郎。麗華ちゃんはお金持ちで、美味しいお料理を毎日たくさん食べてるんだから」

　自分を信じてくれるからこそ恥はじをかいてしまうと心配顔の芙美枝だが、しかし源太郎はキッパリと言い切る。

「母ちゃんの作ったハンバーグとコロッケが絶対に世界一美味しいっ！」

「げ、源太郎……」

　胸が熱あつくなって芙美枝は涙るい腺せんがゆるむ。しかしそんな母子の信頼や愛情なんか麗華にはおかまいなしだ。

「何をバカなことを言ってんのよ！　うちのお抱えシェフはね、和洋中で三人のチーフシェフがいて、一流料亭で板いた前まえ頭がしらになったり、フランスの三ツ星レストランや北京ペキンの要人むけ料理店でチーフシェフになった人たちなのよ。世界一美お味いしいってことは、うちのシェフたちが作ったものよりも美味しいってことでしょ？　ありえないわ」

　勝ち誇った顔で麗れい華かは鼻高々と顔を天てん井じようにむけると、源げん太た郎ろうを見下ろす。

　言い負かされて口くち惜おしそうに歯ぎしりする源太郎の姿が眼前にあるはずだった。しかし源太郎の姿には卑屈さなど一切なかった。まっすぐ麗華を見すえたまま宣言する。

「それでも母かあちゃんの作ったハンバーグとコロッケが世界で一番美味しいんだっ！」

　麗華は底意地の悪い嘲ちよう笑しようをあびせた。

「その根拠のない自信はどっからでてくるのかしら。そんなにおばちゃんの作った料理が美味しいんなら、一流ホテルや高級レストランからシェフとしてお呼びがかかるんじゃない？　そういったとこはお給料もいいから、こんな貧乏くさい家に住むこともないのに」

　横から二人ふたりのやりとりを聞き、芙ふ美み枝えは表情を曇くもらせる。そして小さくくちびるをかんだ。自分を世界一であると信じてくれる息子むすこに対し応こたえてやれない自分が悲しかったのだ。

　しかし源太郎は胸をはって叫ぶ。

「料理は愛情っ！」

「な、何よっ」

　突然のことでひるむ麗華に源太郎はもう一度叫んだ。

「料理は愛情っ！」

　それは普ふ段だん、源げん之の助すけがよく口にする一言だった。源太郎に料理にたいする信念や哲学に似た深い考えなどあるわけない。ましてや味の善よし悪あしだってただの小学生だ、わかるはずない。ただよく耳にしてきたし、難むずかしい理屈には気合いで対抗するしかないから叫んだだけである。

　だが単なる気合いやかけ声同然の一言が麗華の胸に妙な形で突き刺さる。

　感情が暴ぼう走そうし、様さま々ざまなシーンが脳のう裏りを巡る。

　だだっ広いテーブル、豪ごう華かな料理、幾いくつもならんだ皿の上から一切れずつ料理を食べては他ほかの皿にフォークやスプーンを移す少女の姿、そして少女の後ろにならぶ執しつ事じや召使いたち、隣となりから料理のできについてうかがいをたてるコック。何かが、欠けていた。

　そして小さいテーブルを親子三人で囲んで、芙美枝のほほを指でつつく源之助。そして母の作ったコロッケとハンバーグの美味しさを熱あつく語る源太郎の姿。

　幼い頃ころから漠然と感じてきた欠けていた何かを突きつけられた気がした。自分を守ろうとする本能が桜さくら田だ一家の姿を拒絶する。

「な、何を言ってんのよっ！　こんな料理がうちのお抱えシェフたちが作った料理よりも美味しいわけないでしょっ！」

「料理は愛情っ！」

　全力で否定する麗華を、のどが痛くなるほどの大声で源太郎は叫び返した。本当は源太郎にだって薄うす々うすわかっていた。麗華の言っていることが論ろん理り的てきに正しいことを。母の料理が世界一なら、確たしかに料理人にもなれて、こんな貧乏くさい家に住んでないだろう。それでも負けたくなかった、負けてはいけないと思った。

「料理は愛情だっ！　母かあちゃんが家族のために心をこめて作ってくれた料理は、誰だれにも負けないんだっ！」

　欠けていた何かがはっきりと姿をあらわして、麗れい華かに襲おそいかかる。

　愛あい想そ笑わらいをうかべるシェフたち、身の回りの世話をしてくれる執しつ事じや召使いの顔が幾いくつもうかんでは消える。みんな笑えみをたたえているが、みんな目が笑っていない。

　そして最後に母の姿がうかんだ。その顔はかすんではっきりしなかった。胸が痛み、その痛みのままに荒れ狂う。

「何が料理は愛情よっ、ロジカルな話で勝てないからって、そんな実体のないもので逃げようとするなんて最低っ！　だいたいこんな不ま味ずそうなものをよくあたしの前にだしたもんだわね。あたしは美お味いしいものしか食べなれてないの。それにあたしはお腹なかとか散々打ちつけられてひどい目にあったのっ。こんなあぶらっこいもの食べられるわけないでしょっ！」

　言うが早いか、麗華は感情のままにちゃぶ台を蹴けり飛ばした。

　源げん太た郎ろうが叫び、芙ふ美み枝えは悲鳴をあげる。

「あぁっ！」

「きゃあっ！」

　そして料理はすべて畳の上にばらまかれてしまった。

　散らばった料理の前で、三人とも動かなかった。いや、動けなかった。

　それでも最初に我われを取りもどしたのは、やはり大人おとなの芙美枝だった。

　源太郎が一貫して自分の料理を世界一だと言い張り続けてくれて、涙るい腺せんがゆるんでいた。それに応こたえられない自分への負い目もあった。だからちゃぶ台をおこし、料理を片づけようとしたが、どうしてもこぼれ落ちそうになる涙をこらえることができなかった。

　その涙に、麗華と源太郎は同時に気づいた。

「母ちゃん、台所から……布ふ巾きん、とって、くるから」

　子どもの前で泣くわけにはいかず芙美枝は台所へ逃げたのだ。

　大人の涙ほど子供心に堪こたえるものはない。

　麗華の胸に罪悪感が渦うず巻まく、心が重かった。

　そして散らばった料理と何より母の弱々しい姿に源太郎の胸に激はげしい憤いきどおりとやるせなさが広がった。心に暴ぼう力りよく的てきな怒りが満ちる。

「母ちゃんに謝あやまれっ！」

「な、何であたしが……何であたしが謝らなくちゃならないのよっ！　おばちゃんが悪いんじゃない。こんなあぶらっこいものをだすからいけないのよ。リゾットみたいな消化しやすいものをだすべきだったんだわ」

　言葉とは裏腹に本当は麗れい華かだって悪いと思っていた。胸の中は罪悪感でいっぱいだった。麗華にとってはいつもの売り言葉に買い言葉だった。

　しかし言葉には力がある、噓うそですら真実にする魔ま性しようの力が。

　思っていないことでも相手にはそれが真実となってしまう。

　傲ごう慢まんな麗華の態度に、源げん太た郎ろうは怒りで身をふるわせた。

「このやろーっ！」

　殴られる、麗華はとっさに目を閉じた。

　しかし源太郎からの一いち撃げきはいつまでたっても来ない。肩をすくめ身構えてた麗華は恐こわ々ごわと片方の目を開けて源太郎を見る。

　源太郎は拳こぶしをふり上げたまま動かなかった。否、動けなかったのである。源げん之の助すけに「男の子なら女の子には手をあげちゃいけない」と普ふ段だんから戒いましめられているがために。

　母への思いと父からの戒めに葛かつ藤とうし、殴るに殴れないでいる源太郎の姿を見て、麗華は源太郎のほほへ平手打ちをかましてやった。

　ほほを打つ音が心地ここちよいほど部へ屋やに響ひびく。

「何よっ、意い気く地じなしっ！」

「こ、このやろーっ」

　再び源太郎は激げつ高こうする。だがそれでも麗華を殴れないでいた。ふり上げた拳がヒクヒクと動く。それをいいことに麗華は往復ビンタの嵐あらしをくらわせる。

「殴りなさいよ、早く！　ほら殴りなさいよ！　この意気地なしっ！　意気地なしっ！」

　麗華の叫び声があがる度たびに、源太郎のほほを打つ音もあがる。容赦なしの四連発だ。

　麗華はどこかで源太郎に殴って欲しいと思っていたのかもしれない。いっそ殴られて、すっきりしたかったのかもしれない。

「こいつっ！　絶対に許さない」

　今度こそ殴られると麗華は身構えるが、源太郎は麗華を殴る代わりに台所へ駆かけこむ。その途と端たん、芙ふ美み枝えの叫び声があがった。

「源太郎、何をする気だい！　包丁なんかもちだして、やめなさいっ！」

　包丁の一言に麗華の足はふるえた。理性が逃げるべきだと警けい報ほうを鳴らす。けれど身体からだが動かなかった。ただ呆ぼう然ぜんと立ちつくしたまま麗華は居間と台所を仕切るふすまを眺めていた。

　すぐに源太郎が包丁をもって出てきた。何な故ぜかまな板まで小こ脇わきに抱えて。

　とっさに刺されると思った麗華だが、源太郎は畳の上にまな板を叩たたきつけた。

　怯おびえて肩をすくませる麗華にむかって、源太郎が包丁を突きつける。

「お前、料理を作り直せよっ！」

「な、何であたしがそんなことしなくちゃいけないのよ」

　刺されると思っていた麗華にとって拍子抜けもいいとこだった。それでも包丁をもった相手には、さすがのわがまま娘も萎い縮しゆくしてしまう。

「お前が母かあちゃんの料理を台無しにしたからだろっ！」

「もう、いいから、止やめなさい。源げん太た郎ろう」

　芙ふ美み枝えが源太郎を追って、居間に入ってきた。その目はまっ赤かだった。

　源太郎は聞き入れなかった。もう一度、麗れい華かを怒ど鳴なりつける。

「お前が母ちゃんの料理を台無しにしたんだ。だからお前が料理を作りなおせっ！」

　恐怖と罪悪感と拍子抜けと、胸の中がごちゃ混ぜになり麗華は珍しく弱音をはく。

「で、できるわけないじゃない。包丁なんか握ったこともないのに」

　大だい富ふ豪ごうの一人ひとり娘として麗華は家では包丁を握るどころか、キッチンに入る機き会かいすらなかった。しかも普通の小学生なら学校の調ちよう理り実習で包丁を握ることもあったかもしれないが、それらを海外留学と飛び級ですべてすっ飛ばしてきた。本当に包丁を握ったことがないのだ。

　ひるむ麗華を源太郎が怒鳴りつける。

「だったら身勝手なことを言うなっ！　他人に文句を言うなら自分でもやってみせろ。自分じゃできないことを他人がやるのは当たり前だなんて、卑ひ怯きようだろ、勝手すぎるだろっ！」

　麗華は言葉につまった。確たしかに麗華は世間知らずな一面もあるが、決して頭の悪い子ではない。それどころか早そう熟じゆくの天才児と世界に名を知られるほどだ。

　小手先の屁へ理り屈くつなら幾いくつでもひねりだすことはできる。けれど本質的に自みずからの過ちは悟っていた。料理を台無しにした罪悪感がいっぱいだった。だから麗華は何も言い返せなかった。

　源太郎は麗華をにらみつける。遠く離はなれた場所で、父も似たことを怒鳴りつけていたことを知る由よしもない。ただ麗華をにらみつけた。

　その目に、そして何より内なる良心の呵か責しやくに麗華の心は折れそうになる。憎まれ口を叩たたきながらも声が涙まじりになった。

「弁べん償しようすればいいんでしょ。一いち億おくでも二億でも払ってあげるわ。大おお儲もうけじゃない、こんな粗末な料理で何年も遊んで暮らせるだけのお金がもらえるんだったら」

「金で何でも解決できると思うなっ！」

　源太郎の一いつ喝かつに、麗華は身体からだをビクリとふるわせた。もう心は完全に折れてしまった。後は涙をこらえるのに必死で何も言えずただ肩をふるわせるだけだった。

「源太郎、もういいから。まだ台所に残っている料理もあるし、ハンバーグとコロッケも父とうちゃんの分として残しておいたものがあるから。だからその包丁を渡しなさい」

　芙美枝は源太郎から包丁を取り上げようとするが、源太郎は聞き入れない。逆に包丁を握る手へ力をこめる。

「源太郎っ！」

　芙美枝が声をあげるが、それでも源太郎は包丁を離はなそうとしなかった。

　突然、居間に大きな音が響ひびきわたる。芙美枝が源太郎のほほを叩いたのだ。

　信じられないといった表情で源げん太た郎ろうは芙ふ美み枝えの顔を眺めた。最初は怒りにも似た感情、けれど芙美枝の顔を見た途と端たん、その感情は後悔に似た後あと味あじの悪さに変わる。

　芙美枝が泣いていたのだ。

「母かあちゃんは、お前を他ひ人と様さまに包丁をむけるような子に育てたつもりはありませんよ。麗れい華かちゃんに謝あやまりなさい」

　源太郎は包丁から手を離はなした。ただし麗華には謝らない。代わりに怒ど鳴なりつける。

「お前なんかっ！　だいっ嫌いだぁーっ！」

　その怒鳴り声に、目をつぶった麗華がビクリと身体からだをふるわせた。けれど源太郎はそんな麗華の姿など見ていなかった、すぐさま部へ屋やの片隅においてあったサッカーボールをつかむと一目散に外へと飛びだしたのだ。

「まったく、もう……困った子だねぇ……」

　玄関の戸が閉まる荒々しい音に、芙美枝がため息をついた。そして麗華の前に立つ。

　麗華は小さな肩をふるわせていた。

　その両肩に、芙美枝は優やさしく手をのせる。

「麗華ちゃん、もう泣かないの。おばちゃんも悪かったよね、雑ぞう炊すいとか胃にやさしいものを作りなおしてあげるから、ね？」

　麗華の目から涙がポロポロあふれだす。それでも気丈に芙美枝の手を払いのけるとちゃぶ台の前に座った。そしてすねた声で答える。

「もう、いい」

「もう、いい。って？」

　芙美枝が尋たずねると、麗華は一度だけ大きく鼻を鳴らした。そして涙をぬぐう。

「もういいわよ。お腹なかすいたから、今あるので我が慢まんする」

　麗華は近くに転がった茶ちや碗わんをひろうと、ちゃぶ台の上におく。お茶碗の中には三分の一くらいご飯が残っていた。そしてちょっと離れたところに落ちている箸はしに手をのばす。

　その手を芙美枝が制した。

「待って、新しいのをもってきてあげるから」

　芙美枝はちゃぶ台の上から茶碗を取り上げると、台所へ行く。

　一人ひとりになった麗華は、声をふるわせた。

「何よ、理不尽だわ。とんでもない話よ……本当は、あたし悪くないんだわ。でも誘ゆう拐かいっていう卑劣な犯罪下における特殊な状況下におかれ精神的に追いつめられたあたしが何も言えないでいるのをいいことに、あいつは好き勝手なことばかり言ってあたしを責めあげたのよ、しかも包丁まで突きつけて！」

　源げん之の助すけが麗華に変な負い目を抱いてしまっているという特殊な状況を利用し、好き勝手に源太郎をこき使っていたことを棚たなにあげて罵ののしると、麗華は焦点の定まらない目でちゃぶ台の上を眺めた。

「それにあんなおばちゃんに料理を作らせてもろくなものになるわけないんだから、得意な料理を食べとく方が、せめてもの無ぶ難なんって奴やつに決まってるんだから」

　麗れい華かが言いい訳わけじみた文句をつけていると、その芙ふ美み枝えがお盆をもって居間に戻ってきた。

「あらあら、何を一人ひとりでブツブツ言ってるの？」

「何でもない」

　ぶっきらぼうに答えると麗華は涙をぬぐう。

　芙美枝はちゃぶ台の上に料理をおきはじめた。

　里さと芋いもの煮っ転がしに茄な子すの煮つけ、キャベツの千せん切ぎりにトン汁。そして例のハンバーグとコロッケがならぶ。ハンバーグとコロッケは半分に切ってあった、源げん之の助すけ用にとっておいたものを源げん太た郎ろうと半分ずつというわけだ。

　ちゃぶ台の上に料理がならぶと、麗華は黙だまって料理を食べはじめる。

　そんな麗華の横顔を見て芙美枝は微笑ほほえむと、畳の上を片づけはじめた。

　ハンバーグとコロッケを一口ずつ食べた麗華が鼻をシュンと鳴らす。

「やっぱりうちのシェフたちが作ったハンバーグとコロッケの方が美お味いしいわ」

「う～ん……残念。やっぱり麗華ちゃんの家のコックさんたちにはかなわないかぁ……」

　さして残念そうなそぶりも見せず芙美枝は苦にが笑わらいだ。一流レストランや一流料亭で腕をふるっていたシェフたちにかなうわけないなんて最初からわかっている。

　それでも麗華は遠えん慮りよがちに言い足した。

「うちのシェフたちが作ったものを三ツ星としたら、せいぜい二ツ星って感じね」

「あらあら！」

　望外の高評価だ。芙美枝は目を丸くした。

　そんな芙美枝の姿に、麗華の強こわ張ばっていたほほが少しだけゆるんだ。里芋の煮っ転がしを口に放りこみ、そしてよく味わう。

「でもこの里芋の煮っ転がしなら、うちのシェフたちが作ったのより上かも……あと、この茄子の煮つけも……」

「まぁ、おばちゃんが作った料理をそんなに誉ほめてくれるなんて、嬉うれしいわねぇ」

　素直でない麗華なりの精一杯のお世辞に、芙美枝は素直に喜んでみせた。

　麗華は肩の荷がおりたかのように、大きく息をつくと黙だまって料理を食べはじめる。

　芙美枝も片づけに忙しい。畳の上にこぼれたハンバーグやコロッケを片づけて、畳の上にしみこんだトン汁をタオルで叩たたくようにしてふき取る。

　麗華はトン汁に手をのばした。

　お椀わんの中は豚肉や里芋といった具ばかりで汁が少ししかない。麗華がちゃぶ台を蹴けっ飛ばしたために汁の大半がこぼれたからだ。

　汁を一口すすった。

　ふと麗れい華かの目に源げん太た郎ろうが読んでいたサッカーの雑誌が映る。

　雑誌の端はしにはトン汁の具だった花形のニンジンがのっていた。そしてニンジンの下は汁がしみてふやけていた。

　麗華は雑誌をひきよせると、ニンジンを指でつまむ。

　スーパースターのスーパーテクニック特集号とうたった表紙を見て、麗華は軽い動どう揺ようを覚える。表紙に記された四よん桁けたの数字は一昨年おととしのものだった。

　何度も読み返しているのだろう、雑誌の横を見ればボロボロにすり切れていた。

　ボロボロの雑誌を眺めながら麗華は目をキラキラさせて母の手料理を語る源太郎の姿を思いだす。そして自信満々に母の料理が世界一だと言い張る源太郎の姿。それから「母かあちゃんに謝あやまれ」と叫んだ源太郎の姿。何な故ぜか源太郎の姿ばかりが頭の中でぐるぐる巡る。

　麗華は長い間、飽あきもせずに雑誌を眺めていたが、やがてポツリとつぶやいた。

「……おばちゃん」

「ん？　何だい」

　畳の上をふいていた芙ふ美み枝えが手を止めた。

　うつむいたまま麗華は声をしぼりだす。

「ごめんね」




　暗い闇やみの向こうにうっすら見える天てん井じようの木目を麗華はずっと眺めていた。

（あれからどのくらい時間がすぎたんだろう）

　そんなことを考えながら麗華は今の時間を割り出そうとする。

　源げん之の助すけが仕事から帰って来たのは日付をまたいで夜の一時半ぐらいだった。それから昨日きのうの睡眠不足があって源之助は食事もとらず風ふ呂ろだけ浴びて横になったので、まっ暗になったのは二時ぐらいのはずだ。そこから一時間ぐらいすぎたはずだから、夜中の三時あたりのはずだ。

　今、寝室では右から源之助・源太郎・芙美枝・麗華、そしてテディベアの順で川の字ならぬ州の字にならんでいた。

　芙美枝の規則的な寝息と源之助のいびきばかりがくり返されている。

　夜の一〇時頃ごろから寝室にいたはずだが、麗華はずっと眠れないでいた。

　理由は色々と考えられた。いつもはベッドに一人ひとりで眠るのに、ここでは畳の上に布ふ団とんを敷しいて他人と一いつ緒しよである。プライバシーも何もあったものではない。それに昼の間に半日以上眠り続けたこともあるし、源之助のいびきだってうるさい。

　そして何より夕食の件だ。

　あの時のことを何度も思いだし、そして何度となく考えこんだ。頭がじんじんするほどに。

　眠れないまま麗華は完全に寝入っている桜さくら田だ一家のことに考えを巡らせる。

　思えば桜さくら田だ一家というのは間抜けな一家である。

　麗れい華かは人ひと質じちで、桜田一家は誘ゆう拐かい犯はんの側なのだ。誘拐犯なら交代しながらでも常に人質である麗華から目を離はなしてはいけないはずだ。それを三人そろって寝入っているのである。それに人質というものは普通ならテレビや映画でよくあるように縄なわでぐるぐる巻きにされたり、口には猿さるぐつわをはめられたりするはずだ。だが麗華は家の中で自由にしていた。もちろんそうされるのはまっ平ぴら御免だが、もしも麗華が誘拐犯の側なら絶対に縛しばっていたとも思う。だから本当に間抜けで手ぬるいとしか思えないのだ。

　そんなことを思っているうちに、ふと麗華はトイレに行きたくなってしまった。

　これが自宅なら何も迷うことはないのだが、この家では事情がちょっと違う。布ふ団とんの中で麗華はしばしためらうが、朝まで我が慢まんできるわけがない。意を決して起き上がった。そして居間と寝室を仕切るふすまをそっと開ける。

　振り返れば麗華がいなくなったことで、親子三人で文字通り川の字になって眠る桜田一家の姿があった。みんなよく寝入っている。

　麗華は居間を通ってトイレへむかう。

　風ふ呂ろ場ばの前の短い廊下を渡った先にトイレはあった。

　電気のスイッチを入れて扉を開けると、オレンジ色の弱い明かりの下に白い和式便器があった。便器の口の部分には白いプラスチック製のカバーがかけられているが、その下には底なしの暗くら闇やみが続いている。つまり汲くみ取とり式しき、いわゆるポッチャン式トイレなのだ。

　こいつが麗華をトイレに行くのをためらわせた理由の正体である。

　このポッチャン式、嫌いやな方向に想像力をかりたてる何かがある。足を踏み外して落ちてしまったらと思えば、まさに身の毛もよだつというものだし、まっ暗な穴の奥には何がいるのかわからない。まして今は真夜中だ。科学の申し子を自認する麗華ですら、まっ暗い穴の奥から血まみれの手がのびてきたらどうしよう、などと考えてしまう。

　それで麗華はトイレに入ると急いで用をたし、逃げるようにすぐに外へでる。

「ぷっはーっ……ふ～う……」

　そして大きく息をついた。ずっと呼吸を止めていたのだ。

　ようやく安心して寝室へ戻ろうとする麗華だが、二～三歩ほど足を進めたところで止まった。

　重大なことを思いだしたのだ。

　目覚めて以来、色んなことが続きすぎて頭がいっぱいになっていたが、睡眠をとって体力が回復した麗華には行うべきことがあったはずだ。

　心拍数が高まりふるえる手で麗華はもう一度トイレの扉を開けた。

　トイレの窓がある。ちょっと位置は高いが手が届かないことはないし、窓枠の大きさも小学生くらいなら十分に抜けられる。しかも鍵かぎはかかってない。

　急に麗華はトイレの扉を閉めた。

　そして急ぎ足で居間を抜け、寝室とは反対側の台所へつながるふすまを開ける。

　玄関があった。扉は横にスライドさせる引き戸式だ。

　コンクリートに素す足あしをのせるが、砂がざらついていて気持ち悪く、すぐに麗れい華かは散らかった靴の上に足をのせる。そして靴を踏みながら戸に手をかけて、指先に力をこめる。

　かすかに戸が動いた。そして隙すき間まが生まれる。

　さらに指先に力をこめる。二センチ、三センチと隙間は大きくなっていく。

　玄関にも鍵かぎがかかってない。

　人ひと質じちである麗華にとっては大発見にして大チャンスのはずだった。

　麗華は二枚の戸の中央部分を凝ぎよう視しする。二枚の戸は中央部分で重なって、両方の鍵金具部分がそろった時にロックする仕組みだ。

　防犯の上で考えるともろい構造である。大きな二枚の戸を、小さな点でつなぎあわせているだけなのだから。おそらく外から大男が力まかせに開こうとすれば鍵も簡かん単たんに壊こわれてしまう。

　だがそれ以前の問題として、麗華は重大なことに気づく。

　大男が力まかせにひくまでもなく、麗華のようなか弱い女の子でも、家の中側にいれば簡単に鍵を開けることができるではないか。

　張りつめていたものが、一気に途と切ぎれた。

　麗華は数センチほど開いた戸を閉めると、そのまま寝室へ戻った。

　相変わらず桜さくら田だ一家の面々はよく寝入っている。ただ源げん太た郎ろうだけは寝ね相ぞうが悪くて、布ふ団とんからはみでた上にパジャマがめくれてお腹なかがでていた。

　布団の中に麗華はもぐりこむ。自みずからの行動に納なつ得とくできない麗華はじっとしていられなくて布団の上で何度も転がってはむきを変えた。

（何であたし、逃げださなかったんだろう……）

　どこの山中かもわからないような場所ならともかく、同じ市内にいながら逃げださないなんて、本当にどうかしている。論ろん理り的てきな説明のできない自らの行動に麗華は納得できないでいた。

　だがそれ以上に心の中にもっと論理的に説明のできないものがあることにも気づいていた。

（どうして、もっとここに居たいって思ってるんだろう……）

　人質という条件を抜いたとしても、この家より自宅の方があらゆる面で住み心地ごこちがいいはずだった、それなのに何な故ぜかこの家の方が居心地が良い。

　自分でもわけがわからないまま思い悩むうちに、ふと麗華はある心理学用語を思いだす。

　ストックホルム・シンドローム。

　一九七三年、スウェーデンのストックホルムで起きた銀行強盗事件にちなんで名づけられた用語で、誘ゆう拐かいの人質になった被害者が、加害者に対して親近感を抱くことをいう。

　人は自らの命を握っている加害者に対し、嫌いになるよりも好きになった方が、もしくは加害者の言うことを快くきいた方が、生き残れる確かく率りつが高くなることを本能的に悟るから、嫌いなものでも自じ己こ欺ぎ瞞まんにより好きと思いこもうとする、というのがストックホルム・シンドロームの原理らしい。

（あたし、やっぱり騙だまされてるんじゃない？）

　思わず半身を起こした麗れい華か。

（そうよ、こんな貧乏くさくて不便なとこがうちより居い心地ごこちがいいわけないじゃない！）

　暗がりの中、立ち上がる麗華。

　そして上から川の字になった桜さくら田だ家けの姿を見下ろした。

　源げん之の助すけ、芙ふ美み枝え、そしてお腹なかをだして眠る源げん太た郎ろうの姿。

　ふと麗華はこのお腹をだして眠る同い年の男の子に怒ど鳴なりつけられたことを思いだした。あの「金で何でも解決できると思うなっ！」だ。あの時、麗華は確たしかに怯おびえた。自分自身をみじめに、そして卑屈に感じた。さらには包丁だって突きつけられた。

　ストックホルム・シンドロームの発生基準があるなら、十分それを満たしているはずだ。

　しばらく麗華は源太郎の姿を眺めていたが、やがて意を決したように忍び足で歩きはじめた。

　芙美枝をまたいで、源太郎の足もとに立つ。それからパジャマと布ふ団とんをなおしてやると、再び布団の中へもぐりこむ。

　今、自分の頭脳はこのストックホルム・シンドロームのせいで錯さつ覚かくを起こしている。そう片づけてしまえば楽なのだろうが、それだけでは割り切れない何かがあったのだ。

　その正体が何なのか、わからないまま麗華は自分に言い聞かせていた。

（まぁ、いいわ。逃げだすのはいつでもできるんだから。何か仕返ししてやらなきゃ、おさまらないじゃない）

　源太郎の顔を思いうかべながらも、麗華は自分の行動に矛む盾じゆんがあることに気づいていた。

　源太郎のパジャマと布団をなおしてやる必要はなかった。けれど今さらパジャマと布団をはぎとりに行く気もおこらない。

　自分の気持ちや行動に戸と惑まどいながらも、麗華は顔を思いだせなかった母のことを思う。

　世界有数の企業群を率いているだけあって麗華の母は世界中を飛び回っていて忙しい。しかも留学もあって、三年以上も二人ふたりは直接顔をあわせてなかった。麗華の年齢では一年でも、人生の一割という時間にあたいするというのに。

（お母かあさん。あたしのこと心配してるのかなぁ……）

　寝返りを打ちながらも麗華は自じ嘲ちよう的てきなため息をもらす。

（心配はしてるはずか……あれは最重要機き密みつだし、今のマギ・グループの中で一番のドル箱ばこでもあるんだから……じゃあ、あたし自身のことは？）

　小さな疑問をきっかけに戸惑いは混乱へと変わっていく。

（もしかして……あたし、ここに居たいんじゃなくて、帰りたくないの？）

　眠れない夜は静かに更ふけていった。













　　　間章







　万ばん里りの長ちよう城じようをプライベートジェットが越えようとしていた。

　月から見える唯ゆい一いつの建造物とも呼ばれる万里の長城だが、荒野と建物の色が似ている上、長くはあっても幅が細いので上空からですら確かく認にんしにくい。そして実際に中国科学院も二〇〇四年に宇宙空間から肉眼で観かん測そくすることは不可能であると否定している。

　もっとも機き中ちゆうにあるこのプライベートジェットの所有者は世界遺い産さんであろうと景色けしきを楽しむ余裕などもちあわせていなかったが。

　白い本革の大型の独立シートが四席、そして後方には対面式ソファ形式シートが二席。光こう沢たくのある白い床ゆかには幾き何か学がく模様をおりまぜた紅こう玉ぎよく色しよくの線せんが交差する。マレーシア風ふうの白はく亜あの宮殿といった機内のⅤＩＰ室に、黒髪の女が驚きよう異い的てきな集中力をもって書類の束たばに目を通していた。

　このプライベートジェットの所有者にして、コングロマリットを率いる女帝である。

　やがてすべての書類に目を通し終えると、女は書類の束をテーブルにおいた。

　主人が書類のチェックを終えたことを確かく認にんすると、銀ぎん髪ぱつの執しつ事じがギャレー（調ちよう理り室しつ）からあらわれた。その後ろには銀のワゴンを押すメイドが従っている。

「お飲み物をおもちしましたが、いかがいたしましょう？」

「いらない」

　主人の一言に執事が目配せをする。青みがかった灰はい色いろの瞳ひとみに映った黒髪のメイドは小さくうなずき、きびすを返した。そしてワゴンとともにギャレーへ下がっていった。

　ギャレーの扉が閉まると、銀髪の執事は深々と頭を下げる。

「申もうし訳わけありません、警けい護ごに甘さがありました」

「仕方ないわ……」

　長い髪を乱れるがままに女は答えたが、続く言葉が見つからない。考える気力もなかったのだ。けれど銀髪の執事は頭を下げたままである。このまま延々と頭を下げさせておくわけにもいかなかった。

「……警備員に武器を携帯させられない日本国内での出来事だから。それより、あの子。そうとう部下の研究員や屋や敷しき内ないの使用人たちから恨うらみを買ってたみたいだけど、地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんへの内通者への可能性は？」

「恨みなど、そのような者がいるはずございません。真ま木ぎ家けに仕える者として我われら一同、お嬢じようさまに対し不ふ遜そんな思いを抱くはず……」

　使用人としての心得を語ろうとする執事を手で制すると、女は書類の束を指さした。

「あの子の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな発言はレポートで読んだわ。あれじゃ相手が子どもでも、誰だれだって不快になるし反発するに決まってるわ」

　女が読んだ書類の束たばには使用人や研究員たちからの報告書だけでなく、研究所内に設置されたボイスレコーダーに記き録ろくされた発言録もあった。レポートを提出する際に各自が上司や雇い主への気兼ねからバイアスのかかった文章を書こうとも、ボイスレコーダーに残った記録を読めば娘の態度や発言がどうだったか、すべて把は握あくできる。

　女は悩ましげに黒髪の奥で、ひたいを指でもみほぐす。

「知力や学力といったインテリジェンスに対しパーソナリティー、人格や品格ってものが追いついてないんだわ」

　他者を圧倒する優ゆう秀しゆうな頭脳と財力、企業内における創業者一族の直系という強い立場。

　その強い立場をいいことにやりたい放題ゆえの手痛いしっぺ返しなのかもしれない。そしてそれは親として、薄うす々うすとは問題に感づいていながらも忙しさにかまけて、見て見ぬふりをしてきた自分自身へのものとしても考えられなくはない。

　そんな自責の念にかられる主人の憂うれいを、銀ぎん髪ぱつの執しつ事じはキッパリと否定する。

「しかし内通者だけはありえないと断言できます。研究員や使用人の身辺調ちよう査さは定期的に行われおりますし、側近の大半は戦前から代々真ま木ぎ家けや真木技研へお仕えしてきた者ばかり。何より地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの要求がシステムの研究資料にあることが証左であるか、と」

「……そうよね。開発の指し導どう的てき立場にあった人間を誘ゆう拐かいしといて、研究資料をよこせって要求をするわけないわね。何せ研究のすべてがつまった頭脳を既すでに手の内におさめているんだから……疑って悪かったわ」

　多少なりとも気分が落ち着くと、女は執事に言いつけてあったことを思いだした。

「ところで交渉に何か進展は？」

「はい、コロラドのネゴシエーターが地獄十字軍の総本部と接触に成功したと。ただ要求はやはり研究資料で身みの代しろ金きんでは応じられないと」

　日本の警けい察さつは事件が起きた際に犯人の逮たい捕ほや検挙にこだわるあまり、人ひと質じちの解放で後ご手てにまわる場合もある。それでアメリカという日本国外から解放の可能性をさぐってみたのだ。

　女はシートに身を沈めたまま首をふった。

「それじゃ意味ないわ、とにかくお金で解決する方法をさぐるように伝えて。お金になら糸目はつけないから」

「はい」

　短く答えて去っていく執事の後ろ姿を眺めながら、女は大きなため息をもらす。

「あの子、余計なことを言わなきゃいいけど。もし地獄十字軍にシステムの開発責任者があの子自身であることを気づかれたら……」













　　　第四章　遠い日の思い出







　結局、一睡もできないまま麗れい華かは朝を迎える羽は目めになった。

　昨日きのうは昼間に十分眠っているので睡眠不足ではないのかもしれないが、それでも睡眠のリズムが崩くずれているのは確たしかで、身体からだはだるく頭も重い。

　一方、桜さくら田だ一家の方はというと三人とも昨晩はよく寝て朝から元気がいい。夜が明けると麗華一人ひとりを寝室に残し居間へと移動し、公共放送のニュースキャスターがニュースを読みはじめる頃ころには例の「一家そろって、いただきますっ！」がはじまっていた。

　ふすまごしに桜田一家の斉唱を聞くと、何な故ぜか麗華は無む性しように力が抜けてしまった。その力が抜けたのが良かったのか、それとも昨日眠りはじめたのが同じ頃だったからか、ようやく眠気が襲おそってきて麗華の意い識しきが途と切ぎれる。

　桜田一家の食前の斉唱を合図に眠りについた麗華だが、目覚めも斉唱がきっかけだった。

　枕まくら元もとの時と計けいは一二時を少しすぎていた。麗華は起き上がると、ふすまを開ける。

　居間では桜田一家三人がちゃぶ台を囲んで昼食をとろうとしていた。

　まっ先に芙ふ美み枝えが声をかける。

「おはよう、麗華ちゃん」

「おはよう、おばちゃん」

　麗華は素直に挨あい拶さつをする。

　次に源げん之の助すけが麗華に気づく。

「おはよう、麗華ちゃん。ようやく起きたのかい？　はっはっ、お寝坊さんだなぁ」

「……おはよう、おじちゃん」

　色々と言ってやりたいこともあるのだが、あえて胸にしまいこんで麗華は挨拶する。

　そして最後に源げん太た郎ろうだけが麗華に気づかないふりをする。

　黙もく々もくとご飯をかきこむ源太郎の姿を眺め、麗華は一呼吸おく。

「……あんたも、おはよう」

　たっぷり二呼吸ぐらいおいてから源太郎は口の中のご飯を飲みこんだ。

「…………おはよう」

「フンッ」

　やっぱり可愛かわいくないと麗華は鼻を鳴らす。それでも心のどこかで安心している自分がいることには気づいていた、やっぱり昨日の件で気まずさがあった。

　麗華もちゃぶ台の前に座る。時計回りに麗華・芙美枝・源太郎・源之助の順になった。

　ちゃぶ台の上には昨日きのうの残りものらしき煮物と焼き魚が昼食のメインとしてのっている。あとは漬つけ物がのった小皿が一枚に、各おの々おのにご飯とお吸い物があるだけだ。

　麗れい華かがちゃぶ台の上を眺めていると、源げん太た郎ろうが面おも白しろくない顔をする。昨日のご馳ち走そう（桜さくら田だ家基準）でさえ、あれだけ大文句だったのだ。この献こん立だてなら何を言いだすかわかったものでない。それでふてくされた顔をしてご飯を口に運ぶのだが、その表情が意外だとばかりに一変する。

「おばちゃん、あたしにもご飯をちょうだい」

　やわらかい声だった。

　ご飯を口の前に源太郎は固まってしまったが、芙ふ美み枝えはごく自然な態度で電気炊すい飯はん器きからご飯をよそい、お鍋なべからお吸い物をすくった。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　礼を言った麗華が両手でお椀わんをもってお吸い物をすすると、ようやく源太郎も動きだす。箸はしにのせたご飯が口に入った。

　妙にぎこちない動きの源太郎の正面で、麗華は「美お味いしい」と小さくつぶやいた。

　源太郎がガチッと箸をかんだ。その顔に困こん惑わくの色が深まる。とりあえず情けない顔をして口の中から箸の欠片かけらを取りだしていく。どうやら芙美枝と麗華の仲が妙に良さそうなのは子供心に理解できた。

　そこに源げん之の助すけが妙な気のまわし方をする。

「麗華ちゃん、もしパンとか洋食が食べたいんなら言ってくれよ。源太郎に買いに行かせるから。おじちゃんの家は和食ばっかりだからなぁ」

「ううん。おばちゃんの料理は美味しいから、パンなんていらない」

　源太郎の顔が何の前触れもなくいきなり豪ごう華かな食事をだされた死刑囚みたいな顔になった。口をあんぐり開けたまま情なさけない目で天てん井じようをあおぐ。だが源之助は素直に喜ぶばかりだ。

「おっ、麗華ちゃんも母かあちゃんの料理の美味しさがわかるかい。そうだろう、そうだろう」

　芙美枝は照れ笑いをうかべていた。

　小さな女の子ならお父とうさんとお母さんをとられたなんてやきもちでも焼く場面なのかもしれないが、男・桜田源太郎一〇歳。親にベタベタ甘えたいなんて考えなど最初からない、はずなので平気である。とは言うものの、やはり妙に居い心地ごこちが悪い。気持ち悪くて気色悪くて、何だか涙も出そうになる。それで逃げるように箸を交換しに行った。

　それから一応は何事もなく四人とも食事を終え、源之助と麗華は食後のお茶ちやをすすり、源太郎は横になって雑誌を眺めはじめる。

　そして芙美枝はちゃぶ台の上を片づけはじめた。その手の動きが、お茶をすする麗華の前でふと止まる。そしてちょっと夢見るような目をしてみせた。

「おばちゃんね、前から女の子が欲しかったんだけど、麗華ちゃんが来てくれて何だか夢がかなったような気がするんだよ」

　即座にお調ちよう子し者ものぶりを発揮して源げん之の助すけがひざを叩たたいた。

「おっ！　なら、父とうちゃんにいい考えがあるぞ。麗れい華かちゃんを源げん太た郎ろうのお嫁よめにもらうってのはどうだい」

「ぶっ！」

　麗華と源太郎は同時に噴ふきだした。

「そりゃあ、いい考えだねぇ。あんた……でも……麗華ちゃんはお金持ちの娘さんですからねぇ。うちみたいなとこじゃ、つりあいがとれないですし、何より源太郎じゃあ麗華ちゃんに申もうし訳わけないですよ」

「と、当然でしょ！　あたし、世界の真ま木ぎ家けの一人ひとり娘なのよ。こんなひねくれた可愛かわいくない奴やつなんかつりあうわけないじゃないっ！」

　当たり前だと麗華は憤ふん慨がいしてみせるが、声はうわずっていた。源太郎も口を尖とがらせる。

「こっちこそ、嫌いやだよ。こんなわがまま女」

　芙ふ美み枝えはそんな二人ふたりの姿にもどこか楽しそうな表情だ。昨日きのうの今日きようだというのに何も心配してないそぶりで、お盆の上に食器類をのせると台所へと消えた。

　芙美枝が居間を出ると、麗華は重しがとれたように一気にまくしたてる。

「あ、あのさ……あんたって本当に可愛くないわね。言っとくけど、あんたみたいな貧乏人の小せがれ如ごときが、あたしみたいな超上流階級の超大だい富ふ豪ごうの超一人娘と口をきく機き会かいでさえ、空前絶後の金こん輪りん際ざいノーモア・ナッシングなこと必ひつ定じようよ？　ここは一つ正直に礼れい儀ぎ正しく下した手てにでれば、あたしがあんたなんかと結婚してやることなんて絶対にない可能性が高いとは言え、少しくらいは含みをもたせた発言も考えてやらないでもないわ。あんたさぁ、可愛くて大富豪の娘と結婚するっていう夢を見たければちょっとは下手にでて素直になろうとは思わないの？」

　超一人娘とはどのような一人娘なのであろう。あまりに頭へ血がのぼりすぎたため、大学院卒業級の学力をもち、普通の小学生より遥はるかに大人おとなびてるはずの麗華自身、もう何を言ってるのか自分でもよくわからない。

　ならば普通の小学生にすぎない源太郎にしてみれば何を言っているのかチンプンカンプンもいいとこだ。それでも麗華が全力で自分をバカにしようとしていることぐらい理解できる。

　源太郎は不ふ機き嫌げんな顔をしてそっぽをむいた。

「誰だれが好き好んで悪夢を見たいって思うんだよ」

　開いた口がふさがらないまま麗華は声をうわずらせる。

「あっ、あっ、あっ……悪夢ですってぇぇぇぇっ！」

　これからまた長い悪態が続くのだろうと、源太郎は身構えるが、麗華はちゃぶ台に手をついて議ぎ論ろんの終了を宣言する。

「あーっ、ならもういいわ。こんなガキを相手にしても時間の無む駄だもいいとこだから。あたし、おばちゃんの片づけを手て伝つだってくる」

「えっ？」

　驚おどろきの目で源げん太た郎ろうが、あっさりと席をたった麗れい華かを見つめる。

「ん？」

　麗華も自分らしくないことに気づく。何せ麗華は大だい富ふ豪ごうの一人ひとり娘なのだ。それを使用人やメイドのするようなことを、どうして手伝おうと言いだしたのか……それでも源太郎の驚おどろいた顔を見るだけで、不ふ思し議ぎな満足感があった。麗華は小こ馬ば鹿かにした目で源太郎を一いち瞥べつすると、優ゆう越えつ感かんに満ちた足取りで台所へと立ち去る。

　その麗華の後ろ姿に、源太郎は情なさけない声をあげる。

「父とうちゃん……」

「んっ？　何でぇ」

「あいつ、絶対あやしいよ。何かたくらんでるんだ、きっと」

「バカ野郎っ！」

　即座に源げん之の助すけがしかりつける。

「せっかく麗華ちゃんが家事を手伝ってくれるってのに、何をお前は疑ってるんだよ。父ちゃん、いつも言ってるだろ。他ひ人と様さまから信用される人間になれって。他人様を信じられない人間が、他人様から信じてもらえるわけがないんだ。他人様を信じることは、他人様から信じられる人になるための第一歩なんだよ」

「別に他人から信じられる人間にならなくったっていいよ」

　ふてくされて源太郎がそっぽをむくと、源之助はゲンコツをくらわせた。

「痛いてっ！」

　頭を押さえる源太郎に源之助が説教する。

「バカ野郎っ！　他人様から信用されなくったっていい。自分さえよければいい。そんな考えじゃ結局は自分自身がダメになっちゃうんだよ。いいか、よく聞けよ。父ちゃんの働いてるとこにもそういった奴やつがいてな……」

　源之助は地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの金を横領し改造人間にされた田た中なかの話をはじめる。

　最初はしぶしぶといった顔で話を聞いていた源太郎だが、ことが改造人間にされるとピポレンジャーに爆ばく殺さつされてしまうところまで来ると、青ざめてしまった。

「父ちゃん、そんなとこで働いてて大丈夫なのかよ？」

「な、何っ？」

　戸と惑まどう源之助を、源太郎が地獄十字軍で働くことの危険性を順々に追及していく。

「だって、父ちゃん。地獄十字軍を裏切ったら、たとえ刑務所にいても世界中の特殊部隊から集められた精せい鋭えい部隊に誘ゆう拐かいされて改造されるんだろ？　逃げ場がないんだろ？　そんでもって改造人間にされるとピポレンジャーに爆殺されるんだろ？　そんじゃ、もしもの時は父ちゃん、殺されるかもしれないってことじゃないか」

「ば、バカ野郎っ！」

　言うに困った源げん之の助すけは源げん太た郎ろうの頭にゲンコツをくらわせた。

「痛いてっ！」

「父とうちゃん、信じる心の大切さを教えたかったのに、何でそんな心配しちまうんだよ。そんなこと言われたら、父ちゃん。困るだろ？　子どもってのはな、こういう時は素直に感心しとくもんなんだよ」

「んじゃ、もういいよ」

　源太郎は部へ屋やの片隅においてあったサッカーボールをつかむと、外へ飛びだした。

　その後ろ姿に源之助は困った顔で、ため息をついた。

「まったく仕方ねぇな……」

　居間に一人ひとり残る形になった源之助は手持ち無ぶ沙さ汰たなままテレビを眺めていたが、やがてお茶ちやを飲のみ干ほすと、誰だれに聞こえるわけでもないのに一人つぶやく。

「さて、仕事前にもう一眠りしようかな」

　とは言うものの源之助は一向に動こうとしない。

　桜さくら田だ源之助、四一歳。古き善き厳げん格かくなる日本の父親を気取ってはいるものの、根は小心者である。源太郎に言われてみると、確たしかに今の職しよく場ばである地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんは危険なとこだと思ってしまう。今はいいかもしれないが、仕事を辞やめたいと願ねがった時などどうなるのか。色々と考えこむ源之助であった。




　源之助と源太郎が男同士の不器用な関係にギクシャクしていた一方で、芙ふ美み枝えと麗れい華かは台所で女同士和気あいあいとやっていた。

　芙美枝は食器を洗うためにたらいの中にお皿を入れ、そして電気炊すい飯はん器きの内うち釜がまにお茶ちや碗わんを入れた。さらにその上からお茶をわかした残り湯をかけてやる。

「こうするとお茶碗についたご飯粒やお皿の油がよく落ちるんだよ」

　素直に感心する麗華だが、ふいに炊飯器の内釜を指さして尋たずねる。

「ねぇ、おばちゃん。この電気炊飯器っていつ頃ごろのものなの？」

「そうだねぇ……お嫁に来た時に家の倉からひっぱりだして来たものだからねぇ。あの頃から年代ものだったんだから、やっぱり何十年前のものになるわねぇ……」

　麗華が目を細めた。

「ねぇ、おばちゃん」

「何だい？」

「もしかして、おばちゃんっていいとこの出なんじゃない？」

　戸と惑まどいを隠かくせないといった具合に芙美枝は麗華の顔をまじまじと見る。

「えっ？　そりゃまた……どうして、そう思うんだい？」

「う～ん……何となくなんだけど……」

　歯切れの悪い麗れい華かだが、それでも人さし指を立てた。

「理由は二つ。一つはおばちゃんの話しかたってどこか上品な雰囲気が残ってること」

　二本目の指が立つ。

「次に倉っていう存在。おばちゃんはテレビにリモコンがついてないって話をした時にも言ってたわよね？　実家の倉からもちだして来たものだって。実家に倉があるなら、なかなかの旧家じゃないかと思うの」

　芙ふ美み枝えは息を止めて麗華の姿を眺めていたが、やがて力が抜け優やさしい顔になった。

「まったく麗華ちゃんにはかなわないわねぇ……でも倉があるからって言っても、私の実家は麗華ちゃんの家みたいに凄すごいとこじゃないのよ。ただの田舎いなかの農家だから。でも昔っからの農家だけに家が大きくて土地だけはあってねぇ……」

「へ～ぇ、やっぱりそうなんだ。最初はちょっと無理があるかもって思ったけど……」

「どうして無理があると思ったんだい？」

「えっ？　いや……その……」

　言葉をにごした麗華だが、芙美枝の目は優しい。そしてちょっとした功名心が麗華に自みずからの推理を披ひ露ろうさせる。

「う～ん、もしも本当に旧家でお金持ちの実家なら嫁入り道具はもっと良いものを与えるんじゃないかなぁ、と思って」

　芙美枝の目がまん丸になった。そしてしばらく麗華の顔をまじまじと見つめる。麗華は居い心地ごこちが悪くてもじもじするが、その仕し草ぐさに芙美枝は参ったとばかりに小さく息をもらした。

「本当に麗華ちゃんは鋭するどいんだから。うちの源げん太た郎ろうみたいなぼ～っとしてる子に、麗華ちゃんみたいなしっかりした子がお嫁よめに来てくれたら、本当に助かるんだけどねぇ……」

「えっ？　いや、その……」

　これが源之助や源太郎相手なら即座に突っぱねて罵ば倒とうすることも容易なのだが、芙美枝に対しては言いにくい。それで麗華はただ赤くなるばかりだ。

　そんな麗華の仕草に芙美枝がうふふと笑う。

「いいのよ、いいのよ」

　何も言わなくてもすべてわかっているといった口ぶりだ。先ほどのやりとりもあって麗華にとって妙に収まりが悪い。

「べ、別にあたしはうちがお金持ちだとか、おばちゃんの家が貧乏だからつりあいがとれないとか思ってないから。ただ源太郎が生意気で気に入らないだけで」

　芙美枝は相変わらず意味深な笑えみをうかべていたが、ふいにその目が曇くもる。

「どうしたの、おばちゃん」

「いえね、麗れい華かちゃんのお母かあさんに申もうし訳わけないなって思っちゃって……」

　芙ふ美み枝えがたらいの中の食器を洗いだすと、隣となりで麗華も炊すい飯はん器きの内うち釜がまに沈む茶ちや碗わんを取りだして見よう見まねでスポンジで洗いだす。そして力なくつぶやいた。

「そんなこと、ないと思う」

「そんなこと、ないわけがないでしょ。子どもを心配しない親なんていないわよ。ましてや麗華ちゃんはこんなに可愛かわいいのに」

　芙美枝の声は優やさしいが、麗華の顔には自じ虐ぎやく的てきな笑えみがうかぶばかりだ。

「お母さんは仕事で忙しい人だし、それにあたしより、きっと仕事の方が好きに決まってるわ」

「きっとそれは麗華ちゃんがお母さんの愛情に気づいてないだけだよ」

「そうかな……」

　確たしかに物品やお金ならたくさん与えてくれたとは麗華も思う、けれど麗華は母と口をきく機き会かいすらほとんどない。どうしても自虐的な笑みがうかんでしまう。

「もしお母さんが心配するとしたら、あたし自身のことより、あたしの頭の方かな」

「えっ？　あたま」

　芙美枝から不ふ思し議ぎな目で見られ、麗華は内心で不用意な一言を悔くいた。

　麗華の頭脳には、その存在を知るだけで監かん視し対象になるような重要な研究データや基き礎そ理り論ろんがつまっている。絶対に話すことのできないものだ。

　けれど麗華は芙美枝に噓うそをつくのは嫌いやだった。それで噓をつかずにすむ話の継つぎ方を考える。

「あたしの頭は二〇〇〇万ドルの価値があるから」

「二〇〇〇万ドル？」

　為替かわせ相場は常に変動しているとはいえ、一ドルを一〇〇円で計算しても二〇億円だ。これが一一〇円、一二〇円とドルに対して円が安くなれば二〇億円の一割アップ二割アップと増えていく。大金に目を丸くする芙美枝だが、麗華は何でもないといった顔で語る。

「二〇世紀を代表する二人ふたりの科学者がいるわ。共にヨーロッパに生まれナチから逃げるようにアメリカへ渡った二人、アルバート・アインシュタインとジョン・フォン・ノイマン」

「おばちゃんもアインシュタインさんなら名前ぐらい知ってるね。相対性理論の人でしょ？」

「そう、フォン・ノイマンも総合的な業ぎよう績せきでは負けてないとは思うけど、アインシュタインほど世間に名前が広まってないわ。とくに日本だと」

「へ～っ、どうしてだい？」

「平和主義者で知られたアインシュタインと違って、フォン・ノイマンはソビエトへの先制核攻こう撃げきを主張した超タカ派だし、代表的な業績自体が原子爆ばく弾だんの開発だから」

「そりゃあ、恐こわい学者さんだね」

　真ま木ぎ家けも死の商人といった一面がある、麗華も苦にが笑わらいだ。

「まぁね。本当に対照的な二人で、アインシュタインは大学入試も失敗するほどだったけど、フォン・ノイマンは八歳で微び分ぶん積せき分ぶんをマスターしてギムナジウム（ドイツの大学進学用教育機き関かん、日本だと中高一貫校が近い）も首席で卒業したの」

「大器晩成と早そう熟じゆくの天才ってことかしら」

「そう、違ったタイプの天才。アインシュタインの脳は死後に抽出されて普通の人よりグリア細胞が多かったっていう研究結果もでてるんだけど、フォン・ノイマンは研究されてないわ」

「へ～っ、どうしてだい？」

「研究する価値がなくなったからかな。太平洋上での核実じつ験けんやロスアラモス研究所で被ひ曝ばくしてね、全身に転移した癌がんが脳までいったみたいで、最期は３＋４も計算できなくなって死んだわ」

　淡々と話を進める麗れい華かだが、芙ふ美み枝えはちょっと顔をひきつらせる。

「……そりゃあ、恐ろしい話だねぇ」

「で、脳を研究してる学者たちは晩成型のアインシュタインと早熟型のフォン・ノイマンの頭脳を比較研究してみたがってるわけ。けどフォン・ノイマンの脳はダメになったから、それに匹敵しうる脳として、あたしに白しら羽はの矢がたったの。フォン・ノイマンは八歳で微分積分を理解したらしいけど、あたしは六歳で理解してたし、はっきり言ってあたしの方が優ゆう秀しゆうなんだから。それであたしの死後に脳を取りだして研究する権利を二〇〇〇万ドルで売ってくれって言ってる財団があるの……つまり、あたしの頭は高く売れるわけね」

　話は長くなったが、アメリカの財団から二〇〇〇万ドルで研究する権利をもちかけられた話は本当だし、何とか噓うそをつかずに話に整せい合ごう性せいをもたせたはずだ。麗華が妙な満足感にひたるその横で、難むずかしそうな顔で芙美枝は首をひねっていた。

「それは失礼な話なのか、名誉な話なのか、よくわかんないわねぇ。でも……」

「でも？」

「一つだけおばちゃんにもわかることがあるよ。麗華ちゃんのお母かあさんはお金がどうこうじゃなくて、麗華ちゃん自身のことを心配してるから」

　気のいい芙美枝の笑え顔がおが、麗華にはまぶしかった。

　確たしかに二〇〇〇万ドルは真ま木ぎ家けの資産規模からすればたいした額がくではない。けれど麗華の頭には母が確かく実じつに心配するはずの秘密がつまっているのだ。すべてを語っていないこともあって、素直にはうなずけない。どうしても信じられないといったニュアンスがにじんでしまう。

「そうかなぁ……」

「もちろんよ」

　芙美枝は自信満々だが、麗華の気持ちは逆に沈んでいく。

　食器を洗う音だけが、台所に響ひびき続けた。そして二人ふたりはしばし無言になった。

　やがて黙だまりこむ麗華をチラリと見ると、芙美枝は優やさしい声で語りはじめる。

「おばちゃん、身体からだが弱くてね。源げん太た郎ろうを産む時も、お医者さんから母体が危ないからって止められたんだけどね、それでも源太郎を産んだんだよ。時にお母さんっていうのはそれだけの覚悟をもって赤ちゃんを産むの。だから自分の子が可愛かわいくないお母かあさんは絶対にいないわよ」

「ちょっと、おばちゃん。自分の命が危ないのに源げん太た郎ろうを産んだわけっ！」

　驚おどろく麗れい華かだが、誇らしそうにニコニコしている芙ふ美み枝えの顔を見ると、あきれ顔になった。

「信じられない。おじちゃん、止めなかったの？」

「あの人も何度も子どもはあきらめようって言ってたわねぇ。でも、わたしはどうしても子どもが欲しくって」

「でも自分が死んじゃったら意味ないじゃない」

「どうしてだい？」

「だって好きとか嫌いとか、嬉うれしいだとか苦しいとか、幸せとか不幸とか、すべて自分が生きて感じるからこそ存在するわけでしょ。おばちゃんが死んじゃってたら、代わりに源太郎が産まれててもおばちゃんには何のメリットもなかったじゃない」

「それでも人はいつか死んじゃうもんだからねぇ。だから次の命を残したいって、みんな願ねがうんだよ」

「おばちゃん、いい人すぎるよ」

　憤ふん懣まんやるかたないといった口ぶりの麗華に、芙美枝は不ふ思し議ぎな顔して首をひねった。

「そうかしらね？」

「うん、そう」

　即座に麗華は断言した。そして心の中にもやもやした気持ちがわき上がる。

　世の中の親すべてが聖人君子みたいなことを考えているはずがない。テレビをつければ親が子を売って、子が親を殺す。そんなニュースで満ちあふれている。こんな殺さつ伐ばつとした世界の隅っこで、男だん尊そん女じよ卑ひの都つ合ごうでしかない良りよう妻さい賢けん母ぼを信じこまされている芙美枝は被害者だ。

　そんな思いが麗華の食器を洗う手を乱らん暴ぼうにさせた。

　また二人ふたりが無言になる中、カチャカチャと食器のぶつかる高い音だけが台所に響ひびく。

　ちょっと乱暴すぎたと落ち着きを取り戻した麗華が、芙美枝の顔色をうかがう。

　何な故ぜか芙美枝は赤い顔で何かをためらっているようだった。

「どうかしたの？　おばちゃん」

「うん、でもね。おばちゃん、思うんだけどね。自分より大切な人を見つけた時、人は初めて本当に誰だれかを好きになるってことを知るんじゃないかねぇ」

　口をポッカリ開いた麗華の隣となりで、芙美枝は必死になってとりつくろう。

「そ、そりゃあ。今でこそこんなおばちゃんが愛だ恋だなんて語ってもお笑い種ぐさだろうけど、でもおばちゃんだって源太郎をお腹なかに授かった時はギリギリ二〇代だったんだよ？　愛に命をかける乙女おとめじゃないけどさ、おばちゃんにもロマンスが似合う時代もあったんだよ」

　そう言う芙美枝はどんどん顔が赤くなり、ついには耳までまっ赤かに染そまった。

　ポッカリ開けた口から毒気が抜けてしまったらしく、麗華まで顔がどんどん赤くなる。

　空気の一変してしまった台所で、麗れい華かはひじで芙ふ美み枝えの脇わき腹ばらをつつく。

「ふ～ん。じゃあ、おばちゃんにとって、おじちゃんは自分よりも大切な人になるわけ？」

「そ、そうなるのかねぇ」

　弱った顔で芙美枝はやたら首をひねる。

「わっかんないなぁ……あのおじちゃんでしょう？」

　確たしかに芙美枝は今でも少女時代の可愛かわいらしさの面おも影かげを残している。一〇代二〇代というと、さぞかし可愛かったはずだ。

　けれど源げん之の助すけはどうだ。確かに目こそつぶらだが、一〇代二〇代とさかのぼったとしても、芙美枝とならべば美女と野や獣じゆうのはずである。

　今度は麗華がやたらと首をひねる番だ。

　そんな麗華の姿に、芙美枝は何か思いたった顔で居間をのぞきに行った。

　居間では源之助が重い腰をあげて寝室へむかおうとしているところだった。その後ろ姿を確かく認にんすると、芙美枝は悪戯いたずらっ子のような目で麗華をみる。

「ねぇ、おばちゃんとおじちゃんの若い頃ころの話、きいてみたくない？」

「えっ？　それって、もしかして……」

　芙美枝は恥はずかしそうにほほへ手をあてると、うふふと笑った。

「そう、私たちの馴なれ初そめっていうか、恋話っていうかね……」

「きいてみたい！」

　即座に麗華が瞳ひとみを輝かがやかせた。そこにすべての謎なぞが隠かくされている気がしたのだ。

　どう見ても貧乏が骨の髄ずいまでしみついているカバの妖よう精せいみたいな顔した源之助と、育ちが良さそうで顔も可愛かったはずの芙美枝がどうして夫婦なのか。そして芙美枝が倉からもちだした家電製品が妙に骨こつ董とう品ひんばかりなのは何な故ぜか。そんな謎を抜きにしても、人の恋話は興きよう味みをかきたてられて仕方ないものがある。

　興きよう味み津しん々しんに目を輝かせる麗華の姿に、芙美枝は照れながらも昔話を語りはじめた。

「あれは二人ふたりが一六歳の夏の日のこと……」

　田舎いなかの旧家に生まれた芙美枝は夏休み前のある日、家に何人もの大工が材木や道具を運びこんでいるのを目にした。倉が古くて手狭になってきたから改かい築ちくして大きくしようとしていたのだ。そして家に出入りする大工の中に中学時代の同級生の姿を見つける。

「その久しぶりに会った同級生が、おじちゃんっていうわけね？」

　麗華が上目づかいに尋たずねると、芙美枝はニッコリうなずいた。

「そう、若き日の桜さくら田だ源之助くん」

　あの頃のときめきを思いだし、芙美枝は顔を少し上気させ、両手をあわせ、幸せそうに目を閉じると、低い天てん井じようを見上げた。けれど目を閉じている芙美枝が見上げている先は、低い天井ではなく、その遥はるか先だった。

　芙ふ美み枝えの目には約二〇数年前のまっ青さおな夏の空が広がっていた。

　体格のいい大人おとなたちにまじって、まだ身体からだのできてない一六歳の源げん之の助すけは頭に黄き色いろいヘルメット、首には安物のタオルをぶら下げて、汗をいっぱいかきながら仕事をしていた。

　芙美枝の部へ屋やは二階にあったので、大工たちの働く姿がよく見えた。

　たくさんの大工が出入りしたが、芙美枝にとってやはり目につくのは源之助だった。大工の中にも色々な者がいたが、その中で源之助は不器用だけど誰だれより仕事熱ねつ心しんだった。

　そんな源之助の姿を目で追っていくうちに、いつの間にか芙美枝は源之助のことが気になりだし、ある日、源之助へプレゼントをすることにしたのだ。

「何をあげたの？」

　麗れい華かが身をのりだして尋たずねると、芙美枝は恥はずかしそうに身をよじった。

「うふふふ、それがね、トンカチなんだよ」

「え～っ、トンカチィ？」

　あまりに色気のない話に麗華があきれると、芙美枝も照れ笑いをうかべる。

「そう、トンカチ。あの頃ころはわたしも初う心ぶでねぇ、男の子に何をあげたら喜ばれるかなんてぜんぜんわからなくて。それで大工さんならトンカチをいつも使うだろうからと思って、トンカチをあげたの」

「う～ん、なるほど……」

　これがトンカチだから妙に色気がないのだが、サッカー部の男の子にサッカーシューズをプレゼントしたり、野球部の子にバットやグラブをプレゼントするのに近いのかもしれない。それなりに麗華も納なつ得とくして先を促す。

「で、どうなったの？」

「う～ん、それがね……」

　芙美枝はほほに手をあてて、身体を左右にゆらしていたが、やがて意を決し口を開く。

「バカにするなって怒られて、トンカチを投げ捨てられちゃったの」

「何それっ!?」

　驚おどろくというよりもあきれかえる麗華だが、何な故ぜか芙美枝は顔を赤くして話を続ける。

　まだ一六歳で、しかも田舎いなかの旧家で箱はこ入いり娘として育った芙美枝は世間知らずで、ホームセンターで安物のトンカチを買ったのだ。それを源之助が「こんな安物で、プロの仕事がつとまるもんかっ！　大工をなめるんじゃねぇよ」とトンカチを投げ捨てたというのだ。しかも柄えを思いっきり二つにへし折って。

　トンカチは塀へいを越えて家の外へと飛んでいってしまった。

　怒ど鳴なられた上にせっかく買ったプレゼントも捨てられて、悔くやしいやら悲しいやらで、すっかり源之助のことを嫌いになってしまったと芙美枝が打ち明けると、麗華も当然だとばかりにうなずいた。

「うん、うん」

「ところが、ね……」

　この一言を口にした途と端たん、芙ふ美み枝えは大照れに照れてエプロンで顔を隠かくしてしまう。

「きゃっ、おばちゃん。この先は恥はずかしくって言えないわぁ」

「うわーっ、気になる。すっごく気になる。ここで止めるなんてあんまりっ！」

　大声をあげる麗れい華かに芙美枝があせりだす。

「あぁ、わかったから。教えるから静かにして、源げん之の助すけくんが起きちゃう」

　今やおっさんと化した源之助を、いつの間にか芙美枝は少女時代と同じ呼び方をしていた。そしてまるで初恋に目覚めたばかりの少女のような初うい々ういしい仕し草ぐさでほほに手をあてると、居間の様よう子すをそっとのぞく。

　芙美枝の顔の下から、麗華も一いつ緒しよになって居間をのぞいた。女二人ふたり、ふすまのわずかな隙すき間まを求めて縦たてになる。

　どうやら源之助は寝室で寝入っているらしく、起きてこない。

　麗華がニヤリと笑って、頭上を見上げる。

「で、続きは？」

「続き、かい？　う～ん」

　何やら芙美枝は照れてもじもじするが、やがて話の続きを語りだす。

　トンカチを投げ捨てられた芙美枝は自分の部へ屋やへと泣いて逃げたが、周囲もすっかり暗くなった頃ころになって、家のすぐ隣となりの畑の中に人ひと影かげを見つけた。

　最初は野菜泥どろ棒ぼうかとも思った芙美枝だが、外灯の明かりに照らされた姿をよくよく見てみると、源之助だった。

　何をしているのか不ふ思し議ぎに思った芙美枝だが、プレゼントを投げ捨てられた悔くやしさもあって放っておいた。すると源之助もそのうちどこかへ去ってしまった。

　この源之助の謎なぞの行動は一日だけでは終わらなかった。仕事が終わると、みんなと一いつ緒しよに帰っていく源之助だが、一時間か二時間すると一人ひとりで戻ってくるのだ。そして薄うす暗ぐらい中で畑の中で何かごそごそしている。それが毎晩のように続くのだ。

　何をしているのか不思議に思った芙美枝だが、ふとあることに気づく。

「何？」

　麗華が息をのむと、芙美枝はニッコリ笑って、それからちょっとだけ切ない顔になる。

「うちの塀へいはね、少し背が高かったんだけど、その上にトンカチがのっていたんだよ。多た分ぶん、こういうことだと思うんだけどね……」

　芙美枝は自分の推測を話してみる。

　源之助に投げられたトンカチは塀の外にある道の上に落ちたが、近所の人がこんなものが道の真ん中にあると邪じや魔まだと塀の上においておいたのだろう、と。

　そして源げん之の助すけはそのトンカチを捜しているのではないだろうか、と。

　二階の芙ふ美み枝えの部へ屋やからは塀へいの上のトンカチが見えるが、塀の外へ落ちていると信じこんでいる源之助は見つけられないでいる、と考えれば源之助の不ふ審しんな行動は説明がつく。

　しかし投げ捨てたはずのものを必死になって捜すというのはおかしい。普通なら考えられない行動だ。それでも毎晩、源之助は何のために畑でごそごそしているのか、一晩中思い悩んだ芙美枝は次の日にこっそりと塀の上からトンカチをおろして、投げておいた。

　するとその晩、部屋から芙美枝が固かた唾ずをのんで見守っていると、トンカチを見つけて躍おどりあがって喜ぶ源之助の姿を見つけた。

「それで、わかっちゃってねぇ……」

　すべてを悟りきった遠い目の芙美枝だが、麗華にはさっぱりわからない。

「何がわかったの？」

　まっ赤かな顔した芙美枝がほほに手をあてたまま身体からだをよじった。

「源之助くんは不器用で優やさしくされることになれてないんだって」

「は～あ？」

　まったくそうは思えない麗華だが、芙美枝は本気も本気の大本気だった。

「あのね、詳しいことは後から知ったんだけどね……」

　一言、前置きをしてから芙美枝が語りだす。

　源之助は中学の時に両親を事故で亡くし、卒業と同時に大工として働きだしたのだ。それというのも性格的に親類とか施設に頼ることができなかったのである。

　源之助の性格は意地っぱりでかっこつけ。

「だから女の子に優しくされて、でれでれしたら男らしくないって思ったんだろうね。きっと……本当は嬉うれしかったくせに」

　芙美枝が笑うと、麗華も顔をあわせて笑った。共犯者のような笑えみだ。

「でね、わたし、トンカチの件で源之助くんのことが理解できたんだけど、同時に心配にもなったの」

「どうして？」

「だって……」

　芙美枝は切ない目で遠くを見つめ、それから曖あい昧まいな笑みをうかべた。

「優しくされても素直に喜べないなら、次に優しくしてもらえないに決まってるでしょう。早くから両親を亡くして、中学を卒業と同時に働きだして、本当は誰だれより淋さびしいくせに、誰より優しくされたら嬉しいくせに、素直になれないんじゃ、源之助くんはこの先どんな人生を生きていくんだろ。きっと淋しい人生に決まってる。そんなことを考えたら、切なくなってね……本当の源之助くんを知っているのは、わたししかいない。そして源之助くんを救えるのも、わたししかいないんだ……そんな風ふうに思い詰めちゃってねぇ……」

「でもそんなダメな男と一いつ緒しよになったら苦労するのは最初から目に見えているじゃない」

　力説する麗れい華かだが、芙ふ美み枝えは苦にが笑わらいだ。

「ま、わたしも若かったんだろうねぇ……」

　それから、芙美枝はその後の二人ふたりの物語を簡かん単たんにかいつまんで語る。

　不器用で意地っぱりの源げん之の助すけの顔をたてるような形で、二人ふたりのつきあいがはじまったこと。芙美枝が大学を卒業後、結婚の許しを両親に求めたが、両親から猛反対されてしまったこと。それで二人は駆かけ落おちも同然で結婚したこと。そしてリモコンのないテレビや電気炊すい飯はん器きは、駆け落ち同然で家をでた時に使っているものをもちだせば家の者に悪かろうと思い、倉に収められている使われていない家電製品を芙美枝が選えらんでもちだしたこと、など。

　すべてを話し終えた芙美枝の両目は恥はずかしそうにうるんでいた。

　麗華にとって論ろん理り的てきに考えれば理解できないことだらけだ。けれど芙美枝の表情からはまったく後悔の色がない。大きく深呼吸を一つして、尋たずねる。

「ねぇ、おばちゃん」

「んっ、なぁに？」

「今、幸せ？」

「もちろん」

　麗華の目の前には、世界で一番自信満々な笑えみがあった。













　　　間章







　巨大な世界地図を背にした豪ごう奢しやなデスクに、骨と皮ばかりの男がふんぞり返っていた。地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐん日本方面軍司令である。司令は赤い表紙の本を熱ねつ心しんにのぞきこんでいたが、パラパラとページをめくるとある一節を読み上げる。

「おお、ここもポイントじゃな。キャン　ウィ　ペイ　セパレイトリィ？」

　続いて同じ箇所をもう一度。

「キャン　ウィ　ペイ　セパレイトリィ？」

　大きな声だ。だが司令は二度も大声でくり返しておきながら、ふとあることに気づく。

「おぉ、いかん！　地獄十字軍の最高幹部になろうというものが、レストランでの支払いを、割わり勘かんでお願ねがいしますなどと覚えてどうするのじゃ。最高幹部なら、これじゃな」

　司令は一行下の句を大声で読む。

「イッツ　オン　ミー、イッツ　オン　ミー。ここはわたしのおごりだ。うむ、最高幹部ならこうでなくてはな」

　納なつ得とく顔がおでうなずく司令の姿を、秘書が怪け訝げんな顔をして見つめていた。司令があわてる。

「な、何じゃ秀ひで美み。お前、いつからそこにおったのだ」

「はい、キャン　アイ　オーダー？　注文してもいいですか、のあたりから……」

「まったくお前は毎回ノックもせずに人の執しつ務む室しつへ入ってきおって」

　恥はずかしさもあって顔を赤くする司令だが、秘書は内なるストレスを極力おさえた平坦な声で語る。

「ノックなら何度もいたしました。お返事はないのに何やら大きな声が聞こえてくるので、何事かと」

　現在の時刻は午後五時。秘書は司令に退出前のことわりに来ていたのだ。早く家に帰りたいのになかなかノックの音に気づかない司令に内心腹をたてていたのだ。

「……ところで急に英会話の本などひろげられて、どうなされたのですか」

「う、うむ。これか……」

　赤い表紙の本を手にした司令は急に威信と自信を取りもどし、胸をはる。

「今回の作戦が成功すればわたしも総本部の最高幹部への出世もあると思ってな。秀美も英会話の練習をした方がいいぞ。お前もついに最高幹部の秘書じゃ」

「わたくしは高校時代に留学の経けい験けんがあるので、日常英会話程度なら問題はありません。ちなみに司令、キャン　アイ　オーダー？　はキャナイ　オダー？　と発音した方が向こうの発音に近いですね」

　秘書のすました答えに司令は面おも白しろくない顔をする。

「ふん、そうか」

「それより、おじさま。最高幹部昇進というのは本気ですか？」

　悪の秘密組そ織しき・地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんにおける序列では、総本部の最高幹部が最上級クラスで、会社でいえば社長や会長級、軍隊でいえば大将や元げん帥すい級きゆうとなる。そして国や地域クラスの司令は大幹部で会社なら支店長や支社長級、軍隊でいえば中将や少将の将官・将軍級なのだ。

　現在、アメリカの総本部では五人の最高幹部で最高司令部を構成しているので、昇進すれば最高幹部最下位でも地獄十字軍内の序列は第六位となる。もっとも日本方面軍司令はさらなる上も視野にいれていた。

「うむ。ことによると一気に副総統就しゆう任にんもありうるな」

「序列第二位ですか」

　地獄十字軍内でもクール・ビューティーとして知られる秘書が珍しく目を丸くすると、司令はにんまりと笑う。

「そう、今回の作戦で世界征服に成功するなら、副総統昇進の価値はあるだろう」

「それは、つまり……」

「地獄十字軍が世界を征服するのだから自動的に世界で第二位ということじゃ。しかも総統も年が年じゃからな。いずれはわたしが……クックックッ」

　楽しげにのどをならす司令だが、実は総統と年はそれほど違わない。それどころかはた目から見れば骨と皮ばかりの司令の方がよっぽど危なく見える。あえてつっこまない秘書だが、それでも今回の作戦を司令がかなり重要視しているのは実感できた。

「真ま木ぎ家けへ要求している研究資料とはそれほどの価値があるものなのですか？」

「もちろんじゃとも。金では応じないと言っておるのに、奴やつらあわてふためいて、身みの代しろ金きんばかりつり上げてくる。もう倍々ゲームじゃ」

　上じよう機き嫌げんな司令の言葉に秘書の目が鋭するどく細いものへと変わる。

　誘ゆう拐かい事件からもうじき一週間になろうとしていた。

　真木家がアメリカ西部の支部を通じて人ひと質じちの解放を交渉しているのは秘書の耳にも入っていたが、身代金の提示額がくがそれほどまで高こう騰とうしているとは知らなかった。

　真木家の娘を誘拐したのが金きん曜ようをすぎて土曜未明。その土曜のうちにアメリカで真木家から接触があったという。それから火曜と今日きよう、すなわち木曜日に交渉があった。ならば最初の提示額が二に億おくや三億と少なめに見み積つもっても倍の倍で、大台にのっていてもおかしくない。

「一〇億ですか？」

　かすかに息をのんだ秘書にむかって、司令はこともなさげに首をふった。

「桁けたが違うな、一〇〇億じゃ」

　ここまでくると見み舞まい金や遺い族ぞく手当に治ち療りよう費ひ、その他た諸もろ々もろの諸経費など考える必要がまったくないレベルの話だ。言葉を失った秘書の前で司令は楽しそうに語る。

「まぁ、一〇〇億以上の価値は十分にある話じゃがな。何せ実質的に世界最強の軍事力をもつことに等しいのだから」

「と、言いますと？」

　怪け訝げんな顔の秘書に司令は真木家へ要求しているシステムの概がい要ようについて語りはじめた。

「先進国の最強の武器である誘ゆう導どう兵器がすべて思いのまま操あやつれるのじゃ」

　第二次世界大戦後の冷戦期が終わると、全面戦争の可能性が薄うすれたこと、そして何より圧倒的な技術格差により、旧西側諸国にとって旧共産圏の兵器は脅きよう威いでなくなりつつあった。だが皮肉なことに旧西側の先進諸国にとって、自陣営の兵器が新たな脅威として浮上してきたのだ。

　つまりテロリストやクーデターによって、自陣営の強力な誘導兵器を奪われ、その刃やいばを自国へむけられることを恐れたのである。

　そこで日本・アメリカ、そしてＮＡＴＯ内でも先端軍需産業を有すイギリス・ドイツ・フランスの三カ国は秘密条約を締てい結けつしたのだ。

　この条約によって、加盟国は誘導兵器に互換性のあるコントロール装置を搭とう載さいし、ミサイルなどの誘導兵器は所有する国が制御するのではなく、領土内に存在している国が制御できることとなったのだ。

　司令の説明が一通り終わる頃ころには、秘書もこのシステムについて理解できていた。

「なるほど。つまり一発のミサイルがイギリス・フランス・ドイツを横断するとしたら、イギリス領内を飛んでいる間はイギリス軍がミサイルの進路を自由に変えることができ、フランス領内に入ると今度はフランス軍がミサイルを自由にできるようになる。それはドイツ軍も然しかり」

「その通り。しかも思いのままに操あやつれる誘ゆう導どう兵器の中にはＩＣＢＭ、大陸弾道弾こそ含まれてないものの戦術核、小型の核兵器は含まれておるのじゃ。アメリカやイギリス、フランスといった自国内に核を保有している国のエリア暗号コードを破ることに成功すれば、世界は思いのままよ。ヒャッハッハッ！」

　不気味な高笑いをあげる司令の姿にひく秘書だが、相手は伯お父じで多少なりとも血のつながりのある相手だった。秘書の目も少し憂うれいをおびた目になる。

「でも凄すごい技術ですよね。音速の数倍のスピードで飛ぶミサイルを今どこを飛んでるかによって複数の国が自由に操れるようになってるなんて」

「うむ、その通りじゃ。何でもこの技術の基幹部分にあたるシステムを開発したのが真ま木ぎ技研だが、高度な先端通信技術と一人ひとりの天才科学者が生みだした画かつ期き的てきな暗号方式からなるパッケージングによって、初めて可能になった技術だそうだ」

「先端通信技術と、一人の天才科学者、ですか」

　急に秘書の胸にわだかまりに似た何かが生まれる。だが地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんきっての才女はその正体が何かすぐに気づいた。

「そういえば司令。真木家は単なる富ふ豪ごうや商人の家系ではなく、先祖代々国際的な科学者を輩はい出しゆつしてきた天才秀才がひしめく家系でもあったはず。中でも今回人ひと質じちにとった麗れい華かちゃんは飛びぬけた早そう熟じゆくの天才児との評判です。もしかして天才科学者というのは……」

「まさかっ！　相手は一〇歳の子どもだぞ」

　司令は即座に一笑にふすと、とくとくと語りはじめる。

「なるほど確たしかに早熟の天才児や神童と呼ばれた歴史上の偉人もおる。モーツァルトは五歳で作曲をはじめたというし、森もり鷗おう外がいは四し書しよ五ご経きようを八歳から学びだしたという。科学の分野においてもノーバート・ウィナーは一〇代で大学の研究者となった。フォン・ノイマンにいたっては六歳で八桁けたの割り算をといた……だがな」

　司令は一息つくと、ちょっともったいぶった仕し草ぐさで机にひじをつき、細い指を交差させた上にあごをのせた。

「絵や音楽に文学といった芸術的分野ならともかく、こと科学的分野における歴史的偉業や発見は二〇代以後の功こう績せきだ。一〇代のうちで優ゆう秀しゆうでも、それは先人の発見したものをよく理解できるというレベルにすぎん」

　自信満々の司令だが、秘書には気になることがあった。

　それは麗華を下したっぱ戦せん闘とう員いんの住みこみ用アジトへ預けたままにしていること。

　レストランの支払いを最高幹部が割わり勘かんで払うのは恥はじか何かと考えるだけあって、司令は割と面子メンツにこだわるタイプである。

　当然、司令が直接だした指示や命令を、他ほかの者が変更したりすると、途と端たんに機き嫌げんが悪くなる。

　これが秘書の悩みどころで、早くから司令の独断に問題点があることを気づいても、対応に遅れてしまうのだ。

「司令がそこまでおっしゃるなら」

　秘書は頭を下げつつも、さすがに今回の件を放っておくわけにいかないと判断していた。

　今回は身みの代しろ金きんの額がくがさすがに大きすぎる。しかも要求しているものがものだけに、相手は絶対に要求をのまないはずだ。となると落としどころは身代金になるはず。

（これは預け先を変えた方がいいかもしれない）

　退社前のことわりを終えた秘書はタイムカードを押すべく足早に事務所へとむかうが、こうも考えていた。

（でもそれは月げつ曜ようになってから）

　先週の金曜日、秘書は仮眠をとりつつも徹てつ夜やで八時間以上の残業をこなしていた。そう、真ま木ぎ家けの誘ゆう拐かい作戦のせいである。

　そこでその残業分を秘書は残業手当ではなく、土曜日の休日出勤として処理してもらったのだ。そしてその代休を明日あしたの金曜日にあてて、金土日の三連休をとってあった。

　土曜も日曜もなければ朝昼晩もない二四時間三六五日フル稼か働どう体制の悪の秘密組そ織しきだが、司令の秘書ともなるときっちり土日休みで基本残業なしなのである。祝祭日もゴールデンウィーク中の飛び石になった平日も、遠えん慮りよなく有給休暇を使って休みにしてある。年間予定の段階で有給休暇を使い切ってしまっていること以外、世の一流企業と何ら遜そん色しよくのない休日体制なのだ。

　司令もそうしたっていい。だが司令は一日八時間労働に週休二日、週四〇時間労働制などまったくおかまいなしだった。それどころか盆や正月も関係ない。祝日なんて、今日きようは何の日といった勢いである。昭しよう和わ半ばの生まれのはずなのに、のりが昭和一ひと桁けた、人生と会社仕事が未分別といった様よう子すで、一日中地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの基地内ですごすのもざらだ。

（ああはなりたくない）

　常つね日ひ頃ごろから秘書はそう思っていた。

　それに地獄十字軍がどれだけ巨額の身代金を得ようと、秘書個人の給料や資産が増えるわけでもない。ましてや司令のように、自みずからの夢（世界征服）を地獄十字軍という未来（組織）に重ねあわせてもない。

　そもそも地獄十字軍が本当に世界を征服できるとすら思ってもいないのだ。

　では何のために働くかといえば、これが仕事だったから働いているのである。運命とか巡りあわせと言いかえてもいいかもしれない。もちろん悪の秘密組織で働いているのだから、いい運命や巡りあわせではないことは秘書も自覚している。

　すべて割り切った上で、秘書は地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんで働いているのだ。

　事務所についた秘書がタイムカードを押す。

　ギアの回転音の後、ガシャッと刻印の音がした。それから再びギアの回転音と共にタイムカードがせり上がってくる。

　退たい勤きん時間をしっかり確かく認にんした秘書は内心で小さく気合いをいれた。

（よっしゃ）

　明日あしたから秘書は箱はこ根ねでの二泊三日の温泉旅行へ行く。大学時代の同級生仲良し三人組で、ひさびさの旅行だ。友人たちはいずれも大企業につとめ、有給休暇をとって参加する。

　非合法組そ織しきで働く秘書としては多少肩身も狭いが、上う手まくいけば友人を介して一流企業で働く二枚目と結婚して寿ことぶき退社だって夢じゃない。

　一生、悪の秘密結社だか非合法組織で働く気なんて全然なかった。

　仕事は仕事できっちりこなす。けれどプライベートはプライベートで自分自身を確かく保ほする。

　そして人生における充実感や満足感は仕事ではなくプライベートの時間に求める。

　それが秘書のライフスタイル。

　浴衣ゆかた姿で同級生と卓球勝負に興きようじる自分の姿を思いうかべつつ、秘書は更衣室へとむかっていった。













　　　第五章　夕日と、少年の神話







　そんなわけで誘ゆう拐かい事件から六日がたった。この頃ころになると麗れい華かもすっかり桜さくら田だ家けに順応していた。今も人間の適応能力とは素す晴ばらしいと考えながら風ふ呂ろあがりのぬれた髪をタオルで乾かしているところだ。

　着ているものは、安っぽい黒のジャージ。メーカーは四本線せんがトレードマークのアディバス、某ぼう一流スポーツブランドの擬ぎ似じ品ひんである。誘拐される前は靴下一足でも、フランスからデザイナーを呼びよせて作らせていたのに。落差の大きな生活だ。

　それでも麗華はここでの生活を案外と気に入っていた。難むずかしいことを抜きにすれば、どう暮らすかということよりも誰だれと暮らすかの方が大きいということなのだ。源げん之の助すけと芙ふ美み枝えが一いつ緒しよだからこそ、こんな生活にも気持ちよく順応できたといえよう。

　ただし麗華にとって源げん太た郎ろうは最低最悪のままであるが。

　源之助くらいの年になると少々アナクロな男だん尊そん女じよ卑ひも鼻につかないものだし、芙美枝の昔話を聞けば、あの家父長制の長チックな態度もどこか愛あい嬌きようすら感じさせる。

　しかしこれが源げん太た郎ろうの歳としでああだともう病気ではないかと麗れい華かは考えるのだ。

　それで源太郎を正しい道へと矯きよう正せいしてやるべく色々と麗華は相手をしてやるのだが、源太郎は一向に従おうとしない。相変わらず源げん之の助すけのゲンコツがなければ麗華の言うことをきかないのである。

　今日きようも今日とて、入浴後の一杯として苺いちごミルクを買いに行くように言いつけたのだが、源太郎は応じなかった。それを仕事から帰って来た源之助がゲンコツによる鉄てつ拳けん制裁をもって、ようやく従わせていた。

　ちなみに今日の源之助の仕事は昼番で、昨日きのう一昨日おとといと二連休であった。二四時間操そう業ぎようの工場などでよくある四よん勤きん二休制である。

　四勤二休制だと夜番の後に二連休、昼番の後に二連休、そして朝番の後に一日休み夜番となる。朝番の後に一日しか休みがないのは朝番後に一五時間と翌日休日で二四時間そして仕事開始までに一六時間で、合計五五時間あるので二日分の休みと見なされるからである。

　この四勤二休、よくある週休二日に比べ休みが多い印象を受けるかもしれないが、普通の仕事に比べると盆や正月もなければ祝日もない。

　それに休日が約二日あるといっても、睡眠時間の変更や体たい調ちよう管理といった生活リズムの調整で一日や二日すぐつぶれてしまう。休んだ実感のないまま、仕事へ行くことも多い。

　つまり休みが多そうでも実際はそうでもない上、体調面からもハードなのである。

　だから源之助も仕事の終わり、とくに出勤時間帯が変わる時は機き嫌げんも悪くなりやすい。

　麗華が居間へ戻ろうとしていると、ふすまごしに源之助と源太郎が言い争っている声が聞こえた。今回は妙に険悪な雰囲気だ。

　ふすまを開けようとした手が止まり、麗華はふすまごしに二人ふたりの言い争いに聞き入った。

「俺おれ、もう嫌いやだよ。あんな奴やつの言いなりになるなんてっ！」

「バカ野郎！　いつも父とうちゃん、言ってるだろ？　麗華ちゃんはお客さんであり、仕事で預かった子なんだ。お前も素直に麗華ちゃんの言うことをきいてさしあげなさい！」

「痛いてっ！」

　源太郎の悲鳴があがりその場を見てなくても源之助がゲンコツをくらわせたことがわかる。

　いい気味だと麗華は含み笑いをもらした。

　いつもならこれで話は終わりである。しかし今回は源太郎も引き下がらなかった。麗華が来て既すでに六日。子どもながらに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れかけていたのだ。

　何せ源太郎がもらって来た領収書の総数は六日で七〇枚を超えていた。一日平均だと一〇枚を超えている。

　たまりにたまっていた不満が源太郎もここにきて爆ばく発はつしてしまった。

「あんな奴、何が仕事で預かった子だよ！　結局は誘ゆう拐かいして来た人ひと質じちじゃないか。あんな奴、殺して埋めてしまえばいいんだっ！」

　とんでもないことを言う、と麗れい華かが思うより早く源げん之の助すけの怒ど声せいがふすまをふるわせる。

「バッカ野郎っ！」

　源げん太た郎ろうの悲鳴と肉を打つ音がほぼ同時にあがった。源之助も今回は本気で殴ったのだ。

「ちょっと、二人ふたりとも何をやってるんですか」

　騒さわぎをききつけて芙ふ美み枝えが台所から居間に入った。さすがに麗華は居間へは入れないが、それでもふすまの隙すき間まを広げ、そっと中の様よう子すをのぞき見る。

　源太郎が涙声で芙美枝に訴えた。

「父とうちゃんが無む茶ちや苦く茶ちやなんだよっ！」

「何が無茶苦茶だい。殴られて当たり前だろうがっ。父ちゃんはな、お前を命の大切さもわかんねぇような子に育てた覚えはねぇぞ。父ちゃん、いつも言ってただろ？　命の大切さと人の痛みがわかる人間になれ、お天てん道と様さまに背をむけなきゃなんないことはしちゃいけない、てっ！」

　源之助は腕をくむと、どっかと座りこむ。そっぽをむいて決まったといった表情だ。

　麗華は心の中で拍手喝かつ采さいを送った。自分の目に狂いはなかったと思う。やはり源之助と芙美枝は良い人で、源太郎は世間知らずの甘ちゃんでとんでもないガキなのだ。

　芙美枝も困り顔でわが子をさとす。

「源太郎、父ちゃんの言う通りだよ。麗華ちゃんは仕事先から預かった子だから大事にしてあげなきゃいけないし、何よりたとえ単なる悪口でも死ねとか殺すなんて言っちゃいけません。源太郎だって命の尊さぐらいはわかっているだろ？」

　その声はあくまで優やさしい。だが源太郎はその声をふり払うかのように声を荒げた。

「母かあちゃんまで、何を言ってんだよっ！」

「げんたろう……」

　困こん惑わくした芙美枝の顔を眺め、源太郎は頭の中でもやもやしたものがはっきりとした形になっていくのを感じていた。最初はイメージとして漠然と抱いていたものが言葉として頭の中で形になっていく。それは源之助も芙美枝も、そして源太郎自身ですら忘れている、というよりも直視しようとしないでいたとしか思えないものだった。

　源太郎が訴える。

「あいつは人ひと質じちで、うちは誘ゆう拐かい犯はんなんだっ！　どうするんだよ、この先」

「どうするんだよ、って……何がだい？」

　首をひねる芙美枝に、源太郎は情なさけないとばかりに顔半分を右手で覆おおう。

「だからさ、あいつをこのままずっと家においとくなんて気ないだろ？　いつかあいつを自由にしてやるんだろ？　そしたらあいつ、警けい察さつやピポレンジャーにうちのことを絶対に話すに決まってるよ。俺おれたち、似顔絵とか描かかれて全国に指名手配されちゃうじゃないか。どうするんだよ」

「あっ……」

　気まずい顔をして源げん之の助すけと芙ふ美み枝えが顔を見あわせる。

　居間の外でも麗れい華かが苦にが虫むしをかみつぶしたような顔になっていた。

　麗華も解放されるなり、逃げだすことを考えなかったわけでもない。けれどその後、この一家を警けい察さつに突きだすなんて発想はなかった。

　しかし冷静に考えてみれば麗華も解放されれば警察から何らかの事情聴ちよう取しゆを受けるに決まっている。その時に麗華が警察へ正直に何もかもしゃべってしまえば桜さくら田だ一家は破滅だろう。

　うろたえながらも芙美枝は麗華の善意にすがろうとする。

「でも麗華ちゃんは優やさしいから、きっと警察には上う手まいこと言ってくれますよ」

　ふすまの外では麗華がしきりにうなずいていた。

　今の麗華なら源之助と芙美枝を警察に売るようなことなんて絶対にしないと誓える。

　ただし源げん太た郎ろうは別だ。似顔絵なりモンタージュ写真を作るというなら喜んで警察に協力するし、脅きよう迫はくされたとか、殺されそうになったと訴えてやりたい。実際、包丁だって突きつけられたのだから。恐きよう喝かつに殺人未遂、そして少女暴ぼう行こう未遂に麗華への不敬罪で禁固四〇年あたりが妥当な線せんだろう。ただし源之助や芙美枝が悲しむかもしれないから、目こぼしをしてやってもいいかもしれないという思いもある。

　しかし源太郎は麗華の広い心というものを理解できていない。

「そんなのわかんないだろっ！」

「でも麗華ちゃんは食事の準備に後片づけだとか、色々手て伝つだってくれるんだよ？　あんなにいい子がそんなひどい仕打ちをするなんて……母かあちゃんは思えないけど？」

「それこそ怪あやしいじゃないかっ！　あいつ、人ひと質じちなのにどうして手伝うんだよ。きっと俺おれたちを油ゆ断だんさせて後で仕返しする気なんだ。俺たちを陥おとしいれるつもりなんだっ！」

　せっかくの好意を疑いやがって、と麗華は憤いきどおる場面なのかもしれないが、怒りの炎は点火されなかった。源太郎の声が涙まじりだったからである。

　源太郎は本気で麗華を解放した後のことを心配しはじめていたのだ。学校のこと、母のこと、今後の生活のこと、不安の数々が心の中を吹ふき荒れる。

「てやんでいっ！　お前が心配することじゃねぇよっ！」

　腕をくんだまま源之助が一いつ喝かつした。

「いいか、源太郎。よく聞きな。もしものことがあっても、責任はすべて父とうちゃんがもつ。お前は何も心配はいらねぇんだよ。警察に捕まるようなことがあっても、刑務所に入らなきゃなんないようなことがあっても、ぜんぶ父ちゃんが一人ひとりで罪をかぶってやらぁっ！」

　男らしく潔いさぎよい、戦せん闘とう的てき反はん男だん尊そん女じよ卑ひ主義者にして完全平等主義に最近目覚めた麗華ですら拍手喝かつ采さいで心の中でエールも送る。

（おじちゃんっ！　おじちゃんを警察に突きだすようなことは絶対しないからねっ）

　ところが源太郎は納なつ得とくしない。

「それじゃあ、ダメじゃんか、父とうちゃん」

「何が、ダメなんだよ？」

「だって父ちゃん、警けい察さつに捕まったら地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんに殺されるんだろ？」

「ええっ！」

　ふすまを挟はさんで芙ふ美み枝えと麗れい華かが目を見開いた。芙美枝が源げん之の助すけに問う。

「どういうことなんだい、あんた……」

　しかし顔をそむけるばかりで源之助は何も答えない。代わって源げん太た郎ろうが地獄十字軍では裏切り者は許されないという話をしてやる。

　説明が終わると、うろたえる芙美枝に源之助が力なく微笑ほほえむ。

「だ、大丈夫だよ。母かあちゃん、もし警察に捕まってもおいら、仲間を裏切るようなことはしねぇから。何も話さなきゃ、きっと地獄十字軍は何もしねぇよ」

「でも警察で父ちゃんが裏切ったか裏切ってないか地獄十字軍の偉い人はどうやって判断するんだよ。きっと警察に捕まった時点で口封じをしようとするに決まってるよ」

「なっ、なっ……」

　口をパクパクさせるばかりの源之助に、源太郎はさらに追おい討うちをかける。

「それに父ちゃんが逮捕されたら、母ちゃんや俺おれはどうなるんだよ!?」

「ど、どうなるって……どうなるんだい？」

　すっかり自信をなくした源之助が父としての威い厳げんも忘れ、上目づかいに尋たずねる。源太郎は罵ば倒とうするかの勢いで答えた。

「父ちゃんが逮捕されたら、犯罪者として顔や名前がテレビにでるに決まってるだろ。そしたら、俺は学校に行けなくなるよ。みんなから犯罪者の息子むすこだって後ろ指をさされるんだ、どうしてくれるんだよっ！　それに母ちゃんだって、きっとつらい目にあうよっ！」

「あっ……」

　ようやく源太郎の言い分が理解できて源之助は絶句した。

　確たしかに残された芙美枝や源太郎は社会的制裁を受けるだろう。源太郎は学校でいじめられ、芙美枝も口さがない近所のおばさん連中からあれやこれや言われるに決まっている。

　そしてテレビではワイドショーの取材班が源之助や芙美枝の学生時代の友人やら卒業文集までひっぱりだして、コメンテーターたちは好き勝手な精神鑑かん定ていや素人しろうとプロファイリングをはじめるはずだ。

　黙だまりこんだ源之助に、源太郎が訴える。

「父ちゃん、いつも言ってたじゃんか。他ひ人と様さまに迷めい惑わくをかけちゃいけねぇって。お天てん道と様さまに背をむけなきゃなんないようなことしちゃいけないって。いつも他人様の命は大切だとか、善いこと正しいことばっかり言ってきたじゃんかっ！」

「そうだよ、父ちゃん。いつも言ってきたよ」

　ようやく源げん之の助すけがうなずくと、源げん太た郎ろうは涙を腕でぬぐった。もう一度、涙をぬぐう。それでも涙はぬぐい切れなかった。後から後から涙がボロボロでてくる。あふれ続ける涙をぬぐうことをあきらめて、源太郎は泣きながら罵ののしった。

「じゃあ、実際に父とうちゃんがやってることはお天てん道と様さまに背をむけなきゃなんないようなことじゃないのかよっ！　地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんみたいな悪の組そ織しきで働いて悪いことばっかりしてさ、正義の味方と戦ったり、女の子を誘ゆう拐かいしたり……ふぐっ、くそっ……父ちゃん……恥はずかしくないのかよっ、言ってることは奇き麗れいごとで、やってることは悪事かよっ！」

　源太郎は本気で罵った。何だかんだ言っても桜さくら田だ家けでずっと絶対の存在として君くん臨りんしてきた父を罵る。それは源太郎にとって一つの世界を壊こわしてしまうことに等しかった。

「なっ……」

　源之助は一いつ瞬しゆんだけ口を大きく開けると、大きくつぶらな瞳ひとみをうつろわせるが、泣きながら立ちつくす源太郎の姿に気づくと、悲しげに目を伏せてしまった。源之助も何かが決定的に壊れてしまったことを悟る。長年の肉体労働でつちかわれた大きな肩がガックリと落ちた。

「どうすんだよ……父ちゃん……」

　力なく源太郎がもう一度問いかけるが源之助は何も答えることができなかった。壁かべをむいて源太郎へ背をむけるのが精一杯だった。

「もういいから、止めなさい。源太郎」

　芙ふ美み枝えが涙まじりの声で二人ふたりの間に割って入るが、源太郎は聞き入れなかった。容赦なく現実を突きつけていく。

「ダメだよっ！　母かあちゃん、現実から逃げたら。今、答えをださなくても後から絶対に答えをださなきゃいけなくなるんだ……どうすんだよっ！　父ちゃん」

　ひざをついて身体からだを支えていた腕が折れ、源之助の頭が背中の向こうに落ちた。その小さくなってしまった姿を見て、とっさに芙美枝は源太郎に平手打ちをする。

「いたっ！」

　ほほを押さえた源太郎が芙美枝を見つめる。

　芙美枝は涙をためた目で源太郎を見すえていた。その視し線せんからいったんは逃げるようにうつむく源太郎だが、すぐに顔をあげて叫ぶ。

「それでも、いつか答えをださなきゃいけない時が来るんだっ！」

　それから源太郎はボールをつかむと、外へむかって駆かけだした。

「待ちなさい、源太郎！」

　芙美枝が呼び止めるが、源太郎は聞き入れない。芙美枝は源太郎を追おうとするが、源之助の涙声に気づき立ちつくしてしまう。

「げ、源太郎が……源太郎がぁ……」

　源太郎が出て行った先と、源之助の背中を何度も見比べて芙美枝は「わっ」と声をあげてエプロンをつかみ上げ顔を伏せた。

　そこへふすまがあいて、麗れい華かが飛びだした。

「おばちゃん、おじちゃんを見てあげて」

　そして源げん太た郎ろうを追って走りだすが、すぐにその足が止まる。

「おばちゃん、源太郎の行き先はわかる？」

「多た分ぶん……この先の空き地に……」

　芙ふ美み枝えが指さす方向を確たしかめると、麗華は源太郎を追って外へ飛びだした。

　家の外にでると、家の前の道がゆるやかなカーブを描いていることもあって、既すでに源太郎の姿は見えなくなっていた。

　とりあえず麗華は芙美枝の指さした方向にむかって、家の前の通りを走りだす。

　下町の風ふ情ぜいを残す町並みは開発という名の時の流れに取り残されていた。

　太陽が傾いて、路上に電信柱の影かげがのびている。電でん線せんがまだ地下に埋められてないのだ。軒をつらねる家々は木造平屋が多い。家屋の大半は昭しよう和わの前半あたりに建てられた年代ものばかりだ。

　古い映画の中でしか見たことのなかったような光景に、何だか麗華も現実離ばなれした異次元空間の中を走っているような感覚に陥おちいっていく。

　現実離れといえば人ひと質じちのはずの麗華が誘ゆう拐かい犯はん側の子どもを捜して走っているというのもおかしな話だった。

　論ろん理り的てきにいえば麗華はこのまま逃げ去るべきであり、むしろ逃げ去らなければならないといえよう。でもそんなことできるはずなかった。

　それに逃げるならとっくの昔にできていたはずだ。

　麗華は源太郎を追って走り続ける。

　汗をかいた背中に、ぬれた上着がべっとりと密着して気持ち悪い。それで何度も上着をひっぱった。隙すき間まに風が入って気き化か熱ねつが背中から汗と熱を奪うばう。

　やがて横手にコンビニを見つけた。

　全国チェーンの最大手で、源太郎をお使いに行かせると、決まってこの系列のコンビニの袋をもって帰って来た。ここで買っていたんだなと、麗華はぼんやりコンビニを眺める。

　脇わき道みち側にそって駐ちゆう車しや場じよう用のスペースが確かく保ほされてあり、建物は道路側ギリギリに建っていた。それでガラスごしに雑誌を立ち読みしている人の姿がよく見えた。

　偶然、立ち読みしている男と目があう。

　角刈りで人の良さそう顔をしているが、何となく嫌いやで麗華はすぐに目をそらした。

　ふいに麗華はボールがバウンドする音に気づく。風が教えてくれたのだ。横道から風にのって聞こえてくるその音はかすかなものだが、第六感が源太郎だと告つげていた。

　麗華は横道にむかって走りだす。

　いつしか太陽の傾きは大きくなり、西の空も朱しゆに染そまっていた。

　やがて家並みは途と切ぎれ、空き地が見えた。

　たどりつくと、工場の塀へいにむかってボールを蹴けっている源げん太た郎ろうの背中があった。

　けれど全力疾しつ走そうを続けた麗れい華かはすぐに声をかけることができなかった。まずひざに手をあてて息を整ととのえる。くちびるやあごの先から汗がしたたり落ちた。

　地面の色が夕日に赤く染そまっていった。

　赤い地面に黒い影かげがのびる。

　そよ風が吹ふく度たびに汗ばんだ身体からだを冷ましてくれた。

　麗華が顔をあげる。

　夕焼けで朱に染まった世界の中で、源太郎はボールを蹴り続けていた。

　弓なりに弧こを描いて飛んでいくボールはコンクリートの塀にぶつかると、ほぼまっすぐ源太郎のもとへと戻ってくる。それをノートラップで打ちかえすと、ボールは同じ軌跡を描いて塀にぶつかる。戻ってくるボールを追って、源太郎が右や左に動くこともない。

　単たん調ちようで同じ動作ばかりのくり返し、けれどサッカーのことなど門外漢の麗華ですら、源太郎の小学生ばなれした技術の高さは理解できた。

　源太郎は踊るようにボールを蹴る。

　蹴り上げた足が優ゆう雅がに舞まい、コンクリートを打つボールはリズムを刻む。

　その姿に何か近よりがたいものを感じ、麗華は声をかけられないでいた。

　そして麗華は気づく、その近よりがたい何かの正体に。

　これは少年の神話だ。

　貧しい桜さくら田だ家けの中で、源太郎のものなんてほとんどない。

　ランドセルや教科書といった学校用品の他ほか、パソコンや携帯電話に携帯ゲームはもちろん、マンガ一冊すら源太郎はもってない。

　ボロボロのサッカーボール、一昨年おととしの雑誌、この二つが源太郎のすべてだ。

　会費や月げつ謝しやの必要なサッカークラブへ入ることなんてできるわけもなく、雑誌の特集記事をお手本に源太郎は一人ひとりでボールを蹴り続けた。

　そして誰だれにも知られることなく、源太郎はこの高みにたどりついたのだ。

　そう……

　少年はたった一冊の古雑誌を聖典にいだき

　幾いく千回、ボールを追い

　幾万回、ボールを蹴って

　神様の領域にたどりついた

　ボロボロになったボールと一いつ緒しよに

　だから少年の神話なのだ。

　それなのに麗れい華かは大切な聖典を汚してしまった。しかもひどくわがままな理由で。

　ニンジンがのり、汁で表紙がふやけてしまった雑誌のことを思いうかべ、麗華は胸を痛めた。

　源げん太た郎ろうに声をかける資格なんてない、そう麗華は思った。

　けれど風が麗華の背中を押した。

　前にのめりこむようにして、一歩前へ踏みだす。

　砂じや利りが小さな音をたてた。

　その小さな音にリズムを狂わされたのか、コントロールが乱れる。ボールが今までと違った軌道を描き、はね返ってきたボールは大きく横にそれた。

　源太郎が追って走る。

　そしてボールに追いつくと、ゆっくり元の位置へ戻った。それから麗華を見る。

　たじろぐ麗華だが、源太郎は何事もなかったかのよう元の位置へボールをおくと、再びボールを蹴けりはじめた。

　麗華は声をかけられなかったが、源太郎も集中力を失ってしまっていた。二～三度蹴ってみるがボールは右に左へとそれてしまう。

　源太郎は大きくため息をつくと、ボールの上に足をのせた。そのまま振り返りもせず麗華へ問いかける。

「何か……用かよ……」

　不意うちだった。戸と惑まどう麗華だが、このまま黙だまっていては追いかけてきた意味がない。

「あのさ……帰ってきて、謝あやまりなさいよ。おじちゃん、泣いてたわよ」

　ようやく切りだせた声も、微動だにしない源太郎の背中に尻しりすぼみになってしまう。

　源太郎は答える代わりに、強い意思をこめてボールを蹴った。

　弧こを描いて飛んで行ったボールは壁かべに跳はね返って源太郎の足もとへ正せい確かくに戻ってきた。

　トラップして止めると、源太郎はボールの上に再び足をおく。

「……父とうちゃん、大工だったんだ」

「えっ？」

　芙ふ美み枝えから昔の話を聞いていたので知らなかったわけではないが、いきなりのことで麗華も面食らう。それをどう解釈したのか源太郎は同じことをくり返す。

「父ちゃん、大工だったんだ。地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんに入る前は」

「あっ……」

　地獄十字軍という名に気まずくなり麗華は黙りこんでしまう。

「父ちゃんはずっと大工だった。中学を卒業して大工一筋で生きてきた。だけど、だけど……」

　源太郎の声が涙まじりになる。

「父ちゃんの働いてた組で、一番偉い人が変わったんだ。年で引退した親方に代わって、子どもが親方じゃなく若社長になって、組も会社になって……」

　背中ごしに腕で涙をぬぐう姿が麗れい華かから見えた。

「父とうちゃん、いつも言ってた。今度の若社長はいけねぇって。お客にとって、家は一生もんの買い物なのに、若社長の口から出てくるのは作業効率だとか人件費や材料費ばっかで、手抜きでも工事を早く安く終わらせようとするし、若い大工が間違ってとりつけた柱までそのまま使おうとするって。だけど父ちゃん、そういうの許せない性格だから」

　想像上の顔のない若社長にむかって、くってかかる源げん之の助すけの姿を麗華は思いうかべた。普ふ段だんの源之助の言動からすれば妙に納なつ得とくのできる話だ。何な故ぜかそんな源之助のことを誇らしく思えてしまい麗華のほほがかすかにゆるむ。

　けれど源げん太た郎ろうの声は相変わらず涙まじりだった。

「それで結局、父ちゃんは組を辞やめることになって……最初は、これを機き会かいに大工として一人ひとり立ちするとか、今度は父ちゃんが親方になるんだとか、調ちよう子しのいいこと言ってたけど、すぐに仕事に困って……不況だし……父ちゃん、人づき合い下へ手ただから……」

　これも妙に納得でき、麗華も渋しぶい顔になった。源太郎の話は続く。

「そんで結局、大工の仕事は廃業することになって、でも父ちゃん、中卒だから他ほかにどこも雇ってくれるとこなくて。結局、地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんに就しゆう職しよくすることになったんだ。悪党なんか似合わないのに……給料だって、年齢給がないから安いのに……」

　年齢給という子どもらしからぬ生々しい言葉をきっかけに、麗華は先ほど桜さくら田だ一家のやりとりをふすまごしに盗み聞きしていた自分の姿を源太郎に重ねあわせる。

　あの源之助が仕事や給料のことで源太郎に細かいことを言うとは思えない。きっと源太郎なりに眠れぬ夜があったはずだ。

　深夜、ふすまごしに声をひそめて話しあう両親の話に聞き耳をたて、子どもなりに必死に家の事情を知ろうと、そして理解しようとする源太郎。そんな姿を想像すると、どうしようもないほど胸が痛んで、麗華はくちびるをかみしめた。

　ふと麗華は源之助を真ま木ぎ家けで雇ってやってもいいと思ったが、源太郎の背中を見れば言いだせるはずもなかった。言えばきっと源之助だけでなく、源太郎のプライドまで傷つけしまうから。ケンカして、罵ののしって、家を飛びだしても源太郎は父のことを本当は誰だれよりも心配し、そして誰より誇りに思っているに違いないのだ。

「俺おれは……俺は……」

　背中ごしに源太郎は二度ほど涙を腕でぬぐった。そして太陽が沈んで残照でわずかに赤く染そまった空を背にして振り返ると、麗華にむけ指を突きつけた。

「俺は、いざとなったらお前をぶっ殺すからな。証しよう拠こを隠いん滅めつしてやるんだ。俺は父ちゃんと母かあちゃんを守る。そのためにはどんなことだってやる。だから、そのためには……俺は……」

　源太郎の目から涙がこぼれていた。あふれる涙をぬぐおうともせず、もう一度くり返す。

「お前をぶっ殺してやるっ！」

　麗れい華かは、泣きながら自分を殺すと脅おどす少年の姿に見とれてしまっていた。

　心があらゆる思考を拒否し、あたたかい感情で満ちる。

　あの眠れなかった夜、わからなかったことがようやくわかった。それは理屈で理解しようとするのではなく、感情で理解するということを知ったから。

　ついでに、そしてやっかいなことに芙ふ美み枝えが台所で教えてくれたことまでも理解、いや、実感できてしまっていた。

　源げん太た郎ろうはずっと麗華を指さしていたが、やがてその腕をおろして涙をぬぐいはじめる。

　黙だまって麗華は、うつむいている源太郎の横にならんだ。

「煮るなり焼くなり、好きにしなさいよ」

　源太郎が驚おどろいた目で麗華を見る。

　麗華自身も自分の声の優やさしさに驚いていた。以前の麗華ならたとえ売り言葉に買い言葉であろうと殺すと脅され大人おとなしく引き下がっているなんて考えられなかった。

「あたしを殺すんでしょ？　好きにしたらいいわ」

　源太郎は何も言わず、またうつむいた。

　今、麗華は切なかった。

　悲しいのでもなく、つらいのでもなく、ただ切なかった。

　源太郎が必死で家族を守ろうとする姿が、そして何よりも源太郎が麗華のことを守るべき家族の敵であると見なしていることに。

　源太郎を傷つけ苦しめる敵が自分自身なら、麗華はもう本当に殺されてもよかった。それで源太郎が苦しまなくてもすむのなら。

　ロジカルにいえば無む茶ちや苦く茶ちやなはずなのに、本心から思い、本心から言えた。

　麗華も自分より大切な人を見つけたのだ。それは誰だれかを本当に好きになったことを意味する。

　源太郎は涙をこらえるばかりで、もう何も言わない。

　その足もとにあったボールを、麗華は左腕でひろって抱えこむ。それから大きく息をすった。空気をためこんだ胸がかすかにふるえる。

「でも、あたし、源太郎の敵じゃないから」

　源太郎は何も答えない。その背中へ麗華は手をのばす。ふり払われるのは目に見えていた。

　それでも麗華は源太郎の背中に手をあてる。ボールを蹴けり続けた源太郎の背中からは汗ばんだ微び熱ねつが伝わって来た。
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「だから、帰ろ？」

　源太郎が黙って歩きだす。

　手をふり払われなかったことに驚き、そして戸と惑まどいつつも、麗華も歩きだす。嬉うれしさだとか、感動なんてあたたかい種類の感情はわき上がらなかった。

　源太郎は麗華の気持ちを理解してくれたのではなく、子どもの源太郎には麗華と一いつ緒しよに家に帰るしかないとわかっていたから。

　麗れい華かの隣となりで、源げん太た郎ろうは息を殺して泣いていた。

　一番星だけが光る薄うす暗ぐらい空の下、二人ふたり黙だまって家路についた。




　家に戻ってから、源げん之の助すけと源太郎は一言も口をきかなかった。夕食の時も恒例の「一家そろって、いただきます」はなかった。

　そんな二人を芙ふ美み枝えは心配していたが、麗華は自信満々に大丈夫だと言っておいた。

　すると芙美枝は詳しく話を聞いたわけでもないのに、麗華の態度であっさりと納なつ得とくしてしまった。多た分ぶん、芙美枝も根本的なところで二人のことを信じているのだ。




　その夜、麗華はまた一人ひとりだけ眠れない夜を迎える羽は目めになった。

　源之助と源太郎は何だかんだ言って疲れたらしく二人とも早くから寝息をたてはじめた。芙美枝もなかなか寝つけなかったみたいだが、それでも麗華より早く眠りについた。

　時刻は夜中の三時をすぎようとしていた。

　例によって源之助のいびきがうるさい。それが麗華には可お笑かしくて、笑い声をあげそうになってしまう。

　その笑いの衝しよう動どうを何とか嚙かみ殺すことに成功すると、ふと麗華は最初の晩に「どうして、もっとここに居たい」と思うのかと悩んだことを思いだした。

　もちろん今ならわかる。

　ストックホルム・シンドロームのように誘ゆう拐かい犯はん側に気に入られようとしているのでもなく、貧しい犯人に同情したというわけでもない。

　ただ麗れい華かはうらやましかったのだ、この家族の絆きずなが、そしてあたたかい家庭が。

　麗華は誘拐される前、何でも思い通りになる世界に住んでいた。

　家でも職しよく場ばでも、どんなにわがままを言っても、誰だれかと意見が衝しよう突とつしても、最後に麗華が大声をあげれば何でも思い通りになった。

　主人と使用人、上司と部下、飛び級のせいで年の離はなれた学友たち、いびつな人間関係の中でいつしか麗華は氷の城に住む孤独な暴ぼう君くんとなりはてていた。

　何でも思い通りになる世界、それは理想郷のようにも思えなくもない。けれどそれは誰だれもいない一人ひとりぼっちと同じだったのだ。

　そして麗華はこの家に来て、源げん太た郎ろうという同じ高さに立つ人間と初めて出会い、そして人と人の関係が生みだすぬくもりを初めて知った。

　そのぬくもりは随ずい分ぶんと心地ここちよかった。どんな豪ごう華かな食事も、どんなに快適な電化製品も決して与えてはくれなかった。

　だから麗華はここにずっと居たいと思ったのだ。そして氷の城の玉座へ帰ることをためらわせたのだ。

　麗華は願ねがう、この時がいつまでも続くように、と。

　そしてそのために麗華のできることといったら何があるのか……

　眠れない麗華はいつしかこの誘拐事件の着陸点ばかり探しているのに気づく。ある程度、麗華がコントロールして事件を軟着陸させなければならないはずだ。

　布ふ団とんの中で麗華は思わず苦にが笑わらいをうかべた。

　人ひと質じちである自分が何な故ぜこんなことを考えなければならないのだろう、と。そしてこの桜さくら田だ一家のために何とかしようと考えることが、どうしてこんなにも楽しいのだろう、と。

　すぐに良いアイディアは見つからないが色々と方法はあるはずだった。様さま々ざまな方法に思いを巡らせているうちに麗華は母のことに思いがいたった。

　家に連絡をいれるべきだろう、母が心配しているはずだ。でも母は忙しくて麗華のことは秘書や執しつ事じに任せ自宅には戻ってないかもしれない。

　そんなことを考えているうちに麗華は母に対して壁かべや距きよ離りをおいていたことに気づく。

　自分から壁や距離をつくれば、母から優やさしくされなくても傷つかない。向こうから優しくされれば自分を大切に思ってもらえるという一種の優ゆう越えつ感かんを得ることができる。そんな自分を守ろうとする利己的な思いから、母との間に壁をつくっていたのだ。

　ならばその壁を壊こわそうと麗華は思った。

　もちろんやっぱり母は麗れい華かのことなど何とも思ってなくて、ただプライドが傷つくだけかもしれない。

　それでも麗華はいいと思えた。

　ちっぽけなプライドなんてどうなったっていい。そんなもので大切なもの、家族の絆きずなが見えなくなってしまっているのなら、プライドなんていらない。

　それに何より、麗華は母から大切に思われてなくても大丈夫だった。

　本当に可哀かわいそうな人は大切に思っていても応こたえてもらえない人なのではなく、大切に思ってくれる人がいるのに気づけない方だったのだ。もし母がそれに気づいていないなら、麗華はこのことを母に教えてあげたかった。

　だから麗華は自分から母へ歩みよっていくことを決めた。

　多た分ぶん、こんな風ふうに麗華が考えられるようになったのは桜さくら田だ一家のおかげだった。

　この一家を守りたい。そんな願ねがいと共に、麗華の頭脳は心地ここちよい疲労にみまわれ、いつしか安らかな寝息をたてはじめていた。




　だが麗華は知らなかった。ゆっくりと事件の軟着陸をはかっている暇ひまなどないことを。

　月げつ曜よう日びには麗華は別の場所へと移されるかもしれないのだ。しかもそれだけではない。

　桜田一家へ魔まの手ならぬ正義の手がのびようとしていた。













　　　第六章　正義の手







「本当に見たんでしょうね？」

　赤あか坂さか律りつ子こは隣となりを歩く部下を横目でにらむ。

　視し線せんの先には、角刈りで太り気味の男が顔に大粒の汗をうかべていた。部下の名は黄き桜ざくら大だい介すけ。

「ええ、間違いない。とは思うんですが……」

　その頼りない返事に赤坂は小さく舌を鳴らした。

　だが頼りないといえば、そもそも黄桜の話自体が頼りないのだ。

　誘ゆう拐かいされた真ま木ぎ家けの娘らしき少女をコンビニの前で発見したというのだが、誘拐された少女が一人ひとりで外にいるというのは、どう考えても不自然である。しかも同おない年くらいの男の子と一いつ緒しよに民家へ入っていったというのだ。こうなってくると単にちょっと顔の似た小学生がその辺を歩いていただけかもしれない。

「近所の小学生の姉弟ゲンカでした、とかだったら許さないんだから」

　肩をいからせて歩く赤坂の凄すご味みをきかせた一言に黄桜は震え上がるが、二人ふたりの後ろを歩いていた青あお木き佑ゆう一いちはわざと聞こえるようにひとり言をつぶやく。

「普ふ段だん、捜査の基本は無む駄だ足あしって口をすっぱくして語っているのはどこの御ご仁じんでしたっけ」

　赤あか坂さかの足が止まった。そして振り返ると赤鬼の如ごとき形ぎよう相そうで一いつ喝かつする。

「あなたは黙だまってなさいっ！」

　警けい視し・赤坂律りつ子こ、二八歳。国家公務員Ⅰ種試し験けんを合格したキャリア組エリートであり、女性初の警視総そう監かんを狙ねらっている上昇志向の塊かたまりみたいな女である。

　もちろん、いくらキャリア組でも警視総監までのぼりつめるのは至し難なんの業わざだ。しかも男社会の警察組そ織しきの中で女である赤坂が出世していくには見えない障害だってある。

　しかし赤坂には出世のために強力な武器があった。

　特とく察さつ戦せん隊たいピポレンジャーである。

　赤坂はピポレンジャーの一員にしてそのリーダーであるピポレッドなのだ。

　難事件を解決できるピポレンジャーは出世競きよう争そうで点数を稼かせぐのに好こう都つ合ごうである。ここで成功を重ねれば同期に先さき駆がけて警視正に昇進できるはずだ。またピポレンジャーはマスコミからの注目度も高く、将来の出世競争にプラスになるだろう。

　ただしピポレンジャーは出世の足がかりになりうるが、同時に出世の道を閉ざしかねない諸もろ刃はの剣つるぎでもあった。

　今日きようも会かい議ぎで、お偉方からつるし上げをくらったばかりである。

　会議の議題はもちろん真ま木ぎ家けの誘ゆう拐かい事件であった。

　確たしかに今回の事件は普通でないことは赤坂も気づいていた。警察庁の警備局や防ぼう衛えい省しようの防衛政策局、内ない閣かく情報調ちよう査さ室しつといった外部の人間が会議に顔をだすが、いずれも国の情報機き関かんばかりである。よっぽど重要な何かがからんでいるはずだ。

　けれどこう連日会議があると、捜査そのものにも影えい響きようがでてしまう。今日の会議だって午前中には終わるはずが、実際に終わった時には午後三時をすぎていた。おかげで今日の予定は狂いっぱなしである。

　しかも赤坂が連日の集中砲火を受け心身どころか立場さえ危うくなっているというのに、部下の二人ふたりはどこかぬるい。出世のことを考えてないせいか、まるで他ひ人と事ごとのようなのだ。

　顔をまっ赤かにした赤坂が再び早足で歩きだす。

（これだからピポレンジャーに元ボクサーや元関せき取とりみたいなわけのわかんない連中を採用するのを反対したのよ。メンバー全員を最初から警官で固めとけば良かったんだわ）

　一応ピポレンジャーのメンバーは警察官でもあるのだが、キャリア組の赤坂にとっては中ちゆう途と採用で転てん職しよくしてきた二人がどうしても外と様ざまに見えて仕方がない。

　心中でピポレンジャー立ち上げの際に部下の人じん選せんが希望通りにならなかったことを呪のろいながら赤坂は歩くが、やがてその目に古びた木造の平屋が映った。

「あそこね？」

　赤あか坂さかが少し先を指さすと、黄き桜ざくらが神妙な顔でうなずいた。

　その古びた木造平屋の玄関にかけられた表札には「桜さくら田だ」と書かれていた。




　その桜田家の中では、帰ってきたばかりの源げん太た郎ろうがすねていた。

　麗れい華かが家へ電話したいというので、近くの公衆電話までお供をするように言いつけられたからである。

　今日きようは園芸当番で源太郎は帰るのが遅くなった。それなのに麗華はわざわざ源太郎が学校から帰ってくるまで待っていたという。これでは源太郎は麗華の従者か家来のようではないか。

　居間には源太郎より一足早く帰っていた源げん之の助すけの姿もあった。部へ屋やの隅で新聞を読んでいる。芙ふ美み枝えは麗華の横でニコニコ笑っていた。

　その笑え顔がおに源太郎は眉み間けんにしわをよせる。

「母かあちゃん。こいつ、人ひと質じちなんだよ。それを電話なんかかけさせてもいいのかよ」

「あら、いいじゃない。麗華ちゃんのお母さんもきっと心配してるだろうし」

　この家の心配を忘れているとしか思えない芙美枝の姿に、源太郎が頭を抱えこんだ。

「か、母ちゃん……」

　それから源太郎は源之助をチラリと見る。

　源之助は話には興きよう味みがないといった風ふうに両手で新聞を広げているが、肝かん心じんの新聞は逆さまになっていた。新聞の向こうで聞き耳をたてているのは源太郎にも簡かん単たんに想像がついた。

　きっと地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんだって人質が家に連絡をいれることは許さないはずだ。そのことを問いたかったが、源太郎は源之助へ声をかけることができなかった。仕方ないのでそっぽをむく。

「だいたい、なんで俺おれがついて行かなきゃならないんだよ。母ちゃんでもいいじゃないか」

　へそを曲げた源太郎に、源之助が新聞をおろして口をパクパクさせる。普通なら「母ちゃんが行けばいいなんて、何様でぇい」とゲンコツが飛んでいるところなのだが、源之助も言うに言えないでいた。

　そんな源之助を麗華が目で制した。それから優やさしい声で源太郎をさとしにかかる。

「だって、あたしは人質なんだから家に電話をかけるなんてことになれば源太郎たちは不安でしょ？　みんなの人相を話したり、この家がどの辺にあるかって話をして、警けい察さつに通報されたら困るのは源太郎たちなんだから」

　源太郎が面おも白しろくない顔でうなずく。すると麗華はちょっと得意な顔になった。

「だから、源太郎があたしについて見張ってればいいのよ。この家に不ふ都つ合ごうなことをあたしが話さないかどうか」

「だから、どうしてそれが俺なんだよ、って訊きいてるんだろ？」

　源太郎が口を尖とがらすと、麗華は余裕の笑えみをうかべた。

「だって、この家の中であたしのことを一番疑ってるのは源太郎じゃない。おばちゃんもおじちゃんもあたしが家に電話したいって言ったら気持ちよく許してくれるのに、源げん太た郎ろうだけが疑ってるのよ？」

「……うん」

「つまり、この家で一番あたしを疑っている源太郎が、一番あたしを警けい戒かいしているってことになるわよね。だったらあたしを見張るのにこの家で一番の適任は源太郎じゃない」

「それじゃ、うちにだって電話くらいあるんだから勝手に電話すりゃいいじゃないか」

　源太郎が家の片隅でほこりをかぶった電話器を指さすと、麗れい華かは楽しそうにのどを鳴らした。まるで歌うように語りだす。

「あらあらあら、そんなことをしていいの？　あたしんちへ電話をかけると警察に逆探知されるかもしれないのよ。この家から電話なんかしたら困るんじゃないの？」

　源太郎の肩から力が抜け、麗華が勝利を確かく信しんしたところだった。

　客の少ないこの家に珍しく呼よび鈴りんが鳴った。

「は～い、どちら様で？」

　芙ふ美み枝えが玄関へむかうが、扉が開く音と共にその声は劇げき的てきに大きくなる。

「まぁっ！　まぁっ！」

　悲鳴というよりも、むしろ年とし甲が斐いもない黄き色いろい声に麗華と源太郎は顔を見あわせた。

　その間に芙美枝が急いで居間に戻ってきて、ふすまを開ける。そして逆さまになった新聞紙を開いたままの源げん之の助すけに声をかけた。

「ちょっと、あんたっ！　あんたってば」

「何だい、母かあちゃん。騒さわがしいな」

　気だるい源之助とは対照的に、芙美枝はうかれ切っていた。声が裏返っている。

「ちょっと大変ですよ、あんた。今ね、うちに元相撲すもうとりの、ほら、大おお之の海うみさんが来てるんですよ」

「ほんとうかい!?」

　急に元気になった源之助が立ち上がる。

「有名人がこの家に来るなんて、うちも偉くなったもんだね。記念に手形を頼むかい？　母ちゃん、色紙と墨ぼく汁じゆうねぇか？」

「あんた、手が汚れるから手形なんてご無理を言っちゃいけませんよ」

「おう、そうだったな。確たしか大だいちゃんも今は引退して、新しい仕事をしてんだったよな」

　芙美枝をともなって源之助は玄関へむかうが、その背中を眺め麗華は眉まゆをよせた。

「あれ？　元大乃海って確か……」

　ふすまの向こうから、源之助の大きな声が家中に響ひびきわたる。

「おおっ、本当だ。本物の大ちゃんだよっ！　おいら、現役時代は大ちゃんのファンだったんだぜ。良かったら握手してくんねぇか？」

　サッカー少年である源げん太た郎ろうは相撲すもうになど興きよう味みはないが、それでも有名人が自宅を訪ねてきたとなれば、じっとしてなんていられない。それで玄関へと歩きだした。

　だが麗れい華かは源太郎の腕をつかんで引き止める。

「ちょっと、待ちなさい」

「ん、何だよ？」

「いいから、しっ！」

　くちびるの先に指をあてると、麗華はふすまの陰から玄関をのぞく。よくわからないまま源太郎も麗華の頭の上から、そっと玄関の様よう子すをのぞき見る。

　二人ふたりが縦たてにならんでのぞいている先で、源げん之の助すけがニコニコしながら元大おお乃の海うみこと黄き桜ざくらと握手をしていた。そして黄桜の斜め後ろにはスーツ姿の女が無表情のまま立っていた。

「もう、父とうちゃんったらはしゃいじゃって。しかも親しげに大だいちゃんだなんて……本当にすいませんねぇ」

「いやぁ、引退しても声をかけてくださる人がいるっていうのは嬉うれしいもんですよ」

「そういえば、大ちゃんは現役を引退して何をやってんだい？　何かつい最近、話したばかりの気もすんだけど……」

　すぐそこまで、それこそのどのあたりまででかかっているのに、最後まででてこない。芙ふ美み枝えも頭に人さし指をあてて考えこむ。

「そういえば、何か有名な仕事をしてたような……」

「元小こ結むすび、大乃海こと黄桜大だい介すけは……」

　黄桜の横に立っていた女が胸のポケットから警けい察さつ手帳を取りだした。

「現在、ピポイエローとして悪の秘密組そ織しき・地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんと戦っております。そして私は特殊警察戦隊ピポレンジャーのリーダー、ピポレッドこと赤あか坂さか律りつ子こです」

　警察手帳を前にして、源之助と芙美枝の顔から一気に血の気がひいた。

「そ、そいや……そうだった」

　源之助もつい一週間ほど前に浜はま中なか相手に元大乃海がピポイエローだと、自分が講こう釈しやくをたれていたのを思いだす。冷や汗が顔中から噴ふきだし、のど仏がゴクリと鳴る。

　同時に赤坂の目が鋭するどく光る。二人の態度が一変したことを見み逃のがすわけがなかった。警察手帳に挟はさんであった麗華の写真を取りだすと、高圧的な態度で写真を突きつける。

「現在、地獄十字軍に誘ゆう拐かいされた真ま木ぎ麗華ちゃんを捜査中ですが、この家で麗華ちゃんらしき少女を見たという有力情報を得ました」

「か、母かあちゃん……」

「と、父ちゃん……」

　源之助と芙美枝はまっ青さおな顔で抱きあうと、その場にへなへなと座りこんでしまった。

　そんな二人の姿を見ていた麗華は顔半分を覆おおう。

「あちゃあ……」

　二人ふたりとも善人すぎる。これでは自分たちは怪あやしい者だと鐘かねや太鼓を叩たたいて宣伝しているようなものだ。

　頭を抱える麗れい華かの後ろで、パタンと音がした。

　麗華が振り返ってみると、ここにも一人ひとり、善人すぎるお人ひと好よしがいた。青い顔して源げん太た郎ろうが腰を抜かしているのだ。

　目に見えて顔色の悪くなった源げん之の助すけと芙ふ美み枝えの姿に赤あか坂さかは目を細める。

「捜査にご協力お願ねがいいたします。お宅を拝見させていただいてよろしいでしょうか？」

　抱きあったまま二人ともまっ青さおな顔を横にふった。

　もう一度、赤坂は同じことをくり返す。

「捜査にご協力お願いいたします。お宅を拝見させていただいてよろしいでしょうか？」

　源之助と芙美枝も再び同じことをくり返すが、こちらは既すでに涙目だ。

　家宅捜索がはじまれば即座に麗華は保ほ護ごされ、源之助が地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの一員である証しよう拠こを見つけだされるに決まっている。当然、源之助と芙美枝は逮捕されるだろう。場合によっては源太郎も捕まるかもしれない。

　もう桜さくら田だ一家の破滅は時間の問題である。

　麗華は意地の悪い目つきで源太郎を見る。源太郎は正座して、うつむいていた。まるで太たい平へい洋よう戦せん争そうの玉ぎよく音おん放送を聞く日本国民といった感じである。

「で、どうするの？」

　麗華の問いかけ自体の意味がわからずに源太郎は一度だけ頭をあげた。

「いざとなったら証拠隠いん滅めつのために、あたしをぶっ殺すんじゃなかったっけ？　今がそのいざっていう時なんじゃない？」

　源太郎は何も答えない。ただ身体からだを小さくふるわせていた。

「まったく、もう……」

　小さくあきれた声をもらすと麗華は立ち上がる。

「あたし言ったわよね。あたしを殺したいなら、煮るなり焼くなり好きにしたらいいって」

　源太郎はうつむいて動かない。

「でも、こうも言ったわ。あたしは源太郎の敵じゃないって」

「えっ？」

　戸と惑まどう源太郎に、麗華は問う。

「まだあたしのことを敵だと思ってるの？」

「えっ……」

　わけがわからないまま麗華を見つめ返す源太郎の姿に、麗華は舌打ちをした。

　けれどあの夕日の空き地で麗華がどんな思いをしたか知らない源太郎がその意味を理解できるはずもなければ、性格的に源げん太た郎ろうから気のきいた一言なんて期待できるわけもない。それに何より今は一刻を争っている。仕方ないので麗れい華かは源太郎の腕をつかみ引っぱり上げた。

「まぁ、いいわ。立ちなさい、ここで座りこんでいても何にもならないわよ」

「ど、どうするんだよ？」

　よろめきながら立ち上がった源太郎に、麗華は人さし指を突きつけた。

「決まってるじゃない。二人ふたりを助けるのよ」

「どうやって？」

「作戦があるわ」

　麗華はニッコリ笑うと手のひらを差しだす。

「とりあえず、ハサミかカッターある？」

「う、うん。ハサミなら」

　源太郎が居間の隅においてあったランドセルからハサミを取りだす間に、麗華は寝室から手て鏡かがみをもってきた。そして源太郎からハサミを受けとると、代わりに手鏡を渡す。

「はい、これもってて」

「うん」

　それから麗華は壁かべにかけられていた鏡の前に向きあうと、バッサリと髪を切り落とした。

「えっ！」

「ほら、ボケっとしてない。鏡をもってここ来て、ここ」

　驚おどろいて立ちつくす源太郎にむかって、麗華が指で立ち位置を指示していく。

　そして壁にかけられた鏡と源太郎がもつ手鏡を見ながら、麗華は髪を切りそろえていく。

　髪型がボーイッシュなショートカットに仕上がると麗華は切り落とした髪の束を源太郎に突きつけた。

「いい、髪は女の命っていうんだからね。この貸しは高くつくわよ？」

　気おされたまま源太郎がうなずくと、麗華はニッコリ微笑ほほえむ。

「ＯＫ、約束だからね。それと二人を助けたかったら、話をあたしにあわせること。よくわからなくても、とにかくあたしの言うことを何でもウンウン言うの。いいわね」

「うん」

　源太郎がうなずくと、麗華は源太郎の肩に腕を回した。

「んじゃ、行くわよ！」

　一方、玄関では形ばかりの押し問答がくり返されていた。

　無む論ろん、源げん之の助すけと芙ふ美み枝えが本当に地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの関係者なら、家の中を見せろと言っても了解するわけがない。そんなことは最初から赤あか坂さかにもわかっていた。腕をくむと、一息つく。

「では、仕方ありませんわね……」

　一いつ瞬しゆん、源之助と芙美枝は顔をあわせて緊きん張ちようをゆるませるが、その顔が一気にひきつった。

　赤あか坂さかが笑っていたのだ。赤い口くち紅べにが歪ゆがみ、まるで魔ま性しようの蛇へびが笑っているかのようだ。

「緊きん急きゆう捜査権を行使するしかないですね」

　緊急捜査権、それは捜査令状なしに家宅捜索ができる捜査機き関かんにとっては伝家の宝ほう刀とうたる強権である。

　一般の警けい察さつは裁判所の発行する令状なしに家宅捜索できない。だが地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんがアジトを爆ばく破はするなどの素す早ばやく凶悪な証しよう拠こ隠いん滅めつを行うために、その対策として警察機関の中でもピポレンジャーにのみ許された特権の一つが緊急捜査権なのだ。

　赤坂は伝家の宝刀を抜くことにする。

「特殊警察戦隊法第二四条に基づき、これより緊急捜査権の……」

「待ちなっ！」

　ふすまが開いて、赤坂の口上をさえぎった。

　途と端たんに赤坂と黄き桜ざくらの目が点になる。

「なっ……」

　髪を切った麗れい華かと源げん太た郎ろうが腕をくんで一いつ緒しよに出てきたのだ。

　髪は切ってあるものの、一目で顔は麗華のものだとわかる。だがあまりの事態に赤坂も混乱してしまっていた。自信なさそうに麗華を指さす。

「えっと……真ま木ぎ麗華、ちゃん。よね？」

「てやんでいっ！　何が麗華ちゃんだい。そりゃあ女の名前だろ。おいらは男だよ。源太郎の従い兄と弟こ、麗れい太た郎ろうだいっ！」

「れっ、れいたろう？」

　まるで源げん之の助すけみたいな口ぶりの麗華に赤坂と黄桜は戸と惑まどうが、戸惑っているのは二人ふたりだけでない。源之助も芙ふ美み枝えも呆ぼう然ぜんとしているし、何より麗華の隣となりにいる源太郎のひきつった顔が「そりゃ無む茶ちやな」と雄弁に語っていた。

「あ、あのね、あなたのお名前は真木麗華で、地獄十字軍に誘ゆう拐かいされたんでしょ？　それでここに監かん禁きんされているんでしょ？」

　わけがわからず頭は混乱する、口く調ちようも小学生相手に平身低頭といった感じだ。それでも赤坂は必死になって考える。

　どう見たって目の前に立っている子は髪型をのぞけば真木麗華その人だ。では何な故ぜ「レイタロウ」なる名前を名のるのだろう。しかも偽ぎ名めいを名のるにしても「レイ」の字が何なのかはわからないが「レイタロウ」はないだろうと思う。

　その点は麗華も安易すぎたと、ちょっとは後悔していた。しかしどうせ最初から一時しのぎにしかならないことはわかっていた。のりと勢いで押し切ろうとする。

「違う、違う。おいらは真ま中なか麗太郎。源太郎の従兄弟だって言ってるだろ!?　地獄十字軍なんて知らねぇよっ！」

「ま、まなか……れいたろう？」

　赤あか坂さかと黄き桜ざくらが何度も交互に顔をあわせる。

　さすがに麗れい華かも「真ま木ぎ」「麗華」で「真ま中なか」「麗れい太た郎ろう」は拙まずかったと思った。だがここは開き直ってさらに強引に話を進める。

「そうだよ、真中麗太郎！　何か人んちを勝手に捜索するだ何だ言ってるけどさ、捜査令状はあるのかよ、捜査令状！」

「い、いえ。捜査令状はありませんが、わたしたちピポレンジャーには緊きん急きゆう捜査権というものがあって……」

　自信を欠いた赤坂の声に、麗華はごろつきみたいな声をあげる。

「ああっんっ！　緊急捜査権だってっ!?」

　赤坂と黄桜が身体からだをビクリとふるわせた。

「何だい、そりゃ。おいらたち子どもだからってわけのわかんない強権ふり回して勝手なことやろうって言うのかよ！　そりゃ、職しよつ権けん乱用じゃないのかよ。なぁ、源げん太た郎ろう」

　何を言われても麗華にあわせるように命じられていた源太郎がぎこちなくうなずく。

「う、うん……ショッケンランヨウだよ」

　緊張のあまり源太郎の声は裏返っていた。

　だが職権乱用の一言は、混乱した赤坂の頭脳に大だい打だ撃げきを加えていた。

　緊急捜査権があるからといって、ピポレンジャーの一員になれば好き勝手に誰だれの家でも踏みこめるものではない。緊急捜査権には裁判所の事後承認が必要であり、司法機き関かんから後で適正だったかチェックを受けるのだ。

　また不適正な緊急捜査権の行使には世間やマスコミだって黙だまっているはずがない。

　元々特殊警けい察さつ戦隊法成立の際、緊急捜査権を巡っては野党とマスコミの左派が「令状主義に反する」「戦前の治安維い持じ法の再来」などと反発し、国会が紛ふん糾きゆうした経けい緯いがある。

　誤認捜査ともなれば緊急捜査権自体の是非を問われることになるだろうし、大きな問題でも起こしてしまえば緊急捜査権を取り上げられてしまうかもしれない。

　それはピポレンジャーにとっても大きな痛手となり、赤坂個人の問題としても女性初の警視総そう監かんどころではなくなってしまう。何せ権限の一つを失うきっかけを作ってしまえば、キャリアの道自体を閉ざされかねないのだ。

　マスコミや野党、それに判事や上司たちの存在が頭にちらつく。

「い、いえ、ですからね。そうでなくって、お姉ねえさんはね、目もく撃げき情報があって、あなたを助けてあげに……」

「何が助けにだいっ！　おいら、そんなことを頼んだ覚えはないぜ。それを勝手に助けるだ何だ言って踏みこもうってなら訴えるぞ」

「訴えるって……」

　弱気になった赤あか坂さかを見み透すかして、麗れい華かは源げん太た郎ろうの首に回した右腕をブラブラゆらす。

「どうせ、おいらのことを最近誘ゆう拐かいされた真ま木ぎなんとかちゃんと間違ったんだろ？」

「うっ？」

　赤坂と黄き桜ざくらが顔を見あわせた。

　二人ふたりが迷っていることが、麗華には手にとるようにわかる。顔が自然ににやけた。二人の迷いにつけこむかのように、先ほどのケンカごしから口く調ちようを優やさしいものへと変えて行く。

「実はさ、おいら。誘拐事件があった後に源太郎から、誘拐された女の子に似てる、似てる、ってからかわれてさ。それでちょっとした悪戯いたずらを思いついて、かつらをつけて誘拐された女の子の真ま似ねをして逆に源太郎をからかってみたのさ。な、源太郎」

「う、うん」

　素直にうなずく源太郎の横で、麗華は心地ここちよさそうに話を続ける。

「で、うっかりそのまま外を出歩いちゃったから、多た分ぶんそれで勘違いしちゃったんだろうね。お姉ねえさんたちぃ」

　いかにも値踏みするような流し目で、麗華は赤坂たちの反応をさぐる。

　その赤坂はといえば麗華をじっと見つめていた。

「くうぅうぅうぅぅ……」

「ど、どうします？」

　黄桜が弱々しい目で赤坂を見た。その目が気にくわない、赤坂は癇かん癪しやくを起こす。

「どうしますもこうしますもないわよっ！」

「じゃあ、どうします？」

「だからっ！　ぐっ……」

　赤坂は頭を抱えこむ。

　赤坂の警けい察さつ官かんとしての勘が、そして女の勘が、さらには野性の勘までもが、絶対にこの家は怪あやしいと告つげている。いや、それ以前に誰だれがどう見たってこの家は怪しいはずだ。

　だが赤坂の官かん僚りようとしての本能が保身を優ゆう先せんさせた。

「わかりました。そういうことなら仕方ありません。行くわよ、黄桜」

「は、はい」

　黄桜を連れて、赤坂は桜さくら田だ家けの玄関を出る。

　家の外には青あお木きが携帯電話をもって立っていた。鼻の下をのばしていた青木の顔が、赤坂の形ぎよう相そうを見て一変する。

　本部の若い女性オペレーター相手にくだらないおしゃべりをしていたのだろうと赤坂は見当をつけた。怒ど鳴なりつけてやりたい気持ちを抑えつけ、大きく息をすう。そして青木に近づくと感情を押し殺した声で命令する。

「その電話、どうせ桃もも井いが相手でしょ？　地元の警察署へ応援要よう請せいをするように伝えて。それから黄き桜ざくらは管かん轄かつの裁判所の電話番号を調しらべて」

　赤あか坂さかは胸のポケットから携帯電話を取りだす。

「私が直じかに話をして、捜査令状をとるわ」

　緊きん急きゆう捜査権を行使するだけのリスクはおかせなくても、捜査令状をとって家宅捜索を行うのは通常の捜査と変わりがない。捜査には無む駄だ足あしと空振りがつきものだ。もし仮にこの一家が地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんに関係なくても、よくある小さな無駄足や空振りの一つで話はすむ。赤坂のキャリアはそれほど傷つかないはずだ。しかも相手が地獄十字軍であれば裁判所も素す早ばやい対応をとってくれる。三〇分もあれば応援と令状はそろうであろう。

　先ほどの雪辱をはたすべく、赤坂は拳こぶしを固める。

「国家権力をなめんじゃないわよ」

　風に赤坂の髪が舞まう。その乱れ髪の奥には紅べに色いろのくちびるが歪ゆがんでいた。




　家の外で赤坂が桜さくら田だ家けの包囲網を築きずこうと緊迫した空気を漂わせているのとは対照的に、家の中ではすっかり気のゆるんだ空気が漂っていた。源げん之の助すけも芙ふ美み枝えも、そして源げん太た郎ろうまでもがその場にへたりこんで胸をなでおろしていた。

「ありがとな、麗れい華かちゃん。助かったよ。おいら、一時はどうなることかと思っちまったぜ」

「本当に麗華ちゃんのおかげで助かりましたよ」

　源之助の言葉にうなずくと、芙美枝は我わが子をさとす。

「ね、母かあちゃんの言った通りだろ？　麗華ちゃんは優やさしいから、きっと警けい察さつには上う手まいこと言ってくれるって」

　源太郎がこくこくと二回、首をふった。

　桜田一家の面々は極度の緊張から解放され、すっかり気が抜けてしまっていた。

　無理はないと麗華も思う。何せ麗華自身のひざがガクガクしているのだから。だがさっきのやりとりが一時しのぎでしかないことはよくわかっていた。

「まだよ、安心するのは早いわ」

　高らかに宣言すると、麗華は玄関の扉を少し開けて、そっと外の様よう子すをのぞく。

　赤坂が携帯電話で何やら話をしていた。黄桜はその横で小型のパソコンを取りだして何やら操そう作さしはじめる。もう一人ひとり、見覚えのある人物の姿があった。元プロボクサーにして今はピポブルーの青あお木き祐ゆう一いちだ。青木も携帯電話で何やら話をしていたが、通話を終えると走りだす。

　おそらく裏手に回っていると見当をつけると、麗華は厳きびしい顔のまま振り返った。

「多た分ぶん、捜査令状をとってここへのりこんでくる気よ。そうなったらもう追い返せないわ」

「そ、そんな……じゃあ、どうすりゃいいんだい？」

　狼ろう狽ばいする源之助にむかって、麗華はどんと胸を叩たたく。

「大丈夫、あたしに任せて」

　やはり親子ということか、源げん之の助すけと源げん太た郎ろうは口をポッカリ開けたまま同じ顔をして同時にこくんとうなずいた。




　居間にて、桜さくら田だ一家の三人と麗れい華かはちゃぶ台を囲み作戦会かい議ぎを開いた。

　まず麗華が現在の状況を簡かん単たんに説明する。

「現在、この家は見張られていて表に二人ふたり、裏に一人ひとり。おそらく奴やつらは捜査令状と応援が来るのを待っているに違いないわ、もしもこの家が家宅捜索を受けてしまえば、どうなるかはみんなわかっているわね？」

　一斉に桜田一家の三人の顔が強こわ張ばる。

「そう、地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの一員であることがバレてしまい、おじちゃんは逮たい捕ほされ、おばちゃんも世間から後ろ指をさされ、そして源太郎は学校でみんなからいじめられるわ」

　源之助のことは逮捕のことまでしか麗華は言わなかったが、桜田一家の三人はその先のことも考えていた。すなわち地獄十字軍の精せい鋭えい部隊に拉ら致ちされた源之助が改造人間にされてしまいピポレンジャーから爆ばく殺さつされるところまでである。

「何としてもこの状況を切り抜けないといけないわ」

　麗華の一言に源之助と源太郎は真剣な顔でうなずくが、芙ふ美み枝えだけは不安そうな顔だ。

「でも、どうやって……」

「大丈夫！　作戦があるわ」

　力強く宣言すると、麗華は不敵な笑えみをうかべた。

「まず問題。何な故ぜ警けい察さつはこの家を家宅捜索するか、そしてできるのでしょうか？」

　源之助と芙美枝が顔を見あわせ、口ごもる。言うに言えないといった雰囲気を感じ取って、二人の代わりに源太郎が答える。

「父とうちゃんが地獄十字軍だから？」

「そういった側面もあるわね。でも完全じゃないわ、不正解。正解はあたしが誘ゆう拐かいされ、事件が起きていて、あたしを捜すという捜査をしているから。この理由をなくせばいいんだわ」

　そのいとも簡かん単たんといった口く調ちように半信半疑の表情で源之助が尋たずねる。

「どうやって？」

「あたしが家に帰ればいいのよ。そうすれば、とりあえず奴やつらがこの家を捜索する理由がなくなるじゃない」

「なるほど、そりゃあ名案だっ！」

　源之助がひざを打った。麗華に逃げられたとなると、仕事上の大きな失敗となるが、改造人間にされるまでのことはないだろう。基地長に怒られるだろうし、基地のみんなにはバツが悪いが、それぐらい自分一人が我が慢まんすればいいことだ。家族に迷めい惑わくをかけるよりずっといい。

　だが麗華は首を横にふる。

「でもそれだけじゃダメ。だって警けい察さつは既すでにこの家に目をつけているでしょ。調しらべれば真ま中なかなんていう親類も、そして麗れい太た郎ろうなんていう源げん太た郎ろうの従い兄と弟こもいないことなんて、すぐにバレちゃうわ。この辺を突破口に家を捜索されれば、やっぱりおじちゃんが地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの一員だってことがバレるでしょう？」

　肩を落とす源げん之の助すけに代わって、今度は源太郎が尋たずねる。

「じゃあ、どうすりゃいいんだよ」

「証しよう拠こ隠いん滅めつしてやるのよ」

　いつかのおかえしとばかりに麗れい華かが凄すご味みをきかせた。その笑えみに源太郎は気おされる。

「証拠隠滅？」

「そう！　金にものを言わせてこの家をぶっ壊こわしてやるわ。ごく自然な形で」

　桜さくら田だ一家の面々が顔を交互に見あわせる中、麗華は様さま々ざまなプランをあげていく。

「みんなが家を出ている隙すきに交通事故に見せかけて化学物質を積つんだトラックをつっこませてもいいし、国際テロ組そ織しきの犯行に見せかけて爆ばく破はしてもいいじゃない。何だったら隕いん石せきを買ってきて、ミグを使って成層圏あたりから落としてもいいわ。今のロシアはお金さえあれば何でもありだから。証拠さえなくなってしまえば、真中麗太郎っていう疑惑の親類がいなくなっても、警察も手がだせないはずよ」

　だんだん盛り上がる麗華とは対照的に、だんだん沈うつな雰囲気が桜田一家に漂いはじめる。ただでさえ貧しい一家だ、住む家どころか家財道具一式まで失ってしまえばこの先どうなるものか。

　そんな雰囲気を敏感に読み取った麗華はのど元まで「この家の家財道具一式程度ならポケットマネーで全ぜん額がく負担してあげるわ」と言いかけたが、それをあえてのみこんだ。

「大丈夫よ。どうせこの家は地獄十字軍からの借家でしょ？　ここが壊れれば他ほかの家を用意してもらえるわ。それに家財道具だって、保険や賠ばい償しようで何とかなるはずよ」

「なるほど」

　ようやく桜田一家の三人も安心した顔になるが、芙ふ美み枝えがこの家は既すでに事実上ピポレンジャーの包囲下にあることに気づく。

「でも外はピポレンジャーの人たちが見張っているんだろ？　どうするんだい」

　麗華が胸を叩たたく。

「大丈夫、確たしかに外へでればついて来るとは思うけど、途と中ちゆうでまいてやるわ」

「よし、わかった。麗華ちゃんに任せよう」

　潔いさぎよく源之助は麗華にすべてを託すことを宣言する。一家の主あるじの宣言に、芙美枝と源太郎も素直にうなずいた。

　桜田一家のため麗華は文字通り立ち上がる。

「んじゃ、行くわよ。源太郎」

「えっ！　俺おれも？　何で俺が……」

　戸と惑まどう源げん太た郎ろうに麗れい華かはちょっと意地悪してやる。

「だって今なら外にいるのは三人だけでしょ。となるとあたしたちが外へでれば、家の表と裏を見張る人員を残すはずだから、尾行について来るのは一人ひとりだけになるわ。そしたら最悪の場合、源太郎が囮おとりになってあたしを逃がすことができるでしょ？」

「……わかった」

　源太郎は家族のためと小学生らしからぬ悲壮な決意を表情にうかべる。

　ちょっとクスリがききすぎたと反省し、麗華も気休めを言っておく。

「まぁ、大丈夫よ。源太郎は子どもだから警けい察さつもそんなにひどい扱いはしないわ。ただし警察に何を訊きかれても僕は知りませんって答えるのよ」

　源太郎がうなずくと、麗華は源之助に指示をだす。

「それからおじちゃんは地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんに連絡して。あたしが逃げてしまったって。で、その時にこう言うの。あたしを目め隠かくしして縛しばっていたけど夜のうちに窓から逃げられてました、だから家族の顔は見られてませんって。地獄十字軍だっておじちゃんたちが顔を見られたと思えば厄やつ介かい者ものと見なすかもしれないけど、顔を見られてないならとりあえずは安全なはずだから」

「なるほどよく考えてるな」

　素直に感心する源之助に麗華は内心ではあきれながらも、外見的には気合いを入れる。

「んじゃ、行くわよ。源太郎」

「えっ、もう？」

「当たり前じゃない。今は一刻を争っているの。時間がたてばたつほど状況は悪化するわ。今は外の見張りが三人だけでも時間がたてばたくさんの警官に包囲されるの。それにあたしが家に帰るための時間がなくなるの。ぐずぐずなんてしてられないのよっ！」

　源太郎がうなずくより早く源之助は立ち上がった。

「そうだな、麗華ちゃんの言う通りだな。おいらも基地へ報告しに行くから、源太郎も麗華ちゃんの言う通り、もうでなさい」

　そして言うが早いか、風ふ呂ろ場ばやトイレへ続く廊下へつながるふすまを開けた。風呂の反対側、つまり家の間取りとしては寝室の隣となりに位置するところへ秘密の小こ部べ屋やがあり、地獄十字軍の関係の部屋になっているのだ。

　源太郎も立ち上がり、麗華に尋たずねる。

「で、表から出るの？　それとも裏から？」

　麗華は自信満々に笑えみをうかべ、答える。

「もちろん出る時は堂々と表からでるわよ」

「わかった」

　麗華と源太郎は玄関へとむかおうとするが、居間に残った芙ふ美み枝えが手招きする。

「ちょっと麗れい華かちゃん」

「ん？」

　麗華ではなく、源げん太た郎ろうが近づこうとするが、芙ふ美み枝えはそれを制す。

「お前は先に玄関へ行ってなさい。母かあちゃん、麗華ちゃんと女同士の話があるんだから」

　女同士の話と言われれば引き下がるしかないのが男というものだ。いぶかしげに一人ひとり、源太郎は玄関へむかう。代わりに麗華は半ば困り顔で居間へ戻る。

「何なの、おばちゃん。時間がないんだけど」

「すぐにすむから、こっちに来てくれるかい」

　芙美枝は麗華の肩を抱きかかえるようにして居間の隅へとひっぱった。

　そして麗華の前で中腰になり、目め線せんを同じ高さにする。

「おばちゃん、麗華ちゃんにもらって欲しいものがあるんだよ」

「もらって欲しいもの？」

　首をひねる麗華の目の前で、芙美枝は左手の薬指から指ゆび輪わを抜き取った。銀ぎん色いろのリングに米粒の半分くらいしかないが小さく光る透明の石がのっかっている。

「この指輪。わたしの結婚指輪なんだけど、これを麗華ちゃんにもらって欲しいんだよ」

「えっ！　結婚指輪を……」

　麗華は顔をひきつらせると、さぐりをいれるように上目づかいで尋たずねる。

「もしかして、おばちゃん。今回のことでおじちゃんに愛あい想そがつきた、とか？」

「ううん、違うわよ」

　笑いながら芙美枝は首をふると手のひらにのせた指輪を麗華へ差しだす。

「今回のことで麗華ちゃんにはお世話になったからね。おばちゃん、麗華ちゃんに何とかお礼をしたいんだよ。それでね、うちで高価なものというか、お金になりそうなものって、この指輪しかないから。だから麗華ちゃんにこの指輪をもらって欲しいんだよ」

「でも……」

　困こん惑わくする麗華の手をとると、芙美枝は無理に指輪を握らせる。

「あのね、麗華ちゃんはお金持ちだから、こんな指輪もらってもぜんぜん嬉うれしくないだろうし、これを売ったとしても大したお金にはならないことはおばちゃんもよくわかってるの。でも麗華ちゃんに、この家で一番高価で、わたしにとって一番大切なものをあげたいの。一番大きな感かん謝しやの気持ちの印として」

「う～ん、でも……」

　なおも困惑する麗華の目の前で、芙美枝は手をあわせて拝んだ。

「お願ねがいだから、これをもらっておくれ。そ、それでね、麗華ちゃん……」

　芙美枝は困ったような顔をして言いよどんだ、その目がうるんでいるのに麗華も気づく。

「麗華ちゃんには本当に迷惑をかけたから、これ以上、麗華ちゃんに何かお願いできる義理なんてないことはわかってるんだけど、源げん太た郎ろうのことを、良くしてやって欲しいんだよ」

「何だ、そんなことか……」

　源太郎を囮おとりにするとからかったことを芙ふ美み枝えが本気にしてしまっているのだと思い、ようやく麗れい華かも胸をなでおろす。チラリと玄関の方に視し線せんをやると共犯者の笑えみをうかべる。

「大丈夫、安心して。ちょっと源太郎をいじめてやろうと思っただけなの。本当は囮にする気なんてないから」

　けれど芙美枝は笑わなかった。

「そうじゃないんだよ。麗華ちゃんが逃げるのに役立つなら、囮でも身代わりでも源太郎のことは好きにしちゃってかまわないから。ただね……」

「ん？」

「ただ、もしも、もしもだよ？　もしもおばちゃんたちに何かあったら、源太郎の力になってやってくれないかい？」

「もしも、って？」

「ほ、ほら。源太郎はまだ子どもだから、逮たい捕ほとか刑務所とかはないだろうけどさぁ。もしもおじちゃんが逮捕されるようなことがあったら、わたしもどうなるかわからないから。ほら、ここは地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの借家だし、共犯者ってことでわたしも逮捕されるかもしれないから……だから、この通り」

　芙美枝は両手をあわせる。

「もしもの時は源太郎のことを、源太郎のことを良くしてやっておくれ」

　それから芙美枝は「この通り」と何度も何度も拝おがんだまま頭を下げた。

　ようやく麗華にも芙美枝の真意が伝わって、ふいに目に涙がうかぶ。

　以前の麗華だったら、安っぽい指ゆび輪わ一個で人一人ひとりの面めん倒どうをみろというのかと怒っていたかもしれない。もしもこの家に来たばかりの時だったら、犯罪者は裁かれて当然と痛くもかゆくもなかったかもしれない。

　けれどこの家に来て以来、麗華は変わってしまっていた。今の麗華は痛いまでに芙美枝の気持ちがよくわかる。芙美枝の気持ちに何とか応こたえてあげたいと思ってしまう。そしてたった一週間程度でもこの家ですごしている間に、この一家が受ける痛みや苦しみが自分のこと以上に感じてしまうようになっていた。

　麗華は心から願ねがう。

　守ってあげたい。この一家を守ってあげたい、と。

　この居間で、そして夕暮れの空き地で、源げん之の助すけも、芙美枝も、源太郎も、自分のことよりも家族のことばかりを心配していた。自分がどうなっても家族だけは守りたいと願っていた。

　今の麗華も同じ気持ちだった。だから麗華は芙美枝が拝みあわせる手に、そっと手を重ねあわせた。そしてふるえる声で語りかける。

「大丈夫だから、おばちゃん。明日あしたは来るから……」

「あした？」

　戸と惑まどう芙ふ美み枝えの手を開き、麗れい華かは指ゆび輪わをのせる。

「そう、明日。昨日きのうや今日きようと変わらない明日が……おばちゃんが美お味いしい料理を作って、みんなでちゃぶ台を囲んで、そしておじちゃんの声にあわせてみんなで一家そろっていただきますをするの。そんな今まで通りの明日が必ず来るから。だから、だから、これはもらえないよ」

　今度は麗華が指輪を握らせた。芙美枝の顔にぎこちない笑えみがうかんだ。

「そうだね、きっとそうだね。ごめんね、麗華ちゃん。おばちゃん、弱気になっちゃって」

　芙美枝は目にうかんだ涙をぬぐうと、もう一度、指輪を麗華の手に握らせる。

「じゃ、じゃあさ。麗華ちゃんがこの指輪を預かってくれない？　おばちゃん、おっちょこちょいだし、大おお騒さわぎの最中になくしちゃったりしたら大変だから」

「でも……」

　困った顔をした麗華に芙美枝が手をあわせて頼みこむ。

「お願ねがいだからね、ね、この通り。それに時間だってないんだから」

　時間がないのは確たしかだった。迷いながらも麗華が指輪を半分握りかけたところで、玄関から間の抜けた声があがる。

「おーいっ、まーだーっ？」
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　源げん太た郎ろうの声だ。麗れい華かと芙ふ美み枝えはお互い涙をにじませた目で苦にが笑わらいになる。こちらの気も知らないで、当の本人だけはのん気なものだ。

「今、行くわっ！」

　麗華は叫び返してやると、指ゆび輪わを握りしめた。

「じゃ、これ預かるから」

「うん、気をつけてね」

　麗華は玄関にむかって走った。

「お待たせ」

「何を話してたんだよ、遅いなぁ」

　すねた声をだす源太郎の背中を、麗華は指輪を握ったグーの手でぶっ叩たたいてやる。

「女同士の大切な話よ。男はね、気にしちゃいけないの」

「ふーん……」

　わかったのか、わからないのか、源太郎は曖あい昧まいな顔で叩かれた背中をさする。

　その横で麗華は足早に靴をはき終えた。

「んじゃ行くわよ」

　この一言に源太郎の顔が一いつ瞬しゆんにして引ひき締しまった。神妙な面おも持もちでうなずく。

　玄関の扉を開け、麗華と源太郎は外へ飛びだした。













　　　第七章　命の詩～いのちのうた～







　いきなりでてきた二人ふたりの姿に赤あか坂さかは目が点になる。それは黄き桜ざくらも一いつ緒しよだった。

　今さら隠かくれても無む駄だだし、隠れようとすると返って怪あやしいのだが、急なことで赤坂と黄桜は腰を屈かがめて身を隠せるところはないかとオロオロする。これではどちらが警けい察さつで、どちらが容疑者なのかわからない。

　そんな二人ふたりの前で、麗華は源太郎の肩をくんで堂々と歩いていく。

「んじゃ、源太郎。遊びに行こうぜ」

「うん」

　源太郎が素直にうなずいた。麗華から言われたことを今も律りち儀ぎに守っているのだ。

　悠ゆう然ぜんと去って行く二人の後ろ姿に黄桜は狼ろう狽ばいする。

「ど、どうします？」

「どうしますって、決まっているじゃない！」

　尾行をつける必要がある。ただ問題はそれを誰だれに行かせるか、だ。

　人ひと質じちの確かく保ほは最さい優ゆう先せんである。本当なら赤あか坂さか自身が行きたい。だが指示をだす責任者として自分が尾行につくわけにもいかない。裏手に回った青あお木きを行かせれば、その隙すきをついて裏から源げん之の助すけと芙ふ美み枝えが逃げだすかもしれない。となると消去法で一人ひとりしか残っていない。

　赤坂は黄き桜ざくらの顔を見つめる。

「な、何ですか？」

　赤坂は悩ましげに頭に手をやると、黄桜に指示をだす。

「……いい、あの子たちを尾行して。ただし次にあげることを必ず守るように。第一に絶対に見失わないこと。第二に指示があるまで絶対に手をださないこと。第三に令状がとれたら指示を送るので二人ふたりを保ほ護ごすること。第四にもし保護の際に一人しか確かく保ほできない場合は必ずマナカ・レイタロウと名のった方の子を確保すること。わかった？」

「了解いたしました」

　黄桜が大おお真ま面じ目めな顔で敬礼する。それを赤坂は半信半疑の半まなこといった顔で眺めた。

「じゃあ四つの指示を復唱してみて」

「第一に絶対に見失わないこと。第二に……」

　早くも二番目から歯切れが悪くなる。赤坂は黄桜のむなぐらをつかんだ。

「もう一回だけ言ってあげるから、手帳に書いときなさい」

「りょ、了解であります」

　四つの指示を手帳に書き取らせ、赤坂は黄桜を尾行に送りだした。




　尾行がついたのは麗れい華かと源げん太た郎ろうにもすぐわかった。

「ど、どうする？」

　不安な源太郎の声に、麗華は声をひそめながらも自信満々に答える。

「決まってるじゃない、まいてやるのよ」

「でも、どうやって？」

　それでも不安のぬぐえない源太郎の手を麗華が握る。

「大丈夫、作戦なんてすぐに思いつくわ。あたしの合図で走りだすの。いい？　迷ったらダメだからね」

　源太郎は素直にうなずいた。

　尾行を引き連れたまま麗華と源太郎は昨日きのうの道を歩いていく。やがてコンビニをすぎ、五〇メートルくらい先へ行ったところに踏み切りがあらわれた。しかもちょうどサイレンの音と共に遮しや断だん機きがおりはじめる。麗華はつないだ手に力をこめた。

「今がチャンスよ」

　急に麗華と源太郎が走りだす。

　黄桜も二人を追って走りだした。

　踏み切りの先に商店街があった。今の時間、夕食の食材を求める主婦たちで、人通りは最も多くなっている。あの人波にまぎれれば追っ手をまくのも容易なはずだ。

　踏み切りの両端に立つ遮しや断だん機きは片方が既すでにおりていて、もう片方がおりようとする中、麗れい華かと源げん太た郎ろうは踏み切りを斜めに突っ切って走った。

　踏み切りを渡った二人ふたりが振り返ると、黄き桜ざくらが遮断機の下をくぐろうと腰を屈かがめているところだった。

　遠くから警けい笛てきがあがるが、黄桜も踏み切りを渡り切りそうだ。

「警察のくせに遮断機の下をくぐるなんて」

　麗華は毒づくと、源太郎の手を握ったまま走りだす。

　必死になって逃げる二人だが、黄桜も尾行開始早々に二人を見失ったとなると赤あか坂さかからどんな目にあわされるかわかったものではない。追う方だって必死だった。

　二人は買い物客であふれる商店街を駆かけ抜けていくが、手をつなぎ横にならんでいるので人波の中を走るのに不利だ。

　しかも黄桜は元相撲すもうとりで今も小太りな体型をしているとはいえ、現役時代は小柄な体格を技とスピードでカバーしてきた口だ。俊しゆん足そくとはいえなくとも、決して遅くはなかった。

　こうなるとサッカー少年の源太郎はともかく、普ふ段だんから運動不足の麗華は分が悪い。

　最初は源太郎の手をひっぱってやや前を走っていたのが、あっと言う間に源太郎から手をひっぱられてやや後ろを走る格かつ好こうになってしまった。

　遅れがちな麗華を、源太郎が心配な顔で尋たずねる。

「大丈夫？」

「大丈夫、に、決まって、るでしょ！」

　しかし言葉とは裏腹に麗華の顔はまっ赤かで、息も絶たえ絶だえだ。

　追われることは苦しい。そして体力もないからつらい。それに他人から心配されるのは癪しやくで仕方ない。でも何な故ぜか今という状況を楽しいと感じている自分がいることに麗華は戸と惑まどっていた。それに手をひっぱっていく源太郎が頼もしくもあり、自分のことを心配してくれるのが嬉うれしくもある。ごちゃ混ぜの感情の中、麗華はわけがわからないまま走る。

　二人は商店街を走っていく、黄桜が踏み切りを越えたところで最大に開いた距きよ離りはだんだんと縮ちぢまっていた。このままだと追いつかれるのも時間の問題だ。

　走りながら麗華は頭を働かせる。元々麗華は体力よりも頭で勝負するタイプなのだ。それを体力のあり余っている連中と身体からだで張りあっても仕方ない。

　やがて商店街が終わり、Ｔ字路の先に銭せん湯とうが見えた。大きな看板に富ふ士じの湯とある。

　麗華が作戦を思いついた。

「源太郎、まっすぐ行くわよ」

　麗華は前に出て源太郎の手をひっぱると、そのままＴ字路を突っ切り銭湯へ突入する。

「えっ？　ちょっと待ってっ、そっちはっ！」

「うるさいっ！　あたしの言う通りにしときゃいいのよ」

　戸と惑まどう源げん太た郎ろうをひっぱって、麗れい華かは赤い字で女湯とかかれた大きなのれんをくぐる。

　女湯へ飛びこむと、番台があって、四〇代くらいのおばさんが座っていた。

　富ふ士じ見み陽よう子こ。旦だん那なを亡くして一〇年、この富士の湯を切り盛りしてきた女主人である。玉ねぎ頭にメガネ。いかにも肝きもっ玉たま母かあさんという風ふう体ていだ。

　汗だくで駆かけて来た麗華が悲鳴同然の大声で訴える。

「助けて、おばちゃん。あたしたち、変な人に追われているの」

「何だって!?」

「警けい察さつ手帳を見せて、あたしたちを裏道にさそいこみ、いきなり身体検査をするとかって言いだしたのっ！」

　最近は警察手帳を使って子どもを信用させておいて悪戯いたずらをするという悪質な性犯罪を行う警官もいる。しかもこの場合だと、相手が子どもだし捜査機き関かんの中に犯人がいるものだから、捕まりにくく被害者が増えてしまうのだ。

「そりゃあ、許せないねっ！」

　玉ねぎ頭の陽子が番台から立ち上がると、話を横で聞いていた客たちも口々に憤いきどおる。

「本当だよ、警察官でありながら、こんな子どもに悪戯しようなんてっ！」

「とっちめて、やらないとっ！」

「まぁ、二人ふたりとも可愛かわいいこと。こんなに可愛いから狙ねらわれちゃうんだね」

　みんなの同情が集まる中、麗華は陽子に頼みこむ。

「お願ねがい、裏口から逃がして」

「わかった」

　陽子は快くうなずくと、脱衣場で籠かごを整せい理りしていた高校生くらいの娘に言いつける。

「ちょっと、高たか音ね。この子たちを裏口からだしてやって」

「うん、わかった。こっちよ」

　高音と呼ばれた少女は風ふ呂ろ場ばの中へと麗華たちを招く。

「ありがとうっ！」

　礼を言うが早いか麗華は源太郎の手を握ったまま風呂場へ走ろうとするが、源太郎が足でブレーキをかける。

「うわっ、ちょっと待てっ。俺おれは男だぞっ!?」

「子どもなんだから気にしなくていいから。早くおいで」

　高音が手招きするが、男・桜さくら田だ源太郎、一〇歳。可愛いと言われて男の誉ほめ言葉じゃないと怒る最後の日本男児である。女湯なんかに入れるわけがない。

「俺は男だから他ほかの道を通してもら……」

　ふんぞり返って堂々と宣言しようとしたのだが、それを途と中ちゆうで麗れい華かが張り倒していた。

「今がどういう時だかわかってんの？　早く逃げるわよ」

　そして源げん太た郎ろうが目を回しているうちに引きずるように女湯へ飛びこんだ。

　むわむわとした湯ゆ煙けむりの向こうに富ふ士じ山さんがあった。

　巨大な富士の下、湖面には逆さ富士。歴代のお札さつによく使われてきた本もと栖す湖こから見た図である。しかもよくあるペンキ絵ではなく、もっと高級なタイル絵であった。

　おかげでこの湯はガイドブックや銭せん湯とう本ぼんに何度も紹介され知る人ぞ知る隠かくれ名所になっている。また近くに大学があることもあって、客は年寄りばかりではなく、女子大生らしき世代を中心に若い女の人も意外に多い。

　しかし女の裸を見れば目がつぶれるとでも思っているのか、源太郎は目を閉じてギャーギャー騒さわぐばかりだ。

「うわーっ！　ちょっと待てーっ！」

　源太郎が目をつぶって足を止めるものだから、麗華は襟えり首くびつかんで引きずっていくしかない。

「どうせ大人おとなになったら、見たくても見せてもらえないんだから、今のうちにありがたく拝おがませてもらっときなさいよっ！」

「俺おれは男だぞーっ！」

　タイルの上を背中からすべっていく源太郎に、まわりからは黄き色いろい声がわきあがる。

「キャー、可愛かわいい！」

「えーっ、あの子たちって男の子？　うっそーっ！」

　黄色い声が飛び交かう中、高たか音ねがドアを開けた。ドアの向こうはボイラー室で、薄うす暗ぐらい部へ屋やの中は湿ったコンクリート壁かべと大きなパイプが何本も見える。

「こっちよ」

　手招きする高音のもとへ、麗華は源太郎を引きずったまま飛びこんだ。




　一方、麗華と源太郎が風ふ呂ろ場ばへ入るのとほぼ同時に、黄き桜ざくらも富士の湯へ飛びこんでいた。

　入れ違いになって黄桜は警けい察さつ手帳を掲げて開口一番。

「警察だが、いまグエブッ！」

　木製の湯ゆ桶おけが黄桜の顔面に直ちよく撃げきした。

「な、何をするんだ。いきなりっ！」

　顔にはまりこんだ湯桶の底をとって黄桜は憤いきどおるが、一いつ瞬しゆんにしてその顔が凍こおりつく。

　黄桜の前には、陽よう子こを先頭に身体からだをバスタオルでくるんだおばちゃん連中が腕組みしたり第二撃第三撃の湯桶をかまえているのだ。

「ちょ、ちょっと待って。わ、わたしは警官で、元小こ結むすびの大おお乃の海うみ。ほ、ほら、ピ、ピポレンジャーをやってます。世間で大人気の、だ、だから捜査にご協力を……」

　黄き桜ざくらは必死になって警けい察さつ手帳を見せて信用してもらおうとするが、あらかじめ麗れい華かが変なことを訴えているものだから、むしろ逆効果だ。

「あんな小さな子どもを裏道に連れこんで、身体検査をさせろっですって」

　汚いものを見るかのように眉まゆをひそめるおばちゃんがいた。

「しかも警察手帳を見せて信用させようなんて、手口が卑劣じゃないっ！」

　ストレートに怒りをぶつけるおばちゃんがいた。

「最近は有名人の犯罪も多いからね。有名人は何をしても許されると思ってんじゃないの？」

　いらだちと疑ぎ惑わくの目を黄桜にむけるおばちゃんもいた。

「そうよ、そうよ。だいたい、いきなり女湯に飛びこんでくるところが、異常なのよ。普通なら男湯から入って訊ききにくるもんよ」

　いい年になっても自分は女でちょいと特別な存在という意い識しきが強いおばちゃんがいた。

「こういう奴やつなのよ、性犯罪者なんて。こういう奴が性犯罪に走るの」

　さらには何もかもわかったような口ぶりで力説するおばちゃんだっていた。ただ麗華の口車にのせられただけというのに。

　口々に罵ののしりあうおばちゃんたちの殺さつ気きがだんだんと高まっていく。

「まったく、許せないねぇ……」

「うわっ！　ちょっと待って。暴ぼう力りよくはいけません。暴力はっ！」

　黄桜の叫びもむなしく、湯ゆ桶おけが、フルーツ牛乳の空あき瓶びんが、そしてズロースまでもが宙に舞まう。ひっくり返った黄桜は、みんなから湯桶の底でタコ殴りにされ、最後は縛しばり上げられた。

　陽よう子こは腕をくんで、足もとの黄桜を眺める。

「まったくとんでもない奴だよ。警察に突きだしてやるんだから」

　すると常連客の中から声があがった。

「あー、ダメダメ。警察に警官なんか突きだしても、もみ消そうとするに決まってるよ。新聞社やテレビ局に突きだしてやりなよ」

「そりゃいいね」

　早速、陽子は番台にのぼって電話帳をひっぱりだし電話番号を調しらべはじめる。

「か、勘弁してくださいっ！」

　黄桜が悲鳴をあげるが、聞き入れられるわけはなかった。




　縛り上げられた黄桜が悲鳴をあげている頃ころ、麗華と源げん太た郎ろうは既すでにボイラー室を抜けて富ふ士じの湯の裏口へとでていた。

「お姉ねえさん、ありがとう！　源太郎もお礼を言いなさいよ」

　麗華は礼を述べると、源太郎の頭をむりやり押さえつけて頭を下げさせる。

「いてて、やめろよ。そんなことしなくても自分で言うってっ！」

　源げん太た郎ろうは麗れい華かの手を頭から払いのけると、頭を下げた。

「ありがとうございました」

「んじゃ、行くわよ」

　源太郎が頭をあげ切らないうちに、麗華は源太郎の手をひっぱった。

「うわっ！　ちょっと待てよ」

「早くしないと、間に合わないんだからっ！」

　手をひっぱられて姿勢を崩くずした源太郎がヨタヨタと引きずられるように走りだす。

　そんな二人ふたりの姿に高たか音ねはクスクス笑うが、ふと何かに気づき二人を呼び止める。

「ねぇ、ちょっと二人とも」

「はい？」

　振り返った麗華に、高音は少しためらいながらも自転車を指さした。

「ねぇ、何かよくわからないけど、もし急いでいるんだったら自転車、のっていく？」

　麗華と源太郎は目を輝かがやかせた。

「ありがとうっ！」

　麗華と源太郎は後で必ず返しに来ることを約束し、自転車で走りだした。

　源太郎が前にのり、麗華は後こう輪りんの軸部突起へ足をのせて、立ちのりをする。

　麗華が指さす先にむかって、源太郎は必死になって自転車をこいでいく。両親を思う気持ちが、家族を心配する気持ちが、源太郎を無む性しようにかりたてるのだ。

　そのスピードが、そして源太郎の背中が、麗華には心地ここちよかった。

　裏通りを飛びだし、表通りを横切って、まっすぐ麗華の自宅へと自転車は走る。

　帰宅ラッシュがはじまった大通りで居並ぶ自動車をごぼう抜きにして、歩道を歩いてる人が飛びのいて、時には背中へ罵ば声せいが飛んできた。

　それでも二人はひた走る、あらゆる障害を越えて。

　やがて二人の前に長い坂が立ちはだかった。

　遥はるか頂上には時と計けい塔とうのある教会が見える。通称、時計坂。心しん臓ぞう破りの長い坂だ。

　本当に長い坂だ、源太郎が必死の形ぎよう相そうで自転車をこぐがスピードはどんどん落ちていき、途と中ちゆうで止まりそうになる。麗華は自転車から飛び降りた。

　自転車が軽くなったことに気づいた源太郎が振り返ると、荷台に手をかけた麗華と目があう。

「頑がん張ばれっ！」

　麗華が励ますと、源太郎は正面をむき小さくうなずいた。麗華も自転車を押す。

　体力のない麗華はすぐにしんどくなって、顔をあげる。まだ坂を上り切らないのか、と。

　麗華に見えたのは空と源太郎の背中だけ。まるで源太郎と一いつ緒しよに空にむかって走っているようだった。

　不ふ思し議ぎな力がわいてきて、麗華はもう少し頑張れる気がしてきた。

　二人ふたりで長い坂をのぼっていく。どこまでも、どこまでも。

　やがて二人で力をあわせて長い坂を上り切ると、再び二人で長い坂を下っていく。

　猛もう烈れつなスピードが視界を狭くする。見えるのは下り坂の終着点と、源げん太た郎ろうの頭だけ。

　坂を下る猛スピードと風で身体からだが軽くなる。長い髪をバッサリ切った頭だって軽い。

　転んだ時のことが、頭にちらつかなかったわけでもないが、その時は源太郎も一いつ緒しよだと思えば不ふ思し議ぎと恐怖感はわき上がらない。

　麗れい華かは心まで軽やかになっていた。

　どうしても源太郎の口から聞きたい言葉があった。

「ねぇ！」

「何だよ？」

「あたしのこと、まだ敵だと思ってる？」

　風が源太郎の声を麗華へと届けてくれた。

「思ってないよっ！」

　いつだって愛あい想そなしだった源太郎が迷わず答えた。

　たったこれだけのことが、麗華の胸をどこまでも熱あつくふるえさせる。

　そう、言葉には力がある。人をどこまでも強くしてくれる魔ま法ほうの力が。

　今、麗華は無敵になった。
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　世界中を敵にまわしたって平気だ、何も恐こわくない。

　心が風と共に踊る。

　長い坂を下り切った。

　視界が急に広がり、遥はるか前方へ長い塀へいと高い屋根が見える。麗れい華かの家だ。

「見えたっ！」

　麗華が指さす先に自転車はむかっていった。




　電話の逆探知要員などの警けい官かんがいることを用心して、麗華は源げん太た郎ろうを連れて非常口から邸内へと入っていく。

　赤レンガの積つまれた塀に近代的なセンサーが二つ縦たてにならんで埋めこまれている。麗華はその下の方のセンサーをのぞきこんだ。網膜照合式のゲートである。

　ロックを解除する金属音と共にドアは開いた。

　敷しき地ち内に忍びこむと館やかたの裏口へと走る。

　目指すは二階にある母の部へ屋や。母が日本へ戻っているとしたら、そこしかない。

　麗華が誘ゆう拐かいされる前、母は欧おう州しゆうにいた。

　誘拐事件の指示なり交渉なりは、合理的に考えればどこでもできる。だが母が麗華を心配しているなら、この日本で、この家で、麗華の帰りを待っているはずだ。

　薄うす暗ぐらい廊下には人ひと影かげはない。時おり人の声が遠くから聞こえてくる。

　広い邸内は階段が四カ所に、エレベーターが二に基きある。さらには中庭を囲む四方に螺ら旋せん階段が一つずつあった。ちょっとした美び術じゆつ館かんかヨーロッパの離り宮きゆう並である。

　だがどんなに広くとも勝手知ったる自分の家、麗華は警けい察さつがつめているとしたら一階の大食堂か執しつ事じの執務室あたりだと見当をつけると、その二部屋を避けて二階へあがる階段までのルートを計算する。

　ルートを決めたら即行動だ。麗華は源太郎をひっぱって慎しん重ちように二階を目指す。階段をあがると、ある部屋の前に立った。

　大きな両開きのドアがある。一枚板で造られた二枚の扉は左右対称でまったく同じ木目をしていた。明めい治じの終わり頃ごろに屋や久く杉すぎの大木を二つに割って作らせたものである。

　麗華は目を閉じると、ドアの握りをつかむ。

　そしてドアを開けた。

「麗華っ！」

　重厚な両開き式のドアが左右に開くと、中から驚おどろきの声があがった。

　目を開けると、そこには瘦やせた女の姿があった。髪は乱れ、目の下にはくまができている。麗華の母、沙さ良らだった。今までに見たこともないほどやつれた母の姿に麗華は実感する。麗華にも、桜さくら田だ一家と同じ家族の絆きずながあったことを。

　麗れい華かは夢中で沙さ良らへ抱きついた。

「お母かあさんっ！」

「麗華、いったい今までどこに……」

　沙良が麗華の身体からだをつつみこむ。母の腕の中は心地ここちよかったが、今は一刻を争っていた。こうしている間にも源げん之の助すけと芙ふ美み枝えに危険が迫っているのだ。麗華は母の手を引きはなす。

「それどころじゃないの。それより、お母さんっ！　あたしの誘ゆう拐かい事件の被害届けをすぐに取り下げて」

「被害届けを取り下げろ、ですって？」

　そこへ執しつ事じが飛びこんできた。銀ぎん髪ぱつにグレーの瞳ひとみ、真ま木ぎ家けの筆頭執事である。

「沙良さまっ！　警けい察さつから連絡がありまして、お嬢じようさまが誘拐されているとおぼしき場所が見つかったので、今からピポレンジャーが突入するそうです。それでお嬢さまの身元確かく認にんのために協力して欲しいと」

「何ですってっ！」

　麗華が叫び、源げん太た郎ろうの顔はまっ青さおになった。そんな麗華たちの姿に執事の方も驚おどろく。

「お、お嬢さま。こ、これはいったいどういうことで？」

「説明はあと！」

　麗華は執事からの質問をさえぎると、源之助と芙美枝を救うために頭をフル回転させて使えそうなものをリストアップしていく。

「お母さん！　ヘリを貸して欲しいの。普通のじゃなくて、研究所に陸自航空科の次期作戦司し令れい機きの試作があるでしょ？　電子装備をごまんと積つんだの。あれにバンカーバスター爆ばく弾だんと空対地ミサイル、あとガトリング・ポッドにタングステン弾を充じゆう塡てんして……」

　真木家の本宅があるだけに、市内の西部にはマギグループの中核企業たる真木技研の研究所がある。そこでは麗華の言う通り、陸上自じ衛えい隊たいの航空科用に攻こう撃げきヘリを改造した前ぜん線せん指揮機を開発していた。試作機は既すでにでき上がっているのも確たしかだが、企業の信用問題もあるし、何より軍事機密の塊かたまりみたいなものを私用に使えるはずがない、しかも重武装で。

「そんなことできるわけないでしょっ！」

　麗華を一いつ喝かつすると、沙良は頭に手をあてた。

「だいたいこれはどういうこと？　説明して」

「説明している暇ひまはないのっ！　今は一刻を争うのよ。とにかく貸してってばっ！」

「いい加減にしなさいっ！」

　ほほを打つ音が部へ屋やの中に響ひびきわたる。

　ぶたれたほほに手をあてて麗華は驚きの目で母を見つめていた。沙良は目に涙をためて、荒い息をくりかえしていた。

「お母さん、どれだけ心配したと思ってるのよっ！　そしてみんながどれだけ心配したと思ってるの？　それを何？　捜索願ねがいを取り下げろとか、軍用ヘリの試し作さく機きを貸せとか、それよりも何があったか説明しなさい」

　麗れい華かはうつむいて何も答えない。

　沙さ良らの胸に後悔にも似た念がわく。捜索願ねがいやヘリの件では確たしかに沙良の言うことは正しいのだが、合理的に考えれば麗華は一方的に誘ゆう拐かいされ、それを自力で脱出してきたのである。

　沙良が麗華のことを心配したとしても、麗華には不可抗力の話だった。麗華の性格からすれば、この点を突いて反はん撃げきに来るのは目に見えていた。どうしても心理的に身構えてしまう。

　だが突然、麗華は沙良の胸に飛びこんで両手で抱きしめた。

「お母かあさん、大好きっ！」

「えっ!?」

　呆あつ気けにとられた母に麗華は訴える。

「お母さん、大切なことを教えてくれた人たちがいるの。その人たちを助けたい、守ってあげたいの」

　麗華の胸の中に、源げん之の助すけ、芙ふ美み枝え、そして源げん太た郎ろうの顔が次々とうかんでいく。今だからわかることがある。今だから素直に嬉うれしいと思えることがある。思いっきり叩たたいたのは、本気で心配していた証あかし。

「だから、だから今は説明している時間はないけど、あたしを信じて」

　沙良は麗華の顔をじっと見つめる。麗華の瞳ひとみはゆらぐことなく、沙良の目を見返していた。

　ヘリは貸し与えるべきではない。

　企業家としての倫理や、社会人としての常じよう識しき、軍需産業にたずさわる者としてのモラル、様さま々ざまな観かん点てんから導みちびきだされる沙良の答えは一つへ帰結する。

　そうすれば企業の利益、真ま木ぎ家けの利権、沙良個人の権限、今あるものはすべて失わずにすむ。安全で無ぶ難なんな答え。誰だれだって選えらぶはずだし、選ばなければならないはずだった。

　何な故ぜなら武力とは人を殺せる力でもあるのだから。

　けれど沙良は考える。

　人をも殺す力を娘に貸し与えれば、娘は力を人殺しのために使うのだろうか。

　もし麗華が真に大切なことを知ったのなら、それは違うはずだ。

　それに沙良は気づいていた。

　今、安全で無難な道を選べば、麗華の見つけてきた大切なものを、自分は永遠に見失ってしまうであろうことに。

　二つの選せん択たく肢しのうち、どちらを選んでも大きなものを失うかもしれない。目に見えるもの、目に見えないもの。

　迷う沙良の目を、麗華は決してそらすことなく見つめ続けている。

　いい目だった。

　あのわがまま娘をこれだけ変えてしまったものを、ふと沙さ良らも見てみたくなるほどの。

「いいわ……麗れい華か、あなたを信じる」

「お母かあさん！」

　満面の笑え顔がおをうかべる麗華に、沙良が悔くやしさをうかべた顔で釘くぎを刺す。

「ただし、後で必ず説明してもらうわよ。この一週間の間に何があったか、詳しく」

「うんっ！」

　素直にうなずく麗華の姿に目を細めると、沙良は意味深なそぶりで源げん太た郎ろうを指さす。

「それと、その後ろに立っている男の子のこともね」

「えっ？」

　麗華の顔が赤くなった。一いつ矢し報むくいることはできたはずだ、沙良は笑って娘の背中を叩たたく。

「さぁ、行ってらっしゃい。大切な人たちを守りたいんでしょ？」

「う、うん」

　ぎこちなく麗華がうなずくと、沙良は真ま木ぎ家け筆頭執しつ事じの名を呼ぶ。

「ギャツビー、すべてを麗華の望むままにはからって。責任はすべて私がもちます」

「御意」

　ギャツビーと呼ばれた筆頭執事はうやうやしくうなずくと、扉を開く。

「ではお嬢じようさま。研究所からヘリをまわしますので、地下からヘリポートへお回りください」

「うん、お願ねがいね」

　言うが早いか麗華は源太郎を引き連れて、ドアを飛びだした。

　二人ふたりの姿を見送ると、沙良は長いため息を一つ吐ついた。それからソファに身を沈める。

「大好き、か……あのわがまま娘がたった一週間で、こんなに変わるなんて」

　ひたいに手をあて、頭を抱える。前髪がはらりと落ち、自じ虐ぎやく的てきな笑えみがうかんだ。

　沙良は娘のことに思いを巡らせる。

　元々、頭の回転の早い子だった。それがどういうわけか人の心とか、人の気持ちとか、そういった方向には気がまわらず、合理的すぎて周囲から反感や反発を買ってばかりだった。しかも沙良は麗華が完成させたある理り論ろんを、学会に発表せず企業の利益を優ゆう先せんし軍事機き密みつへ転用してしまった。軽い負い目をきっかけに、どう接して良いのかわからなくなり、仕事の忙しさに逃げ、いつの間にか麗華の傍ぼう若じやく無ぶ人じんなわがままぶりを見て見ぬふりをしていた自分がいた。

「わたし、母親失格ね」

「沙良さま？」

　困った顔をしたギャツビーに、沙良は無理に微笑ほほえんだ。

「でも、今までが間違いだったなら、これからを変えればいいはずよね？」

　その第一歩は沙良だって踏みだしたはずだ。筆頭執事の顔にも力のある笑みがうかんでいた。

「もちろんでございますとも」

「ギャツビー。やっぱり、あなたが行ってあげて。研究所への手配は私の方でしておくから。あの子の力になって欲しいの」

「御意」

　うやうやしくギャツビーはうなずくと、部へ屋やから退く。




　広大な敷しき地ちの中にコンクリートで固められた一角がある。真ま木ぎ家けのヘリポートだ。

　麗れい華かと源げん太た郎ろうがここについてから五分もしないうちに遠くからエンジン音が響ひびく。

　空の彼方かなたから真っ黒な何かが近づいていた。

　二人ふたりが目をこらすと、黒い何かは近づくにつれ、その姿形をはっきりさせていく。

　ステルス機き特有の平面を多用した機体は長細く、そして低かった。機体の底がカヌーの底のようにＶの字型になっていて、下から見上げればまるで空飛ぶ小舟だ。

　麗華はこの機体に重装備を施ほどこすよう頼んでいたが、一見したところガトリング・ポッドの銃身や爆ばく弾だんらしきものは見えない。だが麗華の願ねがいはすべてかなえられていた。ステルス性確かく保ほのためにウェッポンベイ（兵器庫）にすべて格納されているのだ。

　ふいに後ろから声がした。

「どうやら、到着したようでございますな」

「ギャツビー！」

　驚おどろいて振り向く麗華の姿に、ギャツビーが不敵な笑えみをうかべる。

「沙さ良らさまから、お嬢じようさまの力になるように申しつかりました」

「お母かあさんが……」

　母からの信頼の大きさに麗華の顔がほころぶ。

　エンジン音は次第に爆音と化し、機体はすぐ目の前だ。

「おじさんが、操そう縦じゆうするんですか？」

　源太郎の問いに、ギャツビーが不敵な笑みを口元にうかべた。

「はい。ＳＡＳ、英国陸軍の特殊空くう挺てい部隊に所属しておりましたのでヘリの操縦にかけては真木随ずい一いちであると自負しております……実戦は一〇年ぶりで、ございますが」




　同時刻、桜さくら田だ家けは警けい官かん隊たいに包囲されていた。

　その包囲網で指揮をとる赤あか坂さかのもとへ、若い警官が敬礼する。

「包囲、整ととのいました」

「ごくろうさま」

　満足な笑みをうかべ赤坂は若い警官をねぎらった。あとは黄き桜ざくらに連絡を入れて、ガサ入れと同時に子どもたちを確かく保ほだ。

　黄桜に電話を入れようと、携帯電話をスーツから取りだしたところで、別の若い警官が息を切らしてやって来た。

「た、大変です。赤あか坂さか警けい視し」

「何？」

「今、本部から連絡がありまして、黄き桜ざくら警部補が女湯への侵入および児童に対する猥わい褻せつ行為で民間人により拘こう束そくされたと。現在、マスコミ各社から問い合わせが殺到しています」

「何ですってっ！」

　瞬しゆん時じに体内の血液が沸ふつ騰とうするような感覚におそわれるが、次の瞬間に赤坂の脳のう裏りにうかんだのは、マナカ・レイタロウなる少年が「あっかんべー」をする姿だった。自みずからの判断と、黄桜の不ふ甲が斐いなさに脱力する。

「やられた、わね……」

　誰だれに語るというわけでもなくつぶやくと、赤坂は思考を巡らせる。

　おそらくマナカ・レイタロウなる少年の正体は真ま木ぎ麗れい華かだ。もうしばらくしたら自力で脱出できましたと、何食わぬ顔で言いだすに違いない。しかも理由は不明だが、麗華が容疑者である桜さくら田だ家けの面々をかばっているのは明らかである。

　となるとたとえこの家の怪あやしい夫婦を逮たい捕ほしても、この二人ふたりが犯人じゃないとかばうのは目に見えている。せめてマナカ・レイタロウと真木麗華が同一人物であると立証できれば話は別だが、真木家の娘は一族きっての早そう熟じゆくの天才児という。敵は手て強ごわい。しかも被害者という立場と児童福祉法を盾たてにされればまともな取とり調しらべができるわけもない。

　誘ゆう拐かい事件としての検挙の見通しが立たない上に、黄桜の不始末。状況は悪い。

　だが誘拐事件に関しては不利であっても、あの怪しい夫婦が地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの一員である可能性は高い。ここに赤坂は逆転の一手を見み出いだしていた。

　このままだと黄桜の件でピポレンジャーの不祥事とマスコミから一方的に叩たたかれるのは目に見えている。だがあの夫婦を地獄十字軍の一員として逮たい捕ほできれば、たとえマナカ・レイタロウなる少年が謎なぞの少年のままに終わることになったとしても、すくなくともあの夫婦の息子むすこを尾行していた黄桜が罠わなにはめられたことは明らかにできるはずだ。

　リスクを負うのは確たしかだし、失敗すればピポレンジャーに対する傷口を大きくするかもしれない。だが活路は後ろではなく、前にある。そして令状もあるのだ。

　赤坂は決断した。

　所しよ轄かつの警官たちを引き連れて、桜田家の玄関の前に立つ。

「桜田さんっ！　警察です。開けてください」

　扉を叩くと、引き戸がガタガタゆれて大きな音がする。

　赤坂は何度か同じことをくり返すが、中から人が出てきそうな気け配はいはない。だがこのくらいは予想の範はん囲い内である。かたわらに立つ警官に手を差しだす。

「拡声器を」

「どうぞ」

　赤あか坂さかの手に、赤あか色いろとクリーム色のツートンカラーになった拡声器がのった。使いこまれたスピーカーの音がかすかに割れる。

「桜さくら田ださん。こちらは警けい察さつです。裁判所より家宅捜索の令状がおりました。扉を開けてください。一〇分ほど待ちます。時間内に出てこられないようなら、無理にでも扉を開けさせていただきます」




　その桜田家の中では二人ふたりは顔をあわせてまっ青さおになっていた。

「あ、あんた、どうするんだい？」

「ど、どうしよう、母かあちゃん」

　どうしていいのかわからずひざがふるえる源げん之の助すけであったが、ふと芙ふ美み枝えの目に光るものがあるのに気づく。

「あ、あんたぁ……」

　源之助は男として、そして一家の主あるじとして、最後の威い厳げんを示す時が来たことを悟った。

　二人が家を出てまだ三〇分くらいしかたってない。ここから麗れい華かの家まで、子どもの足だと一時間はかかる。しかも二人は尾行をまかなければならないのだ。途と中ちゆうで二人が自転車を使ったことを源之助は知らないが、残り一〇分ではどっちみち麗華は間に合わない。

　源之助は考えるのは苦にが手てだ。頭が悪いのも自覚している。それでも必死になって考えた。

　愛する妻のため、そして息子むすこのため、すなわち家族のために源之助ができること。

　条件は複ふく雑ざつで、どう考えてもみんなを救うアイディアなんてうかばない。しかも残された時間も少ない。けれど、源之助は下したっぱ戦せん闘とう員いんとはいえ警官やピポレンジャーと戦ってきた。彼らの習性なら人一倍知っているつもりだった。

　ここに源之助は一本の道が見えた気がした。愛する家族を救うための細い道が。

　けれどそれは決してさえたやり方ではない。

　もしかしたら後で考えれば他ほかの手段が見つかるのかもしれない。もしかしたら麗華や他ほかの賢かしこい人間が考えればもっと良い方法を思いつくのかもしれない。

　けれど頭の悪い源之助にとって、ピポレンジャーの習性をいかして芙美枝を逃がしてやることこそ、唯ゆい一いつ思いつくことのできた、たった一つの方法だった。

　源之助は意を決すると、芙美枝の肩をしっかりとつかむ。

「ふ、芙美枝。大切な話がある、聞いてくれ」

　源之助の真剣な目に、そしていつもの呼び方ではなく名前で呼ばれたことに、芙美枝は戸と惑まどいつつも小さくうなずいた。

「こうなったら仕方がねぇ。おいらが囮おとりになるから、その隙すきに母かあちゃんだけでもこの家から逃げだすんだ」

「そんな、あんたをおいて逃げるなんてできるわけないじゃないですか。それに警けい察さつに囲まれたこの家から逃げだすなんて、わたしには無理ですよ」

「大丈夫だ、おいらに考えがある」

　源げん之の助すけは芙ふ美み枝えの肩をつかんだまま大きくうなずくと、思いついたアイディアを披ひ露ろうする。

「おいらが改造人間の格かつ好こうをして警察の前に飛びでるんだ。普通の警官は地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの改造人間が出てくると、ピポレンジャーに任せて避ひ難なんするようになってるんだよ」

「で、でも普通のお巡まわりさんたちが避難したとしても、ピポレンジャーがいるんじゃ一いつ緒しよじゃないですか」

「それも大丈夫なんだ。ピポレンジャーは改造人間を見ると、戦せん闘とう員いんなんか見向きもしねぇで改造人間を爆ばく殺さつしようとするんだ。母かあちゃんも聞いたことあるだろ？　ピポダイナマイト・アタックって奴やつさ。その隙すきに母ちゃんは裏口から逃げだせばいい」

「その隙にって、あんた。ピポダイナマイト・アタックなんか受けたら、あんたは……」

　源之助は淋さびしげに、芙美枝から視し線せんをそらした。

「そう、おいらは死ぬことになっちまうな」

「何をバカなことを言ってんですかっ！」

「じゃあ、他ほかに方法があるってのかよっ！」

「そ、それは……」

　芙美枝が気おされると、源之助の顔から険けわしさが消えた。

「もう他に方法はねぇんだよ」

「あ、あんた……」

　死を覚悟した源之助の前に芙美枝は言葉を失うが、それでも死ぬより悪い状況なんてあるわけがない。意を決して、源之助に自首を勧める。

「もういいじゃないか。もう自首しましょう、わたしも源げん太た郎ろうも、たとえ世間から後ろ指さされたとしても、あんたが生きてくれさえすれば、どんなことでも耐えられますから」

　目に涙をためて訴える芙美枝の姿に、源之助の心もゆれる。できれば源之助だって死にたくない。けれど自首しても結果は同じなのだ。

「ダメなんだ、母ちゃん。ダメなんだよ……」

「ダメって何がダメなんですか？」

「昨日きのう、源太郎から聞いただろ？　地獄十字軍は裏切り者を許しちゃくれねぇんだ。自首すりゃ、世界中の特殊部隊から集められた恐こわい連中にさらわれて改造人間にされちまう。そしたらピポレンジャーにやっぱり爆殺さ」

　昨日の話を思いだし、芙美枝も黙だまりこむ。その姿に源之助は頭を下げた。

「すまねぇ、母ちゃん。おいらが悪の組そ織しきに入っちまったもんだから、こんなことになっちまって。だけどな、母ちゃん。もしかしたら、だけどな。おいらが改造人間としてピポレンジャーに爆ばく殺さつされちまったとしても、母かあちゃんが逃げ切ってくれたら、麗れい華かちゃんが上う手まいことやってくれて、母ちゃんと源げん太た郎ろうは地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんとは無関係の人だったことにしてくれるかもしれねぇんだ。何せ、おいらは爆殺されてバラバラだからよ。証しよう拠こ隠いん滅めつって奴やつさ」

　乾いた笑い声をあげる源げん之の助すけに、芙ふ美み枝えは涙ながらにそっぽをむく。

「そんな、あんたが死んじまったら意味なんてありませんよ」

　源之助が真剣な顔になる。そして芙美枝を無理に正面へむかせた。

「母ちゃん、聞いてくれ。おいら、今までお前らに何もしてやることができなかった。いつもおいらが働いているから、お前らだっておまんまが食えるんだ、なんていきがってたけど、それって世間の父親は当たり前にやってることなんだよな。それどころか、おいらに甲か斐い性しようがないばっかりに、お前や源太郎には貧乏で恥はずかしい思いばかりさせて」

「そ、そんなこと……」

　ありません。と言い切ろうとした芙美枝の言葉を、源之助が即座にさえぎる。

「いいんだ、母ちゃん。黙だまって聞いてくれ。とにかくこんなダメなおいらでもお前はよくつくしてくれたし、源太郎は素直に育ってくれた。そんなお前たちを、今、ピポレンジャーと戦えば助けることができるかもしれないんだ。そりゃあ、おいらだって恐こわいよ？　死んじまうのは。もっと長生きだってしたいさ。警けい察さつに捕まっても、地獄十字軍のことをしゃべらなきゃ命は助かるかもとかって考えちゃうさ。でも、でもな……お前や源太郎につらい目にあわせた上で、自分の命が助かるか助からないかもわかんねぇ小さな可能性に賭かけるより、お前や源太郎が助かる大きな可能性に賭けたい。だから、だから……」

　源之助のつぶらな瞳ひとみに大粒の涙がうかぶ。

「おいら、男として、一家の主あるじとして、愛する家族のために戦って死にたいよ」

「あ、あんた……」

　芙美枝は畳に手をついた。その畳の上に涙のしずくが落ちる。

　ここまでくれば源之助の好きにさせてやるしか他ほかはないだろう、だが芙美枝も女として妻として、源之助一人ひとりを死なせるわけにはいかなかった。

　涙をぬぐうと、まっすぐな視し線せんで源之助のつぶらな瞳をとらえる。

「わ、わかりました。でも、あんただけを死なせるわけにはいきません。あたしも、あたしも連れてっておくんなさいよ」

　そして芙美枝は源之助の胸にとびこんだ。

「か、母ちゃん……」

　源之助の腕が、芙美枝の身体からだを抱きしめようとする。しかし寸前のところでその動きが止まった。両手の指がグギグギと宙をつかむ。

　もしもこのまま抱きしめれば、きっと芙美枝は一いつ緒しよに死んでしまう。

　その思いが、源之助をギリギリのところで押しとどめた。すっと力が抜け、両腕が芙美枝の肩の上にのる。

「ダメだ、母かあちゃん」

「ど、どうしてっ!?」

　すがる目で見つめる芙ふ美み枝えに、悟り切った目で源げん之の助すけは優やさしく問う。

「源げん太た郎ろうはどうするんだよ」

「げ、源太郎は……」

　母親として、この世せ知ち辛がらい世の中に子どもを一人ひとり残して逝いくことはつらい。だが、源太郎は自分がいなくなっても大丈夫なはずだった。芙美枝はひきつった笑え顔がおをうかべる。

「源太郎は……源太郎のことは、麗れい華かちゃんが面めん倒どうをみてくれますよ。麗華ちゃんはお金持ちだから、源太郎一人くらいの面倒なんて、きっと大したことないはずですから」

「バカ野郎、子どもの面倒をみるのに他ひ人と様さまをあてにする親がいるかっ！」

　源之助は怒ってみせるが、芙美枝は涙ながらに笑えみを作ろうとする。

「大丈夫。麗華ちゃんは源太郎のことを憎からず思ってくれてるみたいですから、きっと喜んで源太郎の面倒をみてくれますよ」

「本当かよ？　あの二人ふたり、顔をあわせりゃケンカばかりしてたぞ」

　色いろ恋こい沙ざ汰たにうとい源之助はうさんくさそうな顔をしているが、芙美枝には自信があった。

「もちろんですよ。女としての勘ですかね。女の勘はよくあたるんですから」

「でも、やっぱりダメだよ」

「ど、どうして？　麗華ちゃんなら、きっと……」

　曖あい昧まいな言い方だったし、はっきりとした約束を交かわしたわけでもない。けれど芙美枝には自信があった。女同士だから、わかることがあるのだ。

　だが源之助にも別の自信があった。男同士だから、わかることもある。源之助は淋さびしく笑う。

「源太郎が、大人おとなしく麗華ちゃんの世話になるわけがねぇよ」

「あっ……」

　小さくくちびるをかんだ芙美枝の姿に、源之助は情なさけない顔で天てん井じようを見上げた。

「あいつぁ、ほんっと、おいらそっくりだよ。だから、あいつの考えそうなことはよくわかるんだ。あいつなら小学生の働けるとこなんてあるはずねぇのに、麗華ちゃんの世話になるくらいなら仕事して一人で生きていくって言うに決まってらぁ」

　源之助も中学の時に両親を亡くしている。中学を卒業して、すぐ大工の道を歩みはじめた中学生の源之助の決心を、芙美枝は垣かい間ま見みたような気がした。

「あいつに、源太郎に、おいらと同じ思いをさせたくねぇんだ。おいらみてぇな人生を歩ませたくないんだよ」

「あ、あんた……」

　源之助の言いたいことはわかる、母としての義務もある、そして何より自分のお腹なかを痛めて産んだ子だ、可愛かわいいに決まっている。だが目の前の源げん之の助すけを見殺しにすることもできない。

　悩む芙ふ美み枝えを、源之助はまっすぐ見つめた。

「母かあちゃん、しっかりしてくれ。おいらが死んだら、源げん太た郎ろうが頼れるのは母ちゃんだけなんだ」

「でも、わたしなんかに……」

　崩くずれ落ちそうな芙美枝の両肩を、源之助がつかんだ。

「すまねぇ、母ちゃん。お前にも、源太郎にも、苦労をかけてばかりで。でもおいら一つだけ、頼みがある。源太郎に残してやれるもんがある」

「たのみ……のこしてやれるもの……ですか？」

「そう、おいらの最後の頼みだ。源太郎に伝えてやってくれ……人は苦労したら、その痛みを知って優やさしくなれる人と、人間が曲がっちまって意地悪になる人がいる。だからお前は苦労しても、苦労した分だけ優しくなれる人間になれって」

「苦労した分だけ優しくなれる人間に……」

「そうだ、母ちゃん。必ず源太郎に伝えてやってくれ。女の子に手をあげちゃいけないとか、お天てん道と様さまに背をむけなきゃなんないことはしちゃいけないとか、通り一いつ遍ぺんのお仕着せの言葉なんかじゃなく、おいらが人生を歩んできた中で、おいらが見つけてきた、おいらの魂みてぇな言葉だ。しっかり伝えてくれ」

　源之助の脳のう裏りに走そう馬ま燈とうのように地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの同どう僚りようたちの顔がうかんでは消えていく。悪の非合法組そ織しきだけあって、軍団員の多くには様さま々ざまな過去がある。みんな苦労しているはずだ。同僚の浜はま中なかも、保母の有ゆう菜なも、そして経理の服部はつとりさえも。源之助と芙美枝だって苦労してきた。だからこその言葉だ。

「こんなこと、本当は苦労をかける張本人のおいらが言えた義理じゃないし、情なさけないけどさ」

　自じ嘲ちようまじりに源之助は肩を落としたが、それでも最後は胸をはった。

「家だとか金だとか、形ある財産なんて何一つ残してやれねぇけど、源太郎には幸せになって欲しいんだ。そのための言葉なんだよ……優しくなれば人から愛されるから。人から愛されれば、きっと源太郎も幸せになれるから。だから、母ちゃん。頼む」

　もう芙美枝は何も言わなかった。ただ両手を畳について涙をこらえるばかりだ。

　息子むすこへ残してやれるものを伝えたなら、次は妻への番だ。だからまず源之助はとっておきの秘密を打ち明けることにする。

「そ、それとな……おいら、母ちゃんに今まで秘密にしてたことがあるんだ」

「ひ、秘密？」

「ああ、そうだよ」

　源之助は立ち上がると、地獄十字軍用の小こ部べ屋やに入り工具箱ばこをもちだしてきた。そして中から白い紙につつまれた何かをとりだす。その白い紙を源之助は芙美枝の前で広げてみせた。

「こ、これは……」

　芙ふ美み枝えの目の前にはトンカチがあった。安っぽい作りの頭に、素人しろうとが削りだしたような下へ手たくそな木もく柄えがささっている。柄こそ違いはするが、トンカチには見覚えがあった。遠い昔、芙美枝が初めて源げん之の助すけにプレゼントしたものだ。

「覚えているかい？　母かあちゃんが初めてプレゼントしてくれたあのトンカチだよ」

「お、覚えてますとも」

　芙美枝がうなずくと、源之助は恥はずかしそうに首をかしげた。

「おいら、本当はプレゼントもらった時、嬉うれしくて仕方なかったんだけどよ。でも、あの時のおいらには母ちゃんがまぶしすぎてさぁ」

「ま、まぶしすぎてって、あたしがですか？」

「あぁ。おいら、中卒で大工として働いてて、だけど母ちゃんは普通に高校へ通ってたじゃねえか。あの頃ころのおいらは劣等感の塊かたまりでさ。同じ年くらいの連中が、学校の制服姿で歩いているとこを見るだけで、みんな、おいらより偉く見えた。だから、母ちゃんからプレゼントもらった時、嬉しかったけど、素直に受けとれなかったんだ……」

　恥ずかしそうに肩を落とす源之助の姿に、芙美枝は言葉を失った。

　いつも古き善き日本の父といった似合いもしない姿を演じてきた源之助が、初めて芙美枝の前に弱さをさらけだしたのだ。

　最さい期ごを悟った者の赤せき裸ら々らな姿に、芙美枝も源之助の最期を強く意い識しきせざるをえなかった。また涙がこぼれだし、ポツリ、ポツリ、と芙美枝の手の甲の上へ落ちる。

「だけど、だけどな」

　源之助は顔をあげると、無邪気な笑えみをうかべる。

「本当は凄すごく嬉しかったんだ。母ちゃんにプレゼントしてもらって、おいら、嬉しかった。だからこうやって大事にとっておいたんだ。柄は折っちまったけど、自分で削りだした」

　芙美枝は涙まじりに、初めて知ったような顔をする。

「そ、そうだったんですか……知りませんでしたよ。て、てっきり、あたしは、捨てられたものとばかり、思ってましたから」

　噓うそをついた声はふるえていた。

　本当は知っていた。ぜんぶ見ていた。二階の部へ屋やから、源之助がトンカチを捜している姿を、そしてトンカチを見つけて喜ぶ源之助の姿を。それにトンカチだって見つかりそうなとこにおいたのは芙美枝なのだ。

　まるでリスや猫ねこといった小動物みたいに源之助は小さく首をひねった。

「おいら、今でも不ふ思し議ぎだよ。あんなにひどいことしちゃったのに、なんで母ちゃんはおいらなんかと一いつ緒しよになってくれたのかなぁって」

　しばし源之助は不思議な目でトンカチを眺めていたが、やがてこのトンカチが証あかしとばかりに熱ねつっぽく語りはじめた。

「でも、母かあちゃんはこんなおいらと一いつ緒しよになってくれた。感かん謝しやしてる、そして愛してる。年くって、こんなおっさんになっちまったけど、姿形はみっともなくなっても、かっこ悪くなっちまっても、トンカチをもらったあの頃ころから、おいらの愛はずっと変わんねぇ。ずっとずっとピッカピッカの青春時代のまんまさぁ。おいらは世界でいっちばん母ちゃんを愛してるよ」

　芙ふ美み枝えは畳にはいつくばって、小さく丸まって泣いていた。

　源げん之の助すけは一生分の思いを伝えることができたはずだと静かに立ち上がった。最さい期ごを迎える準備をしなければならない。

　芙美枝も涙で顔をぐちゃぐちゃにしながらも、その準備を手て伝つだうべく立ち上がった。

　残り時間はもうあまりない。

　覚悟を決めた二人ふたりは急いで仕し度たくをはじめた。

　まず地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの戦せん闘とう員いん服が二着あるので、それを一着ずつ着こんだ。

　身体からだの線せんがはっきりと出てしまうので、胸とお腹なかが出た芙美枝の姿は不ぶ格かつ好こうそのものだ。

　だが格好の悪さでは源之助だってひけをとらない。改造人間のように見せかけないといけないので麗れい華かのために買ってきたジャイアント・テディを中の綿わたを抜いて、着ぐるみにして頭からすっぽりとかぶったのだ。

　両足を切って落とすと、ちょうど地獄十字軍の紋章のはいったベルトから上が熊くまで下半身は地獄十字軍の戦闘員姿と、半熊半人の改造人間に見えなくもない。いやに可愛かわいらしいのが玉たまに瑕きずだが、ほんの数分でのやっつけ仕事にしては上出来だった。

　最後に源之助はトンカチをベルトの後ろ、腰のところにさしこんだ。

「へへ、これは二人の愛の証あかしだからよ。おいら、これだけもって逝いくことにするよ」

　仕度は終わった。二人がぎこちない笑えみをうかべるが、ほっとする間もなかった。玄関と裏口が同時に破られる音がしたのだ。

「きゅい」（あんた）

「うん」

　二人がうなずきあうのと同時だった。玄関と裏口から一斉に居間へむかって流れこんできた警けい官かんたちが悲鳴をあげた。

「地獄十字軍の改造人間だっ！」

「戦闘員もいるぞっ！」

　源之助と芙美枝の方が呆あつ気けにとられるほど、警官たちは狼ろう狽ばいしていた。

「退避だ、退避っ！　ひけーっ、ひけーっ！」

　そして誰だれかの合図をきっかけに一斉に後退をはじめる。

　だが去っていく警官たちの中で、立ちつくす二人の刑事がいた。赤あか坂さかと青あお木き。ピポレンジャーの二人だ。赤坂が拳こぶしを固めた。

「勝ったわ」

　地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの戦せん闘とう員いんに加え、改造人間までいる。これでこの家が地獄十字軍のアジトであることが証明でき、黄き桜ざくらの件も何とかできるはずだ。

　赤あか坂さかと青あお木きはブレスレットに手をかけて、かけ声を発する。

「ピポレッド、ファイティング・トランスフォーメーション」

「ピポブルー、ファイティング・トランスフォーメーション」

　ブレスレットが光り輝かがやき、一いつ瞬しゆんにしてスーツやシャツがうごめいて二人ふたりの全身を覆おおう。まるで植物の成長を早送りで再生しているかのようだ。

　顔にはりついた白いシャツがヘルメットに変形し、二人それぞれが赤と青の色に変わる。

　そしてピポレンジャーがあらわれた。

　青い戦士が口火を切る。

「青き風が……正義の道を進めと示す」

　続いて赤い戦士の声。

「赤き炎が……悪い奴やつらを食い止める」

　二人の声が一つになる。

「人々の自由と平和を守るため。ピポレンジャー、参上！　地獄十字軍、お前たちの好きにはさせないっ!!」

　源げん之の助すけは芙ふ美み枝えを下がらせると、テディベア姿で精一杯の凄すご味みをきかせる。

「がっはははっ！　おいら、地獄十字軍の改造人間テデイマ仮か面めんだ。おめーらまとめて地獄へ送ってやらあっ！」

「て、てでいま仮面？」

　さすがに可愛かわいらしい外見と珍妙な名前に赤坂ことピポレッドも首をひねる。

　そんなピポレッドの姿に源之助も、源げん太た郎ろうとのやりとりを思いだす。確たしか源太郎が言ってたのは啖たん呵かを切る熊くまの人形のはずだった。源之助はころっと態度を変える。

「てやんでいっ！　何がテデイマ仮面だよ。そりゃあ帰ってきた時の挨あい拶さつだい。テヤンデイ仮面だ。おいら、江え戸どっ子こなんだよっ！」

　ピポレッドとピポブルーは顔を見あわせた。本当にいつもと勝手が違う。

　それでも相手が地獄十字軍、しかも改造人間であることには変わりない。

　とりあえずピポブルーがいつもの得意技を放つ。

「いくぞ、ブルー・パンチ！　おらぁっ！」

　鉄てつ拳けんが源之助の顔面をとらえた。

「ごひっ！」

　着ぐるみがあるからといっても相手はウェルター級の元日本チャンピオン。源之助は気を失いそうになりながらもやせ我が慢まんだ。

「な、何でぇ。たいしたことねぇな。おいら、そんなのぜんぜん効きかねぇよ？」

　そこへピポレッドが日本刀を上段にかまえたまま、一歩前に出た。

「ここは任せて！　レッド・ソード！　きぇえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ピポレッドの上段からの一いち撃げきが源げん之の助すけの脳天めがけてふり下ろされた。

　地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの戦せん闘とう服ふくは日本刀でも斬きれない特殊繊せん維いでできている。しかし声をだすために源之助はテディベアの頭を直接かぶっていた。このままでは頭が真っ二つだ。

　とっさに源之助は左ひざをついて、両手をパンと頭上であわせる。

「真剣白しら刃はどり？」

　日本刀をふり下ろすピポレッドが驚おどろいたが、白刃は源之助の両手をくぐり抜けてしまう。早い話、源之助が手をだすのは遅すぎたのだ。もはやこれまでと源之助も目を閉じた。

「きゅーいっ！」（あんたーっ！）

　芙ふ美み枝えが叫んだ次の瞬しゆん間かん、白刃は源之助の頭の上三センチくらいのところで止まる。

　来るはずの衝しよう撃げきがなかなか来なくて、しかも意い識しきがあるものだから源之助は恐る恐る右目を開けてみる。そして頭上で止まった白刃の先を目で追っていくと、刀身が柱に突き刺さっていた。早い話、日本刀をふり回すにはこの部へ屋やは狭すぎたのだ。

　柱に刺さった刀身を抜こうと、ピポレッドは壁かべに足をかけて刀をひっぱった。その姿を源之助はあざ笑う。

「わっはっはははっ！　口ほどにもないね、ピポレンジャー。お前らもついに最さい期ごの時が来たってもんじゃないかい？」

「それはどうかな」

　どこからともなく声がした。

「ピポレンジャーをあなどるには少し早すぎやしないかな」

　雰囲気は似ているが最初の声とは声こわ色いろが微妙に違う。

「まさか、お前たちは！」

　源之助が振り返ると、そこには二人ふたりの戦士が立っていた。

「そうっ！　ピポブラック」

「そしてピポホワイト」

　ピポレッドの声が弾はずむ。

「来てくれたのね！　ピポブラック、ピポホワイト」

　本当は令状をとる際に応援要よう請せいをかけていたのだが、ここはお約束だ。

　ピポブラックが深くうなずくと、ピポホワイトはピポレッドにむけて親指を立てる。

「話は後だ、それよりこいつを外へ連れだして、ピポダイナマイト・アタックだ」

　四人の戦士たちが一斉にうなずく。

「おうっ！」

　ピポブラックとピポホワイトが源之助の両りよう脇わきをつかんで、外へと連れだしていく。

「おいおい、放せよ。何をすんだい、コンチキショーッ！」

　源げん之の助すけは形ばかりの抵抗を見せるが、密ひそかに柱の陰に隠かくれていた芙ふ美み枝えにむかって親指を立ててサインを送っていた。この隙すきに逃げろという合図だ。

　芙美枝は黙だまって連れ去られて行く源之助の姿を見送ると、居間から玄関へとむかう。そして玄関の扉から、外の様よう子すをうかがった。

　源之助を遠巻きに囲んだピポレンジャーたちは、それぞれのカラーと同色の長い筒つつを取りだした。ピポバトンである。

　そしてピポレッドがＴの字型のレバーのついた赤い起き爆ばくボックスを地面においた。

「起爆装置、セット完了」

　ピポレッドの声に、残りの三人の戦士たちは源之助めがけて一斉に走りだす。

「てやんでいっ！　好きにしろ」

　源之助が逃げも隠かくれもせず立ちつくしていると、三人の戦士たちに囲まれる。

　まずピポブルーが左腕をつかみ、続いてピポホワイトは左足、そしてピポブラックも右足をつかむ。ピポイエローがいないものの、いつも通りのポジションだ。

　こうして源之助の手足を三方からつかんだピポレンジャーたちは、そのまま源之助をお神輿みこしのように肩へ担かつぐと、ピポレッドが声をかける。

「せいのっ！」

　かけ声と共に三人の戦士たちは一斉に腕をのばし、源之助を高々と持ち上げる。いつもより一人ひとり少ないこともあって、最初こそよたついたが、見事に源之助を高々と掲げ、逆の手でもったピポバトンを外へむけてポーズを決める。

　ピポレッドが叫んだ。

「ピポバトン、装着！」

　三人の戦士たちが一斉にピポバトンを源之助の身体からだへとくっつける。胸・背中・胴体の三カ所にピポバトンは装着された。

　だが源之助は身をよじって逃げようとすることもなく、それどころかいつもならピポイエローがつかむはずの右腕は自由だというのに、その右腕までもピシッとのばしていた。

　これが源之助なりにきれいな最さい期ごを迎えようとする覚悟であった。

　けれど三方で支えられた身体をまっすぐにのばすのはやはり無理があるようで、身体ぜんたいがプルプルとふるえている。

　そんな源之助の姿に玄関の陰から、そっと見守っていた芙美枝は噴ふきだしてしまった。

　今、一つの命が尽きようとしているのに、今、人生の最期が訪れようとしているのに、この桜さくら田だ源之助という男はどうしてこうもユーモラスなのであろう。

　だから芙美枝は笑った。笑って、笑って、そして泣いた。戸口をもったまま泣なき崩くずれ、両ひざをついた。

　源げん之の助すけは確たしかに悪の組そ織しきで働いて、改造人間の格かつ好こうもしている。正義の戦士に爆ばく殺さつされても仕方ないのかもしれない。だが源之助みたいな小悪党にも、それなりに人生があって、そして一いつ生しよう懸けん命めい生きてきた。ただちょっとだけ、生きることに不器用だった。

　いつしか芙ふ美み枝えは両手をあわせて小さな声で拝おがみはじめていた。

　その間にもピポレンジャーたちによる源之助の処刑は刻一刻と執とり行われつつあった。ピポレッドが赤い起き爆ばく用ようボックスから、コードをひきだした。そして青黒白の三色のコードをもって源之助のもとへと走りだす。




　その光景を、彼方かなたより上空を飛ぶ機き影えいがカメラでとらえていた。

　無む論ろん、のっているのは麗れい華かと源げん太た郎ろう、そしてギャツビーである。

　ヘリの中でギャツビーが声をあげた。

「お嬢じようさま、大変ですっ！」

「何？」

　キーボードを高速で叩たたいていた麗華が眉み間けんにしわをよせた。

「目標地点でピポレンジャーが何やら動きを」

「モニターに映して」

「はっ、すぐに」

　ギャツビーの声と同時に、改造人間を担いだピポレンジャーたちの姿が映った。しかもピポダイナマイト・アタックをかけようとしている。

「ちょ、ちょっとっ！　このピポレンジャーが担いでいる改造人間を拡大してみてっ！」

　麗華が悲鳴にも似た声をあげると同時だった。お神輿みこしのように担かつがれた改造人間の姿がアップになっていく。テディベアが上半身で、下半身は地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんのあみタイツをはいている。上半身のテディベアの後ろ姿には見覚えがあった。麗華が抱き枕まくらにしていたジャイアント・テディである。となると、あの改造人間の中身は源之助のはずだ。

　麗華が改造人間の正体が源之助だと気づくより早く、源太郎は改造人間が誰だれだか気づいていた。悲痛な叫び声があがる。

「父とうちゃーんっ！」




　源之助のもとへ走りよったピポレッドは手て際ぎわよく、三色のコードを、色にあったピポバトンへと接続していく。

　芙美枝は手をあわせたまま頭を何度も下げて謝あやまっていた。

（ごめんね、本当にごめんね、ごめんね、ごめんね）

　ふいに芙美枝が顔をあげる。その先には捕らわれた源之助の姿があった。

（源太郎。母かあちゃんを許しておくれ、お前には、麗華ちゃんがいるから。麗華ちゃんは良くできた子だから、きっとお前のことを立てて、陰ながら援助してくれると思うんだよ。だけど、だけど……父とうちゃんには、わたししかいないから）

　ピポバトンへコードを接続するのを終えるとピポレッドは一本ずつ接続を確かく認にんしていく。

「ブルー、ブラック、ホワイト、よしっ！」

　確認を終えたピポレッドが背をむけて走りだす。

　源げん之の助すけの命が尽きる秒読みがはじまったその瞬しゆん間かん。

　ゆらり、と陽かげ炎ろうのように芙ふ美み枝えは立ち上がった。そして心の中で源之助に語りかける。

（あんた、源げん太た郎ろうなら大丈夫ですよ）

　ふらり、と夢遊病のように芙美枝の足が玄関を一歩踏みだす。

（あんたとわたしの子じゃないですか……）

　そしてもう一歩。芙美枝が戸口に立った。

（あんたの背中を見て育った子じゃないですか……）

　今、白はく昼ちゆう夢むのように芙美枝にはいるはずのない源太郎の後ろ姿が見えていた。

　そう、あちこち焦こげたハンバーグや不ぞろいのコロッケを世界で一番美お味いしいと言い張った源太郎の後ろ姿が。

（源太郎は優やさしい子に育ちました、苦労を優しさに変える心をもった優しく強い子に。だから……だから……）

　芙美枝が叫び、走りだした。

「きゅーいっ！」（あんたーっ！）

　愛する夫にむかって。

　そう、芙美枝も容姿は衰おとろえて、おばさんになった。けれど心の中の愛は愛のままに、その輝かがやきは青春時代からずっと変わらない。

　だから死ぬことなんて恐こわくなかった。芙美枝は一心不乱に駆かけ、源之助のもとへとむかう。




　芙美枝の声に気づき源之助が担かつぎ上げられたまま首を足の方へむける。

　すると逆さまの地上をおばさん体型の戦せん闘とう員いんが駆けよってくる姿が見えた。

　長年つれそった仲だ、源之助は瞬時に芙美枝が何をしようとしているのか悟った。

（か、母かあちゃん。あれほど逃げろって言ったのにっ！）

　源之助の視界が涙でにじむ。




　一方、おばさん体型の不ぶ格かつ好こうな一般戦闘員が飛びだしている姿はヘリのカメラもとらえていた。誰だれだかは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　このままでは芙美枝までも源之助と一いつ緒しよに爆ばく殺さつされてしまう。届かないはずの遥はるか先に源太郎は手をのばす。

「やめろっ！　母かあちゃーんっ！」

「おばちゃん、約束したじゃない」

　麗れい華かは指ゆび輪わをつかんでうつむくが、二人ふたりの声が届くはずもなかった。あまりに遠すぎたのだ。もう二人になす術すべはなかった。




　ピポレッドは赤い箱はこのもとまで戻っていた。あとは向きなおり、Ｔの字型レバーを押すだけである。

　自分だけでなく芙ふ美み枝えの命まで風前の灯ともし火びと化したこの瞬しゆん間かん、源げん之の助すけは思った。

（ダメだ。このままじゃ、おいらだけでなく母ちゃんまで死んじまう。それだけはダメだ）

　この最さい期ごの最後、源之助は生きようとした、潔いさぎよく死ぬよりも、不ぶ格かつ好こうでいいから生き残ろうとした。だからもがき、あがく。

「離はなせ、こんちきしょーっ！　離しやがれ、このーっ」

「な、何だ。こいつ、急に暴あばれやがって」

　戸と惑まどいながらもピポレンジャーたちは源之助をつかみ続けた。決してゆらがない。

　何せ無数の改造人間たちを爆ばく殺さつしてきただけあってピポレンジャーたちの腕前は手て馴なれたものだし、握力だって強力だ。いくらあがいても元大工で下したっぱ戦せん闘とう員いんの源之助には正義の手をふり払うことはできない。

　源之助の姿は不格好な姿なのかもしれない、往おう生じよう際ぎわが悪いだけなのかもしれない。それでも源之助はもがき続けた、生きるために。

　やがて身をよじり続けているうちに源之助は腰に違和感を覚えた。

「んっ？　これは……」

　そこには芙美枝との愛の証あかしであるトンカチがあった。そして源之助は右手だけは自由にふり回していることにも気づく。

「あれ、動いてるじゃねぇか？」

　その右手の自由は源げん太た郎ろうと麗華が与えてくれた小さな可能性。

　親鳥を待つヒナのように、空を見上げ口だけ開けて待っていても奇跡はおこらない。

　かなわないと知りながらも、それでも最後まであきらめずに頑がん張ばった者が不可能を可能にした時、人は初めてそれを奇跡と呼ぶ。

　今、小さな奇跡が起きる。

　無む我が夢む中ちゆうで源之助は腰からトンカチを引き抜いた。

（母ちゃん、源太郎。おいらに力をくれ）

　家族の愛と、命の希望をのせて、源之助は右腕をふり上げる。

　この一いち撃げきは偶然に偶然が重ねあわさって生まれた最後のチャンス。けれどその偶然の一つ一つが、みんなが思いあって、一いつ生しよう懸けん命めい生きようとした証。

　そう、いつだって奇跡を生みだす源、すなわち原動力はどこにでもありふれた愛なのだ。

　みんなの助けを受け源げん之の助すけはピポブルーの手を思いっきりぶっ叩たたく。

「これでもくらえっ！」

「いてーっ」

　ピポブルーの悲鳴があがった。

　地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの戦せん闘とう員いん服と同じく、ピポレンジャーの特殊スーツは日本刀でも斬きれない強度と耐性を誇るが、打だ撃げきのダメージまでは軽減できないのだ。しかも源之助は今でこそ地獄十字軍の下したっぱ戦闘員に身をやつしているが元は大工だ、全力の一撃は正せい確かくにピポブルーの拳こぶしを打ち砕くだいていた。

　そしてピポブルーが手を離はなしたがために、両足を握られた格かつ好こうで源之助は逆さづりになる。

　両手は自由になった。でもこれではピポレンジャーたちの手までトンカチは届かない。

　それでもなお、源之助はあきらめなかった。

　叩けるものを叩いてやれと、目の前にあるピポレンジャーのすねをトンカチで連打してやる。

「こんにゃろっ！　にゃろっ！」

「いてーっ！」

「うがーっ！」

　悲鳴とともにピポホワイトとピポブラックが飛び上がった。何せ叩かれたのは弁べん慶けいの泣き所、急所の一つなのだ。

　一いつ瞬しゆん、我われを忘れた二人ふたりのピポレンジャーは源之助の足から手を離してしまっていた。

　そして源之助は頭から地面に激げき突とつする。

「うぎゃっ！」

　頭を打った源之助はふいにズダ袋にいれた麗れい華かをまっ逆さまに落としたことを思いだす。

（こりゃあ、確たしかに痛いよな。あん時はごめんよ、麗華ちゃん）

　そして目の回る身体からだで、よたよたと立ち上がると、テディベアの着ぐるみについているピポバトンをむしりとった。そしてピポレンジャーたちに投げてやる。

「預かりもんだがよ、返すぜ。ほら」

「えっ！」

「えっ？」

「えーっ！」

　ピポバトンを受けとったピポレンジャーたちは驚おどろいて、一斉にピポレッドの方をむく。

　ピポレッドは既すでにＴの字型レバーに手をかけていた。しかも体重をかけている。もう途と中ちゆうで止められそうな勢いではない。

「うっそーっ！」

　ピポレッドの悲鳴とほぼ同時だった。三人のピポレンジャーたちは一斉にピポバトンを宙に放りだしていた。

　ピポレッドの腰がＴの字型レバーと共にストン、と落ちる。

　僅きん差さで宙に放り投げられたピポバトンが爆ばく発はつし、周囲にいた者たちを吹ふき飛ばした。

　爆風に、源げん之の助すけとピポレンジャーたちが翻ほん弄ろうされる。

　ピポブルーが宙を舞まい、ピポホワイトは腰を打つ。そしてピポブラックは転がった。

　いち早く逃げだした源之助はピポレンジャーたちに比べて爆風の影えい響きようが小さかった。その分、源之助は妻のもとへとむかっていた。

「母かあちゃんっ！」

「きゅーいっ！」（あんたーっ！）

　互いを求める二つの指先がまじわり、二人ふたりは抱きあう。

　今、この瞬しゆん間かん。小さな力が巨大な力を打ち破った。

　悪の秘密組そ織しきで働く下したっぱ戦せん闘とう員いんが、貧しい一家の中卒親おや父じが、正義の特とく察さつ戦隊に、強大な国家権力に、最先端の科学の力に、そして集団リンチも同然の数の力に、勝ったのだ。

　源之助一人ひとりでは到底かなわなかった。武装ヘリをもちだした麗れい華かにだってどうしようもなかった。けれど源之助が、芙ふ美み枝えが、源げん太た郎ろうが、そして麗華が、みんなが頑がん張ばった小さな積つみかさねが奇跡をうんだのだ。

　そう、これは家族の愛の勝利だ。

　抱きあう二人の前に空から縄なわ梯ばし子ごが落ちてくる。

「な、何だ？」

　源之助が見上げれば、縄梯子をたらすヘリコプターの姿があった。そしてその先には見覚えのある顔が。

「げ、源太郎……」

「それに麗華ちゃんも……あんた」

「よしっ！　つかまるぞ、母ちゃん」

　二人は無む我が夢む中ちゆうで縄梯子にしがみついた。




　機き内ないでも、二人が縄梯子をつかんだことを確かく認にんしていた。

「ギャツビー、システムを使うわ。急いでこの空域から離はなれて」

「御意」

　ギャツビーの返事より早く麗華はキーボードを叩たたきはじめた。その横から不安な顔で源太郎が尋たずねる。

「なぁ、システムって何だよ？」

「世の中には男は知らなくていいことがあるの」

「なるほど」

　あっさり誤ご魔ま化かされる源げん太た郎ろうも源太郎だが、麗れい華かにも詳しく話せない事情があった。

　原げん爆ばくの開発計画がマンハッタン計画と呼ばれたように、最重要軍事機き密みつは名前からその正体を推測されることを避けるため秘ひ匿とく名称で呼ばれる。システムもその一つだった。

　テロリストやクーデターによって兵器を奪うばわれることを恐れた先進各国は互いの誘ゆう導どう兵器を自在に操あやつることを可能にするシステムを導どう入にゆうした。

　それは高度な先端通信技術と画かつ期き的てきな暗号方式によって初めて可能になったとされる。だがこの画期的な暗号方式は暗号として利用している一面もあるが、厳げん密みつには暗号でなかった。

　先進各国は誘導兵器に、人工知能を導入したのである。

　一つ一つの誘導兵器が独立した判断能力を有しながら、各誘導兵器本体とレーダー基地や司令部などがネットワークを形成し戦時や平時の演習において状況を判断する。

　この統合型集合意い識しき体たいとも呼べる人工知能はより上位の命令者に対する命令変更はもちろん、状況によっては自じ爆ばくや不発も自みずからの判断で選えらぶ。

　この技術により兵器の安全性は格段に向上した。

　テロリストやクーデターによって奪われた兵器の悪用を防ぐだけでなく、演習中の誤射による被害や、戦時における誤爆の被害までも最小限におさえることができるのだから。

　しかもネットワーク式なので、敵に回収された不発弾や奪われた兵器から人工知能の一部を抜きだせたとしても、全容を知ることは不可能である。むしろ人工知能の一部を暗号データと勘違いして解読を試みれば敵国は永遠にとけない謎なぞに不毛な労力を費やすばかりだ。

　そして仮に軍の人間が人工知能を悪用しようとしても、複ふく数すうの国や基地にまたがる人工知能をハッキングするのは事実上不可能であった。

　軍の中にいる者が正規の手順を踏んで、正しい状況で正しく利用するなら誰だれでも使用できるが、そうでないなら誰にも悪用されない技術。

　そして最さい前ぜん線せんの無人化、つまり軍のロボット化に先せん鞭べんをつける技術でもある。

　けれど世界に一人ひとりだけ、十分な設備さえあれば、このシステムを思いのまま操あやつれる人間がいた。システムの開発の中心人物にして、人工知能の概がい念ねんをまとめ数学的に論ろん理りづけすることに成功した真ま木ぎ麗れい華かである。

　その麗華の目が輝かがやいた。

「あった！　ギャツビー、衛えい星せい回線を開いて、三番」

　源太郎の話を途と中ちゆうで打ち切ると、再び麗華は忙しくキーボードを叩たたきはじめた。

「横よこ須す賀かでちょうどいいのが飛んでる。米軍のＦ35Ｃ統合戦せん闘とう攻こう撃げき機き、ＡＧＭ－84Ｋを積つんでいるわ。こいつを撃うちこむけど異存は？」

「沙さ良らさまからはお嬢じようさまの望むままに、と」

　麗華がしようとしていることは下へ手たな対応によってはマギの屋台骨を揺ゆるがしかねない大だい騒そう動どうを引き起こす。ちょっとだけの罪悪感と、自分を信頼してくれた嬉うれしさが、胸を熱あつくする。

「ありがとう」

　麗れい華かはリターン・キーを押した。




　同時刻、横よこ須す賀か沖にて。ニミッツ級原子力航空母ぼ艦かんロナルド・レーガンへ帰き還かんしようとしていたＦ35Ｃ統合戦せん闘とう攻こう撃げき機きが突如コントロール不可能になった。勝手に火器管制システムが作動して、対テロ用のバンカーバスター弾頭を積つんだミサイルが目標を定める。

　その攻撃目標を見てパイロットの頭から血の気がひいた。何と日本国内の、地上、しかも市街地にロックオンしたのだ。

　このままでは大だい惨さん事じである。誤作動だと思ったパイロットはとっさに火器制御システムそのものを緊きん急きゆう停止しようとするが、それより早くミサイルは発射されてしまった。

「オーッ、ノ────────────ッ！」

　パイロットは懸けん命めいにミサイルを自じ爆ばくさせようとするが、スイッチはむなしくカチャカチャと音を立てるだけであった。

　ミサイルは白くて長い白煙をあげて桜さくら田だ家けにむかって飛んでいく。

　ＡＧＭ－84Ｋは空対地ミサイルの一つである、その弾頭はバンカーバスター弾になっていた。

　バンカーバスター弾とは地下塹ざん壕ごうを攻撃するための爆弾で、上空から投下されると、地表にぶつかっても爆発せず、地下へ突き刺さった後に爆発するのだ。中でもＡＧＭ－84Ｋは弾頭に爆発力の拡散を防ぐ成型炸さく薬やく弾だんを使用し、密集する住宅地の地下室にひそむテロリストなどをピンポイントで狙ねらい撃うちする超精密誘ゆう導どうミサイルなのである。

　もっともバンカーバスター弾なら、このヘリにも積んであった。だがそれをあえて米軍機からの対地攻撃の形で撃ちこんだのは麗華なりの考えがあってのことであった。

　すなわち警けい察さつやピポレンジャー側から見て地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんとおぼしきヘリが爆弾を落とすのではなく、無関係のはずの米軍機から誤射されたミサイルが桜田家を吹ふき飛ばしてしまう。

　これが麗華の桜田家を救うシナリオなのだ。

　音速を超えて飛ぶミサイルはピポレンジャーたちが爆風の衝しよう撃げきからまだ立ちなおれないでいるうちに桜田家上空まで到達してしまった。

　桜田家の真上をすぎるとミサイルは上空にむかって大きなターンをはじめ、やがて弧を描き切ると、まっ逆さまに落下をはじめる。

　打ち上げ花火が空をのぼっていくような、いや、むしろ第二次世界大戦の記き録ろくムービーにおさめられているよう不気味な風切音が地上のピポレンジャーたちを怯おびえさせる。

「な、何？　何なの、これっ！」

　オロオロするピポレッドこと赤あか坂さかにむかって、ピポブルーが上空を指さす。

「ピポレッド、空をっ！」

「あ、あれは……」

　赤あか坂さかが見上げた次の瞬しゆん間かんには、ＡＧＭ－84Ｋは桜さくら田だ家けの屋根に突き刺さっていた。

　一瞬にして家屋を貫いたＡＧＭ－84Ｋは地下にもぐりこみ、家財道具やその他一式を地中に押しこんで地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんの機き材ざいごとすべて焼きつくす。

　地下からくぐもった音ともに土砂が噴ふきだした。廃材が飛び散り、家も四散する。

「な、何？　何だったのよ、これ……」

　パラパラと落ちてくる土つち埃ぼこりや木片から頭を守りつつピポレッドはつぶやくが、他ほかのピポレンジャーたちにも何が起きたかなんてわかるはずなかった。

　後には呆ぼう然ぜんとするピポレンジャーたちが残された。




　戦いすんで、日が暮れて。

　源げん之の助すけと芙ふ美み枝えを救い出した後、ヘリは真ま木ぎ技研の研究施設内に戻っていた。

　いくら真木の施設内だといっても地獄十字軍の戦せん闘とう員いんの格かつ好こうをしている源之助や芙美枝を、そのまま施設内やヘリポートにおろすわけにもいかない。それで桜田一家の三人と麗れい華かは広大な施設内にある丘のふもとにおろされたのだ。

　ギャツビーが着がえを用意して迎えに来るまでの間、ここで待つことになった。

　既すでに太陽は丘の向こうへと沈み、頭上には群ぐん青じよう色いろの空が広がっていた。

　源之助と源げん太た郎ろうは顔を見あわせると、何を語るというわけもなく丘をのぼりはじめる。

　二人ふたりの背中が遠くなると、麗華はポケットの中から何かを取りだした。

「はい。これ、返すね」

　芙美枝へと差しだした麗華の手のひらには小さな指ゆび輪わがのっている。芙美枝の指輪だ。けれど芙美枝は両手の拳こぶしをぎゅっと握りしめて受けとろうとしない。

「よかったら、本当にもらってくれないかい？　それ」

「どうして？」

　怪け訝げんな顔の麗華に、芙美枝は恥はずかしそうに背中を丸めた。

「だって、麗華ちゃんには本当に迷めい惑わくかけちゃったし。何かお礼をしたいけど、本当に何もあげられるものがないから」

「いいから、いいから」

　麗華は笑いながら指輪を無理にでも握らせようとする。

「でも……」

　なおもためらう芙美枝に、麗華は悪戯いたずらっぽい笑えみをうかべる。

「おじちゃんに悪いでしょ？　それに……」

「それに？」

　麗華は指輪を一目見て、それから源太郎の背中を見る。そして最後に芙美枝の目を見つめた。

「この指輪の分は源太郎から取りたててやるから」

　芙ふ美み枝えの表情から迷いの色が消える。

「そっかぁ……じゃあ源げん太た郎ろうには悪いけど、しっかり取りたててもらおうかね」

「うん」

　顔を上気させ麗れい華かは大きくうなずいた。

　やがて源げん之の助すけと源太郎は丘をのぼり切り、頂上に立った。

　そして透明なうす闇やみ色いろの空の中で、二つの影かげ法ぼう師しとなった父と子は何やら話をはじめる。

　二人ふたりが口をきくのは昨日きのうのケンカ以来のことだ。

　ふもとに立つ麗華たちには何を言っているのか聞こえないが、時おり風が二人の笑い声を草の波にのせて運んでくる。

　二人の姿をじっと見つめる麗華に、芙美枝が微笑ほほえんだ。

「気になるのかい？」

「う、うん」

　気にならないと言えば噓うそになる。麗華はほほを赤くして、うなずいた。

　麗華だってこれから母と仲直りというか、今回の件で色々と話しあわなければならないことがいっぱいある。素直に興きよう味みがあった。

「何を話しているんだろ……」

　二人の姿をぼんやりと眺めながら芙美枝がつぶやく。

「きっと野球とかサッカーの話だろうねぇ」

「えっ？」

「意外、かい？」

「うん。昨日きのうのことを謝あやまったり、今日きようの別々に行動をとっていた間に何があったか話したりするのが普通でしょ？」

　芙美枝が笑った、気負いのない優やさしい笑えみで丘の上の二人を見つめる。

「そういうのはね、男同士には必要ないの。言葉がなくても通じあえるのが、男同士のいいとこなんだよ」

「ふ～ん……何か、ずるい」

　麗華は口を尖とがらせた。何せ米べい軍ぐん機きのミサイルを市中に撃うちこみ、開発中の陸自用次期作戦司し令れい機きの試作機までもちだしたのだ。この一週間の間に何があったか、本当に根掘り葉掘り尋じん問もんされることは目に見えている。それどころか下へ手たをすればアメリカ国防総省行きである。不公平だ。

　そんな不満ありありの麗華に、芙美枝は丘の上の二人を見守るのと同じ優しい目をむける。

「でもね、麗華ちゃん。何でも話しあえるのが女同士のいいとこでもあるんだよ」

　ふと麗華は母と話しあう自分の姿を思いうかべた。思いっ切り怒られるかもしれないし、小言を言われるかもしれない。もしかしたら麗華の思いを理解してくれないかもしれない。

　でも何な故ぜか麗れい華かは最後は母が理解してくれる気がした。たくさん言葉をつくす必要があるだろう、正直に何もかも話さないといけないだろう、でもそうやって母が麗華のことを理解してくれて、同じ思いを共有できたら、女同士も悪くないのかもしれない。

　覚悟を決めた麗華がうなずいた。

「うん」

　何もかも素直に話してみようと思った麗華だが、ふと芙ふ美み枝えの話に矛む盾じゆんがあることに気づく。

「ねぇ、おばちゃん」

「何だい？」

「でも、おばちゃんはどうしてあの二人ふたりが野球やサッカーの話をしてるってわかったの？　おばちゃんは男じゃないのに」

　芙美枝は意味深に笑う。

「そりゃあ、おじちゃんはあたしの亭主で、源げん太た郎ろうはあたしが産んだ子だからね。あの二人のことは何でもお見通しさ」

「なるほど……」

　麗華は大きく息をつくと、素直な気持ちを吐と露ろする。

「かなわないなぁ……」

　群ぐん青じよう色いろの空を見上げれば、いつしか無数の星々がきらめいていた。













　　　エピローグ







「せーのっ！」

　源げん之の助すけのかけ声にあわせて、家族全員の声が一つになる。

「一家そろっていただきますっ！」

　ちゃぶ台を囲んで、いつも通りの桜さくら田だ一家の朝食がはじまった。

　味み噌そ汁しるをすすって源之助が開口一番。

「やっぱ母かあちゃんの作った味噌汁は美う味まいねぇ。愛情が一味違うっ」

「いやですよ、あんた。子どもたちの前で」

　照れる芙美枝の横で、源太郎は皿の上にのった玉子焼きに箸はしをのばす。

　だが源太郎が玉子焼きをつかむより早く、横から別の箸がのびてきて源太郎の狙ねらっていた玉子焼きをかっさらう。

「あっ！」

　奪うばわれた玉子焼きを目で追うと、その先には大きく口を開けた麗華の顔が待っていた。

　玉子焼きが口の中に消えると、麗れい華かの顔に勝ち誇った笑えみがうかぶ。仏ぶつ頂ちよう面づらで源げん太た郎ろうは麗華をにらんだ。

「何でお前がいるんだよ」

「だっておばちゃんの作ったご飯、美お味いしいんだもん」

　すました顔で答えると、麗華はもう一つ玉子焼きを口に放りこんだ。そのまま口をもぐもぐさせ、源太郎を見つめる。悪意も嫌いや味みもないまっすぐな視し線せん。

　源太郎は麗華の視線から逃のがれるように顔をそむけた。ちょっと顔が赤くなっている。

　その様よう子すに麗華が笑みをうかべる。今度は楽しげな笑みだ。

　そんな二人ふたりのやりとりに、芙ふ美み枝えはくすりと笑うと、思いだしたようにテレビのリモコンを手にとった。

「朝のニュースを見たいんだけど、最近のテレビってのは難むずかしいねぇ。前に使ってた方が簡かん単たんだったよ」

「そうなんだよな。父とうちゃんも、それ使いにくくって仕方ねぇや。しかも新しいテレビ自体、どこがスイッチなんだかわかんねぇし」

　源げん之の助すけもうなずくと新しいテレビを眺める。

　大きな薄うす型がた画面の下に、本体と一体化してならんでいる各種スイッチがあった。遠目からではフレーム部分と見分けがつかない。

　いち早く新しいテレビに順応した源太郎はあきれ顔だ。

「難しいって、父ちゃんも母かあちゃんも何を言ってるんだよ。リモコンに電源とかチャンネルとか書いてあるだろ。書いてある通りに押せばいいんだよ」

「それが字が小さくてさ。それに電源って言われても。つけるとか消すとかって書いてくれればわかりやすいのに」

　半分困った顔をして、でもどこか半分嬉うれしそうな芙美枝に、麗華が手のひらを差しだした。

「おばちゃん、貸して。あたしがやってあげるから」

「あら、悪いわね」

　リモコンを受けとると麗華はテレビをつけて、パッパッパッとチャンネルを変えていく。画面が一番地味になったところで芙美枝がテレビを指さした。

「あっ、それ。さっきの公共放送のニュース」

「了解」

　公共放送にチャンネルをあわせると、テレビに黄き桜ざくらの写真が映る。しかも鼻が上をむいていて人相の悪そうな顔映りで、だ。

「まずは特とく察さつ戦隊法案改正に関するニュースです。先日、銭せん湯とうの女湯へ侵入し民間人にとりおさえられたピポイエローこと元小こ結むすび大おお乃の海うみの黄桜大だい介すけは明日あしたの国会証人喚かん問もんを前に……」

　テレビを見て、源之助は腕をくんだ。

「あぁ、大だいちゃんも落ちたもんだねぇ。女湯に飛びこんで逮たい捕ほかい。情なさけないねぇ……」

「何でも子どもに悪戯いたずらをしようとしてたっていう疑ぎ惑わくもあるそうじゃないですか」

「明日あしたの国会は荒れるだろうねぇ。こりゃあ、ピポレンジャーの解散もありうるな」

　他ひ人とごとみたいな口ぶりの源げん之の助すけだが、ピポレンジャーが存亡の危き機きを迎えている理由の大半は桜さくら田だ一家のせいであった。それは同時に麗れい華かのせいでもある。

　多少の後ろめたさもあった麗華だが、次の瞬しゆん間かんにはそんなことはすっかり忘れさせられてしまった。アナウンサーの後ろに映っていた黄き桜ざくらの写真が消え、今度はＦ35Ｃ統合戦せん闘とう攻こう撃げき機きの写真になったのだ。

「続きまして米軍機によるミサイルの誤射事故に関して。この一件で政府は……」

「あーっ……」

　思わず麗華が声をあげてしまった。

　この一件で、どれだけ母に怒られたことか。結局、システムの中核を開発したのが真ま木ぎ技研だったことをいいことに多た額がくの補ほ償しよう金きんを積つむことで米軍とは決着をはかったのだ。

　だがおかげで桜田一家と地じ獄ごく十じゆう字じ軍ぐんとの関かかわりをうやむやにすることにも成功していた。

　とりあえず桜田家から出てきた地獄十字軍の改造人間と戦闘員はピポレンジャーを追って桜田家に侵入してきたという話になり、どうしてピポレンジャーを追ってきた改造人間が先回りして桜田家の中にいたのかという疑問は地獄十字軍は神しん出しゆつ鬼き没ぼつだからという反はん論ろんで誤ご魔ま化かされた。あとは物的証しよう拠こがなくなったのをいいことに、麗華の偽ぎ証しよう言げんと大物弁べん護ご士しをつけて何とかしたわけである。

　もっともそんな麗華の裏方の苦労も源之助や芙ふ美み枝えが知る由よしもなかった。

「いやーっ、不幸中の幸いって言うんだろうな。ミサイルが落ちてきた時に、みんなが家ん中にいなくて良かったよ」

「不幸中の幸いって言うより、災い転じて福となすって感じじゃないですか。ミサイルがふってきたから、あたしたちが地獄十字軍の一員だってこともうやむやになったんですから」

「う～ん、確たしかにそうかもな。何せこんないい家まで用意してもらったんだしな」

　米べい軍ぐん機きのミサイル誤射ということで、桜田一家はアメリカ大たい使し館かんから仮の宿として今の住居を提供されていたのだ。もちろんアメリカ大使館からの桜田一家へ対する補償や賠償の原資はマギからの補償金である。

　まったく二人ふたりともいい気なものだが、それでも麗華には十分だった。

「はい、おばちゃん」

「ありがとね、麗華ちゃん」

　今、麗華の目の前には芙美枝の幸せな笑え顔がおがある。いい気になってよく知りもしないニュースのことを熱あつく語る源之助の横顔がある。そして仏ぶつ頂ちよう面づらのままご飯を口にかきこむ源げん太た郎ろうの姿も。昨日きのうと変わらない今日きようがある。そして今日と変わらない明日あしたが来るのだ。

　そんな満ち足りた思いに麗れい華かがひたっていると、麗華と芙ふ美み枝えのやりとりを横から見ていた源げん之の助すけが急に真顔になった。

「しかし麗華ちゃんはよくできた子だねぇ。源げん太た郎ろう、お嫁よめをもらうなら麗華ちゃんみたいな子にしなさい」

「ほんとに麗華ちゃんが源太郎のお嫁に来てくれればね。あたしも安心できるんだけど」

　芙美枝も相づちを打って、両親公認みたいな形になった。

　麗華の顔がどんどん赤くなっていく。けれど源太郎はむすっとした顔で玉子焼きに手をのばした。

「だから、何べん言ったら気がすむんだよ。俺おれは嫌いやだって」

　急に麗華の赤化現象が止まった。それからちょいと鼻をあげ、宙を見つめて語りだす。

「あら、あたしはいいわよ。源太郎で」

　意外な答えに源太郎は麗華の顔をまじまじと見る。けれど麗華は源太郎と視し線せんをあわせない。

「だってあたし目覚めちゃったのよね。エガリタリアニズムに」

「何だよ、それ？」

　宙を見つめたまま麗華が続ける。

「平等主義。あたし、結婚したら男も子どもを産むべきだと考えるようになったの。手術でお腹なかに人工子し宮きゆうを埋めこんで。帝王切開とそんなにかわんないわよ。だけど世の男の大半は古ふる臭くさい男だん尊そん女じよ卑ひの考えにとらわれているから、いくらあたしが大だい富ふ豪ごうの超美少女でも、子どもを産んでまで結婚したいっていう男は少ないと思うのよね」

　口にご飯をかきこんでいた源太郎は急いでのみこんだ。

「お、俺だって嫌だよ」

　顔を宙にむけたまま麗華の目だけが、ゆっくり、ゆっくりと源太郎へとむかう。

「でも、源太郎はさぁ。あたしに借りがあるわよね？」

　それから麗華は耳の上から肩のあたりを、両指でくるくる回しながらおろしていった。麗華ご自じ慢まんのゆたかな髪があったところだ。

「あっ……」

　源太郎も麗華が髪を切った時に言っていたことを思いだし、頭から血の気がひいていく。握っていた箸はしが茶ちや碗わんにあたってカチャカチャと鳴りだした。

　本気にしていない芙美枝が噴ふきだして、ふいに麗華と目があった。二人ふたりは共犯者の笑えみをうかべる。

　女二人の笑いあう姿に、背筋の寒くなるものを覚え源太郎は父の姿を捜す。

　古き善き日本の父といった源之助は眉み間けんに縦たてじわをよせて難むずかしい顔で唸うなっていた。

「う～ん、父とうちゃん。男が子どもを産むってのはどうも納なつ得とくいかないんだが……」

「父ちゃんっ！」

　さすが男の中の男と源げん太た郎ろうは目を輝かがやかせると、麗れい華かと芙ふ美み枝えを強気の目でにらむ。何と言っても源げん之の助すけは一家の主あるじであり、一応は絶対なのだ。

　麗華と芙美枝も度がすぎたとばかりに二人ふたりして笑いをこらえる。

　ところが、ふいに源之助の表情から厳きびしさが消えた。そして歯を見せて、にかっと笑う。

「でも、麗華ちゃんには色々と世話になったしよぅ。これも時代の流れって奴やつなのかねぇ」

　それからしたり顔でウンウンとうなずきだす。

　源太郎が背中からバッサリ斬きられたような顔になった。

　たまらなくなって麗華と芙美枝はこらえていた笑いを一気に噴ふきだした。

　やがて源之助までも一いつ緒しよになって笑いはじめる。

「そんなぁ……」

　一人ひとりだけ青ざめる源太郎をよそに、桜さくら田だ家けにしあわせ色の笑い声が響ひびきあった。
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　　　あとがき







　そういえば何年か前、作家になるなんて夢を本気で追いかけていた頃ころがありました。

　あの頃のオイラは随ずい分ぶんと無む鉄てつ砲ぽうで、一人ひとり暮ぐらしの身でありながらフリーターや失業保険で生活をしつつ小説を書くなんて生活を送ってました。

　見こみや手て応ごたえなんて全然なかったのに。




　第14回電でん撃げき小説大賞にて本作が最終選考候補に残ったことでデビューに至ったオイラですが、最終選考なる終わりの選考があるなら始まりの選考もあるのが世の常で、その最初の選考を一次選考といいます。

　この一次選考にオイラは二六回も落ちてきました。投稿総数が三〇回なのに、です。

　しかも最初の投稿で一次選考を通過して以来、足かけ七年に亘わたって一次選考で落ち続け、連続記録は二四回を数えました。

　小説を書きはじめてから本作でのデビューまでが約一〇年ですから、長い七年でした。

　夢追い人という言葉の響ひびきは美しいのに、結果だけ見ればちょっとした暗黒時代です。

　この頃、オイラは不毛な自問自答ばかりくり返してました。

　物語の定義だとか、才能と努力だとか、創作上の技ぎ術じゆつ論ろんの他ほか、自分が小説を書く意味や意義、もっと効率の良い生き方や、人生の意味なんてものまで考えたものです。

　多くの時間を費やしたわりに得たものは少なかったと思いますが、一次選考落選が二四回に達した頃にはこんな結論を得ました。もう作家になる夢はあきらめよう、と。

　けれど小説を書くことまではやめませんでした。

　より多くの読者を求めるという意味で新人賞への応募もするけれど、インターネット上で小説を公開するとか、誰だれかに読んでもらうための他の道も探してみることにしたのです。

　そんなわけでオイラは実家へ帰り、地元で正社員の職を見つけて働きはじめました。

　それが今回、担当の高たか林ばやし氏やイラストのりょーちも先生をはじめとする多くの方々に助力をいただけたおかげで本を世に出せるところまでに至りました。ありがとうございます。

　そして誰より、この本を手にとっていただいた方々に一番大きな感かん謝しやを。

　お恥ずかしながら、みなさんに小説を読んでもらうことを目指してきました。

　もちろん、百人が百人満足するなんて端はなから無理な話だとしても、一人でも多くの方に楽しんでいただければ良いなって思ってます。


柏かしわ葉ば空そら十じゆう郎ろう
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柏かしわ葉ば空そら十じゅう郎ろう

柏葉章付きプール・ル・メリット勲章（複製品）。プール・ル・メリット（英語名ブルー・マックス）はプロイセンのフリードリッヒ大王が制定した勲章。この青い十字勲章の上部にある円形部が柏葉章。複製品ながら、柏葉章の形が気に入っている愛蔵品。

[image: ]




イラスト／りょーちも

どうもこんにちわ、りょーちもです。最近四十雀にはまってます。「ツツピー、ツツピー」と鳴きます。クールな海外の番組にも、何気なく渋いおじ様の後ろで聴こえます。







[image: ]









[image: ]電撃文庫





桜さくら田だ家けのヒミツ




～お父とうさんは下したっぱ戦せん闘とう員いん～








柏かしわ葉ば空そら十じゅう郎ろう
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